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第37回環境放射能調査研究成果発表会次第  
日 時：平成7年11月29日（水曜日）10：00～17：00  

場 所：放射線医学総合研究所  講  堂  

10：00  開  会  科学技術庁原子力安全局防災環境対策室長  

～10：05  
植木  勉  

1．環境に関する調査研究（大気、陸）  

座 長  村岡  進  日本原子力研究所東海研究所   

〔題  目〕  〔論文番号〕〔調査機関〕  〔発表者〕  

10：05 高空における放射能塵の測定   （Ⅰ－7）防衛庁技術研究本部  遠藤  拡  
・－10：20  

10：20 最近の日本の大気中85Kr濃度 （Ⅰ－11）気象研究所  五十嵐康人  
・－10：35  

10：35 火山による放射線レベル変動に関（Ⅰ－3）放射線医学総合研究所  古川 雅英  
～10：50する調査（Ⅲ）   

10：50 青森県六ヶ所村の汽水湖尾駿沼に（Ⅰ－13）（財）環境科学技術研究所  近藤 邦男  
～11：05おける湖水中からの放射性核種等  

の除去に果たす水生植物の役割  

2．都道府県の放射能調査と研究（1）  

座 長  高田 芳矩   （財）日本分析センター   

11：05 石川県における牛乳中の137csの（Ⅲ一7）石川県保健環境センター  内田 賢吾  
～11：20変動   

11：20 空間放射線量の変動調査  （Ⅰ－14）静岡県環境放射線監視センター 石渡 達也  
～11：35  

11：35 福岡県における降下物中の全べ－（Ⅰ－16）福岡県保健環境研究所  楢崎 幸範  
～11：50夕放射能調査  

11：50  昼 食・休 憩 †l  
～13：00  

3．都道府県の放射能調査と研究（2）  

座 長  上村  桂  新潟県衛生公害研究所  

岩手県における放射能調査  （V－3）岩手県衛生研究所  田中舘 泰  
13：00  
～13：50埼玉県における放射能調査  （V－11）埼玉県衛生研究所  大沢  尚  

兵庫県における放射能調査  （V－28）兵庫県立衛生研究所  瑞相 公郎  

長崎県における放射能調査  （V－42）長崎県衛生公害研究所  吉村賢一郎   
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4．項壌に関する調査研究（海洋）  

座 長  鈴木  譲  放射線医学総合研究所  

13：50 旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄（Ⅱ－17）科学技術庁防災環境対策室 田村 泰一  
～14：20物の海洋投棄に関する我が国の対  

応  

14：20 日本海の海水・海底土調査  
～14：35   

14：35 若狭湾沖合海底土層別試料中の放  
～14：50射性核種濃度  

（Ⅱ－9）海上保安庁水路部  
汚染調査室  

（Ⅱ－15）（財）海洋生物環境研究所  

小田 勝之  

井場 敏行  

休  憩  鎗  14：50  
～15：10  

5．食品及び人に関す各調査研究  

座 長  

15：10 家畜の骨中90s r濃度調査  
～15：25（1994年度）  

15：25 人体臓器中の239’240 pu濃度  
～15：40   

15：40 海産食品ならびに輸入食品の放射  
～15：55能調査  

出雲 義朗  国立公衆衛生院  

（Ⅲ－6）農林水産省家畜衛生試験場 宮本  亨  
北海道支場  

（Ⅲ－2）放射線医学総合研究所  
秋田大学   

（Ⅲ－4）国立公衆衛生院  

湯川 雅枝  

杉山 英男  

6．分析法、測定法等に関する調査研究  

座 長  野村  保  動力炉・核燃料開発事業団  

15：55 陸上試料の調査研究（テクネチウムー99）（Ⅳ－1）放射線医学総合研究所  田上 恵子  
～16：10   

16：10 放射性核種分析法の基準化に閲す（Ⅳ－6）（財）日本分析センター  池内 嘉宏  
～16：25る対策研究（ヨウ素－129）  

16：25 緊急時放射線モニタリングシステ（Ⅳ－4）動力炉・核燃料開発事業団 今泉 謙二  
～16：40ムの開発  

16：40 環境放射線評価情報収集提供シス（Ⅳ－7）（財）日本分析センター  
～16：55テムの紹介  

深津 弘子  

閉  会  放射能分析評価委貞会委兵長  池 田 長 生   16：55  
～17：00  
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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）   



Ⅰ－1 大気浮遊塵中 の放射性核種濃度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、田中千枝子、佐藤愛子  

1．緒言  

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性核種に  

ょる環境レベルを把握し、国民の被爆線量評価に資することを目的として  

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．調査研究の概要   

（1）試料採取  

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの外気浮遊塵を試料と  

した。ハイポリュウムエアサンプラ一により捕集効率が 0．955以上の  

グラスファイバー濾紙（20．3cmx25．4cm）に連続集塵するが、流量は  

マイクロコンピュータによって一定量（1mソmin）を保つように制御  

されている。濾紙の目づまりは約2か月程度の集塵ではおこらなかっ  

たが、目づまりを生じて流量が下がった場合でも、積算流量は正しく  

表示されるように設計されている。   

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバー濾紙は、所定の大きさに折りた  

たんで、G e（Li）検出器によるガンマスペクトロメトリを行った。  

ガンマ線放出核種定量後、水酸化ナトリウムと塩酸によりストロンチ  

ウムを抽出し、発煙硝酸法で精製した。  

S r－9 0はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バ  

ックグラウンドベータ線スペクトロメータにより定量を行った。   

（3）結果  

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、今  

回は1994年 2月18日から1g95年 3月17日までの採取試料についての結  

果を報告する。表－1にガンマ線放出核種の定量値を示した。また、  

表－2にS r－9 0の分析結果について示した。  

3．結語  

近年、大気浮遊塵中の放射性核種のレベルは非常に低下し、検出できな  

いことが多い。大気浮遊塵中の放射性核種の濃度変動を経時的に観測する  

上で、放射能の自動モニタリングを行い、放射能レベルの変動を認めた時  

点での浮遊塵サンプルに関して詳細な分析測定を行うなど、異常時対応研  

究のために放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関してのモニタリング方法  

の再検討を行う必要がある。  
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表－1 大気浮遊塵中のγ線放射性核種濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濾度（×10‾OBq／m3）   

採取期間   m8（×108）   18Tc s   

1994 2／18 － 3／17   21．7  

3／17 － 4／18   30．1  

4／18 －  5／18   30．8  

5／18 － 6／17   28．5   3．0±0．9   

6／17 － 7／18   31．8  

7／18 － 8／17   25．8  

8／17 － g／7   23．8   3．7±1．3   

9／7 － 9／26   11．8  

9／26 －10／17   23．0   2．3±1．3   

10／17 ～11／17   24．4  

11／17 －12／16   23．6  

12／16 ～19951／17   26．6  

1995 1／17 － 2／17   34．0  

2／17 － 3／17   20．4   3．3±1．5   

‥ 検出限界以下  

義一2 大気浮遊塵中のストロンチウム濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10－6Bq／m8）   

採取期間   m8（×108）   D D S r 

198912／22－－gol／26   20．6  

1g90 1／26－  3／5   22．2  

4／27－  5／25   9．59  

9／28－ 10／29   20．9  

10／29～ 12／3   23．6   1，8 ±0．6   

12／3－ 12／28   18．4   2．7 ±0．9   

12／28－19911／25   21．4   4．0 ±1．4   

19911／25－ 1／28   3．10  

1／28－  2／4   24．8  

2／4－  2／12   3．21  

2／12－  3／4   19．3  

… 検出限界以下  
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Ⅰ－2 環境中の14Cの濃度調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、府馬正一、後藤文史郎  

1．緒言   

環境中の14Cの主な起源は、自然生成、大気圏核実験および核燃料サイクル  

関連施設である。14Cは半減期（5 730年）が長いために集団実効線量への  

寄与は無視出来ないと考えられている。14Cが集団に及ばす線量影響を起源毎  

に評価するためには、施設の影響の無い自然環境および施設周辺環境における  

14Cレベルの長期間の時間推移と変動および地域分布などに関するデータが不  

可欠である。   

自然生成および核実験起源の14Cの環境レベルを把握する目的で、19 6 0  

年代初頭より現在に至るまで、主に植物精油と発酵アルコールを測定試料とし  

て14C濃度（比放射能、d p m／g C）を測定してきた。植物では、ある年に  

生育した部分の炭素中の＝C濃度は、その年の大気中の二酸化炭素中の14C濃  

度を良く反映すると考えられるので、測定値は、飲食物の摂取を通じて人体に  

摂取される14C濃度を推定し、線量評価を行う際の有用なデータとして使用出  

来ると考えられる。  

2．調査研究の概要   

今年度測定した試料は、19 9 4年に日本で収穫されたブドウを原料として  

発酵醸造されたワインである。蒸留精製し、約91－9 5％のアルコールを調  

製した。比重を測定して正確なアルコール濃度を決定後、その10mlを同量  

のトルエンシンチレ一夕と混合し、液体シンチレーションカウンターPackard社  

製 Tri－Carb2250CAで1試料当たり 5 0 0分測定した。バックグラウンド（B．  

G）計測試料は、同量の合成アルコールを用いて調製した。この測定法では、  

1試料に導入できる炭素量は約4gであり、測定効率は約6 2％、B．G計数  

率は、約5．4 c p mであった。   

測定結果を表に示す。日本の各地の14C濃度は、15．0±0．1d p m／  

g C～15．6±0．1d p m／g Cの範囲であった。平均値は、15．3±  

0．2 d p m／g Cであった。測定誤差を考慮すると、14C濃度の地域差は認  

められず、日本の14C濃度は工業地帯を除いてほぼ均一に分布していると考え  

られる。19 8 0年から19 8 9年までの10年間の14Cの濃度は、年減少率、  

約0．2 0 d p m／g Cで低下してきた。その後、19 9 0年から19 9 4年  

の最近5年間は、15．6 d p m／g Cから15．3 d p m／g Cと緩やかな  

減少傾向を示した。  

3．結語   

本調査研究により蓄積された14C濃度の時系列から以下のことが分かった。  

19 4 0年代の試料から日本での自然生成レベルが、約13．7 d p m／g C  

であった。大気圏核実験の開始に伴い、その影響が19 5 0年代以降の試料に  
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認められ、14C濃度は急激に増大し始め、19 6 3年には最大値約2 5 d p m  

／g Cに達した。その後19 80年代まで、濃度は比較的急速に低下した。こ  

の間、特に19 7 0年前後の日本の濃度は、北半球大気対流圏の予測濃度より  

最大十数％の低下を示した。これは、日本の急速な工業化に伴う化石燃料の大  

量消費の結果、大気中に14Cを含まない炭酸ガス濃度が急激に増加したため、  

希釈され濃度が低下したと推定される（Suess効果）。19 80～19 9 4年の  

間の14C濃度のゆるやかな減少傾向は、炭素循環モデルに基づく対流圏の14C  

予測濃度（N C R P）と良い一致を示した。   

植物由来有機成分中の14C濃度測定値から推定される大気中の14C濃度の時  

間変化は、年々減少率が小さくなりつつもなお減少傾向が続いている。核実験  

起源の14Cが、19 9 4年現在で自然レベルの約12％増のレベルで大気中に  

残存していることを示している。   

長期間の時間変化を予測するためには、本測定調査を継続してデータを蓄積  

するとともに、植生や海洋が果たしている炭酸ガスのリザーバーとしての役割  

と化石燃料の消費に基づく14Cを含まない炭酸ガスの大気中濃度の増加による  

希釈効果の両者の影響について解析する必要がある。これらの解析結果は、近  

年問題となっている地球温暖化の原因解明に役立つであろう。一方、放射性廃  

棄物の土中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転に伴い14Cが環境に放出され、  

局地的に環境濃度を上昇させる可能性があるので、今後は、施設周辺の環境試  

料を定期的に採取し、その14C濃度を測定し、経年変化に関するデータを集積  

する必要がある。  

表  日本の19 9 4年産ワインの14C濃度  

試料  ブドウ  14C濃度  計測誤差、1SD  

番号  の産地   （d p m／g C）  （d p m／g C）  

1  北海道   

2  秋田県   

3  山形県   

4  山形県   

5  山梨県   

6  山梨県  

0．12  

0．13  

0．13  

0．12  

0．12  

0．12  

15． 3  

15． 6  

15． 4  

15． 0  

15． 4  

15． 3  

1994年 平均値＝15．3±0．20d p m／g C（1標準偏差）  
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Ⅰ－3 火山による放射線レベル変動に関する調査（ⅠⅠⅠ）  

放射線医学総合研究所  

古川雅美、松本雅紀、床次長司、藤高和信  

1．緒言   

生活環境の変化にともなう環境放射線レベルの変動について調査研究を行っている。  

変動の主たる要因は、都市化や生活習慣等の変化による人為的なものと、自然条件の変  

化によるものとに大別される。このうち、自然的変動要因の例として火山とその噴火に  

着目し、平成4年度より火山地帯における調査研究を実施してきた。今年度は引き続き、  

富士山ならびに開聞岳において測定を行った。  

2．機器および試料   

前年度と同様に、バックグラウンド放射線レベル（空間ガンマ線線量率）ならびに核  

種寄与スペクトルを入手するため、1”≠×2”NaI（Tl）スペクトロサーベイメータ（nsv／h  

表示）、3”≠×3”Na粁1）ポータブルスペクトロメータ（上限7．2MeV、240チャンネル）、  

3”≠球形NaI（Tl）スペクトロメータ（1024チャンネル）を使用した。また、各調査地に  

おいて、元素・核種分析用の土壌・地質試料を採取した。  

3．調査研究の概要   

これまでに、噴火活動中の雲仙普賢岳周辺（平成4年度）、近年大規模噴火があった  

伊豆大島三原山（平成5年度）、現在も小規模噴火を繰り返している桜島（平成5年度）  

において測定調査を行った。   

今年度は、火山の地理的位置や噴火形態によるバックグラウンド放射線レベルの差異  

についてさらに詳細な検討を行うため、それぞれ伊豆大島三原山と桜島に地理的に近接  

する富士山（標高約1500mから山頂部3740mの区間）および開聞岳（標高135m～山  

頂922mの区間）において、引き続き測定調査を実施した。また、前年度に測定調査を  

行った桜島において、未測定であった地域の追加測定を行った。  

4．調査結果の概要   

表1に、富士山、開聞岳、ならびに桜島における1”≠×2”NaI（Tl）スペクトロサーベイ  

メータの測定結果をまとめて示す。参考のため、雲仙普賢岳周辺、伊豆大島三原山、お  

よび桜島（平成5年度測定分）における同一測定器による結果も併せて示した。   

これまでの測定結果を比較してみると、最もバックグラウンド放射線レベルが高いの  

は雲仙普賢岳周辺であり、一方、最もレベルが低いのは伊豆大島である。今回測定調査  

を行った火山のレベルは、これらの間に位置する。このようなレベルの差異は、火山の  

地理的位置のみで説明することは困難である。例えば、開聞岳は、同じく九州に位置す  

る桜島や雲仙普賢岳よりレベルが低く、むしろ地理的に遠い富士山と同様のレベルを呈  

している。また、地理的に近接する富士山と伊豆大島三原山を比較した場合にもレベル  
の違いが認められた。  

十て一ニー三  

づソ／丁■ん  
－ 5 －   



現在、他の測定器で得られたデータの解析を進めるとともに、地球科学的な解釈をは  

じめとする多角的な検討作業を行っている。  

5．結語   

火山による環境放射線レベルヘの影響の違いを明らかにするためには、個々の火山に  

ついて検討を行うとともに、マグマの性質などが同一カテゴリーに属すると考えられる  

火山群について調査を進め、火山群相互についても比較検討を行う必要がある。日本に  

は多くの火山があるため、最新の地球科学的知識に基づいた火山の分類を的確に行い、  

環境放射線レベルとの関連について効率の良い測定調査を行う計画である。また、火山  

による影響の大きさは、溶岩や火山灰などの噴出物に含まれる天然放射性核種の濃度  

（SiO2濃度と相関があると推察される）に依存すると考えられる。これらを定量的に明  

らかにするために、採取した土壌・地質試料の元素・核種分析を進める予定である。  

表1．1”≠×2”NaI（Tl）スペクトロサーベイメータによる結果  

測 定  測  定  測定サイト数  指示値  

年 度  場  所  （測定点数）  （単位：nSv／h）  

平成6年  富 士 山  7（7）   

平成6年  開  聞 岳  6（27）   

平成6年  桜  島  5（30）  

32．3±3．9  

31．0±3．2  

49．5±3．7  

平成5年  桜  島  3（15）  50．5±5．1   

平成5年  伊豆大島三原山  8（40）  20．2±6．8   

平成4年  雲仙普賢岳周辺  8（40）  68．9±4．8  
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Ⅰ－4 居住環境中のラドン濃度の調査  

放射線医学総合研究所  

床次眞司，粉本雅紀，古川雅英，森高和膚，土居雅広  

1．緒言  

国連科学委貞会報告でも指摘されているように，自然放射線源のうちラドン  

によ′る被曝線量はその大半を占めることが明らかとなっている。本調査では，日本  

におけるラドン濃度の実態を把握し，線量を評価することを目的としている。ここ  

で行う屋内ラドン濃度調査は，科学技術庁，日本分析センター及び各都道府県が共  

同で行っている全国水準調査の一環である。現在一般家屋を対象とした調査が進行  

中であるが，第2次調査では1日の約1／3を過ごすとされる職業環境（施設等）の調  

査を実施する予定になっている。我々はそのための測定手法の検討を行うとともに，  

実環境での予備調査を行った。  

2．調査研究の概要  

現在進行中の全国水準調査は放医研が開発したプラスチック製のラドントロ  

ン弁別モニタが用いられている。このモニタにより得られる濃度は長期間の平均ラ  

ドン（及びトロン）濃度である。職業環境では就業時間帯とそれ以外の時間帯での  

ラドン濃度が異なる可能性があるため，時間制御が可能な測定方法を検討した。従  

来から用いられている静電掃集型のラドンモニタ（アロカ製）は，モニタ内に侵入  

したラドンから生成した娘核種の約卯％が正に帯電していることを利用しモニタ内  

に電界を発生させることによって，検出部となる電極に娘核種を集める方式を採っ  

ている。この原理を利用して，電界を発生させるための電圧電源部にタイマーを取  

り付けることにより設定した時間帯のみ電圧が印加され，就業時間帯のラドン濃度  

を測定することが可能となった。  

これまで静電捕集型モニタの検出器として用いられていた硝酸セルロースフイ  

ルムは，近年品質の不均一性が問題となってきたため，1994年8月よりバリオトラッ  

ク（CR－39）に変更し以後の測定を行っている。  

このモニタを新宿駅周辺のオフィス5箇所に1台ずつ設置し，本年度8月下  

旬から測定を開始し，約2カ月ごとの結果を得た。さらに3回目以降の測定ではタ  

イマーのない従来のモニタも同一箇所にそれぞれ設置し，終日の平均ラドン濃度と  

就業時間帯のラドン濃度を比較した。結果を図1に示す。これらの結果に関する限  

り両者の濃度に有意な差はないと考えられた。しかしながら，就業時間帯では空調  

機が作動しており，季節により室内のみの循環方式から外気を導入する方式に切り  

替わる可能性もあるので，データの蓄積が必要である。  

所内では，パイロン製のアクティブ型ラドン濃度連続モニタを用いて居室に  

おけるラドン濃度の時系列を調べた。結果の一例を図2に示す。夜間から明け方に  
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かけて徐々に高まったラドン濃度は就業時間．の始まりとともに部屋に設置されてい  

る空調機並びに人の行動（換気）などによって急激に減少している。実環境におい  

てもこのような変動は十分予想されることであり，線量評価の観点からいえば，娘  

核種の挙動とともに詳細な解析が必要となる。  
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図2 職業環境におけるラドン濃度時系列の一例  

3．結言  

職業環境において，就業時間帯とそれ以外の時間帯でラドンおよび娘核種濃  

度が空調設備や人の行動によって変化することは十分に予想されることである。そ  

のため，可能な限り多くのデータを蓄積し解析することによって，それらの挙動を  

明らかにする必要があると考えられる。最近の刊行物であるICRPpublication65  

（1993）によって職業環境におけるラドンへの関心が高まったばかりで，世界的に見  

ても全国レベルでの調査は皆無であるため，このような調査は極めて意義深いもの  

である。  
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Ⅰ－5 増音ラジウム温（鉱）泉郷における屋内外ラドン・トロン濃度測定調査  

放射線医学総合研究所  

土居雅広、床次眞司、藤元意三  

古川雅英、松本雅紀、藤高和信、小林定書  

1．緒言   

パッシブ型ラドン・トロン濃度弁別測定器（ステンレス製）を用い、世界有数  

の温泉水中ラジウム含有量を誇る増盲温（鉱）泉郷（山梨県須玉町増富）におけ  

る屋内・屋外環境中のラドン・トロン濃度を測定調査した。2ケ月積算測定の場  

合の検出下限は、ラドン濃度で2．9Bqm・3、トロン濃度で9．OBqm・3（各々独立  

して評価した場合）であり、検出上限は、ラドン濃度で250Bqm・3、トロン濃度  

で790Bqm・3である。検出下限を下回る濃度を測定する場合には、測定器を複  

数個設置し、その平均値を以って測定結果とする必要がある。検出上限を上回る  

場合には、測定期間を適宜短縮する必要がある。  

2．調査研究の概要   

調査では、増富温（鉱）泉郷（標高1100m）の中心部1km四方の屋内6ケ所、  

屋外5ケ所に、測定器を2個づつ組みにしてそれぞれ設置した。屋外環境では、  

木製の支柱を立て、地表面から4cm、25cm、50cm、75cm、100cmの高さにそ  

れぞれ設置した。測定期間は、1992年12月から1993年4月までである。  

3．結 果   

屋外ラドン・トロン濃度調査結果を表1に、屋内ラドン・トロン濃度調査結果  

を表2に示す。屋外ラドン濃度の最大値は569．8Bqm・3（A地点：円入沢と呼ば  

れる湧き水近傍）、最小値は7．4Bqm・3（B地点：家屋No．2庭先）であった。  

A地点とB地点は300m程度しか離れておらず、屋外ラドン濃度の空間分布に地  

質・気象等の環境条件が大きく係わっていることが示唆された。屋外ラドン濃度  

には冬期に低くなる季節変動が観測され、冬期の積雪による遮蔽効果によるもの  

と考えられる。屋外トロン濃度の最大値は、142．8Bqm・3（D地点の地上4cm高  

さ：泉源傍）であった。   

屋内環境におけるラドン濃度及びトロン濃度の最大値は、それぞれ530．2Bq  

m・3、592．OBqm・3（温泉旅館の大浴場）であった。民家屋内（家屋No．2：居間）  

のラドン濃度は14．2Bqm－3であり、我が国の平均的な屋内ラドン濃度と同程度  

であった。今後、地質・気象等の地理的条件を考慮しつつ、調査対象地点を最適  

に配置して、詳細な測定調査を実施する必要がある。  
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Ⅰ－6 辞境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、宮本霧子、加瀬由美子、後藤文史郎  

1． 緒言   

原子力施設周辺環境における環境試料中のさH濃度を長期間継続的  

に測定 し、分布と時間変化に関するデー タを集潰し解析する こ とに  

よ り、 8Hの環境動態を明かに し、 モニタリ ング法や線量評価法の改  

善に役立てるこ とを目的とする。主な対象地域は、千葉市、茨城県  

東梅村および青森県六カ所村である。特に本世紀末の稼働が予定さ  

れている六カ所村の再処理施設の周辺環境については、 8Hの環境へ  

の影響を評価するため、稼働前の自然レベルの分布と時間変動を把  

握してお く と と もに、 レベルの地域間差や時間変動の要因と考えら  

れる地域の水文学的特性を明 らかにする。  

2． 調査研究の概要   

千葉市は 日本のほぼ中央に位置 し原子力施設が無いので、測定値  

は 日本の8Hのバック グラ ウ ンドレベルを代表するので重要である。  

千葉市の月間降水の1994年の年平均値は、0．46±0．10Bq／1であ った。  

この値は10年前の1／2の レベルに相当するが、図1に示すよ う に近年、  

年減少率が低下しているので、ほぼ自然生成レベルに達したと考え  

られる。1993年9月から1994年11月 までの期間に千葉市で月毎に採取  

した水道水の  3H濃度の平均値は、0．9±0．2Bq／1であ り、1994年  

10月 に北の秋田市から南の博多市の範囲の 日本全国8カ所で採取 した  

水道水の＄H濃度の平均値は、0．9±0．1Bq／1であった。水道水のさH  

濃度の地域差は小さ く、千葉市の債は全国平均値と一致した。水道  

水の8H濃度は降水よ り2倍高く、なお核実験起源の3Hが水道水の供  

給源である河川水中に残存 している こ とを示 している。  

茨城県内および東海村については、例年と同一地点で河川水、  

湖沼水、地下水および沿岸海水を採取した。那珂川と久慈川の1994  

年の3H濃度の平均値は 0．80Bq／1であ り、昨年よ り僅かに減少した。  

東海村の新川や阿漕浦の8H濃度は、最大50％程度高かった。東海村  

の地下水の3H濃度は、1．4～4．4Bq／1の範囲を示し、他地域の地下水  

の濃度 0．75 Bq／1よ り高く、例年と同様に放出源距離依存性を示し  

た。東海村の地下水の レベルは、1982年の施設からの一時的な放出  

の影響で、1984年に最大値約15Bq／1を示した後、年々低下の傾向を  

示しており、現在はほぼ定常状態に達していると思われる。東海村  

沿岸海水の8H濃度は、他地域よ り数倍高かった。 しかし、東海村で  

観察されたきH濃度は、安全規制上問題ない。   

青森県六カ所村については、1994年も2匝I河川水と湖沼水を採取 し  
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た。5河川の8H濃度の平均値は1．0±0．2Bq／1であ り、茨城県よ り少  

し高い傾向があり、降水の8H濃度が示す緯度効果の影響がその一因  

と考えられる。汽水湖を含む5湖沼の8H濃度の平均値は、0．8±0．2  

Bq／1であった。河川と湖沼の3H濃度は、図 2 に示すよ う に観測を開  

始した1991以来、約 0．05～0．1Bq／1年の減少率で低下している。  

【研究発表】  

（1）井上、宮本、鈴木登美子：放射能調査研究報告書、（平成5年度）、  

N川S－R－28，、放射線医学総合研究所、   6（ト65、平成6年11月．  

（2）井上、宮本、鈴木登美子：第36回環境放射能調査研究成果論文  

抄録集（平成5年度）、科学技術庁、1ト12、平成6年12月．  
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Ⅰ－7 高空におけ る放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  第1研究所   

遠藤  拡  春川順市  加藤辿彦   

松村豊造  

1． 緒言  

19 61年以来、放射能に よ る環境汚染調査の一環と して、 我   

が国上空の浮遊塵の放射能に関する資料を得るため航空機を用い   

て試料を採取し、 全β放射能濾度及び含有核種の分析を行っ て き   

た。 本稿では、 前報に引 き続いて平成6年度に得た平常時の測定   

結果につい て報告す る。  

2． 調査研究の概要   

1）試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、 中部（百里～新潟並びに  

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  
海上）の 3空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着し  
たろ紙式集塵器によ り試料を採取した。採取高度は、各空域  

とも10k血及び3knであ り、ろ紙は、東洋濾紙㈱製 No．5Aであ  

る。 図1に使用 し たろ紙式集塵器の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要図  
2）測定方法  

試料の処理、測定方法は、従来と同じである。試料ろ紙の  

半分は、灰化して全β放射能測定用と し、残り半分は γ線機  

器分析用とするため未処理のま ま、80＝β×5．5＝hの円板状  

に圧縮成形した。全β放射能測定における比較線源にはU808  

を使用した。Ge半導体検出器のピーク効率は寒天基準容積緑  

源を用いて求めた。  

3）調査結果  

19 9 4年4月から19 9 5年8月 までの間における全β  
放射能濃度の測定結果を図2に示す。本期間での高度10km  

試料の全測定値の平均値は1．2血Bq／m8である。平成4、5年  
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度はそれぞれ1．4血Bq／轟8、1．51Bq／18であり、気象要因等によ  

る変動幅内の値である。また、今期間中に採取した単一試料  

のγ線スペクトル分析からは人工の放射性核種は検出されて  

いない。γ線スペクトル分析で検出された宇宙線生成核種  

7B eは成層圏に多く存在するものと考えられるが、その漉  
度の変動を図8に示す。  
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図2  全β放射能測度  
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図8  7B e放射能洩度  
3． 結語  

本期間の上空大気中の全β放射能測度は前年度とほぼ同じであ   

り、その季節的変動も少なくなっている。これは大気圏内での核   

実験がな く、成層圏に滞留している放射性物質が少な く なったた   

めと考えられる。しかし、環境放射能汚染監視のため引き続き調   

査が必要と考え られる。  

．、  

酢㌃  
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Ⅰ－8 土壌及び米麦子実の放射能調査（平成6年度）  

農林水産省農業環境技術研究所  

駒村美佐子、結田康一、山崎慎一  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された 米麦子葉を対   

象に、降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが、今回は   

平成6年度に収穫採取した試料について、 137csの核種分析を行ったのでその調査結   

果を報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法   

前年度と同様、全国15ケ所の国公立農業試験研究機関の特定圃場から、それぞれの   

収穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培された水稲・小麦子実を分析用に調   

製し供試した。   

137csの分析は、土壌は風乾細土40～60gを、米麦子実は、玄麦・玄米1kg、白米3kg   

をそれぞれ500℃で灰化後、測定容器に詰め、Ge（Li）高純度半導体検出器により137cs   

含量を測定した。   

2）調査結果   

①農耕地土壌  

平成6年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取した作土（10～15cm）  

中の】37cs含量を表1、2に示した。  

これらの調査結果から、137cs含量は、全国平均で畑土壌1l．5Bq／kg、1，332MBq／   

km2、水田土壌12．6Bq／kg、1，376MBq／km2の値を示した。前年度と比較すると、畑・   

水田両土壌とも横道いであった。採取地別には畑土壌5．5～20．8Bq／kg、水田土壌  

2．8～27．9Bq／kgと地域差が大きい。   

②米麦子実  

平成6年度に収穫した小麦（玄麦）及び水稲（玄米・白米）中の137cs含量を表1、  

2に示した。  

これらの調査結果から、137csは、全国平均で玄麦0．029Bq／kg、玄米0．083Bq／kg、白   

米0．030Bq／kgの値を示した。前年度と比較すると、米麦子葉ともにやゝ減少した。   

採取地別には、玄麦0．005～0．051Bq／kg、玄米0．014～0．236Bq／kg、白米0．005～  

0．071Bq／kgと著しい地域差が認められた。  

3．結語   

平成6年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子葉中の137csの核種分   

析を行った。  

農耕地土壌中の137csの含量は、僅かな減少傾向を示しながら推移している。また、   

米麦子実中の137csの含量も、減少傾向を示しながら推移している。  
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表1玄麦及び畑作土中の137cs含量  

平成 6 年度  

137cs  
試料採取地  

収穫日  品種名       玄麦   畑作土  

Bq／kg   Bq／kg   MBq／km2   

札 幌（北海道）  7．20  月寒1号   0．037   11．3   1．338   
長 岡（新 潟）  6．23  コユキコムキ○   0．026   20．6   2，499   

盛 岡（岩 手）  7．13  ナンデコムキや   0．044   20．8   1，905   
岩 沼（宮 城）  6．21  シラネコムキや   0．031   5．5   712   
水 戸（茨 城）  6．23  農林61号  0．040   8．3   804   
つくば（茨 城）  6．20  農林61号  0．051   9．6   993   
熊 谷（埼 玉）  6．13  農林61号  0．005   6．2   876   
立 川（東 京）  6．9  農林26号  0．022   16．2   1，624   
双 葉（山 梨）  6．3  農林26号  0．006   9．2   1，269   
山 陽（岡 山）  6．13  シラサキ○コムキ  0．028   7．7   1，298   

平 均  0．029   11．5   1，332   

表2 玄米・白米及び水田作土中の137cs含量  

平成 6 年度  

137cs  

試料採取地  

収穫日   品種名  玄米   白米   水田作土  

Bq／kg   Bq／kg   Bq／kg   MBq／km2   

札 幌（北海道）  9．9  ユキヒカリ   0．036   0．018   7．8   581   

秋 田（秋 田）  9．14  アキタコマチ   0．241   0．091   27．5   2，686   

大 曲（秋 田）  9．19  奥羽316号  0．156   0．067   5．7   464   

上 越（新 潟）  9．5  コシヒ椚   0．135   0．050   27．9   2，943   

金 沢（石 川）  9．8  コシヒかj   0．014   0．005   8．3   1，150   

鳥 取（鳥 取）  9．16  コシヒかノ   0．053   0，027   17．5   2，752   
盛 岡（岩 手）  10．4  アキタコマチ   0．236   0．071   14．3   1，138   

名 取（宮 城）  9．20  ササニシキ   0．150   0．047   15．8   1，816   

水 戸（茨 城）  9．16  コシヒかノ   0．025   0．016   13．6   1，480   

つくば（茨 城）  9．20  コシヒカリ   0．064   0．018   7．3   717   
立 川（東 京）  10．13  アキニシキ   0．061   0．011   16．6   1，755   

双 葉（山 梨）  8．31  フクヒかノ   0．021   0．007   2．8   447   

羽曳野（大 阪）  10．5  晴々   0．019   0．005   7．0   794   
山 陽（岡 山）  10．31  アケがノ   0．017   0．013   7．7   1，304   
筑紫野（福 岡）  10．14  ヒノヒ机   0．015   0．003   8．9   952   

平 均  0．083   0．030   12．6   1，376   
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Ⅰ－9 放射性ヨウ素の土壌著者牲と浸透牲の定量的把握  

農林水産省農業環境技術研究所  

結田康一・駒村美佐子・山崎慎一  

1．緒 言  

核燃料再処理工場から大気中へ放出されるおそれがある120Ⅰ（半減期170   

0万年）の土壌表層降下後の土壌蓄積性と下層への浸透性を明らかにする。   
そのために全国レベルで土壌を採取し，海水起源で大気を経由してくる非放   

射性127Ⅰの土壌深度分布を分析する。その結果を気候，土壌の種類，人為的   

条件等と関連させて解析する。  

2．調査研究の概要  

本年度は亜寒帯の北海道道東部（最小雨地域）と亜熱帯～温帯の屋久島   

（最多雨地域）の土壌を採取し，127Ⅰの土壌中の深度分布を気候，海岸から   

の距離，土壌の種類及び土地利用と関係づけて明らかにした。  

1）対象土壌，採取法及び分析法  

採取地，土壌の種類，気温・降水量，海岸からの距離，土地利用等を表1，   

2に示す。   

127Ⅰ濃度は放射化分析によった。日本原子力研究所のJRR－2，3，4   

号炉の気送管で土壌を熱中性子照射後，硫硝酸分解・通気蒸留を行い，留出   

したヨウ素をヨウ化銀の沈殿とし，ゲルマニウム半導体検出器－マルチチャ   

ンネルアナライザーで測定した。   

2）調査結果と考察  

①北海道の森林土壌中の12TI濃度は1．0～85．5mg／kg（深度別）で，海岸  

部＞中間部＞内陸部の関係が明瞭に認められた。これは土壌の127Ⅰ吸着力  

の違いよりも，大気からの供給量（海水から大気経由で降下してくる）の  

大小が反映したものと推定された。12丁Ⅰの最高濃度の深度は20～65cⅢと，  

同じ大気起源の13Tc sや210p bよりはるかに深く浸透していた。  

② 屋久島の森林と樹園地の土壌中の12TI濃度は21．8～233．3mg／kg（深度  

別）で，北海道の海岸部や前年度報告した小笠原父島よりもさらに高濃度  

であった。特に植物根が分布する表層部は100mg／kg前後で，北海道海岸部  

の10mg／kg前後に比べて1桁高い値を示した。これは屋久島が多雨のため  

に，降水に取り込まれた12TIの供給量を増大させたためと推定された。  

③ 屋久島の水田土壌中127Ⅰ濃度は，これまでの全国各地の水田と同様に  

極めて低く（0～17cmで0．65mg／kg），湛水化による還元的環境下での12T   

Iの溶脱がうかがえた。かって水田であった畑土填でも水田時代の影響を  

強く残し，作土層直下の層（透水性のいい土壌では酸化的）に127Ⅰが集積  

し，これまでに例をみない290mg／kgの大きな値を示した畑土壌（過去水田）  

があった。  

3．結 語  

ヨウ素の土壌蓄積性や浸透性は，降水量や土壌の酸化還元状態に大きく影   

響されることが示唆された。今後はこれらを考慮して土壌の採取地域を選ん   

でいく。  
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衰112TIの土壌深度別濃度1）（北海道内森林土壌）  

内  陸  部   中  間  部   海  岸  部   

海岸より60～70Km   海岸より20～25Km   海岸より1．5～5Km   

陸 別 市  弟 子 屈 町  中標津町  札 幌 市   標 津 町  厚 岸 町   

3～60C 2）   3～60C   3～60C  6～90c   3～60C  3～60C   

600～800Ⅶm2）800～100仙m  1000～12001力皿 1200～1400tnm  1000～1200□】m  lOOO～120仙m   

褐色森林土   黒ポク土   黒ボク土  黒ボク土   黒ポク土  褐色森林土   

深 度12TI 深 度127Ⅰ  深 度127Ⅰ 深 度 12丁Ⅰ  深 度12TI 深 度12丁Ⅰ   

Ctnmg／kg cmtng／kg  Cmmg／kg cm皿g／kg  Cmmg／kg cm皿g／kg  

0－82．7 0－74．3  0－126．3 0－68．7   0－1513．60－59．8   

8－24 4．1   7－25 3．6  12－30 14．8  6－10 3．4  15－30  30．0  5－10  9．3   

24－34 2．5  25－28 1．6  30－40 18．0  10－20 21．7  30－60  44．7 10－20 10．4   

34－42  3．0  28－35 1．0  40－55  7．5  20－30 28．3  60－70  3．1 20－30  41．5   

42－55 1．7  35－45  7．4  55－75 13．8  30－47 27．7  70－80  1．1 30－50  85．5   

45－55 10．0   47－55 17．0   50－70  62．2   

55－6519．5  55－  10．6   

65－7518．3  

75－ 7・0！   

1）いずれも風乾土当たりで示した。表2も同じ。  2）年平均気温と年平均降水量  

表212TIの土壌深度別濃度1）（屋久島内土地利用別土壌）  

森  林   樹 園 地   水  田   

安  房  麦  生   麦  生   永  田  麦  生 ＊  安  房 ＊   

黒ボク土  褐色森林土  褐色森林土  灰色低地土   褐色低地土   褐色低地土   

深 度127Ⅰ 深 度127Ⅰ  深 度12T   深 度127Ⅰ 深 度 127Ⅰ 深 度 12丁Ⅰ   

CⅢⅦg／kg cmmg／kg  Cmmg／kg  cmmg／kg cmmg／kg  

0－10128．90－786．8  0‾5111・4   0－1226．3   

u ∈   

42－80 69．8 17－25 21．8；25－35148．3   22－35 0．93 18－3019．4  20－30 85．9   

25－5017・8臣35－5597・6  

F  

60－80 3．52  40－55 40．2  

屋久島の年平均気温18～210C、年平均降水量4000mm。  

＊過去水田で現在畑。  
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ト10 最近の90Sr、137Cs降下量について  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人、広瀬勝己  

1．＃言 大気圏内核実験は19SO年の中国核実験を最後に行なわれておらず、人工放  

射性核種の降下量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時的  

に降下量は増大したがその後は急激に低下して、最近では1985年に記録したレベル以下  

となって推移している（図1）。ここでは茨城県つくば市の気象研究所で観測された最   

近の90srおよび137cs降下量について述べる。   

2．調査の概要 毎月1日に気象研観測露場に設置した大型水盤（4m2）に掃集され  

た降下物を採取した。これを蒸発濃縮し、まず、Ge半導体検出器により137csを測定し  

た。次いで放射化学分離により90srを精製し、最終的に炭酸ストロンチウムとして固定  

した。数週間放置して90srと90Yとが放射平衡に達した後に、低バックグラウンド2汀  

ガスフロー検出器で測定した。なおこれらの測定については、今回別に報告する標準試  

料調製を通じた各機関との相互比較により、精度と正確さを確保している。   

3．結果 図1に明らかなように、降下量は1990年以後ほほ横ばい状態にある。図2  

に1993年に観測された月間降下量の変動を示す。90sr、137cs降下量は依然として春季  

に増大する。春季の降下量増大は、従来のいわゆるスプリングピークに相当するように  

も考えられる。しかし、1993年の年間の稔降下量は成層圏滞留時間から予想される圭を  

大きく上回っている。1991年および92年の降下物について求められた90sr／安定Sr比およ  

び137cs／安定Cs比（両者を〟s比と呼ぶ）を図3に示す。もし、春季の降下量の増大が、  

成層圏フォールアウトに由来するのであれば、放射能は土壌中の安定体に希釈されてい  

ないから、〟s比が増大するはずである。しかし、春季の降下量極大に対応して〟s比は変  

動しない。このように、現在降下している放射能のほとんどは成層圏由来ではなく、従っ   

て、土壌よりの舞い上がり起源であることがあらためて示された。   

4．結語 今後、降下量の変動要因－なぜ年間降下量の経年変化が見られないのか、土  

壌粒子の発生源などについて、さらに調査研究を進める。  
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図2 つくば市における月間降下量（1993年）  
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図3 由比の季節変動（1991－92年）  
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ト11最近の日本の大気中85Kr濃度  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人、宮尾孝、寺川（井上）久幸、重原好次、伏見寛彦   

1．緒言 85Ⅹ∫は主に核燃料再処理により大気中へ放出される核種で、約11年の半減  

期を有する。放射壊変以外の除去過程が存在しないため、大気中に蓄積し、その濃度は  

徐々に増加している。85Krは大気の移流拡散に伴い全球に拡がるため、放射線防護上の  

みならず、大気電導度の変動の観点や対流圏の大規模循環のトレーサーとしても注目さ  

れている。こうした背景から、世界気象機構（WMO）は、地球環境間麓に対応して開  

始した全球大気観測計画（GAW）で、温暖化ガス、オゾン、酸性成分、エーロゾルな  

どに加え、85Ⅹrを観測項目のひとつに組み込んでいる。   

気象研究所では、原子力防災に加えてこのような研究の展開にも対処できるよう、従  

来より取り組みを進めてきたが、旧来の方式では技術的に熟練を要するので、国際的に  

推奨されている簡便な方式をあらたに導入した。本報告では、茨城県つくば市の気象研  

究所で1995年に観測された85Ⅹr大気中濃度について述べる。   

2．調査の概要 全球にモニタリングネットを展開しているドイツ大気放射能研究所  

（BfS－IAR）との国際協力のもと、上記GAWで推奨されているBfS－IAR方式を導入し、  

協同して大気中のクリプトンを掃集し、分析を行った。掃集装置の概要を図1に示す。  

mの吸着容器は、活性炭を内部に充填した金属製で、液体窒素に浸して77Kに冷却する。  

ポンプを用いて減圧化でろ過空気を流し、酸素、窒素の凝結を防止しながらKrを活性炭  

上に掃集する。毎分1Lの流量でこの掃集装置を運転し、1週間で10m3の空気よりmを掃  

集できる。Krを活性炭を加熱し、Heを通じて脱着し、タロマトグラフで租分髄した後、  

ガスカウンターでその放射能を計測した。ついで、計数管内のKr量を精密にタロマトグ  

ラフで定量し、比放射能を得た。85Ⅹr濃度は、標準大気中の沿濃度を1．14ppmとして計  

算した。   

3．結果 BfS－IAR方式は、操作が簡便であり、かつ1週間の連続サンプリングが可能  

なため、一般環境モニタリングにきわめて適当であることがあきらかとなった。表1に  

1995年5月より7月までに得られた観測結果をまとめた。施設近傍では、g5Ⅹr濃度の時間  

変動は放出源に依存するが、つくば市でも凧糸の季節的変化により若干の濃度変化が見  

い出された。  

」し、 
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4．結語 B円－IAR方式の有用性が実証できたので、今後とも同方式により調査研究を  

継続してデータの蓄積をはかる。  

図1掃集装置概念図  

表1大気中の放射性クリプトン濃度  

サンプリング期間 随一85濃度（B扉血3）．誤差（％）  
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ト12放射性降下物標準試料の調製を通じたプルトニウム  

などの核種分析の相互比較  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人、広瀬勝己  

1．緒言 別途発表しているように、人工放射能の降下量は漸次減少して、この間、検出限界  

近くのほほ一定の水準で推移している。しかし、潜在的な重大事故の可能性や社会的な要請の  

点から鑑みて、なお観測体制の充実が必要である。これと同時にデータの信頼性を確保するう  

えで、分析に於ける品質管理の必要性が増してきている。特に、γ線を放出しないプルトニウ  

ムなどα放射体や、β放射体の核種分析では放射化学分離が要求されるが、実際的なアプロー  

チとしていわゆる標準試料h氏托nCemate血）を用いるのが「投的である。しかし、これまで  

我が国では、環境放射能分析用の標準試料はほとんど調製されてこなかった。   

2．調査研究の概要 当研究部で長年にわたって保管されてきた、日本各地14地点で1賂乃  

年に実際に掃集された降下物を有効に活用し一合併・混合して上記の標準試料を調製し、推奨  

値を得るために関係各横関にお願いして、いわゆるintemm叩如nを実施した。本要旨執筆時  

点で米国EMLを含む16横関の参加を仰いでいる。   

3．結果 図1に調製した試料の組成を示す。表1に気象研を含む各機関よりこれまでに待た報  

告値を示す。特に、137csの濃度につき報告が多く行なわれた。各櫻関の報告値は極めて良い  

一敦を見ており（図2）、参加各棟関が半導体検出器を用いたγ放射体の分析について、高レベ  

ルの技術水準を持つことが示された。このことはまた、本試料が標準試料として用い得る程度  

に均一であることを示しており、参照値を設定できた。これに対して、90sr，Pu同位体につい  

ての報告は特定の機関に限定され参照億の設定までに至っていない。現在の放射能調査体制  

での問題点として注意を喚超しか、。ついでながら言えば、われわれ気象研のPuなどの分析デ  

ータの信頼性は、標準物質の形態で一定程度、担保できたものと考えている。   

4．結語 さらに本試料についてデータを得て、各核種について推奨値を定め、標準試料とし  

て活用していく。試料分析にご協力いただいた関係各機関に感謝の意を表する。  
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表1放射性降下物標準試料に含まれる核種濃度報告億（mBq座）  

機関  試料数  Cト137   Sr一郎  P小か9ヱ側  h－か8  恥210 R▲一芸娼  
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Ⅰ－13青森県六ヶ所村の汽水湖尾餃招における湖水中からの放射性核種等の  

除去に果たす水生植物の役割  

（財）環境科学技術研究所  

近＃邦男、川端一史、五代儀貴、倉林美穂  

1．緒言   

青森県六ヶ所村に建設されている原子燃料サイクル施設に隣接した汽水湖である尾駁  

沼には、天然あるいは人工放射性核種が、海域から潮汐により、陸域から河川を通じて、  
また大気中から降雨や降雪と共に供給されてくる。それらの放射性核種は、湖沼生態系  
の中で、化学的、物理的、生物的各種の要因の影響を受け、複雑な挙動を示す。したが  
って、汽水湖尾駁沼における放射性核種の挙動を評価するためには、水質環境の時空間  
的変動の特性を明らかにすると共に、放射性核種の挙動と化学的、物理的、生物的環境  
要因との関連を一つ一つ解明していくことが必要である。   

放射性核種が湖水中から除去される主たる機構としては、植物プランクトンやデトラ  
イタスなどの懸濁有機物への吸収あるいは吸着過程を経て湖底へ沈降・堆積する機構、  
水生植物に吸収・吸着される機構、湖底に直接吸着される機構、潮汐により湖外へ流出  
する機構等が考えられる。これらの機構のうち、本調査では湖水中に溶存する放射性核  
種の吸収または吸着における水生植物（水草）の役割を、フィールド調査と室内実験の  
両面から検討した。  

2．調査研究の概要  

（1）水生植物の種類および分布   

尾駁沼における水生植物（水草）の分布に関する調査を行った結果、浮葉性の水生植  
物の生息は観測されなかったが、イトクズモ（g損止血○ユユ由pさエロきt出きL．）、カ  
ワッルモ（点呼p由混血七山L．）、アマモ（go如○∫■心血以L・）、リュウノヒゲ  
モ（potwgetozIPOCtin＆ttZ8L．）およびコアマモ（zo3tOrajap00土caAschers・  
etgraebn．）の5種の沈水性植物の分布を確認することができた。これら5種の水生植  
物の分布する水域は種によって異なっており、水域による化学的水質環境、物理的環境  
および湖底環境等の相違に起因するものと考えられる。  

（2）水生植物中の放射性核種および安定元素の含有濃度と濃縮係数   

尾駿沼の代表的な水生植物であるアマモとコアマモへの放射性核種および安定元素の  

濃縮（吸収あるいは吸着）状況を知るために、異なった水域で試料を採取し、各種元素  
の含有濃度を測定した。その結果、放射性238u、235u、234uぉよび90srについてみると、  
アマモ、コアマモのいずれも生息していた水域の違いによる有意な濃度の差違は認めら  
れなかったが、アマモとコアマモを比較すると、若干アマモの方が含有濃度が高い傾向  
が認められた。また、放射性137csは、雨水生植物とも含有濃度が低く、濃縮は極めて  
小さいことが分かった。   

さらに、尾駁沼に生息する水生植物による放射性核種の濃縮係数を、湖水中の溶存性  

、こ－・こ  
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放射性核種の平均濃度とアマモおよびコアマモの2種の水生植物中の含有濃度を用いて  

求めた結果、アマモの場合は238uが38．1～41．3（平均38．9）、234uが36．6～42．3（平均  

38．7）、コアマモの場合は238uが22．5～30．8（平均28．0）、 234uが23．7～31．0（平均28．  

4）であった。アマモとコアマモのUの濃縮係数を比較すると、アマモの方が若干大きい  

ことが分かった。また、90srぉよび137csの濃縮係数は、両者ともUよりも小さく、10前  

後であった。  

（3）88srぉよぴ133c＄の水生植物への吸収に及ぼす環境要因の影響   

沈水性の水生植物は、栄養塩や放射性核種を代謝活動を通して、主に菓の表面から生  

体内に吸収している。そこで本調査では、尾駁招の代表的な水生植物であるアマモとコ  

アマモの2種を対象に、代謝活動を通して生体内へ吸収する摸構を、安定元素の88srぉ  

よび133csを用いて室内実験により検討した。その結果、両水生植物とも必須元素とは  

考えられない88srも生体内に吸収するが、133csの吸収は著しく少ないことが明らかにさ  

れた。これらの事実は、放射性の90srぉよぴ137csの水生植物への吸収を評価する上で  

重要な知見になり得るものと考える。   

次に、水生植物の生体内への吸収が明らかにされた安定元素90srの生体内への吸収、  

すなわち濃縮に対する培地中の88sr濃度依存性について検討した結果、水生植物生体内  

の88sr含有濃度は、培地中の濃度の増加（0～約1，000〟g／1の濃度範囲）に伴ってほぼ  

直線的に増大する傾向が認められた。   

そこでさらに、88srの濃縮に及ぼす環境要因（塩分、照度および水温）の影響を、ア  

マモおよびコアマモの2種の水生植物を用いて検討した結果、両者とも88srの濃縮に対  

して塩分が大きく影響していることが明らかにされた。この88sr濃縮と塩分との関係は、  

両者の光合成量と塩分との関係とそれぞれ類似したパターンが認められ、水生植物の代  

謝活動の大きさと88srの濃縮との間に密接な関係があることが示唆された。また、照度  

と88sr濃縮との関係をみると、低照度条件下では濃縮量は照度の増大に伴ってほぼ直線  

的に増大したが、それ以上の高照度条件下では逆に減少する傾向を示した。この照度と  

88sr濃縮量との関係は、照度と各水生植物の光合成量との関係と極めて類似しており、  

水生植物の代謝活動と88sr濃縮との間に密接な関係があることが示唆された。次に水温  

と88sr濃縮との関係を検討した結果、アマモの場合88sr濃縮に対して水温の変動の影響  

は比較的小さいが、コアマモの場合は大きいことが明らかにされた。  

3．結語   

沈水性の水生植物は、放射性核種を始めとする多種類の元素を代謝活動に伴って、水  

中から生体内に濃縮している。その濃縮量や速度は、水温、塩分、照度、水中の元素濃  
度の影響を強く受けていることが明らかにされた。しかも、その影響の受け方は、種に  

よってそれぞれ相違が認められた。これらのことから、尾駁沼における水生植物を介し  

ての放射性核種等の各種元素の挙動を解明するためには、さらに多くの環境要因との関  

連を詳細に検討する必要があるものと考える。  

なお本調査は、青森県からの委託調査事業（平成6年度放射性物質等分布調査）とし  

て実施したものである。  
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牛革郎纏  ト14空間放射線圭の変動調査  

＼－  －＿デ；1一三、  

「痺頼ノ′′来ぃ耳′L  

静岡県環境放射線監視センター  

青田・秀行  木野 正彦  増井 芳男  

息 明雄  石渡 達也  河合 捗  
鈴木 弘康  

1 ＃青   

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査では、環境試料中の放射性物質の測定と   
ガンマ線を対象とした空間放射線測定を行なっている。環境の空間放射線は降雨  

等の自然現象により時々刻々変動をしている。この変動の主な要因は、自然に存  

在する気体状の放射性物質であるラドンの娘核種に起因している。   

今回は、線i率の変動について解析を試みた。   

2 胡査研究の概要  

（1）空間放射線量の測定法   

① 測定装置と測定条件  

本調査研究に使用した測定器は、浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査に用   
いられている3”×3”のアロカ（株）製エネルギー特性神保塾NaI（Tl）塾   

空間ガンマ線測定装置である。測定装置の性能及び仕様は次の通りである。  
測定値は、静岡県環境放射線監視センターテレメータシステムによって、10   

分間毎に1度無線によって収集される。このうち毎正時に収集された1時間値  
を用いた。  

測定地点は、浜岡町平場に設置してあるモニタリングステーションであり、   

浜岡原子力発電所の1・2号炉スタックより1．4km東に位せしている。図－1の  

地図上にその地点を示す。  

園－1  

② 解析方法   

静岡県環境放射線監視センターのテレメータシステムによる過去5年間の線  

量率データを使用して次の変動特性解析を行った。  

1）1日を単位とする変動   

2）1年を単位とする変動   

3）降雨による変動  
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（2）結果と考察  

（91日を単位とした変動  

1年を通して朝高く、夕方低い傾向が確認された。これは、浜岡町におけ  

る大気安定度の出現頻度によく対応している。   

②1年を単位とした変動  

季節毎の日変動曲線を図－2に、月平均億経年変動曲線を国一3に示す。  

図－2 季節毎の日変動曲線  
【鵬γhl  

図－3 月平均値経年変動曲線  
1位：【l嘲′h】   
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春、秋は年間の平均値にほぼ一敦し、夏は年平均備に対して0．69％ほど低く   
冬は年平均催に対して0．64％ほど高い傾向が確認された。また、月別では最も   

低くなる7月は、年平均備に対して0．90％低く、最も高くなる1月では、年平   

均に対して0．75％高くなっている。   

③ 降雨による変動   

1時間降雨量、総降雨量と線量率の間には明確な相関は認められなかった   
（図－4）。  

これは、エアロゾルの粒度、ラドン娘核種のレインアウト、ウオシュアウト   

等の効果が複雑に関係しているためであろうと考えられる。  

図－4 降雨による線量率変動  

（a） 1時間降雨量に対する  

線量率の変動率蝿【吋h】  

（b） 総降雨量に対する  

上昇空間放射線主 鰍【句】  
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4 おわりに   

今後は、線量率の変動におけるラドン娘核種の寄与成分を特定することを目的   

とした大気中ラドン娘核種濃度と線量率の平行測定を行っていく予定である。  
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Ⅰ－15 岡山県における空間γ線量率調査  

岡山県衆境保健センター  

杉山広和、道広憲秀、清水光郎、  

片岡敏夫、柚木英二、森 忠繁  

1．緒言   

当センターではウラン濃縮施設周辺監視交付金事業並びに科学技術庁委託放射能  

水準調査において空間線量率等の定点測定を行ってきた。数年前には中津河捨石堆  

積場や、酎ヒチタン製造工場の産業廃棄物処分場において、空間ガンマ線量率が高  

いことが市民グループの調査により発覚しマスコミ等で取り上げられたため空間ガ  

ンマ線量率は県民の関心事となった。又、岡山県内には人形峠の他にも小さなウラ  

ン鉱床が存在する等の事から県下の空間ガンマ線量率分布を調査することにした。  

2．調査の概要   

岡山県下を東西7．5分、南北5分のメッシュ（国土地理院発行2万5千分の1  

地形図と同じ）に区切り、格子点（付近）においてNaI（Tl）シンチレーショ  

ンサーベ イメータ（アロカ製TCS－166型）による空間ガンマ線豊率の測定と  

魚眼レンズによる撮影並びに土壌の採取を行った。調査は平成2年度から開始し、  

現在も継続中である。調査は3日以上雨が降らなかった日に行い、1地点につき線  

量率測定は10秒毎に11回繰り返し読み取った。検出器の位置は地上1m、方向  

は下向きで測定した。土壌採取は線量率を測定した地点の付近で0～5、5～20  

cnの2種類の深度について行い、1地点につき3箇所で採取した。調査地点の位置  

と現在までに得られた空間ガンマ線圭率の平面分布図並びにヒストグラムをそれぞ  

れ図1～2に示す。  
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国1 測定地点と平面分布  

く∋ L月（＝〉 uつ く∋ L乃 く＞ し′さ く⊃ L・円 く＞ N M 」．（つ q∋ 80 の 一 N lr L（つ ぐ■  

国2  ヒストグラム  

3．結語   

これまでに得られた測定値の最大値は167．8nGy／h，最小値は29．9  

nGy／hであった。ヒストグラムの型は対数正規分布で、相加平均は69・8n  

Gy／h，相乗平均は66．9nGy／hであった。今後、早期に調査を完了させ  

ると共に採取した土壌の分析、並びに魚眼写真から各測定地点での大地の立体角の  

算出を行ない、空間線量率との比較を行う予定である。  
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Ⅰ－16  

福 岡 県 に お け る 降 下 物 中 の 仝 ベ ー タ 放 射 能 調 査  

（19 6 5 年 度 ～19 9 4 年 度）  

福 岡 県 保 健 環 境 研 究 所  

楢 崎 幸 範  

1． 緒  言   

大 気 圏 内 核 爆 発 実 験 等 で 生 成 す る 人 工 放 射 性 核 種 は そ の ほ と ん ど が  

ベ ー タ 線 を 放 出 す る。し か し、こ の ベ ー タ 壊 変 す る 核 種 を 個 々 に 分 析  

す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ る。   

仝 べ 一夕 放 射 能 測 定 は こ れ ら を 同 時 に し か も 迅 速 に 分 析 可 能 で、環 境  

放射 能 調 査 が 組織 的 に 開 始 さ れ た 当 初 か ら 現 在 ま で 長 い 歴 史 と デ ー  

タ の 蓄積 が あ る。こ の 仝 ベ ー タ 放 射能 と 40Ⅹ、90sr、187cs等 と の 関 係 に  

つ い て1965－1994年魔 の 降 下 物 に お け る 分 析 結 果 を 用 い 解 析 を 試 み た。  

2． 調 査 研 究 の 概 要  

1965－1972年 度 の 降 下 物 は 福 岡 市、そ の 後 は 太 宰 府 市 で 環 境 試 料 採 取  

法 に 基 づ き1ケ月 毎 に 採 取 し た。   

仝 ベ ー タ 放 射能 の 測 定 は、仝 ベ ー タ 放 射 能 測 定 法 に よ り 行 っ た。こ れ  

ら の う ち1990－1994年 度 の 測 定 値 は 降 雨 日 毎 の1ケ月 間 の 合 計 を 月 間 降  

下 土 と し た。   

40Ⅸの 測 定 は ゲ ル マ ニ ウ ム 半 導体 検 出 器 に よ る ガ ン マ 線 ス ペクト ロ  

メ ト リ ー で 行 っ た。   

80 
sr、187csは 当所 で 前処理後、（財）日 本分析 セ ン タ ー が放射性 スト  

ロ ン チ ウ ム 分 析法 及 び 放 射 性 セ シ ウ ム 分 析法 に よ り 分 析 し た 結 果 で  

あ る。な お、計 数 値 が そ の 計 数 誤 差 の 3倍 以 下 の 値 は 不 検 出 と し た。  

3． 結 果 及 び 考 察  

表1 年間降下物における仝ベータ放射能、98Sr、】＝Cs濃度（1965－1994年度）  

年度  仝8放射能   ＝s ＝＝c 放射能比  年度   仝8放射能   DO sr  ＝＝c 放射能比  

HBq／k正  （＝7Cs／00Sr）  M8q／kn†  （1＝Cs／90Sr）  

1965  7010  110  211  

1966  72300  62．9  118  

1967  4280  27．8  42．9  

1968  3140  35．5  52．2  

1969  2060  30．3  50．7  

1970  3690  46．6  78．1  

1971  10100  36．3  72．2  

1972  3790  16．7  25．9  

1973  1570  欠測  欠測  

1974  2350  17．0  24．9  

1975  324  8．03  12．0  

1976  1510  5．33  8．73  

1977  3140  19．4  30．8  

1978  932  11．0  16．4  

1979  865  4．92  8．07  
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1720  6．07  9．62  
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1770  1．41  2．15  
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年 間 降下 物 に お け る 全 ベ ー タ 放 射 能、90sr、  

137cs沸度 及 び そ の 放 射能比 を 表1に ま と め  

た。な お、年 間 の 降 下 量 は 4月 か ら 翌 年 の 3月 迄  

の 値 を 積 算 し た。   

仝 ベ ー タ 放 射 能 は 81．2－72300MBq／k汀f で あ っ  

た。90sr測度 は0．00－110MBq／knf、137cs強度は  

0．00－211MBq／knf で あ っ た。ま た、1965－1981  

年 度 の1き7cs／90sr比 は1．5－2．0（平 均1．6）で  

大 気 圏 内 核 爆 発 実 験 で 生 成 さ れ る 大 気 中 の  

187cs／90sr比1．6と よ く 一 致 し た。   

月 間 降 下 物 中 の 仝 ベ ー タ 放 射 能 と 90sr及 び  

187csと の 相 関 係 数 は、大 気 圏 内 で の 核 爆 発実  

験 の 影響 が 認 め ら れ る1965－1981年 産 で は そ  

れ ぞ れ 0．111、0．108。そ の 後 は 0．265、0．041で  

あ っ た（図1）。   

月 間 降 下 物 申 の 全 ベ ー タ 放 射 能 に 占 め る  
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90 sr、187csの 比 率 は そ れ ぞ  

れ0．00－28．7％（平均1．14％）、  

0．00－45．9％（平 均 2．08％）で  

あ っ た（図 2）。  
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の 検 出 率 は 43．3％で あ っ た。  

そ の う ち 仝 ベ ー タ 放 射 能 に  

占 め る 40Kの 割 合 は 0．00－  

72．1％（平 均15．9％）。ヰ0 Ⅹ、  

80 
sr、137cs以 外 の そ の 他 の  

66 68 70 72 74 76 78 80 82 糾 86 88 冥〉 92 94  

年 度  

核種の 占 め る 割 合 は26．2一  国2 月同姓下鶉中の全ベータ放射能に占める90sr，り7csの比事  

100％（平 均 83．9鴬）で あ っ た（図 3）。  

4． 結  語   

核 分 裂 生 成 率 が 高 い う え 長 半 減 期 で  

線 量 評 価 上 重 要 な べ 一 夕 線 放 出 核 種  

で あ る 905r、＝7csは、仝 ベ ー タ 放 射 能  

と の 間 に 有 意 な 相 関 関 係 は 認 め ら れ  D．2  

ず、全 ベ ー タ 放 射 能 に 占 め る 比 率 も 平  

均で それ ぞれ1・14％、2・08％と 低か っ た。  1 0．8 0．6 0．4 0．2 0  

ま た、近 年 で は 90sr、137csを 検 出 す る  90Sr＋137Cs  

こ と も 希 で、核爆発実験が停止 し て い 国3月間鴨下物lこおける全ベータ放射能中のヰOK，  
90Sr，137C＄零の割合（1990－1994年よ）  

る 現 在、降 下 物 中 の 仝 ベ ー タ 放 射 能 の   

大 部 分 は 40K及 び そ の 他 の 天 然 放 射 性 核 種 に よ る も の と 考 え ら れ た。  
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Ⅰ－17 平成6年度ラドン濃度全国調査（一般家屋内）  

財団法人 日本分析センター  
佐々木 潤，松田 真千子  
真田 哲也，宮野 敬治  

1．緒言  

日本分析センターは、科学技術庁の委託による環境放射能水準調査の一環として平成   

4年度から生活環境中のラドン濃度を把握する事を目的とし、ラドン濃度水準調査を行   

っている。平成6年度は、全国47都道府県のうち17県（岩手、秋田、山形、千葉、富山、   

山梨、岐阜、愛知、兵庫、鳥取、広島、山口、徳島、高知、福岡、長崎、熊本）の一般   

家屋内を対象として第2四半期～第4四半期，9ヵ月間に亘ってラドン濃度を調査した。  

2．調査研究の概要   

本調査は、17県の放射能水準調査担当課又は衛生公害研究所等（以下「担当課」と略   

称）が調査地域種および家屋種を考慮して選定した一般家屋（1県当たり合計20家屋）   

で実施した。なお、調査には放射線医学総合研究所（以下「放医研」と略称）で開発・   

検討されたラドン・トロン濃度弁別測定器（以下「ラドン濃度測定器」と略称）および   

分析方法に準拠して実施した。  

（1）ラドン濃度測定器   

ラドン濃度測定器は、プラスチック製のカップ形状1）で、その検出部にはポリカーボ   

ネート製のフイルム（以下「測定フイルム」と略称）を2枚装着し、ラドンとトロンを   

弁別可能としたパッシブ方式のモニタである。  

（2）ラドン濃度測定器の配付・回収   

ラドン濃度測定器の一般家屋への配付は県の担当課が行った。平成6年7月から平成   

7年3月まで3ヵ月毎、連続性を確保しつつ、3期に亘って設置した後、担当課が回収   

した。実施にあたって本調査結果の評価・解析に必要な情報は、設置家屋に対して、23   

項目からなるアンケート形式で「ラドン濃度測定器を設置した家屋の構造、設置場所の   

状況等」を調査した。  

（3）分析・計数方法   

ラドン濃度測定器を回収後、測定フイルムを取り出し、電気・化学エッチング処理を   

行った。測定フイルムの計数作業は電気・化学エッチング処理した部分の1c汀F当たりの  

トラック数を、光学顕微鏡と画像処理装置とコンピュータで組み合わせた装置を用いて   

読み取った。次に、そのトラック数に名古屋大学の実験装置で決定した効率（0．0298±   

0．00073［tracks・Cm．’2］／［Bq・mL3・day］）を用いて3ヵ月間の平均ラドン濃度を算出した。  

3．調査結果   

調査対象家屋敷は340家屋であり、調査および分析作業の過程での取扱い不備等であ   

ったものを除いたデータ（第2四半期は337データ、第3四半期は338データおよび第  
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4四半期は337データ）について検討を行った。なお、一部調査期間中に継続調査が不  

可能となった家屋（移転等）については、途中から家屋を変更して調査を続行した。   

下表に、各四半期の幾何平均値、および家屋種については大きく3種（木造，コンク  

リート，その他）に分類し同様にそれぞれの幾何平均値を示す。   

4．まとめ   

平成6年度の3期の調査結果から、季節変動は各家屋種共に第3四半期が、他の四半  

期より高い傾向であった。家屋種別の特徴は、第3四半期のコンクリート家屋種の値が  

最も高い値を示した。この家屋種・季節に起因する項目としては、建築材料は勿論のこ   

と、家屋内の空気の密閉度や換気率も大きく影響するものと考える。それらは住人の生   

活習慣に関連し、窓の開閉時間や空調機・換気扇等の使用時間にも大きく作用される。   

さらに、それらは気象条件に依存する。ラドン濃度のデータを評価する際には、これら   

一連の条件を考慮しなければならない。ちなみに平成6年度の気象の特徴は、夏期の気   

象が平年に比べ高温で、特に西日本においてはさらに雨量が少ないかったことが挙げら   

れる。年単位で評価する際はこれらのことを考慮して今後の調査結果および関連する種   

々の研究結果と合わせて比較・検討していく必要がある。  

表 平成6年度ラドン濃度全国調査（一般家屋内）結果  
（家屋種別幾何平均値）  

単位：上段（Bq／d），下段（戸）  

項  目  第2四半期  第3四半期  第4四半期   

全  家  屋   7．5   14．8   13．4   

調  査  数   3 3 7   3 3 8   3 3 7   

木 造 家 屋   6．9   13．9   12．0   

調  査  数   218   2 2 0   219   

コンクリート家屋   8．8   19．5   17．7   

調  査  数   114   113   113   

その他の家屋種   9．2   15．0   14．1  

5．その他   

当該県の1年間に亘った結果は、上表のデータの他に平成7年度第1四半期のデータ  

を加え集計・整理した後、次年度に報告する。さらに、3年間に亘った一般家屋内調査   

の結果は、国際的なレベルで評価されることを目的とし、OECD／NEAが指定した   

国際的なラドン校正基準機関での実験を実施した上で報告する。  

1）小林、土居、藤元：屋内外のラドン等による被曝線量調査（3）、第34回環境放射能調査結   
果成果論文抄録集・PP．89－90（1992年）  
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Ⅰ－18 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

福嶋 活人， 庄子 隆  

1．緒  

日本分析センターは科学技術庁の委託をうけ、放射能水準調査の「環として、日本各   

地で採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品等）について90sr   

及び137cs分析を行っている。今回は、平成6年度に採取された環境試料の調査結果   

を報告する。  

2．調査の概要   

平成6年度に47都道府県の各衛生研究所等で採取され、所定の前処理を施した後に送   

付を受けた各種環境試料、及び千葉県と北海道で購入したドライミルクについて、平成   

6年9月から平成7年10月までにgOs r及び137csの核種分析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、ドライミル   

ク、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

科学技術庁放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改   

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3．瀬査結果   

調査結果の概要を種類別に以下に示す。また、各種試料中の80s r、137csの地域   

別平均値を表に示す。なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間降下量の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90sr：0．025（0．0000～ 0．34）MBq／km2（n＝573）  

13Tcs：0．025（0．0000～ 0．35）MBq／h）2（n＝573）  

（2）浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90sr：0．00033（0．00000～0．0018）鵬q／m3（n＝140）  

13了Cs：0．00031（0．00000～0．0018）mBq／皿3（n＝140）  

（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）は47都道府県で年1～4回、淡水については9道府県で年1   

回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  
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上 水  90S r：1．9 （0．000 －4．3）DBq／B （n＝112）  

137C s：0．10 （0．000 ～0．46）mBq／ゼ （n＝112）  

淡 水  90s r：2．1 （0．000 ～4．0）m8q／ゼ （n＝ 9）  

137C s：0．56 （0．011～3．0）nBq／B （n＝ 9）  

（4）海水、海底土   

13道府県で年1－2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

海 水  90S r：2．2（1．7 ～2．7 ）nBq／B  （n＝14）  

137Cs：3．5（2．7 ～4．4）DBq／B  （n＝14）  

海嘩土 80sr：0・067（0・000～0・29）Bq／kg乾土（n＝14）  

18TC s：2．0（0．36 ～5．7） Bq／kg乾土 （n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1～2回採取した試料（深さ0～5皿、5～20cmの2種類を各1試  

料）の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

0～5cm 00S r：120 （2．7 － 540  

3．7（0．053～ 23  

137C s：660 （11   ～2500  

20 （0．23 ～ 93  

5～20cm 90s r：320 （10  ～1700  

2．9（0．089～ 12  

137C s：850 （47  ～4800  

7．4（0．34 ～ 34  

）岨q／k皿2 （n＝48）  

） Bq／kg乾土  

）腫q／k皿2 （n＝ 48）  

） Bq／kg乾土  

）岨q／km2 （n＝48）  

） 8q／kg乾土  

）岨q／k皿2 （n＝48）  

） Bq／kg乾土  

（6）日 常 食  

47都道府県で年4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

Bq／人／日 （n＝186）  

Bq／gCa  

Bq／人／日 （n＝186）  

Bq／gK  

Bq／人／日 （n＝93）  

Bq／人／日 （n＝93）  

Bq／人／日 （n＝93）  

Bq／人／日 （n＝93）  

90s r：0．061（0．014 ～0．20）  

0．11（0．021～0．33）  

137C s：0．061（0．019 ～0．21）  

0．031（0．0093～0．16）  

都市部  90S r：0．058（0．023 ～0．14）  

137C s：0．058（0．024 ～0．13）  

農漁村部 gOs r：0．064（0．014 ～0．20）  

137C s：0．064（0．019 ～0．21）  

（7）精  米  

46都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

gOs r：0．0080（0．0000～0．020）Bq／kg生   （n＝52）  

0．24 （0．000 ～0．60）Bq／gCa  
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137cs：0．050（0．0000～0．71）Bq／kg生  （n＝52）  

0．059（0．0000～0．79）Bq／gK  

（8）牛乳（原乳，市乳）  

47都道府県で年1～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90sr：0．032（0．0075～0．17）Bq／B   （n＝136）  

0．029（0．0066～0．16）Bq／gCa  

137cs：0．046（0．0000～0．28）Bq／B   （n＝136）  

0．030（0．0000～0．21）Bq／gK  

（9）ドライミルク  

2道県で購入したドライミルクまたはスキムミルク12試料の平均値及び最小、最大   

値は次の通りである。  

90s r：0．21（0．044 ～0．68 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．025（0．012 ～0．056 ）Bq／gCa  

137cs：0．54（0．077 ～2．2 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．044（0．012 ～0．13 ）Bq／gK  

（10）野  菜  

46都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレン   

ソウ）試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

根菜類（主にダイコン）  

90s r：0．10 （0．0011～0．32）Bq／kg生 （n＝49）  

0．48 （0．0050 ～1．8 ）Bq／gCa  

13TCs：0．047（0．0000 ～0．81）Bq／kg生 （n＝49）  

0．024（0．0000 ～0．46）8q／gK  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90s r：0．14 （0．0000 ～1．1）Bq／kg生 （n＝50）  

0．18 （0．000 ～0．97）Bq／gCa  

13Tcs：0．066（0．0000 －1．3 ）Bq／kg生 （n＝50）  

0．013（0．00000－0．30）Bq／gK  

（川 茶  

9府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

g8s r：0．68（0．095 －1．6 ） Bq／kg乾物 （n＝16）  

0．25（0．042 ～0．47） Bq／gCa  

137Cs：1．2 （0．53 ～2．9 ） Bq／kg乾物 （n＝16）  

0．062（0．024 －0．14） Bq／gK  
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はカ 海産生物   

33都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、   

最大値は次の通りである。なお、魚類及び貝類は筋肉部のみ、小魚については全体の   

値である。  

魚 類  99sr：D．0071（0．0000 ～0．026）Bq／kg生 （n＝34）  

0．0071（0．0000 ～0．070）Bq／gCa  

137c s：0．14 （0．051 ～0．29）Bq／kg生 （n＝34）  

～0．076）Bq／gK  

～0．0045）Bq／kg生 （n＝ 9）  

－0．011）Bq／gCa  

～0．11）Bq／kg生 （n＝ 9）  

～0．031）Bq／gK  

～0．052）Bq／kg生 （n＝ 8）  

～0．083）Bq／gCa  

～0．11）Bq／kg生 （n＝ 8）  

0．039（0．015  

貝 類  gOS r：0．0014（0．0000  

0．0025（0．0000  

13Tc s：0．047（0．014  

0．018（0．012  

海藻類  90s r：0．023（0．015  

0．032（0．014  

137c s：0．053（0．022  

0．0074（0．0032 ～0．016）Bq／gK  

（13）淡水産生物   

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ、ニジマス）の平均値及び   

最小、最大値は次の通りである。なお、対象部位は筋肉部のみ、小魚については全体   

の値である。  

98s r：0．49 （0．0000～2．3） Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．075（0．000 ～0．23） Bq／gCa  

13Tc s：0．14 （0．026 ～0．27） Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．048（0．0094～0．092） Bq／gK  

4．結  

平成6年度に採取された各種環境試料についての種類別平均値は、精米と野菜（根菜  

類）の13TCsの値を除いた全ての試料について、90sr、 13Tcs共に平成5年度の  

値と同程度またはやや低い値であり、年々減少する傾向が続いている。精米と野菜（根  

菜類）P137Csについての平均値は、平成5年度と比べると約2倍の値となった0こ   

の原因は、精米及び野菜において、それぞれ1試料の137csが高い値（0．71Bq／kg、   

0．81Bq／kg）を示したためである。また、日常食については、都市部と農村部の平均値は  

、90S r、137Cs共に大きな遠いが見られなかったが、農村部の数試料が90S r、   

13Tc s共にやや高い値を示した。  
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Ⅰ－19  

チェルノアイル周辺地域における環境放射線調査   

自動車サーベイによる広域の線i率分布調査  

日本原子力研究所  
坂本隆一、斎藤公明、長岡 鋭、堤 正博、森内 茂   

1．緒言   

チェルノブイル国際研究センター（CHECIR）一原研間国際研究協力  
協定に基づく現地環境放射線調査の一環として、同地域の線量率を  

広域に把達する目的で自動車サーベイを実施している。事故後9年  
が経過した同地域での主要放射性核種は1＝c s，134C s，80S r  

などであるが、汚染された地域での正確な空間γ線線量率調査は周  

辺住民の健康影響評価及び今後の事故サイト周辺の広範な復旧のた  

めの対策立案の基礎データとして現時点でなお非常に重要である。  

また、広範な汚染マップとして1991年にIA E Aから出されたチェ  

ルノアイル周辺の1＝C sによる表面汚染分布図と比較を行ない、  

互いの結果を比較・検討することはデータの精度確認等の観点から  

重要である。   

本調査は昨年に引き続き実施されたもので、現地粛査用に整備さ  

れた小型低消費電力（数十ワット）の自動車サーベイシステムを用い、  

チェルノブイル原子力発電所から特に汚染がひどい住民居住地域を  

重点的に、ベラルーシも含む南北300k皿に及ぶ地域で約1週間にわ  
たって実施した。   

半径30km圏内地域は地図上の生活道路の大半は状態が悪く、一部  

の道路を除いて通行が不可能であった。又、ウクライナに限らず、  

シにおいても計画通りのコースでサーベイ を実施すること  

識の欠如と道路状態の悪化によ り大変困難であった。2年  
って取得した全データをもとに図1．に示すような分布図  

た。  

ではコース毎の時系列データの特徴やIA E Aから出され  
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2．調査研究の概要  
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走行軌跡がディスプレイに表示されるため、走行中に現在位tを確  
認することもできる。   

測定の結果、従来から高汚染の認められている事故炉の西方地域  
では立ち入り制限地域以外にも高汚染地域が存在すること、ベラル  
ーシ地域においては、チェルノアイル発屯所からおよそ300h離れ  
ているモギリョフ地区においてさえ3000nGy一化という高い線暮串の  
地域が存在することを確認した0  

3．結帝   
短期間の走行サーベイによりチェルノアイル周辺の線1串分布の  

傾向をある程度把達するとともに、事故により汚染された地域にお  
ける環境調査の方法の一つとして、小型でシンプルな本サーベイシ  
ステムを用いた嗣査の有効性を確認した。   

ベラルーシにおいての汚染はスポット的という程狭い範囲では無  

いが、チェルノアイルから地域的に連続したものではなく、事故当  
のブルームに降雨が重なったことによ  時チェルノアイル発電所か  

ると推測される。このよう  
に測定評価するための手段  
さらに詳細な雨査を実施す  
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図1．チェルノブイル周辺での線上申分布  佗SH SIZE：l眺mx18km  
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ⅠⅠ．環境に関する調査研究  

（海洋）   



Ⅱ－1日本周辺海域の放射能の解析調査  

放射線医学総合研究所  
山田正俊、平野茂樹、青野辰雄  

中村 清、長屋 裕＊（＊現 海生研）  

1．緒言  

外洋を含む日本周辺海域の海水・海底堆積物・海産生物等に存   

在する放射性核種濃度を明らかにするとともに、その経年変化お   

よび水平・鉛直方向の分布の様相から、海洋におけるこれら核種   

の挙動の解明に資するデータを得ることを目的としている。今年   

度は海水と海藻中の9gTcおよび相模灘海底堆積物中の23＝240 pu，   

＝7csの結果について報告する。  
2．調査研究の概要  

1）試料採取および分析方法  

99Tc測定用の海水および褐藻であるウミトラノオは、茨城県  
ひたちなか市沿岸で採取し、イオン交換法と溶媒抽出法で分離  

後β線スぺクトロメータでg9Tcの放射能を測定した。海底堆積  
物試料は東京大学海洋研究所「淡青丸」Kト90－04次航海に瞭し、  
相模灘のStn．2（35－02．川，139－40．1E，水深808m）においてボッ  
クスコアラーを用いて採取した。イオン交換法、AHP法等で分離   
・精製し、239＋240 pu， 137csの放射能を測定した。   

2）結果  

1994年4月から1995年3月の期間に海水中の＝Tcの濃度は検  
出下限（10mBq／ポ）以下から80mBq／ポの間で変動した。前年度同  
期間と比較すると幾分低めに推移した。またウミトラノオの  

99Tc濃度は海水中の濃度変化にほぼ対応して変化し、その漉度  
は90～590mBq／kg生の間で変動した。日本周辺の他地域における  
同種海藻中の9gTc濃度は、最低が千葉県富浦の5．6mBq／k9生、最  
高が青森県大戸瀬崎の20mBq／kg生であった。  

相模灘海底堆積物の測定結果を国1～4に示す。 23＝240 
pu濃  

度は、堆積物表層で2．9Bq／kg－dryであり、深さとともに直線的  
に減少し、 12～14cm層で0．13Bq／k9－dryとなる鉛直分布を示した。  
また137cs濃度の鉛直分布も 2ユ＝240 puとほぼ同様の傾向を示し  
た。Pu／Cs比は10cmまで1．0～1．3と極めて大きい値であった。堆  
積物中での239＋240 puのインベントリーも112HBq／km2と国連報告  
値に比べ3倍高い値を示した。  

3．緒言吾  

次年度も引き続き、外洋を含む日本周辺海域において海洋試料   

を採取し、放射性核種漉度を測定して海洋における挙動の解明の   

ための基礎データの蓄積および経年変化を把握する。  
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Ⅱ－2 沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  
青野辰雄、山田正俊  
平野茂樹、中村 清  

1．緒言  

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種の分布の経時   

変化の調査を行い、これらをもとに、試料相互間の汚染の関連を   

解析し、将来の汚染を予測するためのデータを得ることを目的に、   

原子力施設周辺の沿岸海域における海産生物、海水、海底堆積物   

等の放射性核種濃度を測定した。   

2．調査研究の概要  
1）試料の採取及び分析の方法  

試料は、茨城県沿岸及び青森県沿岸より海産生物（魚類、軟  
体類、海藻等）を採取したものを用いた。採取した試料は各部  
位に分別し、1100Cで乾燥後、4500cで灰化を行った。この灰化  
試料を硝酸で溶解し、陰イオン交換法、AHP法等により  
23g・240pu． 1ユ7csを分離・精製し、測定用試料とした。   

2）結果  

表1に1993年に茨城県及び青森県沿岸より採取された海産魚  
類及び軟体類の239・240pu， 137cs漉度を示す。 137cs濃度は、イ  

ナダ、アカエイ、スズキ等の魚類筋肉中には186～28TmBq／kg－  
wetに対して、内臓は1ト～89、皮は101～283の範囲であった。  

マコガレイ、ヒラメ、イナダ、アカエイ、スズキ等の魚類で  

は、同年に、青森県三沢沿岸、新潟県佐渡沿岸及び茨城県沿岸  

で採取した試料でも、Cs－13了濃度が内臓よりも筋肉で高い値を  
示す傾向にあった。一方、Pu－239，240については、茨城県沿岸  
で採取したハマグリの筋肉が0．93nlBq／kg－VVetであった。同年に  
茨城県沿岸で採取したヤツシロ見やツブ具の筋肉中は1．了～   
10．3の範囲であり、巷具よりも2枚具が低い値を示す傾向にあ  
った。  

3．緒言吾  

次年度も引き続き、沿岸海域、特に原子力周辺海域において海   

洋試料を採取し、放射性核種濃度を測定して、汚染防止のための   

基礎データの蓄積及び経年変動を把握する。  
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蓑1茨城県沿岸及び青森県沿岸魚貝類、軟体類の  
239. 240 

pu及び137cs漉度  

魚 種  部 位  
23g・240 

pリ  ー37cs  

茨城 イナダ  内 臓  

皮   

〝  アカエイ  肝 臓   

〝  スズキ  内 臓   

〝  マコカレイ  皮   

〝 ハマグリ  肉  

青森 マコカレイ  骨  

11± 5   

101±20   

89± 6   

17± 8  

0．29±0．06  238±24  

0．93±0．06  91±14  

0．47±0．08  

（単位 mBq／k9－Wet）  
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Ⅱ－3 沿岸海域試料の解析調査（2）  

放射線医学総合研究所  
中村良一、中原元和  
石井紀明、松葉満江  

1．緒言   

水生生物による放射性物質の漉縮は環境的および生物的諸条件に  

よってかなり変動することが知られている。特に沿岸海域では、外  

洋に比べて環境条件の変動が著しく、中でも河口や汽水湖沼、タイ  
ドプールなどでは塩分濾度の大幅な変動が、そこに棲む広塩性生物  

の放射性物質漉縮に少なからず影響を与えると考えられている。そ  

のため、今回は、広壇性魚類の生物濃縮に対する塩分濃度の影響を  
調べた。   

2．調査研究の概要   

青森県六ヶ所村尾駁沼で採集したヒリンゴ（ハゼ科、休圭約29）、  
茨城県沿岸産のドロメ（ハゼ科、体重約2g）およびクロソイ稚魚  
（カサゴ科、体重約4g）を、海水を水道水で希釈し、0％海水（淡  
水）、20％海水、50％海水および100％海水の4段階の塩分濃度に調  
整した水で飼育し、あらかじめ飼育水に添加しておいた1251． 57co，  
141ce． 103Ru， 85sr，13Tcsおよぴ54Mnの取り込みを7 日間調べた。  

その後、放射性核種を含まない同じ塩分濃度の水に移し、およそ50  
日間の排出を観察した。放射能測定は隔日または2～3日毎に、魚  
とRl添加飼育水について、Ge半導体検出器を用いて行った。実験  
水温は15℃、排出実験期間には頻繁に飼育水を交換し、固形餌料を  
十分に与えた。また、取り込み実験7日目と排出実験15日目にクロ  
ソイ稚魚を取り上げて解剖し、放射性核種の休内分布を調べた。   

図1にクロソイ稚魚、ドロメおよびどリンゴによる－251の取り込  
みと排出の実測値および指数関数による近似曲線を示した。クロソ  

イ稚魚とドロメの取り込み近似曲線は、飼育水の塩分濃度が20％海  
水（破線）、50％海水（鎖線）、川0％海水（点線）と順次増加する  
につれて、次第に低下し、これらの魚類による1251の濃縮は塩分濃  
度と逆の関係を示している。ヒリンゴについては、0％海水（淡水）  
と100％海水という極端に塩分濃度の異なる条件下で－251の濃縮を比  
較したが、図では100％海水の場合（点線）の濃縮が0％海水の場合  
（実線）より高くなり、クロソイ稚魚やドロメとは相反する結果を  

示している。しかしながら、これら各線の平衡時の値すなわち濃縮  

係数で比較すると両者に有意の差は認められなかった。また、どリ  

ンゴは、他の放射性核種の場合でも、塩分濃度の速いによる濃縮に  

あまり大きな差を示さなかったことから、どリンゴは他の広塩性の  
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魚類と異なり、放射性核種の濃縮に対する塩分濃度の影響が小さい  
ことが明らかになった。   

3．結桔   

今回の結果から、広塩性魚類による放射性核種の濃縮と塩分濃度  

との関係は、概して反比例の傾向が伺えるが、魚種や核種によって  

は必ずしもこの傾向は明確ではなかった。その理由としては、魚種  

により、異なる塩分漉度への適応能力に遠いがあること、核種によ  

り、化学的および生物学的特性が異なること、餌からの濃縮を省喝  

したことなどが挙げられる。したがって、これらの問題点を考慮し  

た実験を引き続き行う必要がある。  
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Ⅱ－4 小笠宕海台南方海域における澤海牲ソコダラ類の分布と放射能  

水産庁中央水産研究所 吉田静彦  

1．緒言   

日本列島沿いの海溝（伊豆小笠京～千鳥）近傍壊及び沖合海生蟻（北西太平洋海生等）  

の深海蟻（水沫5，仙～6，（漱h）と大陸嶋斜面（水澤1，仙～4，（仙）を綱査対象海域に  

選定して、深海性ソコダラ類を澤海生息系を代表する指琶生物として、その分布圭と分布  

状況を把握することを基にして、深海生息系に関する情報・知さを害毒するための藩海生  

物調査と、深海生物の放射能バックダウンドを把握するため、澤海生城主で採集された  

深海牲ソコダラ類のr綾嶺層分析を平鹿5年産も前年度に引き続き行った。  

2．調査研究の概要  

く1）調査鍍海と調査海嶺   

平成5年6月訪日から7月14日まで水産庁調査船蒼■丸を用いて、小笠厨海台南方海嶺  

（北緯刀度～缶度）水深5，孤■～5，7（X■の2海域（Sb：霊●盟′N，1馴●00′E．及び、  

Ie－3：訪●12′ N，145●07′ E．）と水深5，T∝h～5，恥の伊豆・小笠展海手近傍犠（Bt8  

：測●佗′ N，144●溺′ E．）を調査海嶺として調査を実施した。  

（2〉試料採取と保管   

前年度までと同様に「蒼贋丸式深海籠綱濃法」により、深海駐ソコダラ類等の生物試料  

を採集した。試料は全て船上で体長・体重等の計糟を行った後、一足ずつビニール袋に入  

れて－20●以下で鵬し保管した。  

（3）放射能分析  

1．前処理；深海軽度魚類の肝蠣は極めて油分濫富み、そのままでは灰化できないので  

肝臓を含めて内臓を取り除いた全体、および筋肉について、乾幾・炭化・灰化を4測● c  

以下で行い分析試料を鋼哩した。   

2．分析：ゲルマニウム半導体検出書によるガンマー線スぺクトロメトリーを行った。  

㈲調査結果と考纂   

1．分布について   

本年度鋼査したSb：Ie－3：BtB点で得られた、深海性ソコダラ類の分布圭等の資料と  

既に報告してい．る小笠原海台南方海嶺（Ie－1：Ie－2）と北縁測度線に給った綱査海嶺（B  

：Bt）のそれを表1、表2に示した。小笠宕海台南方海域のソコダラ類の相対的生物圭は  

2～3尾／籠、1～3kg／籠であり、B点などの沖合海生様に比較してかなり大きいこ  

と、大型僧体が操業されることなどの特性のある海域であることが樺蕗された。北緯測度  

線に沿った調査海域でのソコダラ類の相対的生物圭は、海溝近傍甥で最も高く沖合壊にか  

けて激減することが判明した。  

2．放射能■定   

義3にIe一丸Sb海域で得られた、深海性ソコダラ類の筋肉に検出された放射能濃度を  

ソコダラ類の大きさ別に示した。検出された接種は13Tcsのみであり、ソコダラ類の大  

きさと137csま度の関係は概ね正の相関があることなど全体としての傾向は、前年度ま  
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でに報告してきた結果と大略で一致している。 しかし、果報反法域である小笠宕海台南方  

海域に生息するソコダラ類の特に大型僧体の13Tcsさ虔は、他の海域にくらペて有為に  

高く、伽／鹿．鞭tを越える佃体がしばしば採集されことが、当海嶺の特餞として注目  

される。この事項は以前£鋼査した当海域に近接するIe－1、Ie一購で採集されたソコダ  

ラ類にも染められている。  

3．結語   

当面は北大平年西部の日本近海に綱査海域は限定されるが、南北釣20度焉度の海域の  

ちがいでも、放射樹皮に有為の善が盗められ、その簾田を解明することにより、放射性  

接種の海産生物への移行蓄積の機構の一揚が明らかになると考えている。   

また、本綱査で得られた結果は日本海の澤海嶺での＃査の対象区として重要な意味をも  

つと考えられる。  

小笠原海台南方海域（北緯23慶一25度）  表1   におけるソコダラ類  

水深（m）局数／籠  
生重量／龍 平均個体  

（g）重量（g）  

5，700－5，800 1．5  652  434  

5，200－5，300 1．8  1，308  736  

5，200－5，300・ 2．4  2，868   1，195  

5．600－5，700  3．0  1，565  521  

海  域  

Ie－1（24●21′N，146027′E）  

Ie－2（24015′N，144047′E）  

Ie－3（25●12′N，145007′E）  

Sb（22●59′N，150●00’E）  

種  顆  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

表2 北緯30度線におけるソコダラ頸  

水深（m）尾数／籠 生重量  海  域  種  顎  

（C．yaqu；nae）  

（C．yaquinae）  

（C．yaquinae）  

B （30●00′Ⅳ，147000′E）6，100－6，200 1．3  372  288  

BtB（30●02’Ⅳ，144058′E）5，700－5，800  8．8  4，031   458  

Bt（30012′N，143●30′E）5，400－5，500 20．0   10，659   533  

表3 深海性ソコダラ類の大きさと放射能（le－3・Sb．1993）  

試 科 名  採集年月日  採集海域   採集水深  体 長  体  重  Cs－137濾度  
（m）  （T．L．mm）  （F．wt．g）   Bq／kg．1＼・eし   

口  辿 Ⅵ  平成5年（1993）  Ie－3点  5，200－5．300  556－580  660－755  0．103 ±0．009   

2   筋肉 Ⅶ  7月2－3日   25012′N  622   1，250   0．131士0．012 

Ⅸ  145007′E  1，460   0．281±0．0】1   

4   Ⅹ  675－690  1，400－1，630  0．177 ±0．01l   

⑬  760   2，370   0．348 ±0．010   

⑮  3，300   0．330±0．009  

418－427  260－310       0．087±0．025i   

450－452  310－350  

0．112±0．011   

533－540  750－770  0．046 ±0．015   

1，850   

l  

0．372±0、013I  
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Ⅱ－5 海底土中の人工放射性核種の水平及び鉛直分布に関する調査  

水産庁中央水∴産研究所  鈴大歳介  

水産庁 日大海区水産研究所  平井光行、長田  宏、片桐久子  

1．括言  

日大周辺海域の海底土に蓄壊された人工放射性核種の分布傾向   

を知る ために、昭和 6 0 年度か ら 日大周辺の油津、近海及び外洋   

域の海底土の核種分析を行っ ている。平成4年度から はそれま で   

の分析結果を考慮 して幾つかの定点を設定 し、経時的な変動の把   

握を行う こ と に した。今回は平成 5 年度の調査患果を報合する。  

2．譲卜査研究の概要  

海底土試料は、定点と定めた相模湾、茨城県沖、駿河湾及び新   

潟県沖の地点を中心に、平成 5 年度に水産庁謂査船蒼鷹丸及びみ   

ずほ丸に よ っ て柱状操舵蕃を使用 して採取 した。試料は 2 cl間隔   

に衰居か ら切断 し、乾燥後、ゲルマニウム半導体検出蕃を用いた   

γ線スベクト ロ メトリ ー に よ る核種分析を行 っ た。分析結果を表   

に示す。検出された人エ γ線核者は、近年における調査結果 と 同   

様、大部分が 137Csと 207Biの 2 核雀で あ っ た。衰居城における   

濃度は、 137C s が 1．43 ～ 11．3 Bq／kg の範囲にあ り、昨年度   

の 3．3一－  14．78q／kgよ り はやや低い。  207Biは 0．4■－ 3．8 Bq／   

kgの範囲で、昨年度の 0．8～ 5．08q／kg と比べて同様にやや低か   

っ た。］最大濃度の地点は、 137C s が新潟県沖の地点、 207Bi   

は相模湾の地点であ っ たが、これも昨年度と同じである。  

3．未年度の調査において、特に異常は認められなかっ た。次年度   

か らは 日太海における調査地点を拡充して行う。  

表  海底土の核種分析銘菓（Bq／kg一乾土）  

137Cs  207Bi  深さ（cl）  137Cs  207Bi   
探さ（cl）  

19g3．8．24  千葉県沖  

35028．1’N、141036．8’E 15221   
1993．4．19  新粗県沖  

37048．1’N．．138031．9’E  519遭  

1．54±0．10  

1．25±0．10  

0．69士8．10  

0．69±0．09  

0．96士0．09  

1．00±0．09  

0．31士0．08  

＊  

＊  

＊  

5．39±0．17  

3．71±0．18  

2．48±0．15  

2．30±0．13  

3．53±0．15  

3．9u±0．16  

1．15±0．11  

8．33土0．10  

＊  

＊  

0一－ 2   

2一－ 4   

4一－ 6   

6・－ 8   

8・－10  

10一－12  

12一－14  

14一－16  

16・－18  

18一－20  

0．91±0．15  

1．Og±0．13  

1．33±0．12  

1．28士0．13  

0．65土0．12  

0．39±0．12  

0．32±0．10  

＊  

＊  

0一、－ 2   11．29±0．29   

2一－ 4  12．06±0．27   

4～ 6  11．19士0．25   

6一－ 8  8．02±0．24   

8一－10  4．16±0．21  

10一－12   1．75±8．17  

12′－14   1．25±U．14  

14一－16  0．49±8．17  

16一－18  ＊  
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表（続） 海底土の核種分析銘菓（Bq／kg一乾土）  

深さ（cJL）   137Cs  2O7Bi  深さ（ct）  1”Cs  拍1Bi  

1993．8．21 相模清Ⅰ   1993．8．24 槻泉沖   

35002．8■H、139025．0●E 123蝕   36017．2－N、141042．6’E l川血   

0・－ 2  7．39土0．24  3．41士0．15   0・－ 2  1．41士U．14  0．42士0．09   

2一－ 4  8．34土0．25  4．52士0．16   2一－ 4  0．38土0．12  ＊   

4・－ 6  g．21土0．22  5．09土0．14   4一－ 6  0．54土0．15  ＊   

6一－ 8  10．17土0．21  5．42士0．13   6・－ 8  ＊  ＊   

8一－10  11．37土0．24  7．00±0．15   8・－10  ＊  ＊   

10一－12  16．25土0．26  8．07士0．16  

12、・14   22．52士8．32  9．79土0．17   1993．8．22 脚  

14一－16  14．63士0．27  6．87士8．15   34038．2一対、138020．9－E  3531   

16一－18  5．85土0．18  1．09土0．Og  

18一－20  1．50士0．20  0．52土0．11   0一－ 2  5．96土0．18   1．05士0．10  

20・－22  0．47士0．16  ＊   2一－ 4  6．46士0．17   1．46士0．10   

22－・－24  ＊  ＊   4・－ 6  6．44士0．1g   l．61士0．11   

24一－26  ＊  ＊   6・－8  6．62士0．17  2．07士0．10  

8一－10  7．05士0．19  2．60士0．11  

1g93．8．21 拍換汚Ⅱ   10・－12  6．62士0．17  2．77土0．10  

35010．8－N、1390 26．7■E 9301   12一－14  6．88士0．17  2．75士0．10  

14・－16  6．61±0．17  2．81±0．10  

0一－ 2  6．81士0．18  3．77士0．11   16一－18  6．20土0．17  2．78士0．11  

2一－ 4  7．87士0．18  4．24士0．11   18、・・20  4．93士0．18  1．86士0．10   

4一－ 6  7．17士0．1g  4．42士0．12   20一－22  2．89土0．16  1．02士0．10   

6一－ 8  8．30土0．22  5．63士8．15   22■－－24  1．88士0．17  0．31士0．1U   

8一－10  8．63士0．20  5．以）土0．13   24一－26  1．07士0．13  0．37土0．89   

10・－12  13．50士U．25  7．50±0．12   26・・－28  0．56士0．15  ＊   

12一－14  12．30土0．19  7．86土0．12   28一－30  ＊  ＊   

14・－16  8．62士0．21  4．63土0．13   30一－32  0．36士0．11  ＊   

16・－18  6．03士0．19  2．8g±0．12   32一－34  ＊  ＊   

18・－20  3．94±0．17  2．09士0．11   34一－36  ＊  ＊   

20・－22  1．64士0．16  0．39士0．11  

22一－24  0．60土0．16   （）．34士0．11   

24・－26  ＊  0．31士0．11   

26・－28  0．45士0．14  ＊   

28・－30  ＊  ＊   

30一－32  ＊  ＊   
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Ⅱ－6 近海海産生物放射能調査（本州太平洋沿岸海域）  

水産庁中央水産研究所 吉田勝彦、南迫洋子、浅野＃治  

1．緒 言   

日本近海の漁業、漁場と水産資源の安全性を確認するために、日本周辺海域に生息する  

主要海産生物の放射能水準を把握し、その経年変化を長期間、継続して調査している。今  

回は本州太平洋沿岸海域で得られた放射能水準の経年変化を報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取   

太平洋沿岸海域の主要海産生物として、魚類6種〔マイワシ、マサバ、プリ（イナダ）  

サンマ、キンメダイ、アブラツノサメ〕、頭足類1種（アカイカ）の7種類を平成3年虔  

より固定葎として選定し調査を継続してきた。平成6年虔よりスルメイカ、カキの2雀を  

固定種に加え調査内容を強化した。また、新たな指標生物を見つけることを一つの目的と  

して、現在までに分析されたことがないか、班往の分析せが少ない種類を毎年新たに選定  

する選択種は従来どうり1種類（平成6年虔はエゾイソアイナメ）とした。   

以上合計10種類を年1固の間隔で採集し、採集後述やかに凍結して中央水産研究所に送  

付し分析試料に供した。  

（2）核種分析   

試料は採取年月日、採取位置（海域）、平均体長、体重などを記録し、必要に応じて各  

部位（筋肉、内臓、肝篇等）に分別し、乾燥、炭化、灰化処理を摂氏4測よ以下で行い、  

次化物を調整し分析に供した。   

核種分析はGe半導体検出器を用い、計瀾時間16～詑×10●秒で行った。分析対象接種  

は科学技術庁放射能瀾定法シリーズ7に記載されている対象核種の中から、半減期が30  

日を越える13核種と1…Ag、 110■Ag、ZOTBiの3核種を加え16接種とした。  

（3）分析結果   

謝査対象海域の主要魚雀であるマイワシ、マサバ、プリ（イナダ）で検出された人工放  

射性核種の経年変化を付図に示した。Csに関してはチェルノブイリ事故直後に＝●csが検  

出されたが、間もなく検出下限以下に減少した。137csは全ての試料から検出されるがそ  

の濃度は概ね一定、ないしやや減少額向にある。137cs濃度を図示した3魚種で比較する  

と、栄養段階の高い囁（マイワシ→マサ′ヾ→プリ）にその濃度が高くなる頼向が経められ  

る。チェルノブイリ事故直後、プリの内臓に110■Agが検出されが、昭和田年度から現在ま  

で検出下限以下に減少した。1…■Agは検出されていない。  

3．結 語   

本調査で得られた結果は日本周辺海域の水産賀寿の定常時における放射能水準を把握し  

不測の事態に常に備えるものとして、必要性は益々増加すると考えられるので、調査内容  

を更に充実して継続し実施する必要があると考える。  
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ll マイワシ（太平、    産）  

1   

■全体137cs  

白全体134cs  

ロ筋肉1ま7cs  

口内臓137cs  

S．50～ S．61S．62 S．63 H．1H．2 H．3 H．4 H．5 H．6  
1990  

■全体13Tcs  

日金体134cs  

ロ筋肉137cs  

臼内臓137cs  

S．60 S．61S．62 S．63 H．1 H．2 H．3 H．4 H．5 H．6  

1985  1990  

プ】リ（よ平洋）－  
ロ筋肉1ユ7cs  

8筋肉134cs  

■肝臓137cs  

口肝臓110mAg  

口内臓137cs   

S．60 S．61S．62 S．63 H．1 H．2 H．3 H．4 H．5 H，6  

1985  1990  
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Ⅱ－7 日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

岩本 孝二、茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子  
1、緒 言  

本調査は、日本近海における海水及び海底土の放射性核種  
の分布及びその経年変化を明らかにすることを目的とし、海  
水の調査は昭和34年より、海底土の調査は昭和48年に開始し   
、以降毎年継続して実施している。  

今回は平成5年の調査結果について報告する。  
2、調査研究の概要  

試料の採取は海上保安庁水路部並びに一 部管区海上保安本  
部が分担し海水試料は黒潮海域、親潮海域、日本海の各海域  
で年4匡Ⅰ表面海水を採取し、海底土は沿岸域で年1回表面堆  
積物を採取している。  

試料の放射能測定は、水路部汚染調査室において放射化学  
分析法による核種分析を行い、海水については90sr，137Cs，   
144Ce の3 核種、海底土については90sr，137cs，144Ce，60co  
239・240pu の5核種を分析測定を行った。  

平成5年に採取した試料の放射能測定結果を表1（海水の  
測定値）、蓑2（海底土の測定値）に示す。   

3、結語  
我が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能濃度は長期的  

にみて減少傾向にある。  

今後も調査を継続し日本近海における海水及び海底土中の  
人工放射性核種を調査測定し、その濃度分布及び経年変化を  
把握する。  

表－1  日本近海放射能調査結果一海水   

分析核種・測定値（mBq／β）  採  取   

年 月  日   

採 取 位 置  

144Ce  137cs   経  度  緯 度  

流 域  
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6
6
5
6
5
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日本海近海放射能調査結果一海水  表－1（続）  

測点  採  取  分析核種・測定値（mBq／β）  

番号   年月日  90sr   137cs   144ce   

親 潮  流 域   

15  39－00N  142－30 E  1993．3．4   1．6 ±0．4   0．7±0．5   
2．8 ±0．5       16  39－00N  145－00 E  1993．3．5   2．3 ±0．4   0．2±0．5   
17  38－30N  142－00 E  1993．5．13  4．6 ±0．5  1．7 ±0．4   0．7±0．5   
18  38－00N  145－30 E  1993．5．16  3．7 ±0．5  1．8 ±0．4   0．7±0．6   
19  39－00N  145－00 E  1993．8．26  2．7 ±0．5  1．8 ±0．4   0．6±0．5   
2 0  39－30N  142－30 E  1993．8．29  2．3 ±0．5  1．4 ±0．4   0．8±0．5   

21  41－00N  144－00 E  1993．10．7  2．2 ±0．5  1．4 ±0．4   0．6±0．4   
2 2  42－45N  144－15 E  1993．10．9  3．6 ±0．5  1．2 ±0．4   1．5±0．4   
2 3  39－00N  142－30 E  1993．11．17  2．7 ±0．5  1．5 ±0．4   0．2±0．4   
2 4  38－00N   145－30 E  1993．11．17  3．8 ±0．5  1．8 ±0．4   0．2±0．4   

平 均  3．2   1．6   0．6   

日  本  海   

2 5  36－40N  135－45 E  1993．2．25  4．2±0．5  1．7±0．6   
2 6  37－40N  134－30 E  1993．2．25  1．8 ±0．4   0．4±0．5   

2．9±0．5   

2 8  39－00N  134－00 E  1993．3．23  3．3 ±0．5  3．1 ±0．5   1．3±0．6 】   
2 9  42－30N  137－30 E  1993．5．20  3．1 ±0．7  2．1 ±0．4   0．2±0．6 ゝ   
3 0  41－10N  140－00 E  1993．5．21  2．8 ±0．5  1．8 ±0．5  0．1±0．6  
31  37－30N  138－00 E  1993．5．21  4．3 ±0．5  2．1 ±0．5   0．7±0．5   
3 2  39－00N  134－00 E  1993．5．21  3．5 ±0．5  2．3 ±0．4   0．9±0．5   
3 3  36－40N  135－51E  1993．6．5  4．8 ±0．5  1．2 ±0．4   0．2±0．5   
3 4  37－40N  134－54 E  1993．6．6  4．3 ±0．5  2．4 ±0．4   0．3±0．5   
3 5  34－25N  130－10 E  1993．6．12  3．9 ±0．5  1．3 ±0．4   0．3±0．5   

3 7  34－00N  129－30 E  1993．6．12  4．1 ±0．5  2．4 ±0．4   
3 8  33－40N  129－50 E  1993．6．12‘  5．1±0．6  2．2 ±0．4   0．5±0．5  
3 9  37－30N  138－00 E  1993．7．27  3．9 ±0．6  1．7 ±0．4   0．3±0．5  
4 0  39－00N  134－01E  1993．7．30  3．8 ±0．7  1．3 ±0．4   

3 6  34－10N  129－50 E ∃  1993．6．12  3．6 ±0．6  2．7 ±0．4   

冒：圭≡呂：宇∃                                   0．9±0．5  
41  36－40N  135－51E  1993．8．9  2．7 ±0．5  1．8 ±0．3 －  1．1±0．51  
4 2  37－40N  134－54 E  1993．8．9  3．7 ±0．6  3．2 ±0．4   0．5±0．5 ≡   
4 3  41－25N  139－55 E ∃  1993．8．30  2．8 ±0．6  2．0 ±0．4   1．4±0．5   
4 4  43－30N  138－00 E戸1993．8．31   3．3 ±0．7  2．7 ±0．4   1．1±0．5   
4 5  39－20N  133－20 E 1993．10．21   3．8 ±0．4  －0．2±0．2   
4 6  39－45N  134－30 E 1993．10．21   3．3 ±0．4  0．1±0．2   
4 7  40－00N  135－30 E 1993．10．223．1±0．4  0．1±0．2   

0．0±0．2   4 8  40－31N  136－40 E 1993．10．22j 3．8 ±0．5        4 9  42－30N  137－30 E 1993．11．14  3，4 ±0．2    1．7 ±0．5   －0．1±0．2  5 0  41 
－10N  140－00 E 1993．11．15 ミ 3．1±0．2    2．5 ±0．4  0．0±0．2  51  37 

－30N  138－00 E 1993．11．23㌻ 3．0 ±0．2  2．1     0．0±0．2   
5 2  39－01N   1134－00E 1993．11．243．1±0．2  2．8     0．3±0．2  
5 3  37－00N   132－20 E1993．11．25 3．1±0．22．7 ±     0．0±0．2 －  
5 4  36－40N   135－51E…1993．11．26 3．1±0．2    1．9 ±0．4  0．1±0．2     q  

平 均 ∃3．5  2．2   0．42   

日本海近海放射能調査結果  表－2  

書式  分析核種・測定値（Bq／Kg一乾土）  

料  
No，   90sr   】37cs   1＝Ce   60co   239・240pu   

1993  m  

口   3／3    35－32    139－53   22  0．24 ±0．04  3．8 ±0．1  －0．33±0．20  0．042 ±0．008  2．34 ±0．07  
凹  7／6  35－35  135－20  回  0．066 ±0．003  3．17±0．09  －0．05±0．15  0．023 ±0．008  1．30 ±0．04  
田  7／26  37－57  139－02  田  0．008 ±0．003  0．56±0．06  －0．02±0．15  0．008 ±0．008  0．28 ±0．01  
円  8／27  3ト30  130－38  田  0．109 ±0．005  1．38±0．07  0．04±0．14  0．070 ±0．008  1．50 ±0．05  
田  9／8  43－12  141－10  凶  0．017 ±0．003  0．95±0．07  0．01±0．13  0．017 ±0．008  0，61±0．02  
同  9／24  34－13  132－19  田  0．094 ±0．008  3．29±0．09  0．11±0．12  0．017 ±0．008  0．75 ±0．03  
円  11／5  35－32  139－53  田  0．19 ±0．05  3．9 ±0．1  －0．14±0．11  0．020 ±0．008  2．07 ±0．06  
田  11／12  38－16  141－10  凶  0．069 ±0．005  2．95±0．09  0．00±0．11  0．027 ±0．008  1．54 ±0．05   

平  均      0．10  2．5  0．0   0．028  1．3   
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Ⅱ－8 深海の海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  
岩本孝二、茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子   

1、緒 言  

本調査は放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち処分  
候補海域の放射能バックグランドを把握することを目的とし  
て始まり、海上保安庁では昭和47～49年度にA，B，C，D，の4海  
域、52～54年度にA，B の2海域、55～58年度はB 海域、更に  
59年度からはB 海域及びその周辺海域において放射能調査を  
実施してきた。現在は日本海の放射能レベル及び全世界の深  
海の放射能レベルとの比較するための調査と位置づけている。  

今回は平成6年の調査結果について報告する。  
2、調査研究の概要  

試料採取は海上保安庁所属測量船「昭洋」により実施した。  
採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  

よる核種分析を行った。  
〔分析項目〕海水は9Csr，137Cs， 239，24Cpuの3核種、海底土  

も90sr，137cs， 239－24Cpuの3核種の分析を行っている。  

放射能測定結果を表1及び表2に、図－1に各核種の鉛直  
分布図を示した。   

（1）海 水  
海水試料はOm，10m，100m，250m，500m，750m，1000m，1250m，150  

0恥2000m，4000m及び底上10m，100mの13層において各層10 0  
ゼ採水し分析に供した。  
90srは250m層付近に2．13 mBq／B、I37cs は500m層付近に  

3．54 mBq／ゼの極大値が有る。  
239・240pu は850m層付近に0．048 mBq／ゼの顕著な極大値が  

ある。   
（2）海底土  

海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  
し表層泥2cmを分取して分析に供した。  

3、結語  
水深の深い太平洋海域と水深の比較的浅い日本海海域の放  

射能濃度分布を比較をすると。  
海水については海況による鉛直分布の違いはあるが、放射  

能濃度の差異は認められない。  
海底土については水深の遠いによるものと思われる差異が  

有り、日本海の方が高い放射能濃度を示す。  
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北太平洋西部海域の放射能調査結果一海水  

採取位置：30－00軋147－00E  

採取月日：1994．4．20，21  真一1  

放射能濃度（鵬qノゼ）189・…pu  

採取  放射能濃度（mBq／ゼ）  

深度     90sr   137cs   23g・240 pu   

m  

田  2．06±0．03  3．63±0．07  0．0046±0．0008   

田  1．72±0．03  3．50±0．07  0．006 ±0．001   

95  1．93±0．03  3．55±0．07  0．009 ±0．001   

242  2．13±0，03  3．46±0．06  0．010 ±0．001   

四  1．80±0．02  3．54±0．06  0．012 ±0．001   

1．13±0．02  2．15±0．05  0．041±0．002   

田  0．82±0．02  1．54±0．05  0．048 ±0．003   

1254  0．11±0．01  0．19±0．03  0．027 ±0．002   

1469  0．04±0．01  0．06±0．03  0．021±0．002   

1958  0．05±0．01  0．03±0．03  0．016 ±0．001   

4080  0．04±0．01  －0．00±0．03  0．012 ±0．001   

6050  0．06±0．01  0．06±0．03  0．016 ±0．001   

6140  0．03±0．01  0．02±0．03  0．018 ±0．002   

0  0．02  0．04  0．06  0．08  

図－1各核種の鉛直分布図  

北太平洋西部海域の放射能調査結果一海底土  表－2  

測  試料厚  放射能濃度（Bq／Kg－乾土）  

点  水深  

No．   （Cm）  gOSr   137cs   239・Z40pu   

1994  田  

口   4／22   

2【－5  0．046±0．004  0．145±0．025  0．037±0．004  

∃   
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Ⅱ－9 日 本海の海水・海底土調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

茂木由夫、三浦幸広、吉川貴子  
岩本孝二、小田勝之、猿渡了己   

1、緒 言  

海上保安庁水路部は旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物海洋投  
棄に関する日本海の放射能調査を平成6年8～9月に行い分  
析、測定結果がまとまったので報告する。   

2、調査研究の概要  
試料の採取は海上保安庁測量船「昭洋」により実施した。  
調査点は日本海に9測点、オホーツク海に1測点を設けた。  

なお日本海の中央部に深海流速計を2系列、設置した。  

図－1（日本海放射能調査測点図）  
採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  

よる核種分析を行った。  
分析項目は海水・海底土とも90sr，137Cs， 239・240pu の3  

核種である。放射能測定結果を表1（海水の値），蓑2（海  
底土の値）に示す。  
＊深海流速計の測定結果は現在解析中である。  

（1）海 水  
海水試料はOm，200m，500m，750m，1000m，以下1000m 間隔、及  

び底上20m の各層で100 ゼを採水した。  

（2）海底土  
海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  

し表層泥2cmのみを海底土試料とした。   
3、結語  

今回の調査は平成5年度の調査に引き続き行った。当庁で  
は毎年1回の調査を継続し日本海・オホーツク海の放射能濃  

度分布及び経年変化を明らかにするとともに深海流速計によ  

り流況を把握し投棄核物質からの核汚染の状況解明に資する。  

図－1   日本港・オホーツク海の放射能調査測点図  
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日本海放射能滑査結果一海水  義一1  

測点  分析核種・測定値（mBq／ゼ）  

番号  採  取 位  置   誓，貫一  琴崇     林産 Ⅳ  経度 E  90sr   1＝cs   23l・240pu   

Ⅳ0－1  36－35  131－30  8．30   2．05±0．03  3．11± 0．11  0．0089 ± 0．0009  
201  1．72± 0．03  3．37± 0．12  0．034  ± 0．003  
500  1．53± 0．03  2．61± 0．11  0．015  ± 0．001  
747  1．08±0．02  2．29± 0．10  0．03g  ± 0．002  

1013  0．80±0．02  1．82± 0．10  0．041 ± 0．003  
1903  0．21±0．01  0．32± 0．07  0．032  ±0．002   

Ⅳ0－2  38－00Ⅳ  132－00  8．31   1．83± 0．03  3．36± 0．12  0．0060 ±0．0008  
206  1．60±0．03  3．36± 0．13  0．022  ± 0．002  
501  1．24±0．02  2．69± 0．11  0．034  ± 0．002  
750  1．07±0．02  2．00± 0．10  0．042  ± 0．002  

g95  0．61±0．02  1．61± 0．09  0．040  ± 0．002      1461  0．37±0，01  0．68± 0．08  0．031 ± 0．002   
Ⅳ0－3  38－43  132－57  9．1   0  1．81± 0．03  2．92± 0．11  0．0051 ± 0．0010  

202  1．76±0．03  2．94± 0．11  0．019  ±0．002 

，      498 751  
1001   
2005  0．19± 0．02  0．31± 0．08  0．028  ± 0．001  
2763  0．16± 0．02  0．38± 0．07  0．030  ± 0．002   

Ⅳ0－4  40－00  134－34  9．3   1．99± 0．03  3．32± 0．12  0．0083 ± 0．0015  
205  
498  2．52±0．11  
751  

1237   0．030±0．002   

Ⅳ0－5  40－00  136－00  g．4   01  

0 204 498  
747   

戸1・05±0・02   
1385  0．56±0．02  l：●  ll：  0．033  ± 0．002   

Ⅳ0－6  41－00  136－20  g．5  1．83±0．03  2．89± 0．12  0．0092 ± 0．001  
205  1．50± 0．02  2．79± 0．11  0．026  ± 0．002  
502  1．50±0．03  2．51± 0．10  0．041 ± 0．003  
748  1．20± 0．02  2．40±0．10  0．045  ± 0．003  
g98  0．97± 0．02  1．64± 0．Og  0，042  ± 0．002  

2001  0．20± 0．01  0．42± 0．07  0．035  ± 0．002  
3014  0．16± 0．01  0．14± 0．07；  0．024  ± 0．002  

l   

NO－7  41－27  137－26  9．6   田  
201  
499  
750   

r  

2001   
3014  0．12± 0．01  0．35± 0．07  0．028  ± 0．003  
3594  0．15± 0．01  0．25± 0．07  0．031 ± 0．004   

Ⅳ0－8  43－00  137－30  9．7   同  1．69± 0．02  3．24±0．11■  0．0049 ± 0．0011  
203 ≡  1．59±0．0打  2．91± 0．11  0．023  ± 0．003  
497  1．26±0．02喜 2．79±0．11   0．035  ± 0．003  

749  1．1g± 0．02【2．55± 0．12   0．042  ± 0．003      996  1．11± 0．02  1．98± 0．10  0．030  ± 0．003  
2001  0．22± 0．01  0．39± 0．07  0．026  ± 0．002  
3010  0．11± 0．01  0．26± 0．07  0．028  ± 0．002  
3618  0．11± 0．01  0．33± 0．07  0．024  ± 0．002   

Ⅳ0－g  44－20  140－50  1．72±0．03  3．49± 0．12  0．0093 ± 0．0014  
243  1．42±0．03  2．94± 0．11  0．034  ± 0．003   

Ⅳ0－  44－50  144－00  9．14   1．08± 0．02  1．82± 0．10  0．0023 ± 0．0006   
10  168  1．02± 0．02  2．17±0．100．012 ±0．001   

日本海海底土放射化学分析結果  表－2  

測点  分析核種・測定値（Bq／Kg）  

番号   gOSr   137cs   239・240 pu   

NO－1  8／30  36－35N  131－30E  1980m  0・－2  0．539 ±0．008  1．604 ±0．044  0．896 ±0．035   

Nロー2  8／31  38－01N  132－00E  1500m  0・－2  0．457 ±0．008  1．634 ±0．046  0．842 ±0．034   

NO－3  9／1  38－43N  132－56E  2860 m  0～2  0．608 ±0．00g  2．544 ±0．054  0．828 ±0．033   

NO－4  9／3  40－00N  134－34E  1280爪  0・－2  0．429 ±0．007  2．101±0．050  0．371±0．017   

NO－5  9／4  40－00N  136－00E  1430 m  0・－2  0．306 ±0．006  1．350 ±0．041  0．416 ±0．019   

NO－6  9／5  4ト00N  136－20E  3270m  0～2  0．802 ±0．011  4．141±0．067  0．611±0．024   

NO－7  9／6  4ト27N  137－26E  3380 m  0～2  0．360 ±0．007  1．597 ±0．044  0．344 ±0．017   

NO－8  9／7  43－00N  137－30E  3680 m  0一－2  0．019 ±0．003  0．074 ±0．023  0．010 ±0．002   

NO－9  9／13  44－20N  145－50E  260 m  0・－2  0．461±0．008  2．335 ±0．051  1．021±0．035   

N8－10  9／4  44－50N  143－59E  180 m  0・－2  0．216 ±0．005  2．216 ±0，054  1．193 ±0．050   

N－M－1  9／2  39－10N  136－20E  1230 m  0～2  0．514 ±0．009  2．395 ±0．051  0．894 ±0．035   

N－M－2  9／2  39－51N  137－41E  1230m  2・－5  0．200 ±0．005  0．844 ±0．035  0，305 ±0．013   
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Ⅱ－10 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床鴫純孝 中野良志   

1．緒言  

前年度に引き続き、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の  

総合評価に資するため、原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物等の放射  

能調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事  

業所において実施した。試験地は12面（720m2）を使用し、飼育水は日本原子力発  

電（株）東海発電所から18汀i／分を取水して使用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電（株）敦賀発電所から放水される  

温排水拡散海域に設置した桐生箕を使用した。  

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類はクロダイ、マダイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、メジナ、  

クルマエビ、アワビの8種類である。このうち、前年度よりクロダイ、マダイ、ス  

ズキ、クロソイ、ヒラメ、メジナを継続飼育したほかクルマエビ、アワビを補充し  

て飼育した。また、マダイ、ヒラメの種苗を生産し幼魚とした。さらに、浦底地先  

海域でも、メジナを継続飼育した。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、温排水拡散海域で飼育したもの、  

試験地で育成した幼魚を含めて飼育海産生物の全種類および別途、温排水で長期飼  

育しているウナギ（ヨーロッパ産ウナギ）を、餌飼料としてはアワビの餌料のアオ  

ノリ、魚用及びクルマエビ用の配合飼料を、砂泥は試験地外の排水路の定点に沈殿  

したものを、飼育水は4月1日から6月30日、7月1日から9月30日、10月1日から12月3  

1日の3期に毎日3夏採水し3試料としたものを（財）日本分析センターへ送付し放射  

能を測定した。  

放射能の測定は全体を対象としたが、マダイ親魚・飼育ヒラメは天然魚について  

も筋肉とその他に分けて測定した。また137c sは脂質含量により濃度に違いが見ら  

れる傾向にあるため天然魚と飼育魚の筋肉組成の相違についても検討した。  

分析方法は、†線スペクトルメトリーにより137c s、54Mn、60c o、144c e  

の4核種を分析したが、一部試料につい ては239■240p u分析を実施した。  

放射性核種分析結果は、真の通りである。  

（4）飼育水の放射能測定  

試験地の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（NaIシンチレイション  

3．7Bq／9検出）によって常時放射能を測定記録した。年間を通じ38．5～45．5cpsで  

あった。）6・7月に若干高くなったが全体としては年度末へ向けてなだらかに上昇した。  

3．結語  

飼育海産生物、餌飼料、砂泥、飼育水等の放射性核種分析の結果、γ線スペクトルメ  

トリー分析核種のうち検出されたものは、184c sのみであり、その値は、魚種、飼育期  

間、飼育場所等に関係なく、異常は認められなかった。 23g■240 p u分析についても異常  

は認められなかった。Jまた、飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異  

常は認められなかった（⊃  

ヒラメ筋肉組成では脂質含量で飼育魚の方が2．1倍含有していた。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

＝Mn  試料  

試料名  測定年月日   1∂7cs  6qco  pu  重暮  備考  

1＝ce   （kg）   

クロダイ   7．2．29（†線）  0．11！0．027   ‡  4．6   S．58．7．26  
〃H．6．11．28  

マダイ（親魚）   ★   天然マタイと  

筋肉   7．2．20（Pu）   ★   16．9  1400  H．2．5．22  同日   

マタイ（親魚）   ‡   ＊  ーH．6．7．26  

その他   ‡   

マダイ（2年魚）  7．2．14（γ線）   ‡   ‡  5．1 ㌢232   u   軋5．6．12  

～H．6．12．15  
マタイ（幼魚）  7．2．9（γ線）   ‡   ‡  5．0   H．6．6．6  

－H．7．1．11  
スズキ   7．2．16（†線）  0．12！0．020   ‡  5．0  455  

ーH．6．12．15  
クロソイ   7．2．15（†線）  0．079！0．026  t  芦5・0   】1000 u  S．61．10．17  

■H．6．12．1g  
メジナ（東海）  7．2．14（γ線） 0．11！0．023  ‡  5．0  ≡417   

■H．7．1．9  
メジナ（敦賀）  7．2．10（γ線）  0．15！0．027   ‡  5．0   294・ 

：写．1．9∈  
ヒラメ（競魚）  7．2．15（†線）   ＊   ‡十  4．9  1225  ！s．63．6．15  

〃H．6．12．19  
ヒラメ（幼魚）  7・2・15（γ線）≡0・090！0・023  ★  F5・0 67      H．6．4．23  

〃H．7．1．11   

天然マタイ   7．2．7（γ線）  ＊  

筋肉  7．2．17（Pu）   ‡   16．0  
天然マダイ  7．2．8（γ線）  ‡   

u  その他．   7．2．20（Pu）  ‡   

7．2．17（γ線）  0．19！0．018  

茨城地先  17．5  486  H．7．1．27   
ラメ  ≡7．2．14（γ線）  

7．2．17（†線）  0．091！0．018  

18．3  572  H．4．3．3  
■H．7．1．27  

天然ヒラメと  
同日  7．2．14（γ線）  ‡  ‡  

7．2．26（γ線）0．086！0．026  17 H．6．6．8  
～H．7．1．10  

7．2．6（γ線）  H．6．臥26   放養時  ‡  

7．2．13（γ親）  ＊  ‡  5．0  227  H．6．乱26  
■H．7．1．10  

7．2．16（†線） 0．080土0．010  S．62．2．6  
～軋6．12．22  

7．2．13（†線） 0．13！0．035  H．6．7．29   屋外池自生  

7．2．13（Pu）  0．029！0．0025  

配合飼料  7．2．16（†線）   

（ヒラメ用）〉7，2．20（Pu）  

＊  2．0  牒．6．6．10   購入配合飼料  

～H．7．1．7  

配合飼料  
（クルマエビ用）  

7．2．16（†線）  ‡  ‡  購入配合飼料  H．6．6．2g   

（注）1・放射性核種分析催の単位は、海産生物、飼餌料はBq．′／kg生、抄泥はBq／kg乾土、飼育水はmBq／／妃である。  

2・分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては‡で表示し、  

誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に換算した。  
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Ⅱ－11平成6年度原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  
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1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて、同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に   

資するため、原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとそ   

の変動傾向を調べた。  

2．調査研究の概要  

北海道、宮城、福島第1・第2、茨城、新潟、石川、福井第1・第2、   
静岡、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で、海水112   
試料（表面水・下層水）、海底土 56 試料（海底土表面から探さ3cmま   
での表層土）を5～7月に採取した。海産生物試料は当該海域で漁獲量   
が多く、定着性が強い魚種を各海域3種類ずつ年2回（4～7月と9月   
～12月）、合計 84 試料購入した。  

海水試料の 90sr及び137cs は化学分離を行い、海底土は乾燥し、   
海産生物（筋肉部）は灰化した後、放射能を計測した。  

3．結語  

海水、海底土及び海産生物の分析結果は、それぞれ表1、2、3に示   
した。これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  

表1 平成6年度海水試料の 90Sr、13TCs濃度範囲  

単位 mBq／ゼ  

調 査 海 域  採取層 
90sr  13Tcs  

最小値   最大値  最小値   最大値   

北  海  道   表 面   2．3   2．5   2．8   3．1  
下 層   1．7   2．1   2．1   3．0   

宮城、福島1・2  表 面   1．7   2．3   2．6   3．4   
茨城、静岡   下 層   0．8   2．7   1．4   3．4   

新潟、石川   表 面   1．9   2．6   3．0   3．5   
福井1・2、島根  下 層   1．3   2．4   1．6   3．5   

愛  媛   表 面   2．0   2．3   3．0   3．2  
下 層   2．1   2．2   3．1   3．3   

佐賀、鹿児島   表 面   1．9   2．3   2．8   3．2  
下 層   2．1   2．6   2．8   3．2   

沿岸全域平均   表 面   2．1± 0．2  3．0 ± 0．2  

下層  

200m絹   
2．2 ± 0．2  3．1± 0．2   
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表2 平成6年度海底土試料の137Cs濃度範囲  

単位 Bq／kg乾燥土  

調査海域  最小値  最大値  調査海域  最小値  最大値  

北 海 道  2．2   

宮  城  ND   

福島1・2  ND   

茨  城  ND   

静  岡  ND   

新  潟  3．9  

石  川  2．4  3．6   

福井1・2  2．0  7．9  

島  根   

愛  媛   

佐  賀   

鹿 児 島  

ND  l．9   

1．3  2．3   

ND  l．3   

ND  l．4  

ND：検出下限値未満  

表3 平成6年度海産生物試料の13Tcs濃度  

単位 Bq／転生鮮物   

ND：検出下限値未満   

＊：括弧内はND試料数  

＊＊：NDを0として計算  
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Ⅱ－12 核燃料サイクル施設沖合の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

斉藤良司、前田 頒、河村虞巳  

原崎 尭、稲富直彦  

1．緒言  

本調査は核燃料サイクル施設の沖合漁場を中心とした海洋放射能調査であり、科学技  

術庁が行う海洋環境放射能の総合的評価に資することを目的としている。  

2．調査の概要   

（1）調査方法  

平成6年度は、核燃料施設沖合に16測点を定め、海水試料（表面水及び下層水）   

及び海底土試料（表面から深さ3cmまでの表層土）を2回（第1回は5月、第2回  

は10月）採取した。海産生物試料は当該漁場で漁獲されたもので水産業上重要な魚  

種を10種類ずつ2回、計20試料を購入した。  

海水試料については 3H、90s r、 23g一‾24〔 
pu及び†線放出核種を、海底土及び   

海産生物試料については 90s r、 239＋2＝ 
pu及びγ線放出核種を分析、定量した。  

（2）調査結果   

① 海水  

調査した表面水と下層水、それぞれ32試料の人工放射性核種の濃度範囲は表  

1に示すとおりである。   

② 海底土  

調査した32試料の人工放射性核種の濃度範囲は表2に示すとおりである。  

試料の粒度が小さいぼど、そして、強熱減量が多いはど放射性核種濃度は大き  

い値を示した。   

③ 海産生物  

魚類16試料、イカ類2試料及びタコ類2試料、計20試料の肉部の人工放射  

性核種の濃度範囲は表3に示すとおりである。  

3．結語   

平成6年度の調査は、本調査が平成3年度にスタートしてから4年度目にあたるが、   

海水、海底土及び海産生物の放射性核種濃度分析結果は、いずれも前年度と同様であっ   

た。  
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表1 平成6年度海水試料の放射能濃度範囲  

（単位：mBq／ゼ）  

試料名  試料数   3H   90sr   239」240 pu   137cs   

表面水  四  ND＊ 一｝400   0．39～2．6  ND ～ 0．042  0．41～3．6   

下層水  32   ND～290   ND・－ 2．2  0．005～0．03  ND・－3．1   

＊ND：検出下限値未満を示す。  

表2 平成6年度海底土試料の放射能濃度範囲  

（単位：Bq／kg乾燥土）  

試料数  90sr   23g十240 pu   137cs   

32  ND－ ～1．3   0．5～4．9   ND～8．8   

＊ND：検出下限値未満を示す。  

表3 平成6年度海産生物試料の放射能濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

試 料 名  試料数   98sr   239十240 pu   13Tcs   

魚  類   ND● ～0．010   ND～0．0015   ND～0．23   

イカ・タコ類   ND ～0．022   ND～0．006   ND～0．05   

＊ⅣD：検出下限値未満を示す。  
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Ⅱ－13 沿岸漁獲対象魚類の137Cs濃度と食性  

㈲海洋生物環境研究所  

笠松 不二男   

1．はじめに：海生研では1984年より全国12道県に設置されている原子力発電所の沖合漁場にお  

ける放射能調査を実施している。現在、本事業で蓄積されたデータを使って漁獲対象種中（特に硬  
骨魚類）の137Cs濃度が、種・体重・体長・餌・海域・季節・年によってどの様に変動しているか  

の分析を進めている。ここでは、137Cs濃度と魚類の食性との関係について報告する。   

2．調査研究の概要  

1）試料と分析方法  

沿岸漁獲対象海産生物試料として、12道県に設置された原子力発電所近くの14漁協に依頼し、水揚  
げされた漁獲物の中から種別に採取され送付された20kgを用いた。送付された試料は、各部位に分  
別、1050cで乾燥450◇cで灰化し、筋肉部の137Cs濃度をガンマー線スペクトロメトリーにより分  

析した。   

2）結果の概要  

① 漁獲対象種中の－3TCs濃度の種1サイズによる差と食性  
図1に種別試料の平均体重と137Cs濃度との関係を示した。見かけ上サイズの大きい種程高い濃度  
を示す。対象魚類の生息深度はほとんど200m以浅であり、この深度までは海水中の13TCs濃度が  
ほとんど変わらないことから、環境水中の濃度差に起因する可能性は小さい。食性の相違により濃  
度差が生じることを検証するために、胃内出現種組成を調べた。胃内出現種は食性の履歴のごく一  
部しか反映していないことがあるので、食性・栄養段階の指標と考えられている安定同位体∂15N  
自然存在比も調べた。マダラやスズキ等の魚食性種試料（10試料）の13TCs平均濃度は、0．20±0．  
05Bq／kg生であり、雑食性種試料の平均濃度0．15±0．06Bq／kg生と比べて差はなかったが、ベント  
スや動物プランクトン等を主餌とするカレイ類等（平均濃度0．11±0．03Bq／kg生）に比べると有意  
な差が見られた。∂15N自然存在量比を図2に示した。クロウシノシタ・ホッケがそれ以外の試料  
と離れているが、これらの試料を除くと二つの値は良く相関している（有意水準5％）。このこと  
は、137csの生物中濃度が栄養段階によって変化することを示していると考えられた。  
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8∫マアナゴ E：マタラ  F；スケトウダラ G：カサゴ H：メバル 】：コチ  J；ホッケ  

K：スズキ  M：マタイ  N：チダイ   0：イシモチ P：メジナ  0：ハタハタ R：ヒラメ  

S：7カガレイ ∪：ムシガレイ U：イシガレイ ∨：マガレイ W：マコガレイ ×：クbウシノシタ  

図1種別の平均体重とⅠ37Cs濃度  

0．1  0．2  0．3  

■lTcs （ぬ他生〉  

図2 ∂15Nと137Cs濃度  

② 成長に伴う食性の変化と－37Cs濃度  

図3に同一種内での体重と137Cs濃度との関係の特徴的な例（2種）を示した。体重が増加するに  
したがって、濃度がはっきりと増加を示す種とあまり明確には増加傾向を示さない種があることが  
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明らかとなった。このことは、濃度が単純にサイズ（体長・体重）の関数ではない可能性があり、  

一般に示唆されている様に体重と濃度との関係が、単純に魚体垂一酸素消費量の関係と同じで、蓄  
積率の差は魚休重による代謝機能の差の示すといった仮説では十分説明出来ない。   

成長に伴う137Cs濃度の変化傾向に違いがあることから、成長に伴う食性の変化を調べた。イシ  

ガレイに関しては、はっきりと成長に伴って次第に魚食へと変化していく傾向が見られ、一方カサ  
ゴでは成長してもそれはど大きな変化を示さないこと  

が示された（図4）。このことは、成長に伴う濃度変 Bq／ko生  
化傾向の差の要因は、成長に伴う食性の変化によるこ   い  

－－●  

・●こニヰ⊥  

．．．舛‘一＋  

とを示唆してる。すなわち、成長に伴いより栄養段階  

の高い（放射能濃度が高い）餌に変化させている種で  

は成長に伴って放射能濃度が明掛こ増加し、成長に伴  

ってもあまり食性を変化させない種では、成長に伴う“”cs  

濃度変化が見られないか小さい可能性を示唆している  
■  

イシガレイ（穐糊  

0．3  

1∴り  

Ⅰ∵L   

O．3  

0．2  

0．1  

0  

0．2  0．5  1  2  

ヰ憐＋＋ ＋  

カサゴ（佐伽  

3 侮  

③ 食性の変化がもたらした－3TCs濃度の海域差  

一般調査では、同じ種の試料をいくつかの海域で購入  

し分析している。これら試料のうち8種類が、異なっ  
た海域で継続的に分析されている。8種のうち、新潟  
と北海道のホッケ平均濃度に海域間で有意な差（5％  

水準）がみられた。詳しく見ると、新潟の試料中の濃  
度が1990年に急減し以後その水準に止まっているの  
に対して、北海道ではその様な急減傾向は見られず、  
はぼ同じ濃度水準で推移していることが明らかとなっ  

た（図5）。前述した様に海産生物中の濃度は、体の  

大きさに影響を受ける種個休群があるので注意を要す  

るが、新潟試料と北海道のホッケ試料での平均体重に  

差はなく、また生息深度の海水中の137Cs濃度に差が  

見られないことから、環境水の差による影響も考えら  

れない。1994年産後期試料においての新潟のホッケ  

の胃内出現種（重量比率）は、動物プランクトンの端  

脚煩が84％を占めており、一方北海道海域のホッケは  

摂食個体が3個体しかなく、あまりはっきりしないも  
のの、3個体の内2個体から小魚（86％）が見られた。  

また、∂15Nでは、北海道のホッケでは12．9‰、新  
潟では10．3‰という値となりかなり大きな差が見ら  

れた。一般的に、∂15Nの自然存在比が約3．3～3．6  

‰異なると栄養段階が1段階異なると考えられている  

ので北海道と新潟のホッケの差（2．6‰）は、かなり  

餌が異なる可能性を示唆しており、137cs濃度の差は  

両海域での近年の飼料生物種の変動が影響を与えてい  

ると考えられた。   

過去の知見から、魚類（例えば、カレイの幼魚やマ  
ハゼ）における137csの生物学的半減期は、長期の第  

2成分が30～138 日であることが示されている。ホッ  

ケに関するこの様な情報はないが、餌からの寄与の影  

響は、数カ月もあればかなり変動すると思われ、比較  
的濃度の高い餌であるシラス、イカナゴやカタクチイ  

ワシ（平均濃度は約0．12Bq／kg生）から濃度の低い  

餌である動物プランクトン（濃度0．05Bq／kg生以下  
）等に短期間の内に変った場合に生物中の濃度もかな  

り大きな変動することが予測される。  

軋1  0．3  0．5  

平 均 体王  

図3  平均体重と137Cs濃度  

臨魚 ∈∃雷管Ⅲ捕  

図4 成長に伴う食性の変化   

Bq／kg生  

二●●：●●二 
● 

＝＝cs  

■   0．3  

虎  

－－○一北湾遺  

÷新 潟  

0．2  

図5 ホッケ中1＝i7Cs濃度の経年変化   
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Ⅱ－14 プランクトンおよびベントスの元素濃度  

（財）海洋生物環境研究所  

丸 茂 恵 右   

1．緒言   

海洋中のプランクトンは、食物連鎖の一環として魚類等の餌とな  

り、海洋中での元素の移行に寄与している。また、プランクトンは  

海中で沈降粒子を形成して、元素（放射性核種を含む）の循環に関  

与している。一方、ベントスは、海底に堆積した元素の再生に貢献  

している。これらのことより、海洋中の放射性核種の変動要因とし  

てプランクトンおよびベントスについての検討が必要と考え、平成  

6年度より福井海域（若狭湾）で調査を開始した。   

2．調査研究の概要  

1）方法   

植物プランクトンは、船上より水中ポンプで海水を汲み上げ、比  

較的目合の大きいネット（0．095mm）で動物プランクトンやその他  

の浮遊物を分離し、その下に目合の小さいネット（25〝）を置いて  

採集した。動物プランクトンは、プランクトンネットで採集した試  

料を種別にわけ、種単位で測定した。ベントスは、採泥試料中のベ  

ントスを採集した。試料は、凍結保存し、IC P法および原子吸光  

光度計により元素濃度を測定した。  

2）結果   

①Cα乙α几uS Sゴれic11S の6回の繰り返しの変動巾は、微量元素を除  

くと概ね2割程度で比較的再現性は良かった。   

②植物プランクトンは、動物プランクトンに比較してMg，Ca，Sr，  

K，Mn，Fe，Zn，Alの各元素で大きな値が得られ、特にこの傾向はFe，  

Alで顕著であった。   

③動物プランクトン同士の比較では、海産ミジンコの加α血g  

spp．は、かいあし類に比較して同じか、やや高い傾向がみられた。  

特にFeでこの傾向が強かった。。   

④動物プランクトンとベントスの比較では、Mg，Sr，K，Alの各元素  

でベントスの方がやや高い値が得られたが、その他の元素では、  

はば同じような値であった。   

3．結語   

今後は、測定する生物種を増やすとともに、異なった海域および  

年により同一種の元素濃度がどのように変化するかをみることによ  

り生物と環境の関わりあいをみることが必要である。また、海底堆  

積物中の元素濃度は、海水からの沈降量の推定と共に、ベントスの  

生息環境を推定する上での基礎資料となる。  

－67－   
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Ⅱ－15 若狭湾沖合海底土層別試料中の放射性核種濃度  

（財）海洋生物環境研究所  

長屋 裕、井場敏行  

1．緒 言  

海底堆積物中の放射性核種の鉛直分布・全土、及びその変動を調査し、さ   

らに性状分析等の結果も併せて検討した。  

2．調査研究の概要  

調査海域は、福井第一海域（若狭湾沖合）において測点3－8を設置し、   

それら6測点の調査を行った。尚、図1に調査海域を示す。  

試料採取は、柱状採泥岩（MA－L型不撹乱柱状採泥器）を用い、海底土表面   

から2 4 c m以上の海底土を柱状に採取した。これを3 c m毎に8区画に分   

割し、直ちに凍結保存した。  

分析対象は、核種分析として18Tcs、 2轟＝■O pu及び ＝Opb濃度を、また、   

性状分析等と して強熟減圭、全有機態炭素、全有機態窒素、アルミ ニウム、   

二酸化珪素及びオパールの分析を行った。  

3．結 語  

海底土中の放射性核種全量の水平分   

布は、図2 から明かなよ うに、水深2  

0 0－2 6 0mの測点2及び3で特に  

高い値を示し、水深の増加（距岸距離  

の増加）に伴って減少する傾向を示し  

ている。また、＝＝＝O pu の場合は、  

放射性降下物圭（国連報告値 l＝cs：  

2065MBq／k¶2、28＝＝Opu：36MBq／km2  

）より も高い値を示すことが多く、こ  

れは明かに海表面への放射性降下物の  

供給以外に、陸上からの供給のあった  

こ とを示している。  

IlTcs では、堆積全土が多いといっ  

ても、放射性降下物圭よ り もはるかに  

少ないが、これは1＝csが海水中で溶  

存する場合が多いためで、逆に  

21＝＝O 
pu は容易に粒子化して除去さ  

れ易く、このことは海底土中での  

2＝十2‘■O pu／1ITcs比が放射性降下物中  

のそれより もはるかに高いことからも  

明かである。   

海水中からの放射性核種の除去は、  

図1 調査海域  
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粒子化による沈積が主であると考えら  

れる。一般に、 外洋での沈積粒子は生  

物起源のものがはとんどであるとされ  

ているが沿岸では陸起源の土壌鉱物粒  

子の寄与も大きいと考えられる。生物  

起源粒子の指操としては、海底土中の  

オパール量があげられる。表1のデー  

タから見る限り、測点7及び8におけ  

る放射性核種全量の増加には、生物起  

源粒子の寄与が示唆されているようで  

ある。一方、Al及び二酸化珪素から  

見る限り、この海域の海底土の組成は  

ほぼ均一で、隆起源粒子による除去は  

粒子の質的な差よりは、堆積速度によ  

って決定されていると考えられる。堆  

積速度とその変動については、今後  

210pb等を用いた検討が必要でろう○  

上段：■l▼c s   

下段：＝＝l＝ p u   

単位 M B q／k m暮  

● 千慮5年鷹柵洋覆嶋れ肘鷹性合押書事■丘t■瞳■上り   

図2  海底土の放射性核種全量  

表1 各測点における海底土層別試料の性状及び元素分析結果  

■ 点  ■   
畿≠嬢t  TOC  TON  生物紐＃  TIミニウ1  二酸化珪素  

オハール  
（％〉  （叫／l）  （■／g）   （％）  （■／g）  （％）   

算1  10．8  2（l．1   2．60  6．4T  83．3  41．9  

♯2  10．8  19．8   2．41  8．60  88．1  4乙き  
薫き  乳7  19．4   2．81  6．2き  68，a  42．1   

（202山  粛4  9．9  1＆3   2．16  6．31  87．1  42．J  

♯5  10．0  17．5   l．97  6．29  Tg．4  42．2   

♯1  11．3  28．1   2．78  12．0  Tl．8  13．5  
第2  11．9  28．2   さ．aO  12．2  73．7  42．0  

4                                ■3  12．0  29．4   き．12  11．8  8T．T  哺．8   

（272t）  欝l  12．0  28．5   2．錮  11．0  73．5  43．き  
縛5  11．8  糾．1   2．8」  11．3  74，0  45．1   

算1  8．3   15．5   1．Tl  T．21  Ta．l  46．1  
欝2  8．2  14．5   1．54  8．ち9  も7．9  18．0  
靡さ  8．1   16．1   1．丁5  7．08  73．4  47．5   

（∂28■）  ♯4  丁，9  15．4   1．Tl  6．55  7（）．5  48．7  
欝5  ¢．0  10．9   0．95  4．58  74、4  5L7   

欝1  12．さ  21．5   2．45  10．8  72．4  48．3  

♯2  9．8  22．0   2．4T  10．2  73．8  18．5  

靡8  12．4  1T．7   1．91  8．51  80．2  49．l   

（420●）  第4  8．8  12．3   1．11  5．10  85．1  50．0  
欝5  5．T  11．8   l．川  5，2g  T9．6  50．9   

3．25  15．き  貞 81，2  山．1  
3．29  14．7  77．4  43．9  
孔別  15．8  80．5  45．3   ロ  第1  11．1  26．T            第2  12，8  26．6           第さ  11．5  2ち．5          （555■）  ホ4  11．1  24．9   3．15  15．2  71．8  45．0  

第5  11．1  2a．4  2．9d  ‖．1  92．2  44．5   

芸…∈：去：；  

20．8   2．さ9  16．5  7（；．7  購．1  
1¢．8   2．1T  15．5  87．3  47．7  

8                             第3   9．7  lg．9   2．さ2  15．7  85．Q  5t〉．2   
（1750■）  訴4  10．8  23．1   2．68  13．4   90．5  47．6  

第5  6．5   10．2  1．11  6．さ5  
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Ⅱ－16 核燃料サイクル施設沖合の海洋構造と放射性核種濃度について  

（財）海洋生物環境研究所  

稲書 直彦  

1．緒言   

海水中の放射性核種はその大部分がフォールアウトを起源とすると考えられるため、それらの  

濃度を表層混合層内とそれ以深で比較した場合、後者で低くなる場合が多い。また、昨年度まで  

の調査から13Tcs，および90S rの濃度は津軽暖流と親潮では異なる事が示唆されている。   

核燃料サイクル施設沖合海域に設定している16測点は津軽暖水の影響を強く受けているが、津  

軽暖水の張出パターンの変化に伴い見かけ上採水試料中の放射性核種濃度が変化すると考えられ  

る。   

平成6年度の調査では調査海域の水系区分を行い、各水系と放射性核種濃度の関係を明確にす  

る事を試みた。   

2．調査研究の概要   

津軽暖水および親潮表層水の影響を調査するために測点Tl．2、測点E．，2．3（図1）を設け  

5月および10月に以下の調査を行った。  

表1 調査項目  

調査時期  調査項目  調査内容  

採水（バンドン型、大型採水機）  

水温塩分計による鉛直連続測定  

5月  放射性核種  

水温，塩分  

採水（バンドン型、大型採水機）   

他要素同時観測機器（OCEAN7＝）  
による鉛直連続測定  

放射性核種  

溶存酸素  

水温，塩分，  
溶存酸素他  

＝水温，塩分，溶存酸素，pH，酸化還元電位，圧力の同時測定を行  
う機器，イタリアIDRONAUT製、   

安田ら（1988）＊2にならいT－Sダイアグラム（または水温一塩分ダイアグラム）上で5つの水  

系区分を行ない、各水系の放射性核種濃度および溶存酸素量を比較した。   

3．結語  

1） 137Cs，および90srの濃度は津軽暖水（津軽暖流低塩水系，津軽暖流高塩水系），親潮  

系（親潮表層水系，親潮水系），下層水系の順で低くなることが明らかになった（図2参照）。   

2）溶存酸素量は親潮表層水系で最も高く、津軽暖水との間に有意な差が認められた。   

今後同様のデータを蓄積することにより、測定の容易な水温、塩分、溶存酸素量等の値から  

137C s，gOS r濃度のおおよその値を推定することが可能になると期待される。  
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■2安田ら（1988）による水系の定義   

津軽暖流低塩水系：水温14～22℃，塩分33．7～33．9   

津軽暖流高嶺水系：水温8～9℃，塩分弘0～34．3   

親潮表層水系 ：水温5～19℃．塩分 ＜ 33．0   

親潮水系  ：水温1～5℃．塩分33．2～33．6  

下層水系  ：Jt≧27．0  
4
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図1 調査測点配置  
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×その他  
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溶存酸素i （〝mOl／1）  

図2－（a）～（d）塩分および溶存酸素量と放射性核種濃度（98sr，137cs）の関係  
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Ⅱ－17 旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄に関する我が国の対応  

科学技術庁原子力安全局  

防災環境対策室  

1．事実の経緯   

平成5年4月にロシア政府の委員会が公表した自書によると、旧ソ連・ロシアは日  

本海やオホーツク海、カムチャッカ沖の極東海域において、 1966年から1992  

年まで、液体及び固体の放射性廃棄物を投棄してきた。   

さらに、平成5年10月には液体放射性廃棄物900maを日本海に投棄した事実が   

判明した。  

2．関係省庁による日本周辺海域調査について  

（1）政府においては、昭和30年代より、日本周辺における放射能調査を、科学技術   

庁を中心として関係省庁等の協力を得て実施しているところである。海洋の放射能   

調査については、海上保安庁、気象庁、水産庁等により、海水、海底土、海産生物   

等を対蒙に、広く日本周辺海域の海洋環境放射能調査が行われてきた。  

（2）政府においては、チェルノブイル原子力発電所事故等、これまで放射能に関する   

重要な案件が発生した場合においては、放射能対策本部（本部長、科学技術庁長官。   

昭和36年10月31日閣議決定により設置）を中心に対応してきた。今回の事態   

についても、関係省庁相互の連絡、調整を緊密に行うため、累次放射能対策本部の   

幹事会を開催し、所要の対応をとってきたところ。放射能対策本部幹事会の決定に   

基づく必要な海洋調査については、科学技術庁がそのとりまとめを担い、具体的実   

施については従来から海洋環境放射能調査に実績のある海上保安庁、気象庁、水産   

庁の協力を得て対応した。  

このような体制により、これまで我が国独自で以下のような海洋調査を実施した。   

① 平成5年4月－6月にかけて、過去に旧ソ連・ロシアが実施した海洋投棄の影  

響を調べるため日本海において海上保安庁、気象庁、水産庁等による海水の採取   

・分析等の緊急の環境放射能調査を実施した。   

② 平成5年10月のロシアの投棄の影響に関して、同年10月～11月にかけて、  

海上保安庁、気象庁、水産庁により、緊急の環境放射能調査を実施した。  
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これらの調査の結果、特段異常な値は検出されず、それぞれの調査結果について、  

科学技術庁に設置された専門家から成る「海洋環境放射能データ評価検討会」による  

評価を経た後、平成5年8月末及び平成6年2月下旬に放射能対策本部幹事会におい  

てとりまとめられ、過去の投棄については「本件海洋投棄により我が国国民の健康に  

対して影響が及んでいるものではない」との結論を得、また、平成5年10月の投棄  

についても、その影響が認められていないことを確認している。  

3．日韓霹共同海洋調査について   

さらに、旧ソ連・ロシアが投棄した周辺海域の状況については、日本、韓国及びロ   

シアの協議により共同海洋調査を実施した。  

（1）日本海における旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄については、平成  

6年3月－4月、投棄海域において、 日本、韓国、ロシアによる第1回日韓霹共同   

海洋調査を実施した。我が国からは、科学技術庁、海上保安庁、気象庁、水産庁、  

日本原子力研究所、（財）日本分析センターより合計9名の専門家が調査に参加し   

た。その後、日本、韓国、ロシア及びIAEAにおいて採取した試料の分析し、平   

成7年7月に報告書がとりまとめられたが、その結果、異常のないことを確認して  

いる。（参考1）  

（2）オホーツク海、カムチャッカ沖などにおける旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物   

の海洋投棄等については、平成7年8月－9月、投棄海域において、日本、韓国、   

ロシアによる第2回日韓霹共同海洋調査を実施した。我が国からは、科学技術庁、   

海上保安庁、気象庁、水産庁、日本原子力研究所、（財）日本分析センターより合   

計9名の専門家が調査に参加した。船上における予備的な測定の結果、異常は認め   

られなかった。現在、各国で試料分析を行っているところ。（参考2）  
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（参考1）  

日本海における日本一韓国一口シア三国による  

第1回共同海洋調査の報告書の概要について（最終検討結果）  

平成7年7  

科 学 技  

日
庁
 
 

6
 
 

2
 
術
 
 

月
 
 

1．共同海洋調査の実施状況   

日本海における旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の投棄海域の状況を調査す  

るため、日本一韓国一口シア三国間の合意に基づく共同海洋調査が、平成6年3  

月から4月にかけて、日本海の投棄海域で行われた。その後、採取した海水、海  

底土等の放射能分析が、日本、韓国、ロシア及びIA E Aで実施された。この度、  

日本、韓国、ロシア及びIA E Aは、これらの調査結果につき、評価検討を行い、  

共同報告書をとりまとめた。   

本調査の概要を別紙1に示す。  

2．調査結果に係る評価検討   

評価検討に際して、他海域を含めた過去の調査結果ともあわせて、各放射性核  

種濃度、インベントリー（単位面積当たりの核種存在量）及び核種間の放射能比  

に基づいて検討を行った。   

調査結果は別紙2のとおりである。  

2．1 海水  

1）放射性核種濃度   

海水については、ストロンチウムー90（以下、gOs rと記す。）、セシウム  

ー137（以下、187c sと記す。）及びプルトニウムー（239＋240）（以下、  
23g＋240 p uと記す。）が検出されているが、これらの核種は、太平洋側も含めた  

日本周辺海域の海水から従来より検出されている核種であって、その濃度も従来  

の調査結果と比較しても大きな相違はなく、異常な値は検出されなかった。   

また、N2地点で採取した表層水、中層水及び底層水の分析結果から、gOs r  
及び187c sについては、表層の濃度が高く深層になるにつれて低くなることが確  

認された。 289＋248p uについては、水深700m付近で濃度が極大となり、深層  

になるにつれて低くなるとが確認された（図－2参照）。これらの現象は、他の  

海域においても一般的に観測される現象である。  

2）海水中のインベントリー（海水中単位面積当たりの核種存在量）   

N2地点で採取した表層水、中層水及び底層水の分析結果から、上記インベン  

トリーを見積もった結果、同緯度の降下量から評価した値と比較して相違はなく、  

グローバル・フォールアウト（地球規模の放射性降下物）に起因するものと推定  

された。  

3）核種間の放射能比   

検出された核種間の放射能比（187c s／9O Sr,,, 
289＋240p u／90 

s r及び  
289十240 p u／137c s）は、各核種の海水中粒子状物質との反応性を反映してお  

り、反応性が低いL87c sと90s rについては、187c s／9Qs rの値は深度によ  

らずほぼ一定でグローバル・フォールアウトの値に近く、一方反応性が高いブル  
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トニウムについては、239＋240 p u／90s r及び239＋240 p u／L87c sの値は、表  

層で低く、深層で高い値が確認された。これらの現象は、他の海域においても一  

般的に観測される現象である。  

2．2 海底土  

1）放射性核種濃度   

海底土についても、98s r、187c s及び289＋240 p uが検出されているが、こ  

れらの核種は、太平洋側も含めた日本周辺海域の海底土から従来より検出されて  

いる核種であって、その濃度も従来の調査結果と比較しても大きな相違はなく、  

異常な値は検出されなかった。   

各核種の濃度については、表層土（0－3c m）の方が、下層土（3c m以深）  

よりも高い値を示す傾向が確認されたが、この現象は、他海域においても一般的  

に観測される現象である。   

また、N7地点の海底土から他の調査地点よりも高い28g＋24C p u濃度が検出さ  

れた。この原因は、N7地点が大陸沿岸に最も近く、他の調査地点（水深300  

0－3 500m）に比べ浅い（水深1500m）など、海底地形に因るものと推  

定された。  

2）海底土中のインベントリー（海底土中単位面積当たりの核種存在量）   

各地点で採取した表層土及び下層土の分析結果から、インベントリーを見積も  

った結果、90s r、187c sについては、海水中のインベントリーに比べ十分に小  

さく、28g十240 p uについては、N7地点以外のすべての地点において海水中のイ  

ンベントリーに比べて小さいが、N7地点では、比較的高い値が確認された。こ  

の原因については、前記1）と同じ原因が推定された。  

3）核種間の放射能比   

N7地点を含め、検出されたプルトニウム同位体間の放射能比（288p u／  
23g＋240 p u）からは、観測された海底土中のプルトニウムはグローバル・フォー  

ルアウトに起因することが確認された。  

3．日本、韓国、ロシアのデータの質の保証について   

日本、韓国、ロシアの分析結果の信頼性は、IA E Aが均一に調製して各国に  

分割配布した海底土（N2地点で採取）を用いて、その結果を相互比較すること  

で確認した。 その結果、日本、韓国、ロシアの分析結果の質に問題のないことが  

確認された。  

4．結論   

本調査で得られた日本、韓国、ロシア及びIA E Aの分析結果によれば、投棄  

海域で採取した海水及び海底土試料から検出された90s r、187 c s及び  
289十240 

p uの濃度は、日本周辺海域で観測されている濃度と差は認められず、か  

つ、インベントリー（核種存在量）及び核種間の放射能比の評価によると、調査  

海域においてグロヤパル・フォールアウト以外に起因する人工放射性核種による  

影響は認められなかった。  

－76－   



（別紙1）  

日本海における日本一韓国一口シア三国による  

第1回共同海洋調査の概要  

標記調査の概要は以下のとおり。  

1．調査の形態  

日本、韓国、ロシアによる共同海洋調査。  

IA E Aからも専門家1名が参加。  

2．調査実施時期  

平成6年3月18日（ウラジオストック出港）  

～4月  6日（韓国東海港入港）  

3．調査実施地点  

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の日本海における投棄海域内の7地点。  

バックグラウンドとして投棄海域外の2地点。  

（図－1参照）  

4．使用した調査船  

ロシア水理気象国家委員会所属「オケアン（Ocean）」号（4，162トン）   

5．調査航路  

ウラジオストック港（ロシア）→新潟港（日本）→調査地点（日本海）  

→東海港（韓国）→新潟港（日本）→ウラジオストック港（ロシア）  

6．採取試料  

海水（表層水、中層水、底層水）、海底土等  

7．各国分析機関  

日 本  海上保安庁水路部、気象庁気象研究所、水産庁中央水産研究所、  

日本原子力研究所、（財）日本分析センター  

韓国原子力安全技術院、韓国海洋研究所  

S P A“タイフーン”研究所、極東水理気象研究所  

モナコ海洋環境研究所  

韓 国  

ロシア  

IA E A：  
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図－1．調査航海図  
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（別紙2）   

本共同海洋調査の各国における分析結果を、過去の調査結果と比較した。これは、1982年度  

から1992年度までに海上保安庁及び水産庁が行った海洋放射能調査結果のうち、内湾のデータ  

を除いて整理したものである。  

1．海水の放射能調査結果  

gOsr   187cs   289十240 pu  

（mBq／L）   （mBq／L）   （〟Bq／L）   

今回の調査結果   Nl～N7   0．4・－2．0 ●   0．6～3．6   8～37  

（ND－2．7）…   （ND～5．5）   （3．5～39．8）   

過去のデータ  日本周辺海域   ND～10   ND～21   ND～109   

（最近の約10年間）  

注1）計数誤差の3倍以下のものについてはND（検出下限値以下）とした。   

2）＊：表層水、中層水及び底層水のデータの中央値（最小値、最大値を除いた残りのデータ  

の平均値）の範囲を示す。   

3）‡＊：日本、韓国、ロシア及びIAEAのすべてのデータの範囲を示す。  

2．海底土の放射能調査結果  

（Bq／kg乾土）  

gOsr   187cs   28g＋240 pu   

今回の調査結果   Nl～N7   ND（＜0．04）～0．2●  ND（＜0．2）－2．8  0．004・－1．0  

（ND～0．85）‥   （ND－3．4）   （ND～1．2）   

過去のデータ  日本周辺海域   ND～1．1   ND・－35   ND・－2．3   

（最近の約10年間）  

注1）計数誤差の3倍以下のものについてはND（検出下限値以下）とした。   

2）＊：表層土及び下層土のデータの中央値（最小値、最大値を除いた残りのデータの平均値）  

の範囲を示す。   

3）＊＊：日本、韓国、ロシア及びIAEAのすべてのデータの範囲を示す。  
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放射性核種濃度（mBq／kg）   

0．01  0．10  1．00  

1000  

1500  

3000  

3500  

4000  

図－2．調査地点N2における海水中9Osr、L87cs及び  
289＋240 pu濃度（中央値をプロットしたもの）  
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（別紙3）   

N2地点における海水中のインベントリー及び各調査地点の海底土中のインベントリーを  

計算し、文献値と比較した。  

1．海水及び海底土中のインベントリー計算結果  

（kBq／m2）  

90sr   川7cs   
28帥248 pu   

海水  3．0   5．8   0．10  

今回の調査  

結果  

海底土   0．0トー0．06   0．05～0．4   0．001～0．015  

0．12（N7地点）   

文献値1）   海水   0．11±0．04   

フォールアウト  2．3～3．2   3．7～5．2  0．04・－0．06   

〝   1．4・－2．8   3．6・－7．2   0．04－0．09   

注1）長屋、中村（1984）   

2）UNSCEAR（1993）   

3）広瀬ら（1987）  
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（参考2）  

第2回日韓霜共同海洋調査の実施状況について  

平成7年9月12日  
科 学 技 術 庁  

1．概要  

日本、韓国、ロシアの三カ国間の合意に基づく第2回日韓霹共同海洋調査は、   

ロシア極東水理気象研究所所属の調査船「オケアン号」により行われており、   

8月15日に小樽を出港し、本日東海港（韓国）に入港するまで、旧ソ連・ロ   

シア専による放射性廃棄物の投棄海域を中心に、海水（表層水、底層水等）、   

海底土等の採取が行われた。  

同時に本調査では、船上において各地点の海水（表層水）及び採取した海底   

土中の放射能について簡易測定を実施したところ、その結果は以下のとおり。  

2．結果  

（1）船上において実施した海水中の放射能の簡易測定結果は、137c sについ  

て、2－4 mBq／L であり、従来の日本周辺海域の放射能測定データと比較  

しても特段の異常は認められていない。  

（参考1）   

過去10年間の日本政府の日本周辺海域での調査結果（海水）  

137c s（nBq／L）； ND － 21  

（2）船上において実施した海底土中の放射能の簡易測定結果は、137c sにつ  

いて、2－9 Bq／kg乾土 であり、従来の日本周辺海域の放射能測定データ  

と比較しても特段の異常は認められていない。  

（参考2）   

過去10年間の日本政府の日本周辺海域での調査結果（海底土）  

137c s（Bq／kg乾土）；ND ～ 35  

（3）なお、かかるデータは、あくまでも船上の測定により得られた予備的な性  

格のものであり、詳細な分析結果については、今後各国がそれぞれ試料を持  

ち帰って分析を行い、その結果に評価検討を加えた上で発表する予定である。  

－82－   



（別添1）  

第2回日韓露共同海洋調査の概要  

今回実施された標記調査の概要  

1．調査の形態  

日本、韓国、ロシアによる共同調査。   

IA E Aからも専門家1名が参加。  

2．調査実施期間  

平成7年8月12日（ウラジオストク出港）～9月12日（韓国東海港入港）  

3．調査実施地点  

旧ソ連・ロシア等による放射性廃棄物の投棄海域内の9地点。（別紙参照）  

4．使用した調査船  

ロシア極東水理気象研究所所属「オケアン号（Ocean）」（4，162トン）  

5．調査航路  

ウラジオストク港（ロシア）→小樽港（日本）→調査地点→釧路港（日本）  

→調査地点→東海港（韓国）→新潟港（日本）→ウラジオストク港（ロシア）  

6．採取試料  

表層水、底層水、海底土等  

（備考）   

科学技術庁、海上保安庁、気象庁、水産庁、日本原子力研究所及び（財）日  

本分析センターの専門家が乗船。  
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（別紙）  

第2回日韓露共同海洋調査海域図  

I／柑9不朽23（UJ：娼N）  
投棄海域（ロシア政府白書に基づく）  No．3，4，7，8   

Rl，R2，R3，R4，R5，Jl，J2，J3，Kl：調査海域  

ー84－   



（別添2）  

PRE＄＄・RELEASE  

Sopbmbor12，伯95  

色叩間中卯馴岬OJ肋○  

．ねp如劇b川帽か触感射り血I叩劇伽  

Dunng the second＄tage Of theJapanose・Korean・Ru＄Sian joint expedition  

aboard則∨岬Ocoan”仏ugust12・＄optombor12．199司OX旭ns如einvos恨gation与in仇O  

Seaarea＄atWhichradioactivewa＄teSWerOdi8PO§edofbytheformerSovietUrlionand  

the Ru＄＄ian Fedoration．Japanand廿Ie RepubljcofKoroa have been conductedin  

order to a＄SeS＄ the presentleve）of radioactivo contarnination d tho marine  

environmonLSampl朗＝ガ引柑Wat軌808bod§Odimont王00Plankonandbon仇oswo帽  

COtlected．Prelirninary＄PeCtrOnetricmeasuremontsd与eaWaterand8eabed＄ediTnentS  

WereCarTiedoutaboardtheship．Ca帽fu（PreParatjono†aJ［padcipatingsidesaJJowed  

toimplom引1tth00叩Oditionass血Odul朗・  

Durin9the expedition，intercompariiOn Of anaWicaJtechnjque＄ u＄ed by  

Pa血ipating pa代ies wa§ Organked and pe血rmed・The re＄ults of these  

int肌OmPa血nきWOr‥at納CtOけ・Conco佃伽Sdl17cいadioe00log■劇yonod  

thomostimpo血ntradionu¢lidoさ－inさOaW鵬ー訓d80abodさOdim即也WO帽foundtobo  

Iow．2■Bq／m3 and belowlO Bq／k9drywoightIrO叩eCth，OLy．whichdonotd粁er  

＄ign汗icantLyfromtheJevelseLsewhorointheno止hwestPac批Oc8an，arlSlngfrom  

globalfa‖out．  

However．results of onboard measuremont＄are Only p（eIiminary．Detaited  

ana［y＄i§Ofall＄amP［e＄WiLlbepoけOrmedonIandwiththesub＄Bquentdataexchange，  

evaluationandpublicationwithintwelvemonth＄aftertheexpeditjon．  
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Weobtainedanothergoodresultduringbothstagescfourjointexpeditjon・  
SpeciaList＄fromJapan，Korea，RussiaandIAEAworkedtogethera＄Oneteaminavery  
frjendIyatmosphere．LetitbeourjointcontributionforacLeanandsu＄tainabLemarine  
environr71entintheno止hwestPacWicOcean．  

FromJapanoso尋ido：  

Y．TAMURA．DeputyDirector，OfriceofEmergencyPlannlngandEnvironmentaI  
SciencoandTechnologyAgency  Radioactivity，NuclearSafetyBureau．  

FromRus81an8ido：  

r（ng．FarEa＄ternRegionaL  A．∨．TKAuN，Head，DepartrnentofEc010  
Hydromot00r010gi甜IRoさOard＝ns胤始・Fodorさt＄引Vic00fRus由On  

Hydrometeor010gyandEnvironmentalMonitoring  

」払」＿  FromKoroan81do：   

K．H．SEUK，A＄＄1＄tantDirector，RadiationSafetyDivision．Minis叫OfScienceand  

ToGhn010gy  

EnvironmentLabor8tOけ  

RJVHOCEANI－  
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プレス発表文（仮訳）   

調査船「オケアン号」による第2回目の日本、韓国及びロシアによる共同調査   

が、放射能汚染の現在のレベルを評価するため、199 5年8月12日から9月   

12日までの期間、旧ソ連・ロシア、日本及び韓国が放射性廃棄物を投棄した海   

域において実施された。  

放射能測定用の海水、海底土、動物プランクトン、底生生物試料を採取した。   

また、海水、海底土については、予備的な放射能測定（簡易測定）が船上におい   

て実施された。調査作業は参加国の周到な準備により子定通り行われた。  

調査期間中には参加国の測定技術の相互比較も計画され、行われた。これらの   

相互比較の結果は満足のいく ものであった。放射生態学的に最も重要な核種のひ   

とつである137c sの海水と海底土の放射能濃度は、それぞれ 2～4 Bq／m3及び10   

Bq／kg乾土以下と低く、北西太平洋の他の地域のレベルと比べて異なるものではな   

かった。この放射能は、地球規模の放射性降下物に起因するものと推定される。  

しかしながら、船上の測定結果はあく まで予備的なものであり、試料の詳細な   

分析が、今後陸上において実施され、本調査終了後12カ月以内にそれらのデー   

タの交換・評価・公表が行われる予定である。  

今回の共同調査で、日本、韓国、ロシア及びIA E Aからの専門家は、チーム   

として非常に友好的な雰囲気の中で、共に働いた。この調査が、北西太平洋の海   

洋環境を美しく維持するための共同の貢献となることを望む。  
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ⅠⅠⅠ．食品及び人に関する調査研究   



Ⅲ－1 人骨中の＝Srについて  

放射線医学総合研究所  

白石久二雄、河村日佐男  

1．緒言   

人骨中の00srは、環境に放出された放射性核種に由来する内部被線量の推定・評価の  

うえで指標核種として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行・体  

内線量の解明のため参照核種としても重要性を持つ。日本における人骨中の…sr濃度に  

ついて、その年今別濃度水準とその年次変化、比放射能等に加え、骨組織の被曝線量の  

推定することを目的とする。併せて緊急時における一般人の体内放射能と線量の動向の  

検討に資する。今回は、前回に引き続さ得られた1993年の結果を中心に報告する。  

2．調査研究の概要方法  

（試料の収集および放射能分析）   

骨試料は、東京および北海道地区において国立病院および国公立研究機関等の協力の  

もとに収集し、常法に従って90sr放射能等の分析測定を行った。収集した骨種としては、  

脊椎骨が大部分であった。今回は主に、1992年および1993年（平成4年および5年）死亡例  

につき分析を実施した。  

（分析測定の結果と考察）  

1）骨中90sr放射能濃度   

得られた骨中00sr濃度の分析測定の結果を衰1に示す。平成5年（1993年）死亡例の平均  

骨中00sr濃度は，成人群で16±9mBq 00sr／g Caであった。その他の年齢群については現  

在分析中である。なお、平成4年（1992年）においては、0－4才群で37±2nBq00sr／g Ca、  

5－19才群においては17±8mBq gOsr／g Ca、成人群では14±3mBq…sr／g Caであった。   

2）赤色骨髄および骨表面に対する年線量当量   

骨組織に与える線量の推定結果を衰2にしめす。すなわち、日本人成人における骨中の  

00srおよびその娘核種00Yのβ粒子により骨内の赤色骨髄および骨表面細胞が受ける年間  

の吸収線量につき、上記分析結果に基ずきUNSCEARの線量係数（P＝）を適用して推定した。  

平成5年死亡例においては、赤色骨髄および骨表面細胞に対してそれぞれ7±4 〟Gy／yお  

よび16±8 〟Gy／yであった。   

骨中の90sr濃度は、長期的に見れば趣く緩慢な減少傾向にある。チェルノブイリ事故  

後1988年には、いずれの年齢群でも若干の変動が見られたが、翌年には以前の水準に復  

している。成人群の00srによる骨年吸収線量も、変動は小さい。  

3．結語   

人骨をはじめとする体組織中の放射性核種の分析測定をともなう調査研究は、日本人  

の集団線量（国民線量）評価の観点から必須であるばかりでなく、緊急時における内部被  

曝線量の推定においても重要な役割を果たす。人エ・自然放射能を総合した集団線量評  

価の観点から、方法論の検討を含めて調査研究を行いたい。  
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表1． 年齢群別人骨中の00sr濃度  
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＊）括弧内は合併前の検体数  ＃）残部測定中  

表2．成人における骨中・＝srからの年吸収線量  

吸収線量，〝Gy／y  

赤色骨髄  骨表面  

7 ± 2  15 ± 4  

7 ± 2  15 ± 4  

6 ±1  14 ± 3  

16 ± 8   



Ⅲ－2 人体月蔵暑旨 中 の ＝い＝O  p u 濾度  

放射線医学総合研究所  

湯川雅枝、田中千枝子、佐藤愛子  

秋田大学  

阿部享、滝澤行雄  

1．緒言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラ ン元素は広範囲に  

大気圏内に拡散し、徐々に降下して地球上に蓄積されている。  

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラ ン元素濃度が増加  

するおそれがある。国民の健康安全に資するため、人体臓器や環境試料中  

のプルトニウムの濃度を測定し、その循環移行経路を把撞することを目的  

とする。  

2．調査研究の概要   

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定量に先立ち、臓器試料は湿重量を測った  

後、凍結乾燥して乾重量を測り水分含有量を求めた。凍結乾燥した試  

料は硝酸により湿式灰化した。   

（2）プルトニウムの分離定量  

科学技術庁締の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料から陰  

イオン交換樹脂（Dowexlx8）を用いてプルトニウムを分離し、ステ  

ンレス坂上に電着した。Z89●240pu の定量はα線スペクトロメーター  

により実施した。   

（3）結果  

今年度は昨年度に引き続き、四体分の主要臓器についてプルトニウ  

ムの定量を行った。結果を表－1に示す。臓器中のプルトニウム濾度  

は試料の保存時や解凍時に失われる組織水を考慮して乾燥重量当りと  

した。また、湿重量当りへの換算を可能にするため水分含有量も併記  

した。しかしながら、試料の採取時に湿重量のみしか記録されなかっ  

たものもあり、その場合は湿重量当りの濃度と して示した。  

4．結語  

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。  

また、環境から生体への移行を把挺するために、必要に応じて大気浮遊  

塵、食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討していく。  
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表－1 人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体；男 7 0才（8 9－16）  採取日：1989．3．5  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  289’＝Opu Bq／g・Yet   

肺   126   不明   不明   （0．509×10‾8）   

肝 臓   105   不明   不明   （0．506×10‾8）   

腎 臓   49．2   不明   不明   （0．591×10‾6）   

脾 臓   16．4   不明   不明   N．D．   

生殖器   11．0   不明   不明   （1．99 ×10‾6）   

検体；男 6 4才（2 6－8 9）  採取日：1989．4．14  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  ＝卜 ＝Opu Bq／g・dry   

肺   46．7   7．59   83．8   4．04 ×10‾8   

肝 臓   150．5   36．0   76．1   測定不良●   

腎 臓   39．6   5．68   85．6   測定不良   

脾 臓   30．6   5．77   81．1   29．8 ×10‾8   

筋 肉   57．9   12．7   78．0   6．96 ×10‾6   

骨   16．1   7．19   55．4   Ⅳ．D．   

生殖器   7．33   1．63   77．8   Ⅳ．D．   

検体；男 6 9才（6 0－8 9）  採取日：1989．9．25  

湿垂圭（g）  乾重量（g）   水分（％）  289’ ＝Opu Bq／g・dry   

肺   62．7   11．4   81．9   1．95 ×10‾8   

肝 臓   87．4   22．7   74．0   未処理   

腎 臓   51．3   14．7   71．3   未処理   

膵 臓   16．6   4．77   71．3   N．D．   

肝 臓   24．0   4．91   79．6   未処理   

生殖器   9．80   2．11   78．5   N．D．   

胆のう   4．64   1．72   62．9   N．D，   

検体；男 8 3才（5 3－8 9）  採取日：1989．7．25  

湿重量（g）  乾重量（g）   水分（％）  28巨＝Dpu Bq／g・dry   

肺   82．6   14．4   82．6   1．g5 ×10－8   

肝 臓   185   47．0   74．6   測定不良   

腎 臓   41．8   11．0   73．7   12．9 ×10‾8   

肺 臓   24．2   5．18   78．6   測定中   

胆のう   11．2   2．g2・   74．0   Ⅳ．D．   

Ⅳ．D．；検出限界以下 （）； 湿重量当り  
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Ⅲ－3 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所   村松康行、柳沢啓、吉田聡、坂内忠明  

1．緒言：   

環境中に放射性物質が放出された場合、その経口摂取量を予測することが必要で  
ある。そのためには、原子力施設周辺住民の食品摂取量及び食品中に含まれる放射  
性核種及び安定元素濃度を把握しておくことが大切である。われわれは、以前より  
茨城県沿岸住民を中心に、食品消費量に関する実態調査を行ってきた。また、様々  
な食品中に含まれるCs－137、K－40、Ⅰ一129などの放射性核種や安定元素の分析を  
実施した。前年度は、種々の安定元素について、各食品群ごとの元素濃度の代表値  
を設定した。本年度は、食品を通じて摂取する安定元素の量を推定した。  

2．調査研究の概要：   

対象とした元素は、As、Ca、Cd、Cu、Fe、Hg、K、晦、Mn、P、Pb、Se、Znであっ  
た。これらの分析法については前年度までの報告書に述べてあるが、主として放射  

化分析法とICP一発光分析法によった。CsやSrなどについては、いくつかの食品の  

分析値は得られたものの、濃度が低いため今回は対象元素とはしなかった。   

推定方法は、国民栄養調査（「国民栄養の現状」厚生省保健医療局1994年出版よ  
り）の各食品群の消費量に関するデータと本調査研究で前年度までに求めた各食品  

群についての分析値の平均値（又は代表値）を掛け合わせることで各元素ごとの摂  

取量を求めた。   

上述した13元素についての経口摂取量（1人1日当たりの摂取量、mg／d／p）の推  

定値を表－1に示す。また、同表には参考のため白石ら（1988年）が日常食の分析  

から求めた幾つかの元素についての倦も示してある。データがまだ完全でないもの  

があるが、表に示した推定結果より以下のことが言える。   

イ）約90％のAsは海産物（海そう及び魚介類）に起因する。   

ロ）約70％のHgは魚介類に起因する。   

ハ）Cdとはnの約40～50％、また、Zn、Cu、晦の約20～40％が米に起因する。   

ニ）Seの多くは魚介類、肉類、卵類に起因する。   

ホ）Caの30％近くが牛乳及び乳製品に起因する。   

へ）Fe、K、P、Pbは特定の食品群ではなく、様々な食品群より寄与がある。  

3．結語：   

これらの推定値は、あくまでも平均的な値であり、個人差は大きいと考えられる0  

しかし、それぞれの元素がどの食品群に起因するのかについての情報を得る上で有  

効である。また、放射性元素のクリティカルパスを考える上でも役立つと思われる0  
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Ⅲ－4 海産食品な らびに輸入食品の放射能調査  

国立公衆衛生院  

杉山英男、 寺田 宙、 出雲義朗  

横浜検疫所輸入食品・検疫検査セ ンター  

伊藤澄夫、 渡辺芳則  

神戸検疫所輸入食品・検疫検査セ ンター  

宮田昌弘、 前田憲二   

1．緒  言   

食品の放射能調査は、 国内のフ ォールアウト調査や原子力施設等周辺モニ  

タリ ング、 また、近隣諸外国の原子力関連事象をも念頭においた上で、 地球  

規模でのモニタリ ングを強化拡充するこ とが必要とされる。 と く に、 近年、  

わが国の食品供給事情は、嗜好性の多様化に加えて輸入食品の増加による流  

通形態等の複雑化が進んでいる。 このため、 食品の安全確保のためにはこれ  

らを考慮した上で、食品中の放射能についても調査研究を充実させてい く こ  

とが大切である。 われわれは、 平成6年度から、 旧ソ連による 日本海や極東  

海域等への放射性廃棄物投棄（1993年報告書）、ならびにロシア国内の核関連  

施設事故（1993年）等に関連して、海産食品な らびに輸入食品の放射能調査を  
実施している。今回、投棄海域近辺から漁獲された海産食品およびロシア産  

を主とする輸入食品中のγ線放出核種を中心に調査を行ったので、 その結果  

について概要を報告する。   

2．調査研究の概要   

（1）試 料：海産食品は、サケ、タラ、カレイ、スルメイ カなどの13魚種  

（51試料）を対象と した。これらは、1994年8月から95年2月にかけて日本海中  

・西部地域および北海道東部地域の 3漁港に水揚げされたものである。試料  

は、夏・秋季と冬季の2季’に分けて、各季とも一定の採取期間をおいて、同  

一漁場海域で漁獲された同一の3魚種をそれぞれ3回ずつ、漁協等よ り直接  

購入した。ロシア産の輸入食品は、輸入量量が大き く、入手が比較的容易な  

海産物のタラコ、メヌケなどである。これらは、全国の各検疫所に採取を依  

頼した。なお、干シイタケ、日本茶、香辛料（ペパーミ ント）および放射能基  

準溶液（日本アイソトープ協会調製）を、各機関における比較分析用試料と  

した。  

（2）分析方法：海産食品は、体重と体長を測った後、可食部（筋肉）のみに  

区別した。 凍結乾燥などによ り乾燥後、電気炉4500Cで灰化処理を行い、灰  

化物をU－8容器に充填し計測試料と した。 輸入食品は、同様に可食部のみを  

対象として、輸入品の状態のまま（生、乾燥など）でマリネリ容器（容積1L）に  

封入し計測に供した。放射性セシウム等のγ線放出核種の定量は、高純度Ge  

半導体検出器を用いたγ線スぺクト ロメトリ によ り行った。  

（3）結 果 ①同一試料の相互比較分析：共同研究機関および他の研究機関  

を含めて実施した結果は、137cs濃度の場合、干シイタケで15．4～17．3Bq／kg、  

日本茶で0．15～0．21Bq／kg、ペパーミ ントは3．3～3．6Bq／kgの測定値が得られ  

た。 また、 40Ⅹ濃度は、それぞれ、546～596Bq／kg、471～495Bq／kg、1030～  

1046Bq／kgで、両核種ともに比較的良好な一致をみた。 引き続き、未知の数  

核種を含む放射能基準溶液の相互比較分析を実施しており、測定値の質の確  

保に努めている。  
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②3漁港に水揚げされた海産食品：人工放射性核種としては、187csのみが  

定量された。 最低値は、ベニズワイガニのLTD（＜0．023Bq／kg生）で、最高値  

は、メジマグロの0．51Bq／kg生であ り、 いずれも、これまで報告されている  

調査結果と同レベルであった。また、3漁港に共通する魚種であるカレイ、  

スルメイカの187cs濃度は、 0．07～0．17Bq／kg生および0．03～0．05Bq／kg生で  

漁港闇による差異はみられなかった（表1）。なお、ロシア産輸入食品計23  

試料の187cs濃度は、概ね0．10Bq／kg以下であるが、このうち、タラコやそば  

から0．11～0．19Bq／kgが定量された。  

3． 結  語   

検疫所における輸入食品の放射能検査は、厚生省の暫定限度値である370  

Bq／kgを超える違反食品の検出を目的として実施されている。 今回の放射能  

調査を実施するにあたり、横浜および神戸の両検疫所において、1Lのマリネ  

リ容器を用いることによ り灰化処理を要せずに、  一般食品に含まれる0．1～  

10Bq／kgレベルの放射性セシウムを定量し得ることが確認された。  一方、3  

漁港に水揚げされた海産食品ならびにロシアからの輸入食品は人工放射性核  

種の汚染は認められず、137cs濃度は、従来から報告されている値と同程度  

であった。今後、さ らに海産食品の調査を継続拡充するとともに、輸入食品  

については近隣諸外国等の食品も対象と して調査を強化し、食品の安全確保  

に資する予定である。  

表1 海産食品のγ線核種分析結果  

放 射 能 濃 度（Bq／kg生）l）  

採  取  地   種  類  
137cs  131cs  他の人工放射性核種  4日x   

北海道東部地域漁瀾   ヤナギカレイ   0．07－0．17  LTD2〉   検出せず  95－106  

スルメイカ   0．03－0．04  〝   〝  123・－133  

タ  ラ   0．18・－0．22  〝   〝  121－124  

サ  ケ   0．10～0．11  〝   〝  114－130  

サ  ン  マ   0．08・－0．11  〝   〝  82－ 85  

スケソウダラ io．14～0．18  〝  〝  109・－122   

日本海中・西部地域漁港  ネズラカレイLTD  検出せず 113－124 

● 

雲ル：ィ三1 
スルメイカ 弓  〝  壷＿重き   

ガニ 

：…‡……‡…；……⊆≡  

ジグ ●董  

1）可食部（筋肉）のみを対象とし、試料数は一部を除き各3件体  

2）LTD：ピーク計数値が標準偏差の3倍を超えないものは有意とみなせず定1限界以下とした  

海産食品な らびに輸入食品の採取にご協力いただいた関係自治体、 漁協等お  

よび各検疫所の方々にお礼申 し上げます。  
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Ⅲ－5 6年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜試）  

山岸規昭・宮本 進・碩藤まどか  

農水省北海道農業試験場（北農試）  

上野孝志・大谷文博・田鎖直澄  

農水省九州農業試験場（九農試）  

寺田文典・塙谷 索  

1．緒言  

前年に引き続き．わが国の牛乳中の放射能汚染レベルを調べるため，全国9カ所   

における原料乳中の00sr及び18Tcs を測定し，地域別変化．季節別変化の傾向を観   

察した。環境への人為的放射能汚染レベルが減少していることから，牛乳中の汚染   

レベルも地域的な変動はあるものの，経年的には横道いの傾向を示し．測定値自体   

は統計的に有意でない数値や検出できない試料も多くな ってきている。このような   

状況の中で，従来の規模と手法により調査を行った。北農試，九農試においても．   

例年どおりバックグランドとしての牛乳，牧草，野菜，土壌などの測定を行った。  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の＝sr及び1＝csの経常調査  

経常調査は例年と同様に．北海道立新得畜試．岩手県畜試，秋田県畜試，福島県   

畜試，農水省畜試（茨城県），静岡県畜試，福井県畜試．香川県畜試及び福岡県農総   

試の9カ所から，春．夏，秋，冬の4回測定用試料（原料乳）を採取して行った。   

6年度における牛乳中の90sr，18Tcsの測定結果を表1，2に示した。00srは北海道，   

秋田．岩手の順に高く，北方地域で高い値をを示したが，各地域間で季節による一   

定の変動傾向は見られない。これらの変動傾向は，ここ数年来同じパターンである。  

1＝cs は秋田，福島，福岡がはぼ同じで最も高く，次いで岩手，北海道の順である。   

ここ数年北海道，岩手が比較的高い値を示していたが，6年度は地域間の差が小さ   

くなる傾向を示し．検出限界以下の試料が増えてきたのが特徴的な変化である。   

80sr，1＝csも全国平均で経年変化を見ると横道い減少傾向である。  

（2）北農試における18Tcsの測定  

緊急時における牛乳中の放射能調査の全国的調査術の一環として．北海道内札幌．   

天北，十勝，根釧の4地域の牛乳及び牧草中の18Tcs，札幌地域の野菜中1＝csを測   

定した。4地域の牛乳中の1＝csは0～0．137Bq／Lで，いずれも低いレベルである。   

牧草は乾草やサイレージを測定したが，1＝cs は0－2．161Bq／kgDMの値を示し．十   

勝地域で低く，札幌地域で高い傾向を示した。野菜としてはジャガイモを測定した   

が，検出限界以下であった。  

（3）九農試における1aTcsの測定  

緊急時に備えたバックグランド測定として．熊本．沖縄の土壌と牧草及び牛乳中   

の187csを測定した。熊本．沖縄における土壌中の18Tcsはそれぞれ5．03±0．91と   

0．13±0．08Bq／kgである。牧草はそれぞれ0．13±0．15．0．32±0．34Bq／kgであり，牛   

乳は21．0と7．OmBq／Lである。両地におけるいずれの値も前年とほとんど変わらない   

か，減少傾向の変化であった。  
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（4）牛乳中1＝csの低減試験  

牛乳中のl＝csを低減させる試みとして，土壌改良材のバーミキュライトを泌乳牛   

に給与する試験を昨年．一昨年に続いて行った。試験は牛乳中1＝csの比較的高い北   

海道で行った。北農試（札幌市）で飼養している泌乳牛5頑にバーミキュライト500g  

／日／頭を飼料に混合して4日間給与し，この間の牛乳中187csと，給与前3日間の牛   

乳とを比較した。牛乳中1＝csの測定結果は5頭の平均値で，給与前が110．1±12．8   

mBq／L，給与後が83．6±13．6mBq／Lで．約24％の低減効果が見られ，昨年，一昨年の   

低減率約15％より多い傾向を示した。  

3．結語  

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく，牛乳中の放   

射能濃度は低いレベルで推移している。地域による変動は，局地的な土壌汚染の差   

異，乳牛が摂取する飼料や飲水の汚染の程度を反映しているものと考えられる。  

表1 平成6年度 牛乳中＝sr （mBq／L）  

－：分析不可  

表2 平成6年度 牛乳中1＝cs （mBq／L）  

6年5月  6年8月  6年11月  7年2月  平均  

北海道  

岩 手  

秋 田  

福 島  

茨 城  

静 岡  

福 井  

香 川  

福 岡  

24．9±11．1   9．8±12．7  

26．5±11．9  21．1±12．3  

16．4±11．9  30．5±13．4  

21．2±11．4 1g．0±11．9   

5．5±11．3  12．6±12．3  

ND  12．7±11．7  

23．4±11．0  ⅣD  

8．2±11．8  8．2±11．1  

26．6±12．6  22．2±12．0  

18．8±11．6   

2．0±11．6  

37．1±12．2  

28．8±12．9   

2．9±12．3  

16．6±13．O   

ND  

32．2±12．3  

29．4±12．6  

10．0±12．2  

26．2±11．8   

6．7±12．4  

20．8±11．1  

ND   

3．6±12．6  

17．1±11．1  

ND  

ll．4±11．5  

15．9±11．9  

1g．0±11．9  

22．7±12．5  

22．5±11．8   

5．3±9．0   

8．2±9．3  

10．1±5．5  

12．2±8．8  

22．4±12．2  

ND：検出不可  

ー98－   



Ⅲ－6 家畜の骨中90sr濃度調査（1994年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場  

第2研究室 宮本 亨 近山之雄  

1 緒  言   

馬、牛等の草食家畜はフォールアウトにより汚染された飼料を直接摂取する  

ため、その骨中の90srを測定することは環境の汚染状況を知るためのよい指標  

となると考えられる。当研究室では1957年以来、家畜の飼養環境における放射  

能汚染を、家畜の骨中90sr濃度測定により継続調査しているが、今年度も例年  

と同様に、北海道内における馬および牛の骨中90sr濃度の測定を行った。  

2 調査研究の概要  

（1）材料と方法  

測定材料として、1994年5月から10月までの間に、北海道各地から採取し   

た馬30例、牛26例の中辛骨を用いた。90sr濃度はジー（2－エチルヘキシル）－   

リン酸を用いた90Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果  

馬の骨では0．140±0．079Bq／g・Ca（3．78±2．09pCi／9・Ca）、また牛の骨   

では0．110±0．048Bq／g・Ca（2．97±1．27pCl／g・Ca）という結果が得られた   

（表1，2）。これらの値を前年度と比較しても有意な変化はみられなかっ   

た（図1）。例年同様、牛よりも馬の方が高い値を示し、同種内では年齢の   

高いものほど高い値を示す傾向にあった。  

3 結  語   

骨の90sr濃度は1965年を頂点として次第に減少し、ここ数年は低い水準で推  

移している。本年度は牛で昨年よりもやや高い値を示したが、有意な差ではな  

く、誤差の範囲内と考えられる。一方、馬では昨年よりもさらに減少し、測定  

開始以来最低の値であった。ただ、馬では比較的若いにも関わらず、やや高値  

を示すもの（H－28，4歳0．418Bq／g・Ca）があり、局地的な汚染土壌の存在も  

考えられる0見が等よ且皇高度鱒埜空車り（馬の場合牧草が多いの  
に対し、牛では濃厚飼料が多い）を反映しているものと思われるが、牛との差  

は縮小する傾向にあり、全体的に清浄化が進んでいることが示唆された。  
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表2 年の分析結果（26例）  表1 馬の分析結果（30例）  
No  年  No  年  

0．108  
0．058  
0．025  
0．096  
0．074  
0．126  
0．053  
0．144  
0．088  
0．160  
0．145  
0．131  
0．213  
0．122  
0．087  
0．114  
0．139  
0．086  
0．036  
0．167  
0．117  
0．130  
0．006  
0．15g  
O．129  
0．142  

C－20  
C－15  
C－25  
C－16  
C－21  
C－ 4  
C－ 2  
C－19  
C－1ヰ  

C－1  
C－ 9  
C－10  
C－22  
C－23  
C－ 6  
C－24  
C－17  
C－26  
C－12  
C－11  
C－ 8  
C－ 7  
C－ 3  
C－18  
C－ 5  
C－13  

H－30  
H－ S  
H－20  
H－ 9  
H－25  
H－27  
H－29  
H－19  
H－18  
H－23  
H－28  
H－15  

2  0．114  
2  0．112  
2  0．085  
2  0．067  
2  0．072  
2  0．134  
2  0．080  
2  0．051  
3  0．197  
3  0．178  
3  0．114  
3  0．057  
3  0．107  
3  0．171  
4  0．137  
4  0．125  
4  0．091  
4  0．418  
5  0．101  
7  0．132  
7  0．115  
7  0．154  
7  0．305  
7  0．121  
8  0．150  
8  0．179  
8  0．205  
8  0．263  
8  0．101  
8  0．059  
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図1骨中90srの年次的推移  
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Ⅲ－7 石川県における牛乳中の187Cs の変動  
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 レベルよ り も高い濃度と な っ た。   

日本海側のフ ォ ールアウト レベルは，太平洋側のフ ォ ールアウト  

レベルに比べ高いと言われているが，今回牛乳で見られたよう に特  

別に高いという こ とはない。石川県では畜試の他，志賀町において  

も牛乳の網査を行っているが，137Cs は検出限界以下であり，全国  
の放射能レベルと同程度となっている。  そこで－，畜試産生乳中の  

137Cs が高い凛＝匿となった原因を鋼  

生乳中137Cs 濃度を継続して追う と  

飼料を特定する ため調査を行っ た。  

平成 3 年度∴以降，  

原因と考え られる  
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2．調査方法   

試料となる生乳は，奇数月及び 2 月，8 月の計 8 回，畜試よ り購  

入している。この生乳は，マリ ネリ 容器（1．9月）に入れ，Ge半導体  
検出器で181Ⅰ等の測定（測定時間80，000秒）を行い，その後，中華  
ナベで炭化，灰化炉で450 ℃24時間灰化する。その灰をU 8容器に  

詰め，Ge半導体検出器で r線放出核種の測定を行っている。  この  

他，牛に与えられている飼料中の137Cs 濃度を測定した。試料は乾  
燥機で乾燥後，灰化炉Jで450 ℃24時間灰化する。その灰をU 8 容半  
に詰め，Ge半導体検出器でγ線放出核種の測定を行った。   

3．鋼査結果   

畜試の生乳中137Cs 濃度は，平成3年5月から平成4年1月まで  
低く 全国的な生乳中の137Cs 濃度レベルとほぼ同等であるのに対し，  
平成4年 2月から 5 月 まで高 く 全国の平均的な レベル（検出限界以  
下～0．028q／l）よりも約10倍の濃度であった（図1）。その内，平  
成 4 年 2 月 の濃度は，全国で最も高い濃度であっ た。その後，平成  

4年7月から11月までは，平成3年の低い時期同様濃度が低下した。  
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図1牛乳中のCs－137濃度変動  
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Ⅲ－8 茶葉中の放射性物質（1）  

静岡県環境放射線監視センター  

石渡達也、河合 捗、木野正彦、増井芳男  

息 明雄、青田秀行、鈴木弘康  

静岡県農林短期大学校茶業分校  

鈴木則夫  

1 緒言   

環境放射能調査の一貫として、茶葉の放射能の測定を長年続けてきたが、   
他の農作物と比べて90S r，137C s等の濃度が比較的高い。しかし、この   

原因は明確にはなっていない。 茶をとりまく放射性物質の挙動を検討し、   

この原因を考察する。  

今回は収穫時期と成長時期のちがいによる濃度比較、1年生作物との濃度   
比較をした結果を報告する。  

2 研究概要   

（1）試料採取  

静岡県茶業試験場で栽培されている定植後13年のやぶきた、やまか  

いの2串種について1～3番茶の収穫時期に新薬と成案を手づみで採取  

した。又同場内にある定植後28～32年の椿も同時に採取した。  

1年生作物としてキャベツを同場内にある圃場の一角で栽培し採取し  

た。   

（2）分析測定  

乾燥灰化後、ガンマ放射体はガンマ線スペクトロメトリーで、90S r  

は化学分析で、安定元素は原子吸光でそれぞれ分析した。 U，P uは  
日本分析センターに依頼した。   

（3）結果  

① 茶葉の新薬と成案の濃度は、90S rでは成業の方が新薬より2から数  
倍高く、238・234Uでは2から数10倍高かった。  

しかし137C sでは、ほとんど差はなかった。  

② 茶葉の採取時期による濃度は、137Cs，238t234Uでは2番茶が1，  
3番茶に比べて若干低かったが、90S rではその傾向はなかった。  

③ これらの核種の濃度は茶の品種による差は見られなかった。  
④ 椿の葉の濃度は、茶葉と比較すると、137C s，90S rでは数倍から  

10倍高かったが、40K，238・234Uでは同程度であった。  

⑤ キャベツの核種濃度は、茶葉に比べて数分の1以下であった。  
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3 結語   

1年生作物のキャベツと比較すると一般的に特科植物はこれらの核種の濃   

度が高い。しかし椿と茶の間で、自然放射能では濃度の差がないが、フォー   
ルアウト核種では椿の方が高濃度であった。  

フォールアウトのレベルは近年きわめて低くなっているが、自然放射能は   

一定である。従って、茶は年に数回収穫するが椿の葉はほぼ1年程度の寿命   
なので、樹内に蓄積した放射性物質は茶の方が速く減り、茶葉中の137C s，   

90S rの濃度が椿の葉より低くなったと考える。   

今後も土壌、根、幹、葉の間の濃度の関係、肥料の影響等を検討する予定   
である。  

♯き 茶義と檜の雷の00s rの濃鷹  単位：B q／kl  義1 茶事と檜の薫の1”clの■虎  ■位：×1l●壬8q／kl  

伏群   1●茶   2●纂   3●茶   

やぶさた ポ義  0．ヨほ 士 0．0ag  0．き2 土 0．耶＝  0．さ6 土 0．耶ほ   

◆  虞義  l．81 士飢○朗  0．81 士 0．058  0．棉 土 0．0日   

ヤーかい ポ薫  0．14 土 0．0き4  0．12 土 0．021  0．22 士 0．020   

●   虎■  0．TO 土 0．0¢4  0．53 土 0．0き5  0．83 土 0．0H   

檜  新薫  さ．0  土 0．058  6．1 士 0．09丁  1T   土 0．14   

●  鷹義  28   土l．さ○  10   士 0．18  幻   土 0．19   

扶科   l●纂   之■纂   3■纂   

ヤ■Iた f■  l．0 土 0．，l  2．8 士 0．58  4．1土 0．丁5   

●  ■義  4．1士l．さ  2．8 土 0．†○  a．t 土l．Ta   

ヤtかい f義  3．1士0．Tl  l．，士 0．1丁  5．8 土1．0   

●   ▲薫  2．0 土l．丁4  2．3 士 0．丁4  l．1土 0．帥   

柵  f義  11 士l．2  21 士l．丁  15 士1．き   

●  ▲義  9．1土I．l  11 土1．l  き．8 土1．1   

暮2 纂薫と糟の事の▲OKの■虞  ＋位：8q／k∫  轟5 纂義と糟の井の臼4uのt鷹  ■位：×10‾2B q／kl  

扶鞘   1一茶   Z曽纂   き●纂   

やぶ鼻た f薫  150 土 0．叩  180 士 0．4l  1TO 士 0．ち8   

◆  ▲事  150 土 0．8】  1¢○ 土 0．18  lTO 土 0．51   

十重かい f井  151 土l．もl  150 土 0．ささ  1gO 土 0．76   

●   戚義  121 ±l．42  150 土 0．50  1TO 士l．56   

け  ポ薫  120 土 0．76  110 土 0．8l  110 土 0．Tl   

●  廣薫  120 土l．l  111 土 0．Tl  9ち 土 0．52   

紙料   l書纂   2書纂   3一茶   

やぶさた 頼義  0．14 土 0．12  0．耶l：土 0．11  0．¢8 土 0．16   

●  慮■  l．0  士 0．19  2．5  士 0．2¢  2．3  土 0．ユ3   

やまかい 薪義  l．81 土l．1l  l．小〉 士 0．0さT  l．89 土 0．1T   

●   戒義  4．6  土 0．5l  3．0  土 0．40  l．6  土 0．36   

檜  ポ薫  l．56 士 0．082  0．5丁 土 8．15  l．0  士 0．15   

◆  鷹薫  l．5  土l．10  2．丁  土 0．き丁  3．1 土 0．12   

義4 茶暮と檜の義のt＝uの弘度  斗位：×lO‾2B q／k g  蒙‘キャベツの濃度 ■位：8q／kl  

拭河   1雷茶   Z雷茶   3‘●茶   

ヤぷさた ポ鶉  0．83 士 0．12  0．45 士 0．11  0．98 士 0．20   

◆  成算  さ．1 士 0．38  2．0  土 0．23  2．1 ± 0．a2   

ヤまかい 薪薫  l．闘 士 0．1l  0．a2 土 0．176  0．52 土 0．13   

●   虎鶉  l．0  土 0．50  さ．t  土 0．41  3．7＋：土（L引   

檜  薪義  0．T3 士 0．09¢  0．11 土l．13  0．88 ± 0．柑   

◆  虎薫  2．9  土l．H  1．0  土 0．aO  2．4  士 0．さ丁  

11Tcl   く0．011   

●OK   l00  土 ○，さ2   

●Osr  0．12 士 0．0000   

＝●u   0．0019士0．0（〉011   

”▲u   0．011さ 土0．0001l   
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Ⅲ－9 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

森本隆夫、早野和彦、寺田明子、虻川成司  

1．緒言   

日本分析センターは科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査の強化拡充の一環   

として流通食品を対象とした食品の放射能水準調査を平成元年度から実施している。本  

調査は食品中の放射能レベルを把握し、国内原子力施設に関連づけて食物摂取による実  

効線量当量の推定評価に資するデータを蓄積することを目的としている。   

今回は、平成6年度に実施したγ線スペクトロメトリー及びPOsr、13Tcs、14c、ウ   

ラン、トリウム、226Ra、プルトニウムの放射化学分析による調査結果を報告する。  

2．調査の概要   

全国を北日本、日本海側、太平洋側及び西日本の4つに分け、原子力施設の有無等を  

考慮し北海道、北陸、関東Ⅰ及び南九州を調査対象地域とした。北陸及び南九州では原  

子力施設の近傍、北海道及び関東Ⅰでは施設遠隔から食品を購入した。  

1）食品の選定   

①γ線スぺクトロメトリー、90sr及び137 cs放射化学分析、14c放射化学分析：平成  

5年度までの調査を参考にして、比較的摂取量の多い食品群から未調査の食品を選  

定した。14食品群から40食品、17食品群から109食品及び7食品群から  

21食品を選び、それぞれの分析方法を用いて調査した。   

②ウラン、トリウム及び226Ra放射化学分析：平成5年度までのγ線スペクトロメト  

リーの結果を参考にして、ウラン及びトリウム系列核種が検出された9食品群から  

40食品を選定し調査した。   

③プルトニウム放射化学分析：平成6年度から開始した。摂取量の多い6食品群から  

24食品を選定し調査した。   

2）分析方法  

入手した食品の調査対象部位は可食部とした。  

分析は、トリウムを除き科学技術庁の放射能測定法シリーズに準じて行った。γ線   

スペクトロメトリーでは2ゼマリネリ容器を用いてゲルマニウム半導体検出器で測定   

した。90srは発煙硝酸を用いて分離後、また187csは塩化白金酸塩として分離後、低   

バックグラウンドβ線測定装置で測定した。14cはベンゼン合成法を用い、また   

226Raは生成したラドンをトルエンで抽出し液体シンレーションカウンターで測定し   

た。ウラン及びプルトニウムは、電着した試料をシリコン半導体検出器で測定した。  

トリウムは、陰イオン交換樹脂カラムにより分離・精製後、電着してシリコン半導   

体検出器で測定した。  
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3）調査結果   

①γ線スペクトロメトリー：結果を表1に示す。人工放射性核種では137csを、自然  

放射性核種では40K、208Tl、214Bi及び228Acを検出した。137csは40食品中  

11食品から検出され、その放射能濃度は0．088～0．52Bq／kgの範囲であった。40K  

は調査した40食品全てから検出され、その放射能濃度は7．7～160Bq／kgの範囲で  

あった。137cs及び40Kの他に検出された核種の放射能濃度は0．085～9．1Bq／kgの範  

囲であった。   

②90sr、187cs放射化学分析：結果を表2に示す。90srは109食品中61食品から  

検出され、その放射能濃度は0．016～12Bq／kgの範囲であった。137csは109食品  

中97食品から検出され、その放射能濃度は0．017～35日q／kgの範囲であった。   

③14c放射化学分析：結果を表3に示す。21食品の放射能濃度は5．03～117Bq／kgの  

範囲であった。また炭素量は19．9～456g／kgの範囲であり、比放射能は、すけとう  

だらを除くと、15．0～15．6dpm／g炭素の範囲であった。すけとうだらは14．2dpm／g  

炭素であった。   

④ウラン、トリウム及び228Ra放射化学分析：238u及び232Thが検出された食品につ  

いて得られた結果を表4に示す。精白米、牛乳、みかん、鶏卵及び大根からは両核  

種とも検出されなかった。238u及び234uは40食品中それぞれ19及び20食品  

から検出され、その放射能濃度はそれぞれ0．0012～0．11及び0．0016～0．12Bq／kg  

の範囲であった。29OTh、232Th及び228Thは、40食品中それぞれ17、17及び  

29食品から検出され、その放射能濃度は0．0015～0．069、0．00073～0．11及び  

0．0010～3．4Bq／kgの範囲であった。228Raは、40食品中12食品から検出され、  

その放射能濃度は0．039～2．4Bq／kgの範囲であった。   

⑤プルトニウム放射化学分析：精白米、牛乳、みかん、鶏卵、大根及びたこについて  

調査したが、238pu及び289＋240 pu ともにいずれの食品からも検出されなかった。  

3．結語   

γ線スぺクトロメトリーで検出された人工放射性核種は、過去の大気圏内核実験等が  

起源と思われる137csのみであった。gOsr及び137csの放射能濃度を比較すると、動物性  

食品では137csが植物性食品では90srが高い傾向が見られた。また、それらの濃度は大  

部分が1Bq／kg生以下であった。乾燥等の処理を行っていない食品から検出されたウラン、  

トリウム及び228Raの放射能濃度は、いずれも大部分が0．1Bq／kg生以下であった。それ   

らの同一壊変系列核種の比は234u／238u＝0．74～1．6、230Th／234u＝0．56～1．7、   

226Ra／230Th＝15～220及び228Th／232Th＝1．1～160であった。 226Ra／230Th及   

び22eTh／232Thでは、著しく放射平衡からのずれが見られた。14cの結果は、すけとう  

だらを除き、昨年度と同じくはぼ一定の比放射能値となった。プルトニウムは調査した全  

試料とも不検出であった。原子力施設の近傍と遠隔で購入した食品には、放射能濃度に有   

意な差が認められなかった。  
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表1 γ線スベタトロメトリーの結果  

購 入  放射能濃度  
食  品  群  食品 名  

乱入よ犬懇  

地 域  り7cs   ＝Tl   1t18i   …Ac   10艦   単位  

米   稚 白 米  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   公 地8   

南九州   ＊   ＊   ＊   ＊   詔 ±α8  生  

北海道   ＊   ＊   ＊   ＊   恥他生                             詑 ±仇9  

輔 東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   21：蛾7   

牛  乳  牛  乳  北  陸   ＊   ll・：ヽllみ；   ＊   ＊   巳） ±1．0   

南九州   ＊   ＊   ＊   ＊   液体  

北海道  αお±0．腫   ＊   ＊   ＊   恥他生  

関東Ⅰ   ＊   ＊   乱加地胤   ＊   亜 ±1．0   

柑  楕  類  グレープフルーツ  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   亜 ±0．9   

南 九州   ＊   ＊   ＊   ＊   彪 ±乱9  

北海道  α貴地0認   ＊   ＊   ＊   45 ±1．0   生  

大  根  大  根  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   軌生                                                          瑠 ±1．3  

南九州  0．劇±M期   ＊   ＊   ＊   閏 ±1．1  

北海連  0．19±0．鵬0   ＊   ＊   ＊   61 ±1．1  

関：東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   愚 ±1．3   

その他の嗜好飲料  乳酸菌飲料  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   19 劫7   

南 九州   ＊   ＊   ＊   ＊   液体  

北海遭   ＊   ＊   ＊   ＊   恥他生  

関東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   7．7±乱射   

その他の果実  メ  ロ  ン  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   記 ±1．3   

南 九州   ＊   ＊   仇か±0．（溺   ＊   1刃 ±1  

北海道   ＊   ＊   ＊   ＊   鋸 ±1．3   生  

いか、たこ、かに  た  し  北  陸   ＊   ＊   ＊   ＊   恥他生                                                      劇 ±1．0  

南 九州   ＊   ＊   ＊   ＊   花 ±1．2  

北 海遭   ＊   ＊   ＊   ＊   鴎 ±L2  

関 東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   47 ±a8   

穫  実  額  ご  ま  北  陸   ＊   仇幽地場）  1．3 ±瓜15  乙3 血刀  140 ±2   

南九州   ＊   臥灯±魚価1  1．8 劫15  aO ±乱別  140 ±2  乾物  

北海迂   ＊   礪                         心拍±乱凋）  1．4 劫15  乙3 劫急  100 ±2  

関仁東Ⅰ   ＊   1．4 ±丸偶  a6 劫18  乱1±a別  1瓢 ±2   

あじ、いわし類  さ  ば  関東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   110 ±2   

その他の生魚  わ か さ ぎ  関∵東Ⅰ  ll二；・：ll虎  ＊   ＊   ＊   田 ±0．7  

し  い  関 東Ⅰ  0．訂±M湖   ＊   ＊   ＊   100 ±之   

たい、かれい頼  さんめだい  関上乗Ⅰ  α記±魚卵1   ＊   ＊   ＊   1却 ■±2   

その他の乳製品  ヨーグルト  北  陸  n2劫〔尊   ＊   ＊   ＊  刃 ±1．1  

＊   ＊   ＊   ＊   幻 ±1．0  
生  

南九州  

北海道  払方±α鎚3   ＊   ＊  ＊  訂 ±1．1  
軌生  

関 東Ⅰ  α刃±0．似2   ＊   ＊   ＊   訂 ±1．1   

ま ぐ ろ 類  か っ お  関東Ⅰ  川里1川j   ＊   ＊   ＊   1罰 ±1   

さ け、ま す  ま  す  関東Ⅰ   ＊   ＊   ＊   ＊   110 ±2   

娼持鮎閻蒜肝腎撰警たものについ領袖字2紆aそれ以下のものは＊で示し島  
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表2  ＝S r及びl＝C s放射化学分析の結果  ［1／2］  

食  
購  

群  食 品 名  
地  

入   放 射  能 濃 度   小人状態  

域  90Sr   1JTcs   単 位  

柑  橘  類  ダ・レーナフルーツ  北  陸   0．019±0．0040  0．030±0．0052   

南 九 州   
生  

北 海 道   
8q／kg生  

関 東 Ⅰ   0．069±0．0085  0．090±0．011  

な っ み か ん  関 東 Ⅰ   0．16 ±0．012   ＊   

その他の嗜好飲料  ピュ ア コ コ ア  北  陸   0．83 ±0．037  0．86 ±0．038   

南 九 州   1．0 ±0．06   0．84 ±0．036  

北 海 i董   1．0 ±0．05   0．82 ±0．03T  

関 東 Ⅰ   1．2 ±0．03   1．4 ±0．04  

麦茶（上境り）  北  陸   0．19 ±0．012  0．14 ±0．012  

南 九 州   0．10 ±0．015  0．087±0．0089  
乾物  

北 海 運   0．19 ±0．018  0．047±0．0082  
8q／kg乾  

関 東 Ⅰ   0．28 ±0．016  0．83 ±0．031  

インスタントコーヒー  北  陸   0．56 ±0．099  1．6 ±0．18  

南 九 州   0．56 ±0．Og6  1．4 ±0．15  

北 海 並   0．41±0．095  1．1 ±0．17  

乳 酸 菌 飲 料  北  陸   0．016±0．0032  0．047±0．0054   

南 九 州   ＊   液体  

北 海 道   ＊   Bq／kg生  

関 東 Ⅰ   ＊   0．022±0．0039   

モ の 他 の 果実  メ   ロ   ン  北  陸   0．025±0．0058  0．058土0．0084   

南 九 州   0．038±0．0063  0．14 ±0．012  

北 海 運   0．051±0．010  0．055±0．0086  

関 東 Ⅰ   0．030±0．0084   ＊   

モ の 他 の 野菜  大 豆 も や し  北  陸   0．098±0．014  0．040±0．0073  

南 九 州   0．099±0．0092  0．057±0．0087  

北 海 道   0．14 ±0．013  0．12 ±0．010  

関 東 Ⅰ   0．18 ±0．013  0．092±0．011  

ぜ ん ま い  北  陸   0．28 ±0．011  0．042±0．003T  

南 九 州   0．30 ±0．020  0．057±0．0071  

北 海 道   0．30 ±0．013  0．022±0．0031  

関 東 Ⅰ   0／40 ±0．020  0．085±0．0080   

そ の 他 の 野菜  な  す  北  陸   ＊   0．020±0．0062  

南 九 州   ＊   ＊  

北 海 道   ＊   ＊  

関 東 Ⅰ   ＊   ＊   

生めん、ゆでめん  そ ば （生）   北  陸   0．02g士0．0073   ＊  生  

南 九 州   0．025±0．0047   ＊  8q／kg生  

北 海 道   0．076±0．014  0．088±0．0096  

関 東 Ⅰ   0．081±0．014  0．25 ±0．026  

中 華 生 そ ば  北  陸   0．040±0．013   ＊  

南 九 州   0．041±0．011  0．017±0．0045  

北 海 運   ＊   ＊  

関 東 Ⅰ   ＊   ＊   

その他の緑黄色野菜  あ し た ば  北  陸   0．37 ±0．014  1．4 ±0．03  
北 海 道   0．24 ±0．016  0．050±0．0065  

関 東 Ⅰ   0．61±0．037  0．48 ±0．02（∋  

糞  ね  ぎ  北  陸   0．036±0．0057   ＊  

南 九 州   0．13 ±0．015  0．036±0．0063  

北 海 運   0．22 ±0．012  0．031±0．0091  

関 東 Ⅰ   0．24 ±0．023  0．037±0．0074   

いか、たこ、かに  た  」  北  陸   ＊   ＊  

南 九 州   ＊   0．050±0．0074  

北 海 運   ＊   0．035±0．0068  

関 東 Ⅰ   ＊   0．044±0．0073   
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［2／2］  

食  
購  

群  食 品 名  
地  

入   放 射 能 濃 度  れ入状態  

域  ＝Sr   l＝Cs   単 位  
み  そ  み  そ  北  陸   0．21±0．031  0．073±0．018   

南 九 州   0．068±0．012  0．046±0．013  

北 海 i土   0．34 ±0．038  0．15 ±0．021  

関 東 Ⅰ   0．30 ±0．045  0．20 ±0．025   

あ じ、い わ し類  さ  ば  北  陸   ＊   0．10 ±0．009  

南 九 州   ＊   0．19 ±0．014  

北 海 道   ＊   0．21±0．011  

関 東 Ⅰ   ＊   0．16 ±0．013  

あ  じ  北  陸   ＊   0．21±0．013  

南 九 州   ＊   0．21±0．014  

北 海 道   ＊   0．18 ±0．011  

関 東 Ⅰ   ＊   0．2g ±0．017   

き  の  こ  頼  な   め   こ  北  陸   ＊   0，63 ±0．023  

南 九 州   ＊   0．25 ±0．014  

北 海 道   ＊   0．16 ±0．011  

関 東 Ⅰ   ＊   0．55 ±0．023  

な め こ 水 煮  南 九 州   0．020±0．0048  0．98 ±0．027   

そ の 他 の 生 魚  ぷ り ・ 生  北  陸   ＊   0．13 ±0．013  

南 九 州   ＊   0．19 ±0．012  

北 海 道   ＊   0．19 ±0．012  生  

関 東 Ⅰ   ＊   8q／kg生                                                                                                                                                                                                                                                                            0．16 ±0．012   

ハム、ソーセージ   ウインナソーセージ  北  陸   0．016±0．0043  0．042±0．00TO  

南 九 州   ＊   0．01T±0．0052  

北 海 道   0．032±0．0061  0．13 ±0．012  

関 東 Ⅰ   0．026±0．0052  0．03g±0．0071  

ソ ー セ ー ジ  北  陸   ＊   0．098±0．0089  

南 九 州   ＊   0．16 ±0．012  

北 海i壬   ＊   0．17 ±0．012  

関 東 Ⅰ   ＊   0．24 ±0．014   

た い・かれい類  ひ   ら  め  北  陸   ＊   0．15 ±0．011  

南 九 州   ＊   0．17 ±0．012  

北 海i暮   ＊   0．23 ±0．016  

関 東 Ⅰ   ＊   0．26 ±0．015   

魚 （ 塩 蔵 ）  た  ら   こ  北  陸   ＊   0．046±0．011  

南 九 州   ＊   0．053±0．0095  

北 海 道   ＊   0．038±0．0063  

関 東 Ⅰ   ＊   0．097±0．012   

海  草  類  こんぶ・まこんぶ  北  陸   ＊   0．71±0．087   

南 九 州   ＊   0．67 ±0．085  

北 海 道   ＊   0．40 ±0．OTO  

関 東 Ⅰ   ＊   0．35 ±0．0丁4   

種  実  額  ら っ か せ い  北  陸   0．50 ±0．017  0．34 ±0．018  

南 九 州   0．52 ±0．018  0．33 ±0．018  乾物  

北 海 道   8q／kg乾                                                                              0．62 ±0．029  0．36 ±0．018  

関 東 Ⅰ   0．021±0．0053  0．32 ±0．018  

ヘーゼルナッツ  関 東 Ⅰ   9．3 ±0．17   35  ±0．3  

い り ご ま  北  陸  12  ±0．1   0．38 ±0．020  

南 九 州   9．4 ±0．12   0．27 ±0．017  

北 海 運   6．3 ±0．10   0．096±0．011  

関 東 Ⅰ   5．7 ±0．10   0．29 ±0．017   

そ の 他 の 肉  ひ つ じ 肉  北  陸   ＊   0．10 ±0．009   

北 海 道   0．056±0．0057  1．1 ±0．03  生  

関 東 Ⅰ   ＊   Bq／kg生                     0．031±0．0062  

す っ ぽ ん 肉  関 東 Ⅰ   0．T4 ±0．024  0．14 ±0．013   

駅たものについて有効数字2桁で、それ以下   
圭；壷覧背馳姦策雷管㌫芸芸笠警芳志買主讐チ   
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表3 】4Cの放射化学分析の結果  

購入  
食   品   群  食 品 名  14c放射能濃度  

地域  （Bq／kg）   （g／kg）   

柑   橘   類  み か ん  北  陸   7．43±0．056   29．8   15．0 ±0．11  

南 九 州   12．8 ±0．10   50．6   15．2 ±0．11  

北 海 道   13．3 ±0．10   52．7   15．1±0．11   

卵  類  鶏  卵  北  陸   32．3±0．24   125   15．5 ±0．11  

南 九 州   34．3±0．25   133   15．5 ±0．11  

北 海 道   37．9±0．28   147   15．5±0．11  

関 東Ⅰ   35．7±0．26   15．6 ±0．12   

大  根  大  根  北  陸   5．49±0．041   21．9   15．1±0．11  

南 九 州   5．50±0．041   21．7   15．2 ±0．11  

北 海 道   5．03±0．038   19．9   15．2 ±0．11   

ビ  ル  ビ ー   ル  北  陸   8．85±0．066   34．9   15．2 ±0．11  

南 九 州   8．32±0．063   33．3   15．0 ±0．11  

北 海 道   臥56±0．068   33．6   15．3 ±0．12   

その他の嘩好飲料  紅  茶  陸  115 ±1．0   454   15．1±0．13  

（乾燥葉）   

南 九 州  114 ±1．1   15．1±0．15  

北 海 道  117 ±1．1   15．3 ±0．14  

関 東Ⅰ   116 ±0．9   455   15．3 ±0．11   

いか、たこ、かに  た  し  北  陸   24．4 ±0．18   95．8   15．3 ±0．11  

南 九 州   19．8 ±0．15   78．8   15．1±0．11  

北 海 道   23．8 ±0．18   95．2   15．0 ±0．11   

たい、かれい類  すけとうだら  関 東Ⅰ   18．8 ±0．15   79．5   14．2 ±0．11   

分析結果は、計数値がその計数誤差の3倍を超えたものについて有効数字3桁で示した。  
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考4 ウラン、ラジウム、及びトリウム放射化学分析の結果  

ウ ラ ン系 列  ＝u   トリ ウ ム系列  

■灘  

食品群  食品名  J・i王■  α撫スぺクトロメトリー  濱村刑項周噴鈷   α線スベクトロメトリー  

単位  
＝U   

引けU   …Th   tllR8   ＝U   ＝tTh   …Th   

㈱  ＊   M馳：址O10  已8 出け7   

嘲料   

・▲・∴  

北海道  α11ゴ瓜011  aほ ±瓜011  α髄訂±瓜∝斑  1．1 ±瓜00   ＊   棚  

阿東Ⅰ  a鳩i瓜00∞  鋸旧）±瓜00飢  α0¢±瓜肪l  1．8 ±瓜∞   ＊   αC印 ±瓜舵  21 ±瓜朗  

コーヒー  北 陸  M加1±瓜（》11  α∝部±瓜0010  α伽±瓜m）  鋸諮：出＝斑   ＊   a∝皮±瓜000防  鋸訂：出目郁   

＃九州  α00証土a00娼  a00餌辻a0014  a（渦劫0014  n13 ±M広  ＊   榊監  

北海道  n00師±瓜0刀釦  α∝以劫m  a00超±瓜0010  a粥 ±瓜鵬1   ＊   町kd乞  

関東Ⅰ   ＊   α眼：弧0017   ＊   l・； llくミ   ＊   α00診±瓜（Ⅱ粉  山名：出010   

軌  ＊   α0017出＝Ⅸ伍   ＊   ＊   l．111ヱ Illlろ；  nO10］瓜0017   

ゆ漸ノ   

甫九州  llli】l‖l－  a∝】5丑〔Ⅸ静  a0015±瓜舵  aO乃±瓜昭お   ＊   生  

北海道  a00訂±m0010  α00缶±瓜0011  α00閉止瓜∝12   ＊   ＊   鵬  

関東Ⅰ  m00詐±瓜00：偲  n0000±瓜（Ⅸ恍  α∝】Bゴ瓜の逓   ＊   ＊   n0010±瓜肥傲）  α店0±n∝田   

その他の  ＊   ＊   lll】lll＝′  α淵）i瓜の方r   

樅野  

菜   南九州  n（【昆虫（Ⅸ慌  a昭芳±瓜（Ⅸ閥  nⅦ打出0012   ＊   ＊   lllくヽ l‖lj  lリ■】llllヱ●  

北躊道  a0018劫C00氾  lllろ●lllll  lllろ●llll＿く   ＊   ＊   nm±瓜000宏  llllllll；t  

関東Ⅰ  lllろ●lllli・；  製Il粥l＝l一く  α∝広l±瓜00鋸1  all也019   ＊   生  

lカ＼た  ＊   ＊   ＊   ＊  鵬  
こ、かこ   

南九州  nq訂±瓜C偽1  n（辺±瓜∝朗   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊  

北海遭  a佗2±m00四  αO19±瓜∝辺   ＊   ＊   ＊   ＊   aO12±8∝即  

関東Ⅰ  α0000±瓜0013  mO11±瓜0015   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   

1）醐弔よ伽爛さ停軌こものこ1湖岸2杭脚ものこユーロま＊で示し桝塾粛脚姥示しね  

淵榊入日l淵正し鶴  
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究   



Ⅳ－1 陸上試料の調査研究   

一環境中におけるテクネチウム等長半減期核種の挙動に関する研究－  

子、渡部輝久  

本調査研究は、日本の主要な地域におけるテクネチウム等長半減期核   

種の陸上試料中の放射能レベルを調査研究し、その事穂状況を把撞する   
ことを目的としている。テクネチウムはすべての同位体が放射性の元素   

である。中でもテクネチウムー99は物理学的半減期が約21万年と長く、   

原子燃料サイクル施設からの放出や99皿Tc（99血Tc［Tl′2 ＝ 6．01h］→   

99Tc）の医学利用に伴い、環境中へ移行・蓄積されていく核種として重   
要である。そのため、この核種に着日して調査研究を実施している。  

昨年度まで、土壌試料中に含まれる99Tcの分析測定法に関して、燃焼   

装置による揮散・捕集法と溶媒抽出法を組み合わせた方法について検討   

を行ってきた。その結果、酸抽出法等を用いたこれまでの方法と比べて、   

本分析法は、回収率は同程度の約55％であるが、操作が容易であり、回   

収率がほぼ一定であるという利点があることが分かった。  

2．調査研究の概要  

土塊試料中の99Tcの分析測定法については、溶媒抽出法によるTcの回   

収率はほぼ100％であり、本分析法全体の回収率をさらに向上させるた   

めには、燃焼装置による土壌からのTcの拝散率を向上させることが必   

要である。そこで本年度はトレーサー実験により、土壌試料中のTcの   

拝散率向上に関する実験を行った。   

本実験で用いたのは、95mTc（化学形はTcO。‾）を添加して植物栽培   

実験に供試した後の土壌である。これを6カ月間室温で保存の後、風乾、   

さらに電気炉にて450℃で8時間灰化し、試料として用いた。土壌の灰   

化は、Tcの分析において妨害となる有機物を分解するために行うが、こ   

の操作中に95mTcの損失は認められなかった。  

燃焼装置によるTcの拝散は、通常、酸素気流中において950℃で3   

時間、試料を燃焼させる条件で行っている。この条件下において、土壌   

中のTcの拝散を促す方法として、①0．1N硝酸を酸化剤として土壌試料   

に添加、②導入している酸素に水蒸気（酸化剤としても還元剤としても   

働く）を混入、の2つについて検討した。比較として、通常の揮散条件   

でも実験を行った。揮敬したTcは、希炭酸カリウム溶液中に捕集し、   

NaI（Tl）シンチレーションカウンター（アロカ、ARC・300）で放射能を   

測定して回収率を求めた。  

結果を表1に示す。通常の条件下では、95mTcの回収率は57～71％、  

田上恵子、内田滋夫、横須賀節子、渡部輝久  
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表1 土壌試料中の95mT。の燃焼装置による揮散・捕集率  
（950℃、3時間、酸素気流下）  

捕集率（％）  

通常の揮散条件 sample1  56．9士1．3  

Sample2  63．6±1．1  

Sample3  62．4±0．9  

Sample4  65．7±0．8  

Sample5  70．6士1．5  

平均値  63．8±6．1  

0．1N硝酸を5mL土壌に添加  75．1±1．5  

水蒸気を酸素気流に混入  75．1±4．8  

士：計数誤差  

平均63％であった。一方、希硝酸を試料に5mL添加したものでは、約  
75％であり、水蒸気を酸素に混入させた場合も、これと同じ回収率を  
得た。酸化剤である硝酸の添加によりTcの拝散率は向上したが、同時  
に、水蒸気の導入も、土壌試料中のTcの拝散を促していることが分かっ  

た。水蒸気を使用する方法は、燃焼装置で用いる際に、酸化力の強い薬  
品を土壌試料に添加する方法よりも安全である。水蒸気を燃焼装置に導  
入する方法については、今回は、酸素を供給する途中において、加熱に  

よって発生させた水蒸気を導入する方法を用いた。さらに水蒸気導入効  

率の良い方法を用いれば、Tcの回収率の向上の可能性があると思われ  
る。  

3．結語   

環境試料中の99Tcの汚染レベルは極めて低いため、定量を行うには多  

量の試料からの分離濃縮操作が必要である。さらに、99Tcを測定するた  
めには、分離濃縮後の測定試料中における他の元素の汚染の程度が極め  

て低いことが要求される。これまでの調査研究により、土壌試料に関し  
ては、燃焼装置を用いることにより妨害元素の混入をかなり低減できる  

こと、また、実験で使用した溶媒抽出法は、Tcに対する選択性が高く  
かつ迅速にTcを分離できること等が分かった。   

今後の調査研究では、原子燃料サイクルの安全評価上聞題となる種々  
の環境試料について99Tcの分析を試みるとともに、土壌や降下物等の試  

料を用いて我が国のバックグラウンドレベルの情報を得ることに重点を  

置く予定である。  
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Ⅳ－2 緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所  

中島敏行、白石久二堆、横須賀節子   

1．緒言  

本課題はチェルノブイリ事故以後、急速設定された課題のひと  

つである。われわれは電子スピン共鳴（ESR）現象を被曝線量  

評価に利用することを1g72年に世界に先駆けて提唱して来た。チ  

ェルノブイリの事故以後、この方法に最適な物質の発見と特性研  

究をし、幾つかの線量材料の中で、その実証例として薦糖（砂糖）  

を用いた。即ち、チェルノブイリ事故時に住民が避難退去したプ   

リピアチ市の屋内に残っていた砂糖8試料を用いて屋内線量を推  

定した。この ESR法の結果は、避難市民の被曝線量について、  

旧ソ連の推定した結果と良い一致が認められ、本 ESR法の実用  

性が証明できた。  

また、チェルノブイリ事故に関連して、一般住民の歯を用いた  

ESR 法による被曝線量推定法の有効性が認められて来ており、歯  

牙エナメル質による ESR線量法の基礎研究にも着手した。  

2．調査研究の概要  

線量計用材料及び線量計の基本特性を中心に、これまでの調査  

研究結果をF緊急時被曝線量評価法に関する研究jとして、中間的  

とりまとめを行った。  

また、旧ソ連より入手した歯牙試料について、大阪大学（理）  

池谷研究室において歯牙エナメル質の分離法の技術指導を受けた。  

3．結語  

砂糖による個人の緊急時被曝線量評価法は数々の利点があるこ  

とを見いだした。即ち、携帯により個人の被曝線量計となりうる  

こと、また、砂糖が置かれていた場の放射線線量が測定可能であ  

ること。しかも砂糖は世界の殆どの家庭、職場にある材料であり、  

その昔及位、汎用性、経済性、放射線特性の健秀性と普遍性、さ  

らに携帯時と計測時の簡易性、利便性がある。  
歯牙に関しては、分離出来たエナメル質が100mg程度と少なか  

ったために、追加照射により被曝線量推定を試みたが、満足出来る  

結果を得られなかった。歯牙による ESR法には、まずサンプリ  

ング（強制的抜歯は好ましく無い）に難点があること。次にエナ  
メル質の分離が難しく、追加線量法をとるために相当のエナメル  

質が必要なことなど改良すべき点が多い。今後は、高精度な分析  

法や抜歯せずに測定出来る方法など開発する必要がある。  
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Ⅳ一3 放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）  

放射線医学総合研究所本郷昭三、竹下 洋、内田滋夫  

1 はじめに  

放射能迅速評価システム（ERENS：EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）の導入を昭  

和63年廉から5ケ年計画で行ってきた。平成3年度に機器整備を終え，現在は、運用段階である。表1に  

ERENSの測定器を示した。  

汎定器  年度  性能または特徴  

Ge半導体スベタトロメータ  S64 GPIBTCP／IPによる接  

Ge半導体スペクトロメータ  HOl 東海施設支所電話回線接続  

β線スベタトロメータ  HO2 GPIBTCP／IPによる接  

空間γ線アナライザー  Ⅱ02 GPIBTCP／IPによる接  

ポータブルGe半導体軋定器  HO2 公衆回線接続  

ポータブル空間γ線アナライザー HO3 公衆回線接続  

大気浮遊塵放射能モニター  HO4 フィルタ交換機能ネットワーク制御  

表1：主な整備機器  

2 平成6年度の計測結果  

個別の計測結果については別途報告しているので、ここでは、当所の屋上に設置したNaI（3Ⅹ3in）検出器  

により観池された、平成6年2月から、平成7年9月までの空間γ線の計数率の経時変化（固1）を示した。   

なお、計数率が統計誤差の3倍以上でかつ10％以上変化したときははエネルギースペクトルも自動的に  

記録される。これらのスペクトル43個をすべて重ね書きしたのが図2である。検出器の利得の不安定性が  

みられるが人工放射線に関係するようなスペクトル変化は観察されない。  

さ おわりに  

EREⅣSの池定器による測定結果は、すべてインターネットに細っているERENSのサーバに納められて  

おり、監視画面もネットワークに対応しているので、必要なら、IP接続された国内外の複数のステーショ  

ンに表示することが可能である。省際ネットワーク、STAネットワーク等、インターネット接続が研究所  

では当たり前になりつつある。ERENSで得られたデータ及び、解析プログラムはLAN上のサーバに登録  

されているので許可さえあたえれば、インターネットからアクセス可能である。  
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図1：空間γ線の経時変化（，94／02－，95／09）  
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図2：空間γ線エネルギースペクトルの変化（’94／02～’95／09）   

図1等の結果については、WWW等で公開することを現在検討している。また、インターネットを用い  

て上記監視を各地区で行い、それらを、お互いに表示して全地域の監視をお互いに行うことも、可能であ  

る。このようにネットワークの拡大により、さらに、高次の通信、資源の共有化、放射能調査研究の能率  

化、統合的な解析も可能となるものと期待される。  
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Ⅳ－4 緊急時放射線モニタリングシステムの開発  

動力炉・核燃料開発事業団 東海事業所  

今泉 謙二 、 叶野   豊  

清水 武彦 、 片桐 裕実  

1． 緒 言  

原子力施設から放射性物質が大量に放出される等の緊急時においては、   

地方公共団体は地域防災計画に従い防災活動を行うこととなっている。ま   

た、国は、その活動に対して助言等の措置を誇ずることとなっている。  

原子力の防災対策においては、適切な防災対策を決定するための基礎情   

報として、周辺環境における線量当量の把握，環境中へ放出された放射性   

物質の状況の把握等が極めて重要となる。このため、原子力委貴会決定に   

よる緊急時環境放射線モニタリング指針に、その在り方が示されている。  

なかでも、空間γ線量率を迅速に測定・評価することは、緊急時モニタリング   

として重要な位置づけを占めている。特に、事故直後においては、放出源   

の変化，気象状況の変化等から線量分布が大きく変化するものと考えられ、   

また、その経時的な変化も大きいものと思われる。従って、可能な限り空   

間†線量率をリアルタイムに把握する必要がある。  

そこで、空間γ線量率情報を可能な限りリアルタイムで収集することが可能な   

システムの検討を行ったので報告する。  

2． システムの概要  

構築すべきシステムとして要求される事項は、以下のとおりである。  

1）リ7ルタイムでの情報を収集するために、自動トタ 収集システムであること。   

2）データ 転送は、これまでのようなFAX 等に替わるシステムとして、短時間での  

処理が可能であること。   

3）リアルタイムで転送されてきたデータ を瞬時に地図情報へ取り込み、線量分布状  

況を画像情報として利用できること。   

4）これら一連の流れが自動処理可能システムであること。  

これらの要求事項を考慮したシステムを図1に示す。  

本システムは、トタ 収集系の子局及び画像データ として処理を行う親局か   

らなる。子局としては、任意の地点での測定を前提として考え、測定地点  
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の位置測定のための装置（GPS）、γ線測定装置（NaI（TB）シソチいションサーペイメー  

タ）、空間γ線量率の測定結果を転送するための装置（携帯電話）さらに測  

定からデータ 転送までの一連の流れをコントロールするトタ 処理装置（ノート型／りコン）  

から構成される。また、親局としては、転送されたトタ を複数の子局から  

同時に受信する受信システム（マルチトトモデム）、受信された放射線データ 等のト夕べ－ス  

システム（ネットワークサー／り さらに図形化処理を行うデータ 処理装置により構成される。   

本システムによって得られた空間γ線量率のコントマップ（線量分布状況）の例  

／／一一「〔＼＼＼                      ■  

チーク壬計エソ■彗●‡  

王子†帯不幸：一鼠長  

吉全盲汚吋 藍＝三三  

図2 線量分布状況   エーフこ…！エソ？′7・て＝ 寺：亡一号  

図1 概念図  

3．結  

1）リトトセンシソグ 技術とデータ 処理技術を導入した本システムの構築により、   

空間？線がリ7ルタイムで視覚情報として収集可能となった。  

2）データ 収集から解析処理に至る一連の作業が自動化されたことによ   

り、人的労力の軽減，時間の大幅短縮が図れた。   

緊急時モニタリングシステムを開発したことによって、原子力施設の緊急時モニタリング  

時に、放射線情報を迅速に入手するための重要なツール を提供することがで  

き、防災対策立案上、極めて大きな前進が図れるものと期待される。  
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Ⅳ－5 放射線計測機器の規格化に関する対策研究  

財団法人 放射線計測協会   

沼宮内 弼雄、池沢 芳夫、田村 務   

千田 徹、本多 哲太郎、菊地 正光  

1．緒 言   

現在、環境モニタリングにおいて、空間γ線量率の測定には電離箱式、NaI（Tl）シ   

ンチレーション式、GM管式等の測定器が、積算線量の測定にはT LDがそれぞれ   

使用されている。これらの測定機器によるモニタリング結果は、使用される検出器   

やその校正方法等の相違によって整合性が損なわれることがあってはならない。   

連続モニタによる環境γ線測定法は、測定マニュアルが整備されているが、緊急   

時における測定結果の信頼性をさらに向上させるため、測定器の諸特性を確実に把   

握し、測定方法、校正方法等を確立する必要がある。   

緊急時において原子力施設等から大量の放射性物質が放出された場合、周辺住民   

に対する屋内退避、避難等の適切な防護対策の決定に資するために、周辺環境にお   

ける空間γ線量率等を迅速に測定し、周辺住民の予測線量当量を推定することが重   

要である。そのため、緊急時環境放射線モニタリングにおいては、平常時の環境放   

射線モニタリングとは異なった測定・評価の運用方法および迅速化と効率化が必要   

である。   

本研究では、緊急時におけるサーベイメータおよびモニタリングポストによる空   

間線量等の測定・評価の運用方法等について調査・検討を行い、最終目標として測   

定マニュアルの基礎資料を作成することを目標としている。  

なお、本研究は平成6年度、平成7年度の2年間に渡り実施する予定である。  

2．調査研究の概要  

平成6年度においては原子力発電所立地道府県における、緊急時に対応可能な環   

境モニタリング体制について現状調査を行い、測定装置の設置状況およびそれらの   

性能、さらに緊急時を想定した測定・評価方法等の現状を分析し、運用にあたって   

の問題点等を検討した。また、測定・評価方法の現状分析にあたっては代表的なサ   

ーベイメータのエネルギー特性等を試験した。これらの調査・検討結果を以下に述   

べる。  

1）空間線量等の測定等に関する現状調査  

緊急時における空間線量等の測定マニュアルを作成するための基礎資料とするた  

め、原子力発電施設等の立地道府県に対し現状調査の一環として、  
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① 空間線量率測定用サーベイメータに関すること  

② モニタリングポスト（ステーション）に関すること  

③ 走行サーベイに関すること  

④ 緊急時の空間線量等の評価に係る事項  

について調査を行った。今回の調査の中で、特に測定器の点検・校正の考え方が  

統一されていないことや、測定・評価法の運用等に関するマニュアルがほとんど  

整備されていないことなどの問題点が明らかになった。   

2）サーベイメータによる空間線量率測定時の換算係数  

立地道府県においては、形式、単位において種々のサーベイメータが整備されて  

いる。このため、各種サーベイメータの特性を試験調査し、緊急時の空間線量を  

線量当量で評価するための手法等について検討し、これらの結果を基にサーベイ  

メータの線量当量への換算係数を求めた。今後、迅速な評価が行えるよう実用的  

換算係数の検討を行う。   

3）緊急時空間線量の測定における核種分析の必要性  

防護対策決定のために空間線量を評価する初期段階（第1段階）においては、核  

種分析の必要性はあまりなく予測線量当量を迅速に推定する測定方法に重点が置  

かれるべきである。事故後、精密な線量評価を行う場合には、線量に寄与する核  

種は周辺住民の線量当量評価上の有用な情報源となる。緊急時においては、空間  

線量測定の他に各種試料採取・分析も実施されており、必要な場合にはそれらの  

核種分析情報を活用することの有効性と必要性を確認した。   

4）点検・校正  

現状調査から、点検・校正についての考え方が各道府県間においで斉一性が無い  

ことが分かったので、点検と校正の定義と各自治体が行うペき必要事項の範囲を  

明らかにした。今後、点検および校正における基本的事項の整備を行う。   

5）T C S－121C型（鉛遁へい体付）による線量算定法の再検討  

放射能測定調査委託で使用されているT C S－121C（鉛逓へい体付）を用い  

たこれまでの測定方法とエネルギー補償型を用いた測定方法において、測定場所  

におけるエネルギー分布によって起こり得る測定値の相違を、基準線源を用いた  

エネルギー特性試験を行い明らかにした。  

3．結 語  

平成6年度に実施した調査結果を基に、平成7年度ではモニタリングポストのエ   

ネルギー特性、走行サーベイによる測定評価の連用方法等について調査・検討し、   

緊急時における空間線量測定のためのマニュアル作成に必要な基礎資料の作成を行   

う。  
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Ⅳ－6 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

－ヨウ素－129分析法一  

財団法人 日本分析センター  

ヨウ素－129分析法検討委貞会●  

1．緒言   

原子力発電所、核燃料再処理施設等の原子力平和利用施設の増加に伴い、施設から排出  

される放射性核種の環境放射能レベルの把握が、環境モニタリングとして重要となってい  

る。ヨウ素－129は、半減期が1．57×107年と長く、また人体に取り込まれると甲状腺に  

移行して蓄積されるため、環境影響評価上重要な核種である。このため、ヨウ素－129の  

分析法マニュアル（案）を作成した。その概要は以下のとおりである。   

なお、本研究は科学技術庁からの委託業務として、平成4年度及び平成6年度の2年間  

で実施した。  

2．概要   

ヨウ素－129の分析法には、放射化学分析法、中性子放射化分析法、質量分析法等があ  

る。質量分析法は質量分析装置が一般に普及していないこともあり、本マニュアルでは、  

分析が比較的簡単に行える放射化学分析法及び、より低い分析目標レベルまで定量できる  

中性子放射化分析法を採用した。   

対象試料は、土試料、水試料、生物試料、大気浮遊じんとした。  

2．1放射化学分析法  

〔分離・精製法〕   

土試料、生物試料及び大気浮遊じんについては、試料を燃焼して、ヨウ素を活性炭に吸  

着（活性炭吸着法）あるいはアルカリ溶液に吸収（アルカリ溶液吸収法）後、溶媒抽出法  

によりヨウ素を分離・精製し、ヨウ化パラジウムの沈殿を生成する。   

水試料のうち陸水及び牛乳は、一度、ヨウ素を陰イオン交換樹脂に吸着した後、上記の  

土試料等の方法により分離・精製する。あるいはヨウ素を陰イオン交換樹脂に吸着した後、  

次亜塩素酸ナトリウム溶液で溶離して、溶媒抽出法によりヨウ素を分離・精製し、ヨウ化  

パラジウムの沈殿を生成する。海水はヨウ化銀の沈殿を生成後、銀を亜鉛で還元してヨウ  

素を遊離する。溶媒抽出法によりヨウ素を分離・精製し、ヨウ化パラジウムの沈殿を生成  

する。  

〔測定方法〕   

ヨウ化パラジウムの沈殿に含まれるヨウ素－129のβ線あるいはγ線を測定する。  

〔回収率の補正方法〕   

分析開始前にヨウ素20mgを加え、分析終了時にヨウ素の重量をはかる。  

＊（委員長）木村 幹 （委員）市村雄一（平成6年度）  

平井保夫（平成4年度）  

（事務局）平野見明、深津弘子、福嶋活人、井場敏行、  

樋口英雄、福嶋活人、佐藤兼章、池内嘉宏  
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、清水武彦、  

、皇 三千男、村松康行  

小林 裕（以上5名平成4年度）  

（以上4名平成6年度）   



2．2中性子放射化分析法  

〔分離・精製法〕   

放射化学分析法の分離・精製法と同様に行った後、ヨウ化パラジウムの沈殿を燃焼して、  

石英管に封入する。あるいは、放射化学分析法の分離・精製法の溶媒抽出法まで同様に行  

い、濃縮後液体のまま石英管に封入する。  

〔測定方法〕   

ヨウ素を封入した石英管に中性子を照射して、ヨウ素－129から生成するヨウ素－130  

のγ線を測定する。  

〔回収率の補正方法〕  

あらかじめ試料中のヨウ素を放射化分析により定量しておき、ヨウ素を封入した石英  

管に中性子を照射した時にヨウ素－127から生成するヨウ素－126のγ線を測定し、分析  

終了時のヨウ素量を求める。あるいは、分析開始前にヨウ素－125を加え、分析終了時に  

ヨウ素－125の†線を測定する。  

2．3クロスチェック   

土壌を乾燥後、粉砕混合を行い、500gずつをポリエチレン製ビンに入れてクロスチェッ  

ク用試料とした。クロスチェックの結果を表に示す。  

クロスチェック実施機関は、放射線医学総合研究所、動力炉・核燃料開発事業団及び  

（財）日本分析センターである。  

表 クロスチェックの結果  

実施機関   土試料の129Ⅰ（Bq／kg）   

0．011 ±0．0006  
A  0．012 ±0．000 7  

0．014 ±0．0009  
0．012 ±0．0014   

0．013 ±0．0006  
B  0．011 ±0．0015  

0．011 ±0．0008  
0．011 ±0．0011   

0．010 ±0．0007  
C  0．011 ±0．0010  

0．011 ±0．0008  
0．010 ±0．0013   

A：中性子放射化分析法－アルカリ溶液吸収法（回収率補正方法：125Ⅰ）  

B：中性子放射化分析法一括性炭吸着法（回収率補正方法：125Ⅰ）  

C：中性子放射化分析法一括性炭吸着法（回収率補正方法：安定ヨウ素量をあらか  

じめ定量する方法）  

3．結語   

放射化学分析法と放射化分析法を記載し、それぞれの分析法のヨウ素の分離・精製法は、  

現在、各分析機関で使用されているできる限り多くの方法を記載して、選択できやすいマ  

ニュアル（案）とした。   

クロスチェックの結果は、3機関ともよく一致していた。  
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Ⅳ－7 環境放射線評価情報収集提供システムの紹介  

一日本における環境放射能水準調査結果について－  

財団法人 日本分析センター  
深津弘子、橋本丈夫  

1．緒言   

日本分析センターでは、科学技術庁の委託により、全国47都道  
府県の衛生研究所、国立試験研究機関、日本分析センター等が実施  
している環境放射能水準調査等の調査結果をデータベースに収録し、  
データを提供するシステムを構築し、運用してきた。この環境放射  
線評価情報収集提供システム （Systemof Environmental  
Radiation for the Verification，Evaluation and  

Information Service“SERVEIS”）の高度化の一環として、平成  
3～6年度に開発してきた日本分析センターの内部システムについ  

て紹介する。  

2．概要   

本システムはわかりやすいデータ提供を開発目標として、データ  
ベースの改善を図り、出力機能を強化した。全国レベルでデータを  
評価できるように名称、単位等のデータ標準化の強化、生物分類、  
地点名等の分類コードの整備、データ検索のスピードアップ、また、  
出力データのグラフ化、地図上への表示等の機能を整備した。   
使用しているコンピュータシステムはデータベースサーバ、ワー  

クステーション、パーソナルーコンピュータ、プリントサーバ等を  
LANで接続する分散システムとした。本システムの概要を図1に、  

出力例を図2、3にを示す。  
3．結語   

環境放射線（能）レベルの把握と国民の線量当量の評価などに有  
効に利用することを目的として、昭和52年以来環境放射線データ  

収集管理事業を実施してきた。これまでにデータベースに登録して  
きたデータは139万件となった。各県の衛生研究所等からの検索  

依頼は昨年度は28件となり、検索依頼内容も種々の試料、核種も  
多岐に及んできている。今後も本システムを利用して、全国のデー  
タと比較・評価する等、各機関が実施している環境放射線（能）デ  
ータの信頼性の確保や調査業務への支援を強化していきたい。   

なお、環境放射線（能）情報をより迅速・正確に収集し、理解し  
易い形態で提供するために、衛生研究所等とのネットワークシステ  

ム（“NEW・SERVEIS”）が計画され、平成7年度より開発を開始  
している。  
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V．都道府県における放射能調査   



Ⅴ－1 ゴヒ海道8こさうもナる放射肯色調査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射線科学科  

福田一義、奥井普代、青柳直樹  

1．緒 言   

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成6年度の北海道における環境放射能水準   

調査の概要を報告する。なお、機器の更新（シンチレーションサーベイメータが11月、   

モニタリングポストが12月）に伴い、空間放射線量辛の単位はnGy／hに統一きれた。  

2．調査の概要  

（1）粥査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤によるlカ月採  

取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ線スペク   

トロメータによる核種分析を行なった。あわせて、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・  

海産生物の90srおよび137csの核種分析を行なった。また、空間放射縁王事調査を行  

なった。  

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等を用いた  

機器分析法」、「放射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析法」、「放射性セシウ  

ム分析法」に準拠して行なった。なお、空間放射線t畢は、モニタリングポストによ  

る連続測定およびシンチレーションサーベイメータによる月に一度の測定を行なった。  

（3）測定装置  

GH計数装置；アロカT肛－103（甜－HL8－2501）  

Geガンマ線スペクトロメータ；ORⅧC GEH－25185P  

低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカLBC－471Q  

モニタリングポスト；アロカ柚状一11（11月まで），アロカHAR－21（12月から）  

サーベイメータ；アロカm－121C（10月まで）．アロカm－166（11月から）  

原子吸光分光光度計；日立180－50  

（4）調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能訴査緒果を表Ⅰ、90srおよび137csの放射  

化学分析結果を表ⅠⅠ、牛乳中の131Ⅰ分析括果を表IlI、Ge半導体検出器による核種分  

析測定括果を表Ⅳ、空間放射線主宰測定結果を表Ⅴに示す。  

牛乳の90Srおよぴ137csの測定値には従前と同様な地域差が踏められた。  

3．措 辞  

本年度の調査において、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能綱査結果  

採取年月   降水暮  降水の放射能濃度（Bq／1）  

（mm）   最低値  瀬高値   

平成8年4月   25．5   9   m   m   

5月   53．0   13   m   m   

8月   7．0   4   m   m   

7月   50．5   8   m   m   

8月   112．5   7   m   m   

9月   277．5   18   m   m   

10月   140．0   14   m）   m   

11月   73．5   17   m   ⅣD   

12月   83．d   18   ND   m   

平成7年1月   58．0   17   m   m   

1  2月  1  31．0  1  10  l  m  l ⅣD  l   

H放射化学分析縮果  

賦 科 名   彿取  80sr  137cs  単 位  

年月  数                 最低倒  最高固  ＊過去の借  最低嘲  最高固  ♯過去の債   

0．17  0．16－0．27  0．087  10．033－0．044  叫几g生   

野  根   平8 8  口                莱l  ほうれん  平8 8  口    0．1g  0．13－0．18    0．027  】0・03ト0・058  叫／k8生   
牛 乳  平8 8  4  0．02g  0．087  0．031－0．15  0．031  1．34  0．043－1．85  叫／l生   

平7l  口  ND   M）－IⅧ  0．27  0．20－0．28  恥／kg生  海  

塵  yD   m）－Im  0．063  0．0511）．053  叫／kg生  

生  ND   和一ND  0．044  0．032－0．048  叫／k8生  

物   

＊前年度まで過去3年間の健  

ⅠⅠⅠ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札 幌 市  ＊ 過去の債   

採取年月日  85．17陣87．4陣89．5    陣81l．8  陣71．25  陣73．8  最低値  最高   

131Ⅰ（Bq／l生）   封D   ⅣD ND  ND   Ⅷ   ND   m   m   

採取場所   音 更 町  ＊ 過去の値   

採取年月日  8 5．18  障87．8  陣89．7  障811二8障71．25   障73．8  最低値  最高   

131Ⅰ（Bq／l生）   ND   ND   ND   ND 犯  ND   ND   ND   

＊前年度まで過去3年間の値  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による横種分析測定結果  

試料名  三旺＝ノー  採取年月   検体  137cs  町過去の催  単 位  

数               最低値  最高備   

降下物  札幌市   毎  月   12   ND   0．084  川D－0．25  嶋q／km2   

陸  ND   m   ND－0．36  t止q／1  

蛇口水  稚内市  平8 8，12月   2   ND   m   椚）－Im  嘘q／1  

水   石狩町  平8 7月   和   剛D－0．89  嘘q／1   

土  2g   38 －38  叫／kg乾土  

1．1  1．3 －1．8  GBq／k血2  

墳   8．g  9．8 －14  叫／k8乾土  

1．4  1．5 －2．0  GBq／km2   

精  石狩町  平811月   m   FD－和  恥／kg精米  

米   札幌市  平611月   m   ⅣD－m）  軸／k8精米   

野  石狩町  平8 8月   34   ND－1g  嘘q／kg生  

葉   Im   剛〕－ⅠⅧ  mBq／kg生   

牛  4   河口   0．10  0．060－0．28  叫／1  

乳   札幌市  平88月，平72月  2   甘口   m   ⅣD－0．12  恥／1   

淡水産生物冊   石狩町  平8 7月   0．083  0．081－0．20  叫／kg生   

日常食 都市部   札幌市  平8 8，12月   2  0．037  0．058  0．043－0．23  軸／人・日   

漁村部   岩内町  平8 6，12月   2  0．04g  0．056  0．043－0．24  恥／人・日   

海 水  余市町  平6 7月   m   剛）－1Ⅷ  嘘q／1   

海底土  余市町  平8 7月   m   ¶D－0．87  恥旬戒土   

海産生刺鮭   浦河町  平6 9月   0・11  0．10－0．15  的／k8生   

＊前年度まで過去3年間の値  

V 空間放射線量率棚定結果  

測定年月   モニタリングポスト（eps）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   備 考   

平成 8年 4月   8．3 12．3 9．8   51   エネルギー補償無   

5月   9．3   13．5   10．2   50   〝   

6月   g．8   11．7   10．6   4g   〝   

7月   9．4   14．8   10．5   52   〃   

8月   9．4   14・8   10．9   4g   〝   

9月   9．5   18．4   10．7   48   〝   

lO月   g．6   21・3   10．8   48   〝   

11月   9．1   26・5   11．0   71   エネルギー補償有   

12月   （22）  （49）  （27）   73   〝   

平成 7年1月   （21）  （48）  （26）   74   〝   

2月   （23）  （40）  l（26）   65   〝   

3月   （25）  （37）  （26）   75   〝   

！年間催   l  l   

（）内の数値の単位；nGy／h  
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Ⅴ－2 青森県‘こおIナる政男寸骨巨討可≡査  

青森県環境保健センター  

佐藤借博、エ藤英嗣、庄司博光  

木村秀樹●】、外崎久美子、竹ケ原仁、安達大介  

田口直子、佐々木守●l  

●l凍原子力環境対策室  

●2現六ヶ所放射線監視局  

1．緒 宮 前年度に引き続き、平成6年度に科学技術庁の垂托により実施した放射能調査の概要を報告する。  

2．綱査の概要  

1）綱査対象  

枠水、降下物、上水、土壌、日常食、よ畜産物、海水、海底土、海産生物、空間線1率  

2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」、「放射性ヨウ素分析法  

（昭和52年改訂版）」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（平成2年改訂版）」に  

準拠して行なった。また空間繰t串は、科学技術庁編「連続モニタによる環境ガンマ線測定儀（昭和57年）」及び  

「放射能網査委託実施計画書（平成6年度）」により測定した。  

3）測定装t  

①ベータ線の計測   

②ガンマ線スぺクトロメトリー   

③空間線t率  

低バックグラウンド放射能自動測定装正  

（アロカ製 LBC－472P型）  

ゲルマニウム半導体検出器  

（セイコー EG＆G製）  

ぬⅠ（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－168型）  

モニタリングポスト  

（音士t機製 N13－34型）   

4）粥査結果   

①書森市における降水（定時採取）中の全ベータ放射能調査結果をⅠに示す。   

②牛乳中の‖lIの分析結果をⅠⅠに示す。   

③各種試料中のゲルマニウム半導休検出器による核種分析調査結果をⅠⅠⅠに示す。   

④青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの調査結果をⅣに示す。   

3．結 語   

平成6年度の環境中の放射能濃度は、これまでとほぼ同じ水準であった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水1  放射能濃度（Bq／史）  月間降下t  

年月  （H8q／加l）  

（加）  測定数   最低値   最高値   

6年 4月   16．5   4   N D   1．7   14   

5月■   77．5   6   N D   1．5   27   

8月   48．5   8   N D   1．0   8．0   

7月  104．5   7   N D   0．60  14   

8月  137．0   N D   0．51  3．0   

9月  115．0   13   N D   1．1   13   

10月   45．5   9   N D   1．7   5．4   

11月   61．0   7   N D   2．0   50   

12月  131．5   13   N D   1．4   75   

7年 1月  165．0   18   N D   2．5  106   

2月   31．5   1 N D   3．0   27   

3月   86．5   9   N D   0．71  17   

年 間 値  1020．0  118   N D   3．0  3．0～106   

前年度までの過去3年間の値  400   NrDDD 6．5  ND～142   

ⅠⅠ牛乳中のl＝Ⅰ分析結果  

採取場所   書森市   〝   〝   〝   〟   〝  前年度までの過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H6．6．19  H6．7．6  H6．8．3  H6．9．7  H6．10．18  H6．11．10  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（8q川）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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IlIゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定網査結果  

採  検  前年度まで  

取  l＝cs  過去3年間の値   その他の  

拭科名  採取場所  年  体  検出された  

月  人工放射性  

赦            核種   

降 下 物  ★森市   H6．4～H7．3  12  ND  0．081  ND  0．20  H8q／k汀！   

陸水 上水（蛇白水）   書森市   H6．6，H6．12  2  ND  ND  ND  0．33  鵬q／企   

書森市   H6．7   5．3  1．5  3．4  8q／短乾土  ロ  
190  53   130  MBq／k汀！  

0～5em  
土  むつ市   H6．7   25  18   22  Bq／塵乾土  口  

1100  750  860  H8q／kl正  

書森市   H6．7   8q／鹿乾土  口    0．98  ND  ND  
蛾  110  ND  ND  HBq／kd  

5－20cm  
むつ市   H6．7   2．1  1．4  2．9  

210  170  340  
的／塵乾土  口  
H8q／k∬！   

精  米  弘前市   H7．1   ND  ND  ND  Bq／由綺米   

ジャガイモ  むつ市   H6．7   0．11  0．072  0．15  

野  むつ市   H6．11   1．  ND  0．066  0．30  Bq／鹿生   キャベツ  
莱  三戸町   H6．11   ND  0．039  0．11  

大  根   三戸町   H6．11   0．026  0．028  0．061  

牛  乳  十森市   H6．8，H7．2  2  NI）  ND  ND  0．24  Bq／£   

十森市   H6．6，H6．12  2  0．040  0．066  0．057  0．10  日  常  食                   8〟人・日  
鯵ヶ沢町   H6．6，H6．12  2  0．027  0．044  0．048  0．072  

むつ市関根浜沖  H6．7   ND  ND  ND  
海  水  鵬q／企  

陸奥湾   H6．8   ND  ND  ND  

むつ市関根訴沖  H6．7   ND  ND  ND  
海  底  土  

陸奥湾   H6．8   6．7  7．2  8．3  

むつ市関根浜沖  H6．5   1  ND  ND  0．046  
海  

深捕町   H6．5   ND  ND  ND  
産  

ムラサキイガイ  むつ市関根洪沖  H6．6   ND  ND  0．032  
生  

カ レ イ   陸奥沌   H6．11   0．11  0．091  0．15  
物   

注）書森市の土壌については、採取地点を移動した。  
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Ⅳ 空間放射線1率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成6年 4月   23   37   25   62   

5月   24   39   26   60   

6月   24   35   26   63   

7月   24   50   28   60   

8月   24   46   26   50   

9月   24   41   26   52   

10月   25   46   26   54   

11月   24   47   27   50   

12月   17   54   28   52   

7年 1月   13   52   22   36   

2月   13   31   18   40   

3月   15   42   22   40   

年  間  価   13   54   25   36～63   

前年度までの過去3年間の値  12   75   25  

注）・モニタリングポスト（DBM方式）による空間線1率測定は、平成4年度より開始した。   

・サーベイメータ（エネルギー補償型）による空間線1率測定は、平成6年度より開始した。  
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Ⅴ一3 岩手県6こお古ナる放射肯巨調査  

岩手県衛生研究所  

田中舘 泰，小沢 慶一，佐藤 久仁子、斎藤 健  

1 緒 言   

前年度に引き続き、平成6年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査  

結果の概要を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

① 定時降水の全ベータ放射能  

② Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（大根、白菜）、牛乳、日常食、海産生物（ホタテ貝）  

③ 空間放射能線量率  

サーベイメータ及びモニタリングポスト  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び空間放射能線量率の測定は、「放射能調査委託実施計画   

書（科学技術庁・平成6年度）」の指示に従った。   

全ベータ放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析   

は同編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成2年改   

訂）」に従った。  

（3）測定装置   

① 全ベータ放射能  GN自動測定装置  Aloka製JDC－163   

② Ge半導体核種分析装置  ORTEC GEMT15180P，SEIKO7800－8A2他   

③ 空間放射能線量率  サーベイメー9   Aloka製 TCS－13i  

モニタルグポスト  Aloka製 h仏R－11  

（4）測定結果   

① 定時降水の全ベータ放射能は測定数49で異常はみられなかった。   

② Ge半導体検出器による核種分析の結果、30件中9件（降下物1件、土壌2件   

、精米1件、白菜1件、日常食4件）から137csが検出されたが異常値はみら  

なかった。   

③ 空間放射線量率（サーベイメータ、モニタリングポスト）に異常はみられなか  

った。  

3 結  語  

いずれの調査項目においても異常はみられず、前年度とほぼ同程度の測定値であった。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  降水量  

年月  
放射能濃度（Bq／ゼ）  

（mm）  声  月‰賢品量  
測定数  最低値  最高値   

平成6年   4月   28．0   4   N．D   N．D   N．D  

5月  127．8   6   N．D   N．D   N．D  

6月   73．4   3   N．D   N．D   N．D  

7月  46．1   軋D   N．D   N．D  

8月   76．3   5   N．D   札D   軋D  

9月  201．7   8   N．D   N．D   N．D  

10月   72．3   3   N．D   N．D   N．D  

11月   16．6   2   N．D   N．D   N．D  

12月  47．1   4   N．D   N．D   N．D  

平成7年  1月  ヰ4．3   N．D   2．6   9．0  

2月   5．3   N．D   Ⅳ．D   N．D  

3月   58．5   4   N．D   軋D   N．D  

年   間   値  797．4   49   N．D   2．6   N．D～9．0  

前年度までの過去3年間の値   272   N．D   3．2   N．D～67．4  

Ⅱ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最低値  最高値  平均値   （mGy／h）   

平成 6 年  4月   7．1   11．8   8．2   37   

5月   7」2   11．5   8．3   34   

6月   7．0   18．7   8．3   

7月   7．2   12．4   8．3   36   

8月   7．2   12．0   8．3   

9月   7．2   13．0   8．6   36   

10月   7．2   13．0   8．4   36   

11月   7．0   13．0   8．6   38   

12月   7．1   12．1   8．4   40   

平成 7 年 1月   7．1   15．8   8．3   36   

2月   6．9   11．0   8．1   34   

3月   7．1   11．0   8．2   

年  間  値   6．9   18．7   8．3   34～40   

前年度までの過去3年間の値   6．8   16．8   8．3   32′－39   
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Ⅲ ゲルマニウム半導休検出器による各種分析測定調査結果  

137cs  
前年度まで  

検  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  単 位  
数  人工放射性核種  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  四半期毎  4  N．D   軋D   軋D   N．D   な し   適正d   

降 下 物   盛岡市  毎月   12  N．D  0．073  軋D  0．23   な し   腫扉k工丘   

陸  

蛇口水  盛岡市  H6．6・12   2  N．D   N．D   N．D   N．D   な し   亜q／ゼ   

水   

78  67   86   な し   Bq／kg乾土  

0～5皿  滝沢村  H6．8   
土  1900  2200  2別0  腫q／撼  

壌  8．1  3．4   5．5   な し   Bq／kg乾土  

5～20皿  滝沢村  H6．8   
860  3（氾   600  腫q／kd   

精 米   滝沢村  H6．11   0．31  N．D   0．18   な し   Bq／kg精米   

野  軋D  N．D   N．D   な し   

Bq／kg生  

菜   0．046  N．D   軋D   な し   

牛 乳   滝沢村  H6．8・耶．2  2  N．D   N．D   N．D   0．12   な し   Bq／ゼ   

盛岡市  
日 常 食  4  0．032  0．脱  N．D   0．12   な し   Bq／人・日   

岩泉町   

海産生物   

はたて月   山田町  耶．2   軋D  N．D  0．㈹1   な し   Bq／kg生   
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Ⅴ一4 宮城県乙こおらナる放射青詮調査  

宮城県原子力センター  

小川 武  森 泰明   

1 緒  言   

前年度笹引き続き、平成6年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環境   
放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査の対象  

定時降水については仝ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、   
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   

また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1固、モニタリングポストによる空間緑   
圭率を周年連続で測定した。   

（2）測定方法  

仝ベータ放射能は科学技術庁編「仝ベータ放射能鯛定法」（昭和51年改訂）、核種分  
析は同庁嬬「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、サー   
ベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定調査委儲実施計画書  
（平成6年度）」に基づいて行った。   

（3）測定装置  

①全ベータ放射能   

②核種分析  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ製JDC－163）  

プリンストンガンマテックGe半導体検出器  
オルテックGe半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置   

③サーベイメータによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  
（アロカ製TCS－131）   

④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－11）   

（4）調査結果  

表－Ⅰに定時降水の全ベータ放射能珊定結果を示す。   
義一：に牛乳（原乳）の131Ⅰの分析椿果を示す。   
義一Ⅲに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   
義一Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。   

3 結  語  

平成6年度に実施した仝ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベルで   
あった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な値は紐め   
られなかった。  
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真一Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能測定結果  

採  取  

年  月  （mm）   測 定 数 最 低 値   最 高 値   

平成6年 4月   12．2   2   N D   N D   

5月   130．3   5   N D   N D   

6月   76．9   4   N D   N D   

7月   40．6   3   N D   N D   

8月   108．6   3   N D   N D   

9月   507．1   N D   N D   

10月   65．8   5   N D   N D   

11月   24．0   2   N D   N D   

12月   28．6   3   N D   N D   

平成7年1月   31．8   2   N D   N D   

2月   25．9   2   N D   N D   

3月   171．5   7   N D   N D   

年  間  値  ■1223．3   49   N D   N D   

前年度までの過去3年間の値  222   N D   5．3   

真一江 牛乳（原乳）中の＝‖Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   宮 城 県 畜 産 試 験 場 （岩出山町）  前年産董で過去3年間の値   

採 取 年 月 日  6 5．26  6．6．16  6．7．7  6．8．9  6．9．13  6．10．6  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（8q／1）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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真一Ⅳ 空間放射線主宰測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   兼高値   平均値   （nGy／h）   

平成6年  4月   8．9   14．0   9．7   51   

5月   9．0   12．2   9．7   51   

6月   8．9   12．0   9．7   50   

7月   8．9   14．4   9．6   52   

8月   8．9   14．7   9．6   54   

9月   8．9   15．8   10．0   51   

10月   9．0   13．● 8   9．8   50   

ll月   8．9   11．8   9．8   50   

12月   9．0   14．2   10．0   53   

平成7年  1月   9．0   17．9   10．0   51   

2月   8．9   13．8   9．7   51   

3月   8．9   13．3   9．7   50   

年  間  僅   8．9   17．9   9．8   50 ～  54   

前年度官印過去3年間の借   8．3   18．7   9．7   46 ・－  57   
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Ⅴ－5  秋田県ろこおlナる放射肯巨調査  

秋田県衛生科学研究所   

杉野 哲 村上 恭子 武藤 倫子  

1．はじめに   

平成6年度（平成6年4月～7年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県における環境   

放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水、淡水）・土壌・農畜産物（精米、ダイコ  

ン・キャベツ・牛乳）・水産生物（コイ、タイ）・日常食・空間線量率（モニタリングポスト、  

サーベイメーターによる。）  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成5年度）」・   

「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」・「放射性ストロンチウム分析法（昭和52年）」   

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成2年改定）」等に準じた。  

（3）測定装置   

① 低バ ック グラ ンド 自動測定装置：Alo k a   

② シ ンチ レーシ ョ ンサーベイ メ ー タ：Alo k a   

③ モ ニ タ リ  ン グ ポ ス ト：Alo k a   

④ ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：S EIKO  

ORT E C  

L B C－451型   

TC S－121型   

MAR－21型   

EG＆G MCA－7800型  
GEM－15180－P  

（4）調査結果   

① 定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の総降水量は1475．6mm、定時  

採水の測定回数が129回であり、全β放射能濃度の最高値は、1月の4．8Bq／βであっ  

た。年間総放射性降下量は、433MB q／Km2を示し、昨年度に比較すると全データにお  

いて減少傾向が見られたが、これは年間を通しての傾向である。   

② 放射化学分析による90s rと、ゲルマニウム検出器による187c sの測定結果を表Ⅱ及び  

表Ⅳに示した。全試料において異常値を示したものはなく、昨年度と同レベ／レであった。   

③ 牛乳中の1き1Ⅰの分析結果を表Ⅲに示した。全ての測定結果が、検出限界以下であった。   

④ 空間線i率の結果を表Ⅴに示した。降雨時に高くなる傾向を示したものの、年間を通じて  
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異常値は見られず、昨年度と同レベルであった。  

3．まとめ   

定時降水の年間総放射性降下量が、昨年度の1482MBq／Km2から433MBq／Km2に   

減少したが、これは年間を通しての傾向である。   

また、その他の測定値においては、過去3年間の調査結果と同レベルであった。  

表Ⅰ．定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定 時 降 水）  

採 取 年 月   降水皇  放 射 能 濃 度（Bq／の  月間降下量  

（mm）                        （MBq／Km2）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成6年4月   41．3   6   N．D   2．0   15   

′′  5 月   116．2   9   N．D   1．9   36   

〝  6 月   61．7   10   N．D   1．1   18   

〝  7 月   147．3   7   N．D   N．D   N．D   

〝  8 月   99．3   5   N．D   0．73   23   

〝  9 月   265．8   12   N．D   0．26   N．D   

′′  10月   120．3   10   N．D   1．2   49   

′′  11月   113．8   8   N．D   1．9   46   

〝  12月   142．7   14   N．D   2．7   83   

平成7年1月   156．4   17   N．D   4．8   76   

′′  2 月   79．2   17   N．D   1．2   33   

′′  3 月   131．6   14   N．D   1．4   54   

年  間  値  1475．6   129   N．D   4．8   N．D～83   

前年度までの過去3年間の値  450   N．D   8．6   12～470   
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表Ⅱ．放射化学分析結果  

平成6年度の  

試   料   名   採取場所  採取年 月  検体数   90srの値  過去3年間の  位  

90srの値   

土  3．8  4．9 ～12．8  Bq川g乾土  

壌   ／／   ′′   5．3  5．3 －9．2   ／／   

穀  類（精米）  ′／   
／／   1   N．D  N．D － 0，056  Bq川g精米   

野  ′′   平成6年11月   1   0．047  0．067、0．27  Bq／Kg 生  

菜   ／′   ′′   1   0．080  0．07ト 0．33   ／／   

牛  乳  ′／   平成6年8・12月   2   0．046  0．056  0．036～ 0．072  8q〝   

淡水産生物（鯉）  ′／   平成6年8月   2．3  2．4 ～ 3．7  Bq／晦 生   

日  常  食  
／／   平成6年7・11月   2   0．12  0．12  0．085～0．17  Bq／人・日  

大曲市   ′′   2   0．14  0．15  0．060、0．13   ′′   

海水産生物（鯛）   天王 町  平成6年8月   1   0．12  N．D ～0．12  Bq几g 生   

※ 土壌の単位換算数  

深   さ  6  年 度  過去3年間  単 位   

0、 5cm   0．13   0．22 ～ 0．37  GBq用m2   

5 － 20cm   0．38   0．54 －1．4   ／／   

表Ⅲ．牛乳中の137Ⅰ分析結果  

採  取  場  所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  前年度までの3年間   

採 取 年 月 日  6．4．19  6．6．14  6．8．11  6．10．1  7．1．11  7．2．15  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／の  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

平成6年度の  

試  料  名   採取場所  採取年月  検体数   187csの値  の137csの値   単  位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じん   秋 田 市  年 4 回   4   N．D  N．D   N．D  0．0069  mBq／m8   

降   下   物  ′／   朋 ～3月  四   N．D  0．12   N．D  0．10  ⅡBq丑山2   

陸  ′′   6年7月・12月   2   N．D  N．D  mBq／β  

水   水   ′′   6 年 8 月   1   N．D  0．46 － 0．68  ′／   

土  ′′   6 年 9 月   1   23   団  Bq／Kg 乾土  

壌   ′／   ′′   1   34   ′／   

精  米  
／／   6 年 9 月   1   N．D  軋D  Bq／kg 精米   

野  根   ／′   6年11月   1   N．D  N．D   N．D  Bq／Kg 生  

菜   ′／   ／／   1   N．D  N．D  0．06   ／／   

牛  乳  
／／   6年8月・1月   2   N．D  0．028  N．D  0．060  Bq／β   

淡水生産物（鯉）  
／／   6 年 8 月   0．17  0．10  0．23  Bq几g 生   

日  常   食  
／／   6年7月・11月   2   0．084  0．095  N．D  0．28  Bq／人・日  

大曲市   ／′   2   0．052  0．080  0．054  0．20   ′′   

海 産 生 物（鯛）   天王町  6 年 7 月   1   0．15  0．14  0．24  Bq／【g 生   

※ 土壌の単位換算数  

深   さ  6  年 度  過去3年間  単 位   

0 － 5cm   1．5   0．49 ～ 2．6  GBq川m2   

5 ～ 20cm   2．9   3．4 － 6．0   ′／   

※ その他の検出された、人工放射性核種は無かった。  
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表Ⅴ．空間放射線真率測定結果  

測 定 年  月   モニ タリ ン グポ スト（nGy／h）  サーベイメータ  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成6年 4月   34．7   58．0   36．3   55．5   

”   5月   34．6   45．4   36．4   56．4   

〝  6月   34．8   45．5   36．6   56．8   

〝  7月   34．7   62．0   36．9   67．6   

′′  8月   35．2   53．8   37．4   54．5   

〝  9月   35．3   62．2   37．7   64．8   

〝 10月   35．0   55．8   37．3   64．7   

〝 11月   34．7   62．4   37．3   65．3   

′′ 12月   30．1   56．1   36．9   60．8   

′′   1月   30．1   65．5   36．0   62．1   

〝  2月   28．9   53．8   34．6   56．2   

′′  3月   34．3   51．7   35．8   55．1   

年  間  値   28．9   65．5   36．7  54．5－67．6   

前年までの過去3年間  

の空間放射線量率の値   ～68．7   
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Ⅴ－6 山 形県iこ おiナ る 放射骨巨鯛査  

山形県衛生研究所  

笠原義正 本間弘樹  

1．緒書  

平成6年度に山形県が実施した科学技術庁委託額境放射能水準鍋蓋結果   

の概要を報告する．  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜  

牛乳・日常食・海産生物（魚粧，員難，海藻類）の各々γ放射能，並び  

にサーベイメータ，モニタリングポストによる空間線量串を測定した．   

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は，科学  

技術岸縮『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和  

51年）』，『ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメト  

リー（平成2年）』及び平成6年度放射能測定調査委託実施計画書により  

行った．   

3）測定装置  

a．全β放射能  G和白動装置（Aloka製JDC－163）  

b．γ線核種分析  Ge半導体検出器（セイトEG＆G製 ORTEC GEM15180）  

c．全問線率羞  シンチレーションサーベイメータ（Aloka製 TCS－131）  

モニタリングポスト（Aloka製 MAR－21，MAR－11）  

4）鍋査結果  

a．定時降水試料申の全β放射能調査結果を蓑lに示した．  

b．γ線核種分析調査結束を表Ⅱに示した．  

C．空間線量串測定結果を蓑Ⅲに示した．  

3．結 話  

中成6年度の山形県の環境放射能レベルは，前年度の本県における放射   

能レベルと同程度であった．  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能訴査緒束  

降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下圭  月間降下量  
年月  （M8q／km2）  （糟Bq／km2）  

（m）  測定数   最低値   最高価   

平成8年4月   12．7   3   N．D   N．D   N．D  

5月   60．2   N．D   N．D   N．D  

6月   78．7   N．D   N．D   N．D  

7月   49．4   4   N．D   N．D   N．D  

8月   85．2   N．D   N．D   N．D  

9月   228．7   N．D   N．D   N．D  

10月   53．8   N．D   N．D   N．D  

11月   13．g   7   N．D   N．D   N．D  

12月   114．8   15   N．D   2．5   8．8  

平成7年1月   77．2   13   N．D   N．D   N．D  

2月   35．3   9   N．D   N．D   N．D  

3月   93．4   9   N．D   N．D   N．D  

年 間 価   903．3   101   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の価  457   N．D   N．D   N．D  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検朗引こよる核種分析測定捕査鰯欄  

1叩Cs  前年度まで   その他検出された  
試  料  名   採取場所  採取年月  検体歎  過去3年間の使    人工放射性個欄   単 位  

最低値  最高値  最低価  最高僧   

大丸浮遊じん   山形市  8．4～7．3  ロ   N．D   N．D   N．D   0．018  m8q／n3   

降  下  物   山形市  6．4′－7．3  四   M．D   0．15   N．D   0．21  ㈹q／kt2   

上水 清 水  
陸  

蛇口水  山形市  8．5，12  田   M．D   N．D   N．D   0．38  nBq／1  
水  

淡 水  

17   Bq／kg乾土  

0～5c■   山形市  8．7   
土  1000   1000   1200  MBq／kn2  

2．7   2．2   Z．5  Bq／kg乾土  

5■－20cl  山形市  8．7   

240   270  皿q／km2   

精 米  山形市  6．11   0．15   N．D   N．D  Bq／kg糟米   

野  山形市  8．10   N．D   M．D   0．10  
Bq／kg生  

菜   N．D   H．D   N．D  

茶  陶／kg乾物   

牛 乳  山形市  8．8，7．2  田   N．D   N．D   N．D   N．D  8q／1   

淡水産生物  8q／kg生   

日帯食  山形市  8．8，10   N．D   0．21   Ⅳ．D   0．18  8q／人・日   

海 水  嘘q／1   

坤底土  Bq／kヱ範士   

鴻  酒田市  8．8   0．078   N．D   0．079  
貞  

生  酒田市  8．8   N．D   N．D   N．D  
物   

Bq／k！生  
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（Ⅲ）空 間 放 射 線 主 事 測 定 結 果  

モニタリングポスト （nGy／h）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6年 4月 47   61．2   

5月   42   67．8   

6月   64   43   68．1   

7月   41   58   43   67．5   

8月   52   43   64．1   

9月   65．0   

10月   43   73．2   

11月   56   43   80．2   

12月   40   84   44   86．8   

平成 7年 1月   35   59   42   67．2   

2月   33   52   39   62．g   

3月   37   84．2   

年  間  偲   33   84   42．5   60．2 ′－ 73．2   

平成5年度の億   33   78   41．4   
59．0 ′・■ 71．8   

平成3，4年度の億   7．0＊   22．5＊   12．7＊   

＊平成4年度までの測定結束は，モニタリングポスト（Aloka製【AR－11）で測定し，CPS   
単位で表示．  
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Ⅴ－7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福 島 県  原子力センター  

関内 由守 佐久間守人 柳沼 和文  

彙花 雅美 小迫ゆかり 柴田 久男  

1．緒 言  

平成6年度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果を報告   

する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

①全β放射能……定時降水【大熊町］  

②1さ1Ⅰ分析 ……牛乳（原乳）【大熊町］  

⑧核種分析 ……大気浮遊じん、降下物、陸水（上水蛇口水、淡水）、土壌、  

精米、野菜（大根、ほうれん革）、牛乳（市販乳）、淡水産  

生物（鯉）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいなめ）。  

［福島市、相馬市、大熊町コ  

⑥空間線量串……モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町コ  

2）測定方法   

①全β放射能測定は、科学技術庁マニュアルに従った。   

②牛乳中の181Ⅰ分析は、直接ゲルマニウム半導体検出器で測定した。   

⑧核種分析は、直接、または試料乾燥後450℃で灰化して、または蒸発乾固し  

そゲルマニウム半導体検出器で測定した。   

⑥空間線量串は、委託調査実施要領に従った。  

3）測定装置   

①全β放射能……GM計数装置   

②1き1Ⅰ分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑧核種分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑥空間線量串……N aI（Tl）シンチレーシぎン検出器、シンチレーシぎン  

サーベイメータ  
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4） 調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査については、検出されなかった。   

⑧牛乳（原乳）中の181Ⅰ分析については、検出されなかった。   

⑧核種分析測定調査については、187csが降下物、土壌、牛乳、淡水産生物、  

日常食、海底土、海産生物から検出された。   

⑥空間線量率については、モニタリングポストが 37～ 60n Gy／h（年  

間平均値40n G y／h）の範囲で、サーベイメータが71．1－79．5  

n G y／h（年間平均値75．1n G y／h）の範囲であった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、例年度とはぼ同程度であった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採 取 年 月   降水量  放射能濾度（軸／且）  月間降下量  月間降下量  

（山）  （恥／k■2）  （陥q／k■2）  

平成6年 4月   2  

5月   160   9  
／   

6月   82   6  

7月   46   6  

8月   868   5  

9月   640   15  

10月   48   8  

11月   12   5  

12月   14   5  

平成7年1月   31   6  

2月   4  

3月   172   14  

年 間 値   1590   85  

前年度雇での過去3年間の値  357  72  －■－427  

（注） － は検出されず  

（2）牛乳中の1さlI分析結果  

採 取 墳 所  大熊町  大熊町  大熊町  大網町  大熊町  大熊町  前年度まで過去3年間の値   

採取年 月 日  8．5．31  6．7．13  6．8．4  6．10．13  6．12．8  7．2．6   最低値   最高値   

（Bq／l）  

（注） － は検出されず  
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  187cs  前年度まで  その他の検出され  

試料名  採取場所    年  過去3年間の値    た人工放射性核種   

月   単位  
数                   最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大熊町  4半期  4  0．007  嘘q／■8   

降 下 物   大熊町  毎月  12  0．11  0．17  陥q／k12   

6．6  
陸  2  

1馳／且  

水   淡 水  福島市  6．9   1．0  

鋸   2．2   22  恥／kg乾土  

土  

14！氾   59   687  陥q／k12  

壌   25  0．95   15  馳／kg乾土  

5■・・′20cm  福島市  6．6   

1649   73   775  恥q／k12   

精  米   福島市  6．11   馳／kg精米   

野  根  福島市  6．11   
馳／kg生  

粟   

牛  乳  福島市  6．8 7．2   2  0．02  0．02  0．M  
（市版乳）  

馳／且   

淡水産生物  
福島市  6．10   0．07  0．07  0．21  

（鯉）  

馳／kg生   

福島市  6．6 6．12   2  0．04  0．04  0．03  0．83  
日 常 食  馳／人・日  

大熊町  6．6 6．12   2  0．03  0．09  0．02  0．14  

海  水   相馬市  8．8   止q／且   

海 底 土  相馬市  6．8   0．42  0．27  0．粥  馳／kg乾土   

海産生物  
相馬市  6．10   0．15  0．18  0．26  

（あいなめ）  
馳／kg生   

（注） － は検出されず  
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（4）空間放射線量串測定括果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 6 年  4 月   88   48   40   74．1   

5 月   39   58   41   74．5   

6 月   87   45   40   76．3   

7 月   88   56   40   71．1   

8 月   88   53   40   74．7   

9 月   88   59   41   73．9   

10月   38   46   40   72．1   

11月   88   57   40   76．4   

12月   38   50   40   76．4   

平 成 7 年   1月   39   52   40   74．8   

2 月   39   48   40   79．5   

3 月   37   60   40   77．3   

年  間  値   37   60   40   71．1 一－ 79．5   

前年度までの過去8年間の値   83   65   41   43．3 ■・・′ 53．3   
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Ⅴ－8 茨城県に お け る 放射能調査  

茨城県公害技術センター  

西條達也 滝口修平 橋本和子  

松本周一 市村雄一  

半田信書 江原 孝   

1緒 言  

平成6年度に茨城県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査の結果について報告する。   

2 調査結果ゐ概要  
1）調査の対象  

定時降水，降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），農畜産物（精米，大根，ホウレン草，原乳，  

市販乳），日常食，土壌，水産生物（コイナシラス），海水，海底土，空間放射線量率。  

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従って  

実施した。  

使用した測定器は，全β放射能はG∫計測装置，核種の測定は低バックグランドガスフロー型  

β線計測装置及びゲルマニウム半導体検出器，空間放射線量率は車載エリアモニター（NaI（Tl））  

である。  

3）測定結果  

（1）表1に定時降水の全β放射能を示した。特に異常値は認められなかった。  

表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  （採取場所：水戸市）  

採取年月  降水王   政射能濃度（Bq／t）  月間降下土  

（mm） 測定数 最低値 最高値 用Bq／Km2）  
12．3  

21．0  

18．7  

0．0  

3．3  

15．8  

2．g  

よ＝詔  

7．6  

8．3  

15．5   

2．1  

N．D． 1．6  

N．D．  2．O  

N．D．  0．7  

N．D．  N．D．  

N．D．  0．8  

N．D．  0．6  

N．D．  0．6  

N．D．  0．g  

N．D．  5．5  

N．D．  0．4  

N．D．  2．O  

N．D．  0．4  

平成6年 4月  48．0  
5月  103．5  

6月  84．5  

7月  47．5  
8月  144．5  

9月  341．5  

10月   11．0  

11月  32．0  

12月  68．5  

平成7年 1月  21．0  

2月  32．5  
3月  118．5  

7  

8  

9  

4  

4  

14  

10  

4  

6  

2  

7  

9  

年  間  値  84  N．D． 5．5   0．0～21・0  

前年度までの過去3年間の値  N．D． 3．3   N．D．～44．5  

（2）表2に原乳中の181Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界以下であった。   

表2 牛乳中の1＝Ⅰ分析結果  

採取場所  水 戸 市 見 川  過去3年間の値  

採取年月日 6／4／15 6／7／13 6／9／14 6／10／17 7／1／17 7／3／17 最低値最高値  
放射能濃度  

（Bq／り  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  N．D．  N．D． N．D．  
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（3）表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。1＝csが検出された降下物，   

土壌，農産物，水産生物，日常食及び海底土は例年とほぼ同レベルであった。また，その他の人   

工放射性核種は検出されなかった。   

表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  
採取 検   l＝cs  前年度まで  その他検出 単 位  

試料名  採取場所  体  過去3年間の催 された人工  

年月 数 最低値最高値 最低値 最高値 放射性核種  

大気浮遊塵 水戸市1回／3カ月 4  N．D． N．D． N．D． N．D．  mBq／mき  

降 下 物   〝 1回／月12  N．D．0．14   N．D． 0．16  1Bq／km2  

陸 蛇口水  〝  6月，12月 2  N．D． 軋D． N．D． N．D．  mBq／t  
水 淡 水 霞ケ浦  5月  1  N．D． N．D． 0．69  

0－5cm 東海村  〝   1  60  28  56  Bq／kg範  

土  一 3，400 1，500 3，100  1Bq／km2  

壌 5－20cm   〝  〝   1  8．8   3．8   10  Bq／kg乾  

50000 220 1，100  1Bq／km2  

精  米 水戸市 11月  2  N．D． N．D． N．D． 0．11  

大  根   〝  〝   1  軋D． N．D．0．019  Bq／kg生  

〝  〝  1   －  0．038  N．D O．060  

〝  8月，2月 2  N．D． N．D． 軋D． N．D．  Bq／  
〝  〝  2  N．D． N．D．  N．D． 0．022  

イ 蔑ケ浦  4月 1   － 0．29  0．35  0．78  Bq／kg生  

シ ラ ス 大洗町沖 5月 1   － 0．11 0．073  0．12  

日 常 食 水戸市 6月，12月 2 0．026 0．039 0．021 0．053  Bq／人・日  

〝  東海村  〝  2 0．016 0．017 0．019 0．061  

海  水 東海村沖 7月 1  N．D  N．D． N．D．  mBq／l  
海 底 土   ”   〝   1  － 0．47  0．35  0．41  Bq／kg乾  

（4）表4に空間放射線量率を示した。特に異常値は認められなかった。  

表4 空間放射線量率測定結果  （測定地点：水戸市）  

測 定 年 月  モニタリンク■ステーション（nGy／h）   サーベイメータ  

最低値 最高値 平均値  （nGy／h）  

平成6年 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月  

平成7年1月  

2月  

3月  

42．8  45．6  43．7  

43．0  45．6  43．7  

42．9  46．8  43．8  

43．8  46．3  43．7  

42．8  45．0  43．6  

43．0  49．4  44．9  

43．7  46．7  44．5  

43．9  47．2  45．0  

44．4  50．8  45．5  

42．4  49．8  45．5  

44．1 47．8  45．1  

43．8  50．3  50．3  

6
 
6
 
 

5
 
5
 
 

56  

57  

55  

57  

57  

57  

56  

年 間 値   43．4  47．6  44．9  55～57  

過去3年間の値  45～58  

3 結 語  
平成6年度の環境中の放射能濃度は，例年とはぼ同レベルであった。  
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Ⅴ－9 栃木県古こおらナる放射骨巨調査  

栃千呉公害研究所  

須釜 安正  

大垣 秀三  

大気騒音部  

福田千江子  

鈴木 秀夫  

‾   l   

1．緒  言  

平成6年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、そ   

の結果を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精米、野菜（大  

根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及び平成   

6年反故射能測定謂査委託実施計画書に従い行った。  

3）測定装置   

a 全β放射能   

b γ線核種分析   

c 空間線量率  

GM式全β自動測定装置（アロカJDC－163型）  

Ge半導体核種分析装置（キャンベラGC1518型）  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ   

（アロカTCS－131型）  

モニタリングポスト（アロカMAR－11型）  

4）調査結果  

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数79検体中3検体から検  

出された。  

結果を表2に示した。降下物、土壌及び日常食からCs－  

137が検出された。  

結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタリングポス  

トの値ともはぼ一定の水準で推移した。   

b γ線核種分析   

c 空間線量率  

3．結  語  

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とはぼ同程度で、全般  

に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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義一1定時降水試料中の仝ベータ放射能爛査崩壊  

放  射  能  濃  よ（Bq／‘）  
採  取  年  月  降水t（mm）  月間陣下t  

（MBq／kmり    測定数（検出赦）  最 低 価  t 高 価   

㌣浣 6年 4月   20．7   5（0）   N．D   N．D   N．D   

6年 5月   199．1   9（0）   N．D   N．D   N．D   

6年 6月   97．0   10 く0）   N．D   N．D   N．D   

6年 7月   84．T   6（1）   N．D   0．22   7．86   

6年 8月   178．5   6（0）   N．D   N．D   N．D   

6年 9月   331．9   15（1）   N．D   0．17   3．23   

6年10月   41．6   5（0）   N．D   N．D   N．D   

6年11月   39．7   4（0）   N．D   N．D   N．D   

6年12月   26．2   3（0）   N．D   N．D   N．D   

7年1月   26．8   3（0）   N．D   N．D   N．D   

7年 2月   6．8   5（1）   N．D   0．28   0．37   

7年 3月   168．7   8（0）   N．D   N．D   N．D   

年  間  価  1221．7   79（3）   N．D   0．28  N．D・－7．86   

前年度ま での過去 3 年間の価   258（23）   N．D   4．26  N．．D－42．6   
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表－2 ゲルマニウム半導体機出農による槙■分析測定鋼査結果  

1】Tcs  前年よまでの遇去3年間の■   その他の檎出  
拭 科 名   採取場所  撰歌年月  機体数  された人エ  位  

放射性機柵   

大気浮遊じん   宇都宮市  6．4  4   N．D   N．D   軋D   H．D   な   し  mBq／mI   
一丁．3  

降 下 物   芋粥富市  8．3  N．D   0．14±0．0別   H．D   1．2±0．0080  な   し  M8q／km2   
－7．2   

陸水蛇口水   宇都宮市  6．＄  N．D   N．D   H．D   H．D   な   し  mBq／J   

6．12   

土  33±1．0   47土3．2   89±5．6   な   し  Bq／kg乾土  

0－5c■   1100±33   1200土70   2200土I10  MBq／kml  

下■  8．3土0．70   3．5±0．58   22±1．8   な   し  Bq／kg乾土  

壌   720±60   200±33   1800±130  MBq／km‡   

精  米   手紙富市  6．12   札D   N．D   0．14土0．037  な   し  Bq／kg精米   

白  N．D   軋D   軋D   な   し  Bq／kg生  

兼   N．D   札D   0．056土0．011  な   し   

牛  乳   西那須野町  6．8  H．D   N．D   H．D   N．D   な   し  Bq／‘   
7．2   

日 常 食   宇都宮市他  6．6  N．D   0．048±0．014   H．D   ‘0．Og2士0．017  な   し  Bq／人・日   
8．12   
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義一3 空間放射線暮率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ボ ろト（cps）  
測   定   年   月  サーベイメータ  

（nGy／h）   最 低 値  最 高 碓  平 均 価   

平成 6年 4月   12．6   17．4   13．5   52   

6年 5月   12．3   17．1   13．6   

6年 6月   12．6   19．2   13．8   53   

6年 ■7月   12．9   20．7   13．9   53   

6年 8月   12．9   17．1   13．8   57   

6年 9月   12．9   18．0   14．1   

6年10月   12．■9   17．1   13．8   58   

6年11月   12．9   19．8   14．1   

6年12月   12．9   18．6   13．8   

7年1月   12．9   17．1   13．8   50   

7年 2月   12．6   16．2   13．7   50   

7年 3月   12．6   18．9   13．9   

年  間  値  12．3   20．7   13．7   40・－58   

前年度までの過去3年間の値  12．3   22．8   13．7   44・－60   
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Ⅴ－10  群馬県【こお ¢ナ る 放射青巨劃可査  

群馬県衛生環境研究所  

新井 孝幸  安村 説夫  

嶋田 好事  樋口 洋一郎  

1．檜 丁  

平成6年度に群馬県が実施した科学技術庁委託環境放射能調査調査の結果について   

報告する。  

2．tl壬のt事  

1）調査対象   

⑳ 定時降水の全β放射能   

㊥ 大気浮浪じん、降下物、土壌、陸水（上水）、精米、牛乳、野菜類（大根・ほう  

れん草）及び日常食のG e核種分析   

㊥ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線上率  

ヱ） 測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）」に基   

づいて行った。  

全β放射能及びγ線核種分析ほ、科学技術庁放射能測定法マニュアルに準じて行っ   

た。  

3）測定装置   

㊥ 全β放射能   

㊥ γ線核種分析   

㊥ 空間線量率  

GM自動測定装置（アロカ JDC－163）  

G e半導体核種分析装置（東芝1GC1619S）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15）  

NaI（Tl）シンチレーシ訂ン1－Jrイメータ（アロカ TCS－151）  

4） 調査結果   

⑳ 全β放射能   

㊥ γ線核種分析   

㊥ 空間線量率  

定時降水中の全β放射能測定結束を（1）に示す。  

測定結果を（2）に示す。  

測定結果を（3）に示す。  

3．楯 措  

各種環境試料中の放射能法度は過去の調査結果とほぼ同程度で、とくに異常な億ほ   

認められなかった。  
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（1） 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤に  

よる降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能浪度（Bq／鑓）  

月間降下量  月間降下土  

（皿血）  （MBq／k皿2）  （M8q／k皿2）  

平成6年 4月   12．5   4  N．D   N．D   N．D  

5月   90．0   10  N．D   N．D   N．D  

6月   95．0   8  N．D   4．Z   34．9  

7月   90．0   6  N．D   2．7   155．2  

8月   135．5   7  N．D   2．1   23．7  

9月   305．0   12  N．D   2．1   5．3  

10月   92．5   5  N．D   N．D   N．D  

11月   16．0   4  N．D   N．D   N．D  

12月   14．0   2  N．D   N．D   N．D  

平成7年 1月   14．0   2  N．D   N．D   N．D  

2月   2．5   3  N．D   N．D   N．D  

3月   101．5   7  N．D   N．D   N．D  

年 闇 値   969．0   7 0  N．D   4．2   N．D・－155．2   ■■ヽ■′   

前年度までの過去3年間の値   23 0  N．D   4．6   N．D 一－198．2   一ヽ－一   

平成2年12月12日から測定を開始した  

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

l＝cs  その他検出  

過去3年間の俵  

試 科 名   採取場所  採取年月   体  された人エ  

数  放射性核種   

大気浮遊じん   前橋市  6．4一－7．3  口  N．D   N．D  N．D   N．D  ■8q／■8   

降 下 物  前橋市  6．4一－7．3  1ヱ  N．D   0．鵬6±   N．D   0．19  肌q／k■2   

0．O14  

陸  6．6  

前橋市  N．D   N．D  N．D   N．D  ■軸／£   

水   6．12   

2．3土0．28  2．2   3．5  叫／k8乾土  

土  1  

l（五±12．8  ほ2   Z彷  陥q／／k■2  

1．4±0．22  2．0   3．1  叫／k8乾土  

軍   

241±39．6  2一打   372  船q／k■2   

精 米  前橋市  6．11   軋D  N．D   N．D  的／短精米   

野  N．D  N．D   0．018  

恥／k8生  

某   N．D  N．D   0．〔好7  

牛 乳  富士見村  6．8，7．2  2  N．D  N．D   N．D   N．D  的／企   

前橋市  0．α氾±  

日常食  0．O11  0．014  N．D   0．〔B3  恥／人・日   

中之条町   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未済）  
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（3） 空 間 放 射 線 i 率 淵 定 結 果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成6年 4月   9．7   11．g   10．3   61．0   

5月   9．6   14．0   10．3   5 ∈I．2   

6月   9．8   14．8   10．5   6 3．4   

7月   9．8   16．2   10．5   5 8．9   

8月   9．7   14．8   10．5   5 6．1   

9月   9．4   17．3   10．8   5 7．8   

10月   9．5   17．3   10．4   5 9．0   

11月   9．8   19．2   10．7   6 0．8   

12月   10．0   16．8   10．7   5 9．9   

平成6年 1月   9．g   14．3   10．6   5 7．0   

2月   9．9   12．4   10．5   6 0．2   

3月   9．8   17．4   10．7   5 8．9   

年間値   9．4   19．2   10．5   5 6．1一・】6 3．4   

前年度までの  

過去3年間の債   9．1   2 3．0   10．5   5 0．1・－6 3．7   

平成2年12月17日から測定を開始した  
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Ⅴ－11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 茂木美砂子 中澤清明  

1 緒 言   

平成6年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）訴査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、農畜産物、淡水産生物、日常食及び空間線上。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成8年度放射能測定委託実施計画書」に基づいて行っ   

た。測定方法は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、「ゲルマニウム半導   

体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

甜計数装寄：Aloka TI）C－103，Aloka TDC－105  

Ge検出器：EG＆G ORTEC G別ト15180－p  

波高分析器：SEIXO EG＆G HCA7800  

シンチトションサーへ○イメータ：Aloka TCS－121C  空間線上  

モニタリングホ○スト：HAR－15  

（4）訴査結果   

イ 全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。   

ロ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

牛乳中の131Ⅰの分析結果を表2に示した。全検体が検出限界以下であった。   

ハゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。降下物、土壌、  

茶、淡水産生物（にじます）及び日常食から137Csが検出されたが、異常値はな  

かった。   

ニ空間放射線土率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を表4に示  

した。前年同様の億で異常値はなかった。  

3 結語   

調査結果は前年度とほぼ同程度の億であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能訴査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による月間降下物  

採取年月   降水土  放射能濱度（Bqノ1）  月間降下土  月間降下土  

（惟〟血2）  （蜘2）  

（m）  検体数  最低値  最高値   

平成8年4月   36．1   N．D   N．D   N．D  

5月   95．6   N．D   N．D   N．D  

6月   106．3   8   N．D   N．D   N．D  

7月   63．8   N．D   N．D   N．D  

8月   70．1   4   N．D   N．D   N．D  

9月   286．5   N．D   N．D   N．D  

10月   97．1   8   N．D   N．D   N．D  

11月   33．3   4   N．D   N．D   N．D  

12月   25．3   4   N．D   N．D   N．D  

平成7年1月   26．8   N．D   N．D   N．D  

2月   50．7   N．D   N．D   N．D  

3月   158．1   N．D   N．D   N．D  

年間値   1049．7   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値   283   N．D   3．1  N．D－17．3  

表2 牛乳中のlきlI分析結果  

採取場所   江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  前年度まで過去3年間の億   

採取年月日  6．5．10  6．7．22  6．9．14  6．11．8  7．1．10  7．3．6   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N・D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

－166－   



表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  

検  137CSSSSS 過去3年間の億   その他の検出され  

試料名  採取場所  採取年月   体  た人工放射性核種  単 位  
数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  咄m3   

降下物  浦和市   6．4～7．3  12   N．D  0．125   N．D  0．153  晰血2   

上水 源 水  浦和市   6．6，6．12  田   N．D   N．D   N．D   N．D  
陸  

蛇口水  浦和市   6．6，6．12  田   N．D   N．D   N．D   N．D  嘘〟1  

水  淡 水  

12   14  B抽乾土  
土  0－5cm  浦和市   6．7   

280   蜘2  

1．1   N．D   1．7  馳／短乾土  

壌  5－20cm  浦和市   6．7   
N．D   惟抽2   

精  米   浦和市   6．12   N．D   N．D   N．D  輌精米   

野  6．9   N．D   N．D   N．D  

輌生  

莱   浦和市   6．9   N．D   N．D   N．D  

茶  所沢市他  6．6   0．34  0．60  0．39  0．71  恥他乾物   

牛  乳   浦和市   6．8，7．2  田   N．D   N．D   N．D   N．D  B〟1   

淡水産生物  熊谷市   6．11   0．20  0．18  0．20  恥他生   

日常食  浦和市他  6．6，6．12  4  0．044  0．057  0．03亭  0．086  B〟人・日   

海水  mB〟1   

海底土  地場乾土   

海  
産  

生  
物  

B血生  
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モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （咄肋）  

平成6年 4月   11．3   14．9   11．9   54   

5月   11．3   14．0   11．8   50   

8月   11．3   15．1   11．9   

7月   11．2   14．4   11．8   48   

8月   11．3   14．1   11．7   

9月   11．3   18．6   12．1   

10月   11．4   17．0   12．0   54   

11月   11．4   18．9   12．2   

12月   11．5   15．2   12．3   

平成7年1月   11．5   16．7   12．2   

2月   11．4   14．5   12．1   52   

3月   11．3   19．5   12．2   49   

年 間 億   l・2   1g．5   12．0   49－56   

前年度までの過去3年間の値   10．6   22．8   11．9   49－58   
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Ⅴ－12 千 葉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

千葉県環境研究所   

井村 正之  押尾 敏夫  
水上 雅義  

1．緒 言  

千葉県では、前年度にひき続き平成6年産科学技術庁委託の環境放射能水準調査を実施したの   
で、その結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・牛乳・   
野菜類（大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土及び海産生物（ゴマサバ）の核種分析、サ   
ーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線圭率の測定。   

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「平成6年皮放射能測定調査委託実施計画書」に基づき行った。   

測定方法は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいて行った。   

（3）測定装置  

a．全β放射能  GM式全β自動測定装置： アロカ JDC－163型  

b．7・線核種分析  Ge半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置 ： SEIKO EG＆G MCA－7800型  

c．空間線量率  モニタリングポスト： アロカ MAR－15  

シンチレーション式サーベイメータ： アロカ TCS－151   

（4）調査結果  

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。  

b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した。  

c．空間線量率調査  測定結果を表3に示した。  

3．結 語  

平成6年度の千葉県における調査結果は、いずれの項目とも低レベルで全ベータ放射能、空間   

放射線圭率について異常値は認められず、ガンマ線核種分析において、土壌・海底土・海産生物   

から1＝csがわずかに検出されたが、特に異常値は認められなかった。   

なお前年度に1－▼c sが検出された降下物・日常食・牛乳は今年度検出されなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採  取  

降水圭  月間降下量  
年  月  （MBq／加一）  

（mm）  

平成6年 4月   81．4   軋D   軋D   軋D   

5月   107．8   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

6月   135．0   N．D   N．D   N．D   

7月   25．8   N．D   N．D   N．D   

8月   124．8   Ⅳ．D   N．D   N．D   

9月   353．6   軋D   N．D   軋D   

10月   91．4   N．D   N．D   Ⅳ．D   

11月   77．4   軋D   N．D   Ⅳ．D   

12月   33．6   N．D   N．D   N．D   

平成7年 1月   42．8   N．D   N．D   N．D   

2月   27．6   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

3月   167．4   N．D   N．D   Ⅳ．D   

年  間   値   1148．＄   Ⅳ．D   N．D   軋D   

前年度までの過去3年間の値  さ08   軋D   2．3   Ⅳ．D・－4．4   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  その他の  
取  l＝cs  前年度まで  

試 料 名   採取場所  年  体  過去3年間の値  

月  核種   

数  

大気浮遊じん   市原市  H6．4－7．3  田  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／d   

降 下 物   市原市  H6．4－7．3  四  N．D   N．D   Ⅳ．D   0．16  MBq／km2   

陸  N．D   N．D   Ⅳ．D  
mBq／且  

水   蛇口水  市原市  H6．6．12  田  N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  

1．3  1．3   2．4  Bq／kg乾土  

土  市原市  H6．7   
MBq／km，  

N．D  N．D   2．6  Bq／kg乾土  

壌   

N．D  N．D  590  MBq／km－   

精  米   千葉市  H6．10   N．D   Ⅳ．D   軋D   N．D  Bq／kg精米   

野  根  千葉市  H6．10   Ⅳ．D   N．D   N．D   N．D  
Bq／kg生  

菜   N．D   N．D   N．D   N．D  

牛  乳   八街市  H6．8，7．2  田  Ⅳ．D   N．D   N．D  0．087  Bq／色   

市原市  H6．6．11  田  N．D   N．D   N．D  0．034  日 常 食                   Bq／人・日  
千倉町  H6．8，11  田  N．D   Ⅳ．D   N．D   N．D  

海  水   市原市  H6．8   Ⅳ．D  N．D   N．D  mBq／且   

海 底 土   市原市  H6．8   4．7  4．0   5．0  Bq／kg乾土   

海産生物（コ潮）千倉町    H7．2   0．15  0．18  0．36  Bq／kg生   
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表3 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 6年 4 月   9．3   12．6   9．8   

5 月   9．1   13．4   9．7   

6 月   9．2   13. 8 9・6  

7 月   g．2   12．7  g．6  

8 月   g．2   12．6   9．6   

9 月   g．2   29．g   9．9   54   

10 月   9．2   12．3   9．8   

11月   9．2   13．4   10．0   

12 月   9．4   16．8   10．0   48   

平成 7年 1月   g．4   14．7   10．0   

2 月   g．3   1Z．1   9．9   

3 月   9．2   16．2   10．0   

年  間  値   9．1   29．9   9．8   46～57  

前年度までの過去3年間の値   8．4   17．6   9．g   50・－65   
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Ⅴ－13 東京都 に お 古ナ る 放射骨巨調査  

東京都立衛生研究所   

坂本朋子 鈴木秀雄 土屋悦輝  

1．緒 書  

東京都において平成6年度に実施した放射能測定調査に  
ついて報告する。  

2．調査の概要  
（1） 調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2） 測定方法  
放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）並びに  
科学技術庁縮 各種放射能測定法に準じた。  

（3〉 測定装置  

GM計数装置  理研計器（株）MODEL R  ：
 
 

N
 
 

3
 
 

C
 
 

S
 
 

1
 
 
 

0
 
 
 

5
 
 
 

2
 
1
⊥
 
 

一
2
－
〇
 
 

G M計数管  A L O K A G M－L B  
シンチレーションサーへ“メーター  A L O K A T C S  l

 
 
 

モニタ1）ンク“ホ○スト  A L O K A MA R－1  

核種分析装置  東芝NAIG S－12  

（4） 訴査結果  

各試料の全β放射能測定結果を表Ⅰ、Ⅱ に示す。  

表 Ⅳ，Ⅴ に核種分析結果を示す。  
表 Ⅶ に空間放射線量率測定結果を示す。  

3，結 語  

平成6年度における放射能測定調査の結果は前年度に比べ  
特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

前年度まで  

検  

試 料 名   ′取場所  採取年月   体  単 位  

数   

大気浮遊じん  mBq／m3   

降下物  新宿区  H．6／04～7／03  四  N．D  N．D   MBq／Kr淫   

陸  N．D  N．D   

蛇口水  葛飾区  6／06，6／12  国  N．D  N．D  mBq／月  

水   淡 水  

0～5cm  葛飾区  6／06   

土  23000  26000   0．40  0．41  0．57  Bq／kg乾土             41000  】MBq／Kr戎  
壌  0．52   0．55   0．56  Bq／kg乾土  

73000   87000   122000  MBq／Krd   

精 米  新宿区  6／10   0．022  0．020   0．025  Bq／kg精米   

野  新宿区  6／11   

菜   大 根      6    0．081  0．068  0．078 jBq／Kg生   茨毒草  新宿区  6／11 l  口    10．22  0・23i  0．28  
茶  Bq／Kg乾物   

牛  八丈島    6／05，6／08l  l  

6／12，7／02  4   41   48   
l  

47！Bq／9  

乳 新宿区  44   52l  M  

淡水産生物  lBq／Kg生   

日常食  八丈島  6／06，6／12  国   59   田  58 事Bq／人・日  
四  

新宿区  6／06，6／12  43   58  

海水  i  l  

lmBq／9  

l 邑  川 l l  海底土   l  ！Bq／Kg乾土  

0．090  0．10   0．11l   
u 海】むろあじ   三宅島  6／09  6  
産  

l  F Bq／Kg生   

生  1  

ぎ         ‖          l  L  L u H M  
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Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結束  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度くBq／2）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／Kポ）  （MBq／Kポ）  

（mm）                        測定数  最低値  最高値   

平成6年  4月   48   7  N．D   N．D   N．D   N．D   

5月   146   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   155   9  N・D  N．D   N．D   

7月   184   N．D   N．D   N．D   N．D   

8月   153   6  N．D   N．D   N．D   N．D   

9月   322   t N・D   N．D   N．D   N．D   

10月   67   7  N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   48   N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   29   4  N．D   N．D   N・D   N．D   

平成7年  1月   28   3  N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   57   5N．。  N・D  

蓼  
N・D  N．D   

3月   188  i  9   N．。 N．。  N．D   

年 間 値   11425   77  N．D   N．D   N．D～N．D   N．D′｝N．D   

前年度まで 3年間の値  I 290  N．D   N．D   N．D～N．D   N．。～N．。   
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Ⅲ放射化学分析結果  

試 料 名  採取年月  検体歎   90Sr  137cs  単 位  

最低値  最高値  ー去の値  最低値  最高値  去の値   

降下物  6／4～7／3   ′ 、Il  
～   MBq／K一正   

陸水（上 水）   6／6，6／12   ～  
′ 、 ′   Bq／史   

0－ 5cm  6／6   ～  ′ 、 ′  Bq／g乾  

土  ～  ′ヽ－■l  MBq／Kポ  

壌  ～  

′■■ヽ■l  Bq／g乾  

～  ′■■■′   MBq／Kポ   

穀焙 精 米   6／10   ′■ヽ■′  ′■■〉  Bq／g精、′   

野 菜  6／11   ～  

′■■′  Bq／g生   

茶  ′■■′  ′■ヽ′  Bq／g生   

6／5，6／8  

牛 乳  6／12，7／2  
～  

′｝   Bq／2   

6／8，7／2   

淡水産生物  ′‾ヽ■′  ′ヽ■′  Bq／g生   

日常食  6／6，6／12   ′ 、 ′  ′■｝  Bq／入日   

海水  ′■ヽ■■′  ′〉   mBq／9   

海  ′■ヽ■′  ～  

産  ′ 、 ′   
l  ′ 、 ′  

生  ′■■ヽ■′  l■ヽ■′  

物   ～   

t   ～   

Ⅳ牛乳申の131Ⅰ分析結束  

採取場所   八丈町  新宿区  八丈町  八丈町  新宿区  八丈町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   H65／19  8／18  8／26  11／18  H72／16  2／23   最低値  ぎ 最高値   

放射能濃度（Bq／£）  N．D．   N．D．   N．D．  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度  の他の  

検  137cs  過去3   

試 料 名   ′取場所  採取年月  体  た人工放  

数   

大気浮遊じん  mBq／m｝   

降下物  新宿区  H．6／04′、′7／03  四  N．D   0．04  N．D   0．09  MBq／K汀f   

陸  N．D  N．D  

蛇口水  葛飾区  6／06，6／12  国  N．D  N．D  mBq／9  

水   淡 水  

0′〉5cm  葛飾区  6／06   1．04  2．62  3．20  Bq／kg乾土  

土  58．0   MBq／K汀f  

壌  Bq／kg乾土  0．69  1．14  2．20             97．4  186  貞 483    MBq／Kポ   
精 米  新宿区  6／10   N．D  lN・D  Bq／kg精米   

野  新宿区  6／11   N．D  N．D  大 根      R  Bq／Kg生  

菜                        正義革  新宿区  6／11   N．D  N．D  

茶  Bq／Kg乾物   

牛  八丈島  6／05，6／08  
l l  

L i  

6／12，7／02  4    0．09  0．37   Bq／£  

乳  N．D   u N．D O．20         新宿区  6／08，7／02’  Ⅷ      n  ■ N．D 川  
淡水産生物  l  L  

Bq／Ⅹg生   

日常食  八丈島  6／06，6／12  u 2 0．04   0．05  0．0畑 0．10さ    ‡ Bq／人・日  

．新宿区  6／06，6／12  国  0・叫  
海水  「  mBq／史   

海底土  †   Bq／Kg乾土   

海  Ⅷ  

産  H   Bq／Kg生  

生  7  

物 〉 ま  l  

－177－   



Ⅵ ウラン分析結果  

試料名   採取場所  採取年月日  ウラン濃度   過去の偵   単位   

河 川 水  ～   ′■〉   〟g／£   

海 水  ′ 、 ′   ′■■■．′   

土 壌  ′■■ヽl■l   ′、′   

河 底 土  ′■■ヽ′   
′ 、 ′   mg／kg乾土  

海 底 土  ′ 、 ′   ～   

海産生物  ～   
～   mg／kg生  

Ⅶ全問放射線羞率測定結束  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平成4 年  4月   13．7   17．1   14．1   40   50   

5月   13．6   16．2   14．1   40   70   

6月   13．6   16．5   14．1   40   50   

7月   13．6   17．0   14．0   40   70   

8月   13．5   16．5   13．9   40   60   

9月   13．6   17．5   14．3   70   100   

10月   13．6   16．4   14．2   40   70   

11月   13．7   17．6   14．4   40   70   

12月   13．7   16．9   14．4   70   

平成5 年  1月   13．8   17．7   14．4   40   60   

2月   13．8   17．2   14．3   40   50   

3月   13．6   18．1   14．4   囲   

年 間 値   13．5   18．1   14．2  40 ～ 80  50 ～100   

前年度までの過去3年間の値   12．3   1726   … 14．5  30 ～ 56  L 46 ～  77   
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Ⅴ－14 手中 奈 ノIl県 ∂こ お 古ナ る 放射 肯巨 調 査  
19 9 4年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 桑原千雅子  

1 緒言  

19 9 4年度に神奈川県内において行った放射能濃度，空間放射線量率およびウ   

ラ ン濃度の調査結果を報告する．  

2  調査の概要  

1） 調査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，精米，海水魚，海水，海  

底土について放射能濃度，空間放射線量率測定及び河川水，河底土，海水，海底  

土，海産物（ワカメ），土壌についてウラ ン濃度の調査を行った．   

2） 測定方法  

全ベータ放射能測定並びに核種分析及び空間放射線量率測定は放射能調査委託  

計画書（平成6年度）に準じておこなった．  

ウラン分析は，河川水，海水はウラ ンを水酸化アルミニウムで共沈捕集した  

沈澱を希硝酸で溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカリ融解し，固体けい光光  

度法により定量した．土壌は1050Cで乾燥後0．297mmのふるいを通過したものを，  

河川底質，海底堆積物は0．297mⅧのふるいを通した後，凍結乾燥したものを試  

料と し，硝酸により抽出した．抽出液を河川水等と同様に分析した．   

3） 測定装置  

①全ベータ放射能：ニューク レアス製システム5000計数装置  

②核種分析  ：アップテック社製ゲルマニウム半導体検出器をニュークリア  

・データ社製ND－66波高分析器に接続した．  

③空間放射線量率：アロカ製TCS－166エネルギー補償型シンチレーショ ンサーベ  

イ メ ータ  

アロカ製FMT－3B型フリオリ メータ  ラ
査
水
乳
 
 

り
調
雨
牛
 
 

④
）
①
②
 
 

4
 
 

分
果
全
 
 

ン
結
（
 
 

ベー タ）：全て定量限界以下であった．  

中の131Ⅰ：全て定量限界以下であった．   

（③核種分析（137cs）  

a）降下物：4月，5月の2試料から検出され，最大値は0．23MBq／km2であった．  
b）土壌：0～5cm及び5～20cm層の濃度は30Bq／kg乾土及び14Bq／kg乾土であった．  

c）海底土：2．6Bq／kg乾土であった．  

d）食品：10試料中日常食4試料，魚（アジ）1試料から検出された．  

e）その他：全て不検出であった．  

④空間放射線量率：3地点の測定結果は48～61nGyノ／hの範囲であった．箱根町の値  

は他の2地点に比べ低い値を示した．  

⑤ウラン濃度：河川水は0．6～1．4〟g／1，海水は2．3～3．0／∠g／1，土壌は0．5～1．4mg  

／kg乾土，河底土は0．8～2．5mg／kg乾土，海底土は1．0－1．3mg／kg乾  

土，海産物は0．02mg／kg生であった．  

3．結語  

本年度の月間降下物中の137csは，昨年に比べて検出回数が3回から2回へと減少   

したが降下量は若干増加した．日常食中の137cs濃度は昨年に比べいくぶん高く2採   

取地点と も冬季に高かった．その他の試料は昨年度と同様のレベルであった．また   

8月31日に起きたチェリアビンスク65の再処理施設の火災事故による影響調査を行   

ったが，本県への影響は認められなかった．ウラ ン濃度 については各定量値と も   

平常の範囲内であった．  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／1）  

年月  月間降下量  

（mm）  最低値   最高値   （MBq／km2）   （MBq／km2）  

1994年 4月  90．0   8   ND   ND   ND  

5月  132．3   5   ′′   ′′   ′′  

6月  121．0   10   ′′   〝   ′′  

7月  174．0   7   ／／   

′′   ′／  

8月  290．0   8   ′′   ′′   ′′  

9月  217．7   ／／   ′′   ′／  

10月  54．1   5   〝   ／／   ／／  

11月  31．9   4   〝   ′／   ／／  

12月  28．9   3   〝   ′′   ／／  

1995年 1月  44．2   3   ′′   〝   ′′  

2月  37．4   3   ′′   〝   〝  

′′   ′′   ／′  

年 間 値   1425．6   95   ′′   ′／   ′′  

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND  

Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  藤沢市  藤沢市   藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  94．5．24  94．7．26  94．9．21  94．11．29  95．1．18  95．3．16  最低値   最高値   

放射能温度（Bq／1）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

採  前年度まで過去  

1＝cs  3年間の値  その他の検出された  

試 料 名  採取場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊じん  横浜市   4～3  4  ND   ND   ND   ND  mBq／m3   

降 下 物  〝   毎月  四  ND   0．23  ND   0．20  MBq／km2   

陸  津久井郡  6，12  田  ND   ND   ND   ND  
mBq／1  

水   蛇口水   横浜市   6，12    ND   ND   ND   ND  

Bq／kg乾土  

土  〝   

蝿q／km2  

壌   Bq／kg乾土  

5～20c【n   〝   

1700  1700  1900  雌q／km2   

精  米  〝   ND   ND  0．050  Bq／kg精米   

野  ′／   ND  ND  
Bq／kg生  

莱   〝   ND  ND  

牛  乳  横浜市   き，2  田  ND   ND   0．065  Bq／1   

平塚市   6，11  田  0．046  0．12   0．047  0．12  

日 常 食  Bq／人・日  

横浜市   6，11  田  0．050  0．076  0．034  0．12  

海  水  横須賀市   ND  ND  mBq／1   

海 底 土  ′′   2．6  3．1   3．4  Bq／kg乾土   

海  0．24  0．20  0．27  Bq／kg生  

産  

生  
物   
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  

横■ 浜 市   横 須 賀 市  箱 根 町   

1994年 4月   55   56   50   

5月   60   58   48   

6月   55   51   50   

7月   52   56   48   

8月   57   58   50   

9月   57   54   49   

10月   54   53   48   

11月   56   58   50   

12月   53   61   48   

1995年 1月   53   55   49   

2月   55   56   48   

3月   51   60   48   

年  間  値   51～60   51～61   48～50   

前年度迄の過去3年間の値  50′｝57   51～59   45～52   
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V ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月日   ウラン濃度   過去の値   単 位   

河 川 水  横須賀市  94／8，95／2   0．6 ～1．4  0．1～1．8   

〟g／1   

海  水   ′′   95／2   2，3 ～ 3．0  1．5 ～ 3．4   

土  壌   ′′   94／9，95／1   0．5 ～1．4  0．1～1．7   

河 底 土   ′′   94／5，8，11，95／2   mg／kg乾土          0．8 ～ 2．5  0．2 ～ 3．2   

海 底 土   ′′   95／2   1．0 ～1．3  0．3 ～1．6   

海産生物   ′／   95／2   0．02   0．01～ 0．04  mg／kg生   
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Ⅴ－15  新潟具にお巨ナる放射肯巨調査  

新潟県衛生公害研究所  

梅津 了、小林 正、鈴木 斉、猪狩善三郎、山崎 興樹  

高橋 斉、葉書 久尚、上村 桂   

1．緒  書   

前年度に引き続き、平成6年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び放射線監視交付金   
による原子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。  

2．爛査の概芋  

1）粥査対象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生  
物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線t率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線量率、積算綻i、大気浮遊じん、降下物、陸水、  
土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。  

2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  
網査委託実施計画書（平成6年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視網査年度計画  

書（平成6年度）」に基づいて行った。  

3）測定装置  
ア．全ベータ放射能 自動サンプルチェンジャー付きGM計数装膚：アロカ社製JDC－163  

低バックグランドGM計数装虜：アロカ社製LBC－481  

イ．空間線t率  低線土率測定器：DBM方式2′¢×2′NaI（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166  

ゲルマニウム半導体検出器：キャンベラ社製 Genie－†γ線解析システム  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC－LBⅢ  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

シリコン半導体検出器付き8kch波高分析装膚：セイコーEG＆G社製MCA7800  

TLD素子：松下電器産業社製 UD－200S  

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

4）調査結果  
ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。  

イ．空間線i率（表3、4）  

柏崎市等原子力発電所周辺地城及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった0  

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により機器分析し、海水等に1‖csを認めた○  

また、放射化学分析により＝sr、きH、…◆…puを認めた。これら検出された人工放射性核種は、  

いずれも例年と同レベルだった。  

エ．珠算線上（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった0  

3．括  帯   

平成6年度の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影書によるものと判断される人工放  

射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった○  
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表1 環境試料中の全ベータ放射能銅査結果（厨子力発t所周辺監複層査）  

放射能■虎（含K）   前年よit3年間の饉  
試 料 名   採取場所  採取年月  機体数  単  位  

t低饉  t高饉  t低饉  最高饉   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   Ⅱ7．3   12   42   110   34   150   

■8q／‘  
水  打8．8，12   2   140   190   83   150   

柏崎市■刈羽村  
精 米    西山町   t柑．10   3   21   42   22   37   恥／短生   

郎．4．7．10  
原 乳   柏崎市‖地点）   椚．1   8   39   50   40   50   恥／′   

松 葉   拍ヰ市（！地点）  耶．7．11   4   掴   柑0   80   110   軸／也生   

ii‡鐘＝l貞）  
海 水    トい＝＝椚鮎）  耶．5．10   8   31   59   18   8T   叫／′   

表2  定時絆水試料中の全ベータ放射能爾査結果（環墳放射能水澤礪倭）  

放射能■度（8q／貞）  
採取年月  降水量  月間捧下士  

（－）  （18q／墟）  

H6年4月   20．27   l   ＊   2．0   11．0   

5月   31．52   9   ＊   4．4   21．8   

6月   51．59   8   ＊   ＊   ＊   

7月   51．95   3   ＊   ■   ＊   

8月   14．57   5   ＊   0．68   2．3   

9月  258．89  14   ●   0．96   l．0   

10月   121．42  10   ＊   0．8a   30．2   

11月   17T．00   さ   ＊   1．7   48．0   

12月   183．42  15   ■   1．5   35．2   

H7年1月  1紺．朗  18   ＊   2．8   58．5   

2月   52．41  17   ■   1．1   31．9   

き月   121．さ4  12   ＊   1．1   28．5   

年 間 饉  1259．32  123   ＊   4．4   271．4   

前年度甘印 過去3年間  7′－19   ＊   ＊・－ 5．0  ＊ 一－100  
の錯   243．48  

（注）事は検出下限せ未決  

表3 低線i率測定者による空間線t率  
（原子力発電所周辺監視調査）  

（単位：nGy／h）  

測定地点  平均錯  ♯高名  最低鎮   

柏崎市街局  42   91   al   

荒 浜 局  鍋  104   2丁   

下高町 局  錮  ユ08   23   

刈 羽 局  38  104   22   

欝 山 局  36  110   20   

宮 川 局  38   90   30   

西 山 局  4l   94   23   
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表4  空間放射線t串測定結果（礪壌放射能水準黄査）  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（nGy／h）    サーベイ メ ー タ  
測定年月  

最 低 饉  最 高 音  平 均 錯   （nGy／h）   

H6年4月   49   62   51   58   

5月   49   70   51   63   

6月   49   58   51   59   

7月   50   54   52   80   

8月   51   58   53   80   

9月   48   T8   51   55   

10月   49   78   52   57   

11月   48   81   52   54   

12月   46   73   52   52   

H7年1月   37   85   51   55   

2月   37   84   48   52   

3月   4さ   78   51   57   

年 間 卓   37   さ5   51   5T   

前年度ItO  
週去3年間  12．4   30．4  15．9 ′－16．0   43一－58   

の錯  

（注）1 測定場所は新潟市  
2 モニタリングポストの前年度までの過去3年間の卓の単位は、CPS。  

表5－1 放射化学分析結果（＝sr）（原子力発t所用辺監視網査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  t 低 音  」■■こ■  ‾三  週去き年の鎮  単  位   

拍ヰ市・刈羽村  0．01（）－   

精 米   西山町   Ⅱ8．10   3   0．018   0．019  0．019  8q／也生   

大根（根）  刈羽村（土地点）  Ⅰ6．11   2   0．074   0．094   0．080一－0．22  8q／馳生   

I柑．4．7．10  0．022′－   

鼻 孔  柏崎市  椚．1   4   0．025   0．034  0．034  8q／J   

月類（††エ）  西山町   丹8．6   ■   ＊   ＊   8q／短生   

海産生物  0．075－   
（暮けワラ）   （！地点）  Ⅱ6．5．10   4   0．089   0．097  0．11  8q／鹿生   

（江）1 ＊は検出下限錯未満  
2 貝類は、H5からパイ月からサザエに変更した。  

表5－2 放射化学分析括果（lH）（貞子力発t所周辺藍欄層儒）  

試 料 名   採 取 場 所  操淑年月  検体数  轟：一重鏑  一  子■  －≡  週去3年の饉  単  位   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   椚．3   12   0．60   1．6   ＊一－1．8   

恥／∫  

水  t柑．8，12   2   1．1   1．1   ＊′－1．4   

青iキーHl丘）  
海 水    lよ口付蓋‖l貞）  Ⅲ6．5，10   8   0．48   0．78   ＊′－1．9   8q／‘   

（注）＊は検出下限値未満  
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表牒－2 ゲルマニウム半導体検出蕃による接種分析欄足弱査結果（サ墳放射能水準舅査）  

前年度津過去  
検  ‖‖c＄  3年間の饉  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  
数  

大気浮遊払   新潟市   毎月   4  ＊   ■   ＊   ＊  ■8q／d   

降 下 物   新潟市   毎月   12  ＊  0．0さ6  ＊  0．2丁  l恥／l■l   

陸  ∬6．6．旺7．2  2  ＊   ■   ＊   事  

■軸／■l  

水   且8．11   ＊   ■   ■   ■  

土  12   12  9．5   20  恥／短乾  

0■・・・■5   甘6．7   

Cm   1200  1200  830  1300  化q／山  

10   10  7．4   25  恥／毎乾  

簸  Ⅱ8．7   

（：♪   1700  1700  1800  5800  仙／山   

精 米   巷町・新潟市  Ⅰ柑．9．11   2  ＊   ■   ＊   ＊  恥／k生   

大根（根）   新翁市   Ⅰ6．11   ＊   ＊   ＊   ■  恥／血生   

ホウレン草   新顔市   甘6．6   0．062  0．062  ■   ＊  8q／短生   

牛  Ⅱ6．5．8，11  

原 乳  西川町  Ⅱ7．2   4  ＊   ＊   ■  0．20  恥／‘  

乳                         市販乳  新潟市   Ⅰ6．8．耶．2  2  ＊   ＊   ＊   0．18  

淡水産生物  
（フナ）   新顔市   甘8．11   0．14  0．14  0．14  0．18  Bq／短生   

日常食   西川町・拍崎市  Ⅱ8．6．12   l  ＊  0．05l  ■   0．12  8q／人日   

海 水   新潟港沖   耶．7   ＊   ＊   ＊   ■  ■恥／J   

海底土   新葛港沖   18．7   0．さ5  0．85   ■  9．8  軸／毎乾   

海  Ⅱ6．11   0．13  0．1き  ■  0．11  8q／鴎生  

産  
生  甘6．4   ＊   ＊   ＊   ＊  8q／馳生  

物   
ワカメ  両津市   打6．4   ＊   ＊   ＊   ■  8q／也生  

（注）1 ＊は検出下限饉未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す   

衰7 積井線上（原子力発電所周辺監視瀾査）  
（単位：■Gy／91日）  

四半期  四半期  四半期  四半期  積算線土   四半期  帯Ⅰ  第Ⅷ  第Ⅷ  帯Ⅳ  年間  測定地点            監視翁表地劇  0．12  0．11  0．12  0．12  0．47  対照地点  0．13  0．13  0．14  0．12  0．51   
（江）1 年間積算線量の単位は、■Gy／365日  

2 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点5か所  
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表5－3 放射化学分析結果（l＝◆＝pu）（原子力発電所周辺監視網眉）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  ♯ 低 値  ♯ 高 饉  週去3年の饉  単  位   

浮遊じん  刈羽村   掴．7．Ⅱ7．1   2   ■   ■   ■   恥／d   

降 下 物  刈羽村   18．7．‡T．1   2   ＊   ＊   ＊   8qノd   

海 底 土  l水口付靂‖鮎）  ∬6．5．10   4   0．12   0．18   0．11～0．25  8q／短乾  

（江）＊は検出下限値未満  

表8－1ゲルマニウム半導体検出器による採種分析測定弱査結果（原子力発電所周辺監裾舞査）  

前年度iて過去  
検  llTc8  3年間の鐘  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  
数  

大気浮遊払   柏崎市・刈羽村  毎月   24  ■   ■   ■   ■  8q／d   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   24  ■  0．16   ■   0．28  8q／d   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   甘7．3   12  ■  0．0028  ■  0．0025  

8q／′  

水  ‡8．6．12   2  ■  0．0029  ＊   ＊  

土  
墟   ロ   8  1．8   72   1．5  73  8q／短乾   

柏崎市・刈羽村  
精 米    西山町   耶．10   3  ＊   0．081  ＊  0．0さ1  馳／嘘生   

大根（根）   刈羽村（l地点）  E8．11   2  0．0三ほ  0．056  ＊   0．088  恥／短生   

大根（葉）   刈羽村（！地点）  ‡8．11   2  0．20  0．2‡‡  0．16  0．50  恥／短生   

キャベツ   刈羽村‖地点）  皿8．11   2  0．13  0．29   ＊   0．15  馳／毎生   

牛  I柑．4，7．10  
軋  願 覇．  拍崎市（l地点）   址7．1   8  ■   0．58   ＊   0．2」  叫／上   

松 葉   柏崎市り地点）  E6．7，11   4  0．12  0．25  0．12  0．32  軸／転生   

蔚ii‡‖l丘）  
海 水    lよ口付慮（王鮎）  廿6，5．10   8  ＊  0．0039  ■  0．0048  軸／‘   

扁i‡蠣（王鮎）  
海底土    よ★口付i‖鮎）  は6．5．10   8  ＊   ＊   ■   ＊  ；●l：・   

カレイ  柏崎市   1柑．5   口  0．085  0．085  0．072  0．12  8q／鹿生  

マタイ  拍崎市   Ⅰ柑．6   0．10  0．18  0．1l  0．24  8q／短生  

海  
ヒラメ  柏崎市   E6．10   0．14  0．14  0．17  0．25  8q／短生  

産  
サザエ  柏崎市   n8．8   ＊   ＊   ＊   0．042  軸／短生  

生  
ワカメ  柏崎市   Ⅱ6．5   ●   ●   ■   ●  恥／k生  

物  
テけ†  拍崎市   廿6．6   ＊   ＊   ■   ＊  ；lニー：■  

わサ粥  義♯口付蓋り鮎）  打8．5．10   

12  ●  0．18  ●   0．18  8q／馳生  

（往）1 ●は検出下問饅未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  
3貝類は、H5からバイ良からサザエに変更した  
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Ⅴ－16  富山県らこお【ナる放射骨巨調査  

宮山県環境科学センター  

出 口 修   

1．緒言  

前年度に引き続き、平成6年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果につ   

いて報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、  

野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食（都市部、農村部）、  

空間線量率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各放射能測定法シリーズ及び  

『平成6年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：アロカ製 JDC－163  

イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：検出器 EG＆G ORTEC GEM－20180  
波高分析器セイコー EG＆G MCA7800  

ウ 空間線量率  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－131  

モニタリングポスト   ：アロカ製 MAR－11  

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間放射線童率の測定結果を示す。  

3．結語  

いずれの試料についても、前年度とほぼ同様の結果であり、異常は認められなかった。  
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表1  降水（定時降水）試料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採  取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

年  月  （MBq／km2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 6 年 4月   72．7   6   N．D   3．4   4．0   

5月   49．6   8   N．D   5．7   12   

6月   86．8   8   N．D   N．D   N．D   

7月   14．2   3   N．D   N．D   N．D   

8月   78．6   5   N．D   N．D   N．D   

9月   271．3   10   N．D   N．D   N．D   

10月   147．6   7   N．D   1．9   26   

11月   174．1   10   N．D   N．D   N．D   

12月   275．4   16   N．D   2．5   64   

平成 7 年 1月   341．4   18   N．D   3．4   67   

2月   101．8   14   N．D   2．2   29．8   

3月   118．3   12   N．D   2．9   27   

年  間  値   1731．8   117   N．D   5．7   N．D ～ 67   

前年度までの過去3年間の値  428   N．D   4．5   N．D一－ 67   
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表2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  1aTcs  前年度まで  その他の検出  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    された人エ  単 位  

月   放射性核種  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   小杉町  毎月   4  Ⅳ．D  N．D  mBq／mき   

降  下 物   小杉町  毎月  12  N．D   0．18  N．D   0．29  HBq／km2   

陸水（蛇口水）   小杉町  6．6  Ⅳ．D  mBq／ゼ   

6．12   

1．7   8．4   Bq／kg乾土  

土  

1400  HBq／km2  

1．1   1．0   3．0  Bq／kg乾土  

壌   

210   180   490  鵬q／km2   

精  米   小杉町  6．10  口  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D   0．014  Bq／kg生  

菜   N．D  Bq／kg生   

牛  乳   砺波市  6．8  0．10  N．D   0．10  Bq／ゼ   

7．2   

都市部  小杉町  

日  富山市   

常  0．031  0．074  Bq／人・日  

食  
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表3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 6 年  4月   16．0   21．0   17．0   64   

5月   16．0   20．0   17．2   66   

6月   16．5   21．5   17．3   67   

7月   16．0   21．5   17．3   65   

8月   16．0   22．5   17．5   70   

9月   16．5   27．5   17．7   68   

10月   16．0   28．5   17．5   65   

11月   16．0   27．5   17．6   65   

12月   15．5   27．5   17．8   68   

平成 7 年 1月   11．5   28．0   16．3   61   

2月   13．0   24．5   16．3   69   

3月   16．0   22．5   17．4   63   

年  間  値   11．5   28．5   17．2   61～ 70   

前年度までの過去3年間の値  12．0   35．0   17．3   58・－ 66   
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Ⅴ－17 石Jll県書こお8ナる放身相巨調査  
石川県保健環境センター  

内田 賢吾・翫 幹夫・堀 秀朗  

中谷 光・玉井 撤・酒井 道則  

矢鋪満雄  

1．緒 言  

前年に引き続き、平成6年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、水産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

（3）測定装置  

全ベータ放射能   

核種分析  

アロカ㈱JDC－188   

Ge半導体検出器：PGT製  
波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム   

N8Ⅰ（Ⅶ）シンチレーシFン式モニタリングポスト：アロカ㈱ HAR－11   

N8Ⅰ（mシンチレーシすン式サーベイメータ：アロカ㈱製 TCS－161  

モニタリングポスト   

サーベイメータ  

（4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料致は88回であり、放射能はすべての試料  

について検出限界未満である。   
牛乳申の151Ⅰについては、全試料（6検体）が検出限界未満である。   
鮎半導体検出器による核種分析については、1S7csが検出されたのは降下物、土壌、ホウレン草、牛乳、  

日常食、サザエ、フクラギであるが、例年と同レベルの濃度である。   
空間線量率は例年と同程度のレベルを示しており、異常は組められない。  

3．結語  

各試料から異常は観測されず、前年と同様のレベルである。  
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1定時降水試料中の全ベータ放射能測定粥査結果  

米1  放 射 能 測 度（Bq／鳥）  

採 取 年 月  降水量  月間降下量  

（m瓜）  （陥q／km2）  

洲定数   最低値   最高値   

平成8年  4月   69．5   4   N．D  N．D   

5月   108．0   6   N．D  N．D   

8月   108．5   N．D  N．D   

7月   78．0   軋D  N．D   

8月   6乱0   N．D  N．D   

9月   182．5   N．D  N．D   

10月   145．5   7   N．D  N．D   

11月   146．5   N．D  N．D   

12月   226．5   10   N．D  N．D   

平成7年 1月   420．5   12   軋D  N．D   

2月   142．5   8   N．D  N．D   

8月   227．0   N．D  N．D   

年 間 値   1918．0   68   Ⅳ．D  N．D   

過 去 8 年 間 の 値  N．D   5．5   N．D′・′108．9  

★1）降下物採耶期間の降水量。   

2 牛乳中の151Ⅰ分析結果  

採取場所   羽 咋 那 押 水 町  過去8年間の値   

採取年月 日  H6．5．12  H8．7．11  H8．9．6  H6．11．8  H7．1．5  H7．3．＄  最低値  最高値   

（恥／劇  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
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3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  過去8年間の値   人工  

試料名  採取場所   採取年月   体  単位  

数   

降下物   金沢市大騒が丘  毎月  12  N．D  0．08   N．D  0．21  なし  惟q／kn2   

陸  N．D  なし  Bq／鳥   

水   H6．12   

45．1  9．10  54．6  なし  Bq／kg乾土  

土  H6．7   
2190  2駆  2000  なし  惟q／km2  

墳   29．0  6．68  32．4  なし  8q／kg乾土  

5～2馳m  金沢市末町   H6．7   
5700  991  5千00  なし  鵬q／b2   

精 米   金沢市田上   H6．11   N．D  N．D   0．49  なし  Bq／kg精米   

野  H8．10   N．D  N．D  0．066  なし   
Bq／kg生  

菜   H（；．10   0．058  N．D  なし   

牛 乳   羽咋耶押水町   H6．8  2  0．055  0．058  N．D   0．31  なし  Bq／鳥   

H7．2  

金沢市及び  H6．6  

日常食    野々市町、  H8．12   4  N．D  0．056  N．D   0．15  なし  Bq／人・日   

石川那吉野谷村  

水  H6．4   N．D  N．D  なし   
産  

生  H6．8   0．06  N．D   Bq／kg生  

物   
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4空間放射線測定括果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （〟SY／h）   

平成6年  4月   46   84   48   0．07   

5月   47   65   49   0．07   

8月   47   59   49   0．07   

7月   46   71   49   0．07   

8月   47   82   49   0．07   

9月   47   71   50   0．07   

10月   47   49   0．07   

11月   47   71   50   0．07   

12月 43   88   50   0．07   

平成7年 1月   90   46   0．07   

2月   釘   66   48   0．07   

8月   47   71   50   0．07   

年 間 値   鋸   90   49   0．07   
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Ⅴ一18  御幸県¢こお古ナる放身寸骨ヒ楷  

福井県原子力環境監視センター  

青田暁美  堀川武夫●   

1．緒言   
前年に引き続き、福井県が平成6年度に実施した科学技術庁委託の「放射能測定調査」の結果について、その概   

要を報告する。   

2．調査の概要  
（1） 調査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線t率  
（2） 測定方法  

放射能由査委託実施計画書（平成6年度）によった。  
（3）測定装置  

①全β放射能調査；アロカ′TDL－501  
②核種分析調査；HP Ge検出器（相対効率 的30％）  
③空間線Jt率調査；サーベメータ   ：アロカ TCS－121C  

モニタリングポスト：アロカ MAR－11  
（4） 調査結果  

平成6年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の詳細については別添の表を参  
考にされたい。  

①定時降水  

前年と同様に大気中での核実験ほなく、92試料全てが検出下限値以下であった。  
②牛乳中のlさlI分析の結果  

前年と同様に大気中での核実験はなく、1さ1Ⅰは検出されなかった。  

⑨核種分析調査  

（a）浮遊じん  

3ヶ月ごとのコンポジット試料を測定したが、人工放射性核種は検出されなかった。  
（b）降下物  

降水（1ヶ月間採取）を蒸発乾固した試料を測定したが、人工放射性核種は検出されなかった。  
（c）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（それぞれ1001）を蒸発乾固した試料を測定したが、淡水中  
に1＝csがわずかに検出された。  

（d）土壌  

0－5cn及び5～20cmの2届から採取した試料について測定を行った結果、いずれも1＝cs  
がわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、野菜（ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、日常食、海産生物等から187csが  
わずかに検出された。  

④空間線量率  

空間線上率の調査結果は、モニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と同程度であった。   

3．結語   
全β放射能及び空間線量率については従来と同程度であり、核種分析の結果も陸水、土壌、及び 食品の一部か   

ら1＝csがわずかに検出されたのみであった。  

＊現在；福井県衛生研究所  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

1 ”  降 水 の 定 時 採取（定時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月    降水量   月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   長高値  

”   

平成6年4月   123   6   N．D   N．D   ≦  N．D   

6年5月   111   5   N．D   N．D   N．D   

6年6月   150   6   N．D   N．D  

2   N．D   
N．D  

6年7月  66  N．D   N．D  

6年8月 1  口   N．D   N．D   N．D  
－   

ら  6年9  233  ‖ 11   N．D  N．D  N．D   

N. D 

N．D～96   

Ⅱ．牛乳中の川1Ⅰ分析結果  

採取場所  u H 奥越 高原牧場  ／′ 戸  ′′    採取年月日  u ！H6・5・17    6．7．18 N．D  6．8．1弓6．  ”  放射能濃度 」空聖＿】．】．＿＿1  F N．D      1N   
前年度までの  

過去3年間の値  

最低値  最高値  

N．D  N．D   
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

云丁  検 体  
数   

最低  核種  前年度までのl 過去3年間の値   その他の 検出された  単 

位－1  

4～7．3    N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m2   

4～7．3  N．D  N．D  帖q／km2  

】  
mBq／1  

6，12   N．D  

N．D   田  口    3．1  1・8 …3・0  
L14  恥／kg乾土  

u …5・29・7             四    ‖ u  L 一晩／k 
m2   

日常食 トーーーーーー…－…ト……＝j…－ト‥…ト…－－∴－－…－「……－」－－……－－…∴ 馳／人・日  

6．6，6．1120．0340．0450．0360．17  

－－【一－一－「川丁一一一十－－－・十－－－－一椚」－▲－－一一－－一丁一川－－－ト肌冊－－‥－－一・・」  

敦賀市  

1  0．0970．110．19  Bq／kg生  海産生物  三国町  
▲ ■  
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

1   

l  

測 定 年 月  
最 低 値   最 高 値   平 均 値   （。。y／h） 】  

平成6年 4月   14．7   23．5   ‾‾■㍍；二言‾ 

6年 5月   15．0   20．0   16．2   

6年 6月   15．0   23．0   16．7   65   

6年 7月   15．0   22．0   16．6  川  

6年 8月   15．0   20．0   16．8   73   

6年 9月   16．0   23．O 17．2  72   L  

6年10月   15．4   22．0   16．8  L   71  

6年11月   15．1   24．0   
j 

16. 44 74  

6年12月   15．1   24．0  16．4   68  
＿＿   

7年 1月   15．0   27．0   17．7  55  

7年 2月  11．0  29．0  15．6  64  

7年 3月  12．0   22．0   15．1  68 
＿＿＿＿＿ 

年 間 債   11．0   29．0   16．4   ～74  

前年度までの過去3年間の借覧11．O  35．0  55～70  
⊥  16．4   
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Ⅴ－19 山梨県らこおらナる放射台巨調査  

山梨県衛生公害研究所  

小林規矩夫  小宮山芳江  

飛田 修作  

1 緒 言  

平成6年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概要  

を報告する。  

2 調査の概要  

（1） 調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、  

日常食及び空間放射線圭率  

（2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び軋定は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1976）」  

「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局編「放射能判定調  

査委託実施計画書（平成6年度）」により行った。  

（3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Alo k a TDC－501型  
イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  
ウ 空間線量率  

シンチt／dショントへ●ィメータ：Alo k a TC S－131型  

モニタリングポスト：Alo k a MAR－11型  

（4） 調査結果  

定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半導体核種分析装置による  

各種試料の分析結果を表2に、空間放射線圭率の測定結果を表3に示した。  

3 結 語  

いずれの調査項目においても昨年度とはぼ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時採取）  

降水i  

採取年月  放射能濃度 （8q／1）    月間降下1  

（m）  

（MBqハm2）    測定数  最低値  最高値   

平成8年4月   38．5   Ⅳ．D   N．D   N．D   

5月   73．0   N．D   N．D   Ⅳ．D   

8月   71．5   N．D   N．D   N．D   

7月   73．5   N．D   N．D   N．D   

8月   57．5   N．D   N．D   N．p   

9月   234．0   Ⅳ．D   N．D   N．D   

10月   52．5   軋D   N．D   N．D   

11月   9．0   N．D   N．D   N．D   

12月   18．0   N．D   N．D   N．D   

平成7年1月   3争．5   軋D   N．D   N．D   

2月   12．5   N．D   N．D   N．D   

3月   83．5   N．D   N．D   N．D   

年 闇 値   7＄4．0   Ⅳ．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   四   軋D   3．1   N．D～162   
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表3 空間放射線t率測定結果  

モニタリングポスト（ep5）  サーベイメータ  

測  定  年   月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 8年  4月   15．5   20．0   l¢．5   

5月   15．5   19．5   18．5   ‖   

8月   15．5   20．5   1¢．5   ‖   

7月   15．5   22．5   ‖．6   

さ月   15．5   2l．0   18．8   ‖   

9月   15．5   21．0   18．7   

10月   15．5   18．5   1¢．7   

11月   1¢．0   18．0   18．9   

12月   1¢．0   19．0   18．9   

平成 7年 1月   18．0   21．0   18．8   ‖   

2月   18．0   18．5   18．8   

3月   15．5   21．5   18．7   ‖   

年  闇  値   15．5   22．5   16．7   ‖～81   

前年度までの過去3年間の値   15．0   24．5   18．6   56～85   
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Ⅴ－20 長野県iこおさナる放射骨巨翻査  

長野県衛生公害研究所  

小林恵子  赤岡 輝  

小山和志  清水 寿  

1．緒 舌   

前年度に引続き、長野県において平成6年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調香の結果について報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜瀾（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線童率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1978）」、  

「ゲルマニウム半導体検出寿によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年  

改訂）」及び「放射能耕査委託実施計画書（平成6年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置：ALOKA JDC・163  

Ge半導体検出者： NAIG I∝・1819S  

シンチレーションサーベイメータ ： ALOKA TCS・166  

モニタリングポスト ：ALOKA 椎AR－15  

4）細萱結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、Ge半導体検出器による核  

種分析結果を表Ⅱに、また空間放射線真率の測定結果を義Ⅲに示した。   

3．結 語  

平成6年度の長野県における謝査結果は、環境試料申の放射能及び空間  

放射線羞率ともに平常時のレベルにあり異常値は認められなかった。  

、
、
■
、
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能加重結束  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

詔■■■い  

降水主  放 射 能 濃 度 （8q／1）  月間降下量  

年月  （M8q／血2）  

（皿）  測定数   最低償   最＃償   

平成8年4月   12．0   4   N．D   N．D   N．D   

5月   42．8   7   N．D   N．D   N．D   

8月   59．8   8   N．D   N．D   N．D   

7月   20．8   5   N．D   N．D   N．D   

8月   17．7   5   N．D   N．D   N．D   

9月   124．9   10   N．D   N．D   N．D   

10月   53．5   7   N．D   N．D   N．D   

11月   18．9   5   N．D   N．D   N．D   

12月   35．3   9   N．D   N．D   N．D   

平成7年1月   63．9   15   N．D   N．D   N．D   

2月   38．9   10   N．D   N．D   N．D   

3月   40．4   10   N．D   N．D   N．D   

年 仰 償   528．7   93   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の償  301   N．D   6．7   N．D～109   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出肴による核種分析測定調査鰯呆  

挨  

137Cs  前年度まで  その他の  

試 料 名    採取場所  採掘年月   体  過去3年間の償    検出され  

た人工放  

歎            射性根穂   

大気浮遊じん  長野市  8．4′－7．3  4  N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  嘘q／皿3   

降下物  長野市  6．4■－7．3  田  N．D   N．D   N．D   0．051  HBq／km2   

上水 源 水  長野市  6．6，6．12  田  N．D   N．D   N．D   N．D  
陸  

虎口水  長野市  6．5，8．12  田  N．D   N．D   N．D   N．D  皿Bq／1  

水  

淡 水  隕訪湖  7．1   N．D  N．D   0．37  

24  17   140  8q／k‘乾土  

0～ 5 em  長野市  8．7   

土  720  440  4200  H8q／k皿2  

壌  9．5  N．D   26  Bq／kg乾土  

5・－ 20 cm  長野市  6．7   

680  N．D  1700  hBq／k皿2   

糟米  穂高町  8．11   N．D  N．D   N．D  Bq／ki精米   

野  佐久市  6．11   N．D  N．D   0．015  
Bq／kg生  

菜   佐久市  8．11   N．D  N．D   N．D  

牛乳  長野市  8．8，7．2  田  N．D   N．D   N．D  N．D  Bq／1   

淡水産生物（りがキ‾）    諏訪湖  7．1   0．099  0．032  0．15  Bq／kg生   

都市部   長野市  8．8，6．12  田  0．033  0．040  0．028  0．29  日常食                     8q／人・日  
農村部  真田町他  6．6，8．12  田  0．024  0．030  N．D   0．070  

海産生物（イワシ）    長野市  7．2   0．073  N．D   0．13  Bq／kg生   
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Ⅲ＋空間放射線量率測定結束  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 虐 年 月  

最低傭   最＃償   平均償   （nGy／h）   

平成  8年  4月   13．4   16．0   14．1   88   

5月   13．7   17．2   14．3   82   

8月   13．5   20．3   14．7   88   

7月   14．0   18．0   14．7   84   

8月   14．0   16．6   14．3   80   

9月   12．8   19．4   14．7   る6   

10月   13．7   19．9   14．8   88   

11月   13．9   19．1   14．g   82   

12月   13．5   20．8   15．1   94   

平成  7年 1月   13．2   21．2   14．8   90   

2月   13．4   19．8   14．8   90   

3月   13．8   19．8   14．5   88   

年  間  償   12．8   21．2   14．8   80～g4   

前年度雇での過去3年間のせ◆   12．4   26．7   14．5   57～90   

■：モニタリングポストは平成4年3月から測定を開始。  
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Ⅴ－21 岐阜県における放射台巨調査  

岐阜県保健環境研究所  

臭平 文雄  水俣 長生  

1．緒言   

平成6年度に岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果に  

ついて報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜  

（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間綽量率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」  

「ゲルマニュム半導体検出器ガンマ線スベクトロメトリー（平成2年度改訂）」  

及び「平成6年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製 L B C－4 52型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーE G＆G製  

3．空間線量率  

シンチレーションサーベイメーター：アロカ製 TC S－151  

モニタリングポスト：アロカ製 MA R－15  

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の測定結果を示す。  

3．結請  

いずれの試料についても、前年度と同様、異常は認められなかった。  
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表－1 降水（定時降水）試料申の全ベータ放射能測定結果  

放射能濃度（Bq／L）  

採取年月   降水量  測定敷  月間降下t  

（■■）  最低値  宜高値   （【Bq川■2）  

平成6年 4月   104．8   N．D  

5月   117．5   〃．D  

6月   72．8   4   N．D  

7月   3．0   N．D  

8月   16．6   5   N．D  

9月   77．g   6   Ⅳ．D  

10月   4．4   N．D  

11月   l．4   軋D  

12月   3l，8   5   N．D  

平成7年1月   4．2   N．D  

2月   24．5   N．D  

3月   117．7   6   N．D  

年間傭   576．6   40   N．D  

前年よまでの過去3 年間のせ   1g4   1l．1   11．1   23．3  

N．D；検出されす（計数せがその折数誤差の 3倍兼繊）   

義一 2  ゲルマニュム半導体検出器による穣積分析測定結果  

13Tc き  

採取   検体  

拭  科  名   場所  採取年月   数  前年よまで  単  位  

過去3年間のせ  

最低債  て ．三    最低せ最高せ   

大気＃遭 じん  岐阜市  毎月   6   N．D  N．D   N．D   N．D   ●Bq／■3   

降下物   岐阜市  毎月   12   N．D  N．D   N．D   N．D   HBq／kl～   

陸水（蛇口水）  岐阜市  H．6  6   2   N．D  N．D   N．D   〃．D   ■Bq／L   

土壌0－5c■  9．6  11．4   9．6  14   Bq／kg乾土  

73．3  87．7   76   gg   HBq／k■2  

5－20c■  10．3  10．3   8．0   g．7  Bq／kg乾土  

81．6  81．6   62．0  80．3  hBq／kt2  
け米   岐阜市   Ⅳ．D  N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

野菜り●イコン）   岐阜市  H．611   Ⅳ．D  N．D   N．D   N．D   Bq／k‘生   

（さウレンツり  岐阜市  H．611   N．D  N．D   N．D   H．D   Bq／k‘生   

お茶   白川町  2   0，22  0．30  N．D   0．70  Bq／k‘生   

池田町  

牛乳  笠松町   2   N．D  N．D   H．D   N．D   Bq／L   
H．72  

日常食   H．66．12                                岐阜市   2   N．D   0．03  0．023  0．053  8q／人・日  

高山市  ”．6 6，12  2  0．032  0．057  N．D   0．059  8q／人・日  

N．D ：検出されす（計数偵がその折歓誤差の3倍未満）   

義一 3  空間繊暮串湘定結果  

測定年月   モニタリ ングポスト（cps）  サ ー ベ イ メ ー タ ー  

最低饉  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成6年 4月  16．g  21．2  17．8   74   

5月  16．7  21．2  17．6   80   

8月  16．0  22．8  17．8   81   

7月  16．7  19．8  17．6   76   

8月  16．7  23．9  17．6   85   

9月  16．9  27．5  18．l   82   

10月  16．9  21．1  18．0   76   

11月  17．0  22．9  18．2   70   

12月  17．1  22．8  18．3   65   

平成7年1月  17．0  23．4  18．3   75   

2月  16．3  23．0  17．9   80   

3月  16．8  22．4  18．0   79   

年間値   16．8  22．7  17．9   76．9   
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Ⅴ－22 静岡県Ⅰこお んナる 放射乱臣笥周査  

静岡県環境放射線監視セ ン タ ー  

木野正彦、増井芳男、息 明雄  

石渡達也、河合渉、青田秀行、鈴木弘康  

1 緒 膏  

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託曙橋放射能水準調査を実施している。  
今回は、平成6年度に実施した調査結果の叔父を用告する。  

2 調査の概要   

（1）調査の対象  

ア 放射能  全β放射能 （定時降水）  
核種分析   （浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産物及び日常食）   

イ 放射線i ・空間放射線i率   

（2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）によった。   

（3）測定装置   

ア 全β放射能  ・GM式放射能測定装置   
イ 核種分析  ・G e検出型波高分析装置   

り 空間放射線玉串  ・NaI式モニタリングポスト（科学技術庁方式）  
・N aI式サーベイメータ  

（4）調査頼果  

ア 全β放射能調査  
定時降水中の全β放射能調査結果は、表Ⅰに示すとおりすべて検出限界以下であ  

り、過去3年間と同様であった。  

イ 核種分析  
牛乳中のⅠ－131の調査結果は、表Ⅱに示すとおりすべて検出限界以下であり、  

過去3年間と同様であった。  
その他の環境試料の調査結果は、表Ⅳに示すとおりである。C s－137以外の  

核種は検出されなかった。大根とホウレン草の値は過去3年間に比べて若干高いが通常  
の変動の範囲内と考える。その他の試料については、従来と同程度であった。  

り 空間放射線量率  
空間放射線量率の調査結果は、表－Ⅲに示すとおりである。モニタリングポスト  

による親王率は年間を通じて大きな変動は無かった。サーベイメータによる線量率  

の値は従来と同程度であった。  

3 結   語   

今年度の調査結果は、従来と同程度の値であり、異常は認められなかった。  
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義一Ⅰ 大型水盤に上る月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査椿果  

降  水  の  定  時  採  水  大型水盤による降下物  

採  取  

降水土  

年  月  （H8q／E12）   （MBq／E■2）  

（■■）  測定数   最低値   最高値   

平成 6 年 4 月  162．0   8   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D  

5 月  178．5   6   N．D   軋D   Ⅳ．D  

6 月  107．0   7   耳．D   Ⅳ．D   J．D  

7 月   9．9   5   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

8 月   71．0   6   Ⅳ．D   軋D   Ⅳ．D  

9 月  151．0   Ⅳ．D   Ⅳ．D   y．D  

10 月   62．0   9   Ⅳ．D   Ⅳ．D   y．D  

11月   96．0   4   Ⅳ．D   Ⅳ．D   ¶．D  

12 月   12．0   4   Ⅳ．D   Ⅳ．D   y．D  

平成 7 年1月   56．5   3   Ⅳ．D   †．D   軋D  

2 月   37．5   3   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

3 月  142．5   8   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

年間値   1085．9   73   Ⅳ．D   Ⅳ．D   †．D  

前年度までの過去3年間の値  Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D  
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蓑－Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析括果  

採取場所   御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市   

採取年月日   6．4．18  6．4．1さ  6．7．14  6，7．15  6．10．13  6．10．12  7．1．12  7．1．12   

放射能濃度（8q／象）   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   宵．D   y．D   y．D   軋D   

表－Ⅲ 空間放射線線上牢測定結果  

モニタリングポスト（cp5）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6 年 4 月   11．6   15．7   12．4   56   

5 月   11．4   15．8   12．4   68   

6 月   11．7   16．0   12．5   68   

7 月   11－4   19．6   12．4   6T   

さ 月   11．2   18．1   12．5   76   

9 月   11．6   19．9   12．7   65   

10 月   11．4   14．7   12．4   65   

11月   11．6   18．3   12．6   62   

12 月   11．7   15．7   12．8   56   

平成 7年 1月   11．8   20．2   12．さ   66   

2 月   11．7   14．7   12．7   67   

3 月   11．3   18．2   12．7   62   

年  間  値   11．2   20．2   12．6   56 －・TtS   

前年度までの過去3年間の値   11．1   21．5   12．7   56 － 77   
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表－Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

楳  検  

取  137cs  前年度まで過去  

試 料 名  採取場所    年  体  3年間の値  

月  

敷  

大気浮遊じん   浜岡町  4回／年   4  Ⅳ．D  N．D   Ⅳ．D  N．D  1Bq／■3   

降下物  静岡市  毎月  12   N．D  N．D   Ⅳ．D  0．074  H8q／k12   

上水 濾水  
陸  

蛇口水  静岡市   6－12   2  ¶．D  甘．D   桝．D  軋D  tBq／鼠  

水  

淡水  

9．8  10   14  Bq／kg乾土  

0－ 5ct  御殿場市   7   

土  220  2TO  700  MBq／k12  

基  2．さ  3．7  5．0  Bq／kg乾土  

5－20e■  御殿場市   さ   
280  290   870  帆Bq／k■2   

精米  静岡市   Ⅳ．D  Ⅳ．D  0．048  Bq／kg精米   

野  御殿場市  0．26  Ⅳ．D  

浜松市   軋D  軋D   Bq／kg生  

菜   0．63  Ⅳ．D   0．29   

磐田市  5  0．040  0．044  8q／鵬乾物   

茶  

修善寺町  5   0．070  0．18   

牛乳  静岡市   8．2   2  N．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  Ⅳ．D  Bq／企   

淡水産生働  もq／kg生   

静岡市   6．11   2   0．053  0．068  0．036  0．084  8q／人・日  

日常食  

浜岡町   6，11   2  Ⅳ．D  N．D  0．028  0．0さ8   

海水  ■8q／£   

海底土  Bq／kg乾土   

海産生物  

（あじ）  静岡市   17   0．17  0．15  0．22  

8q／kg生   

松葉  浜松市  4  

6，9．12  

沼津市   3  4   0．32  
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Ⅴ－23 愛矢口県乙こおらナる放身寸台巨討司査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子  富田伴一  青山 幹  
山田直樹  後藤智美  河村典久  

1 緒言  

愛知県は科学技術庁の委託により、鰐和35年度より核実験等によるフォールアウト   

調査を実妹してきたが、昭和62年度より原子力発音所等の周辺県として「環境放射鮨水   
準調査」を実施することになった。ここでは平成6年度の放射能調査綽果について粥告す   
る。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遡じん、上水、土壌、穀類（精米）  

野菜、牛乳、日常食、海水、海底土、梅産生物、空間放射線量率等合計117件と、空  
間放射線重率について通年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射推測定調査委託実姉計画亨」による科学技術庁の指  

示に従った。全β放射能測定は科学技術庁婿「全ベータ放射能測定法（1976）」、  
核種分析は同締「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」、固定  

式連続モニタによる空間放射線豊率の測定は同福「連続モニタによる環境γ掛糾定法  
（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装帝  ：ALOKA製TnC－501、SC・702、GM－25038  
CANBERR鳩4GC2520－7915－30、MCAシリース“35フ○ラス  ゲルマニウム半導体核種分析装帯  

シンチレーションサーベイメーター：ALOKA製TCS－166  

3
 
 

ALOK娼呈MAR－15、ND－106  モニタリングポスト   

〈4）調査締果   

1）全β放射能  

測定結果を表Ⅰに示した。定時降水中の全β放射能は69回の測定において検出き  
れたのは2回のみで、年間降下量は34．3MRq／kM2であった。   

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を蓑Ⅲに示した。137csは土壌（0－5cm、5－20cm）、日常食  
（新城市等）、牛乳、痺底土、海産生物（きす）に検出されたが、その他の人工放射  

性核種はいずれの試料にも検出きれなかった。   

3）空間放射線圭率  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衡研）で測定した締果を表Ⅲに示した。シンチレ  
ーションサーベイメーターによる測定値の平均は111［Gy／hで、変動係数は2．2罵であ  

った。   

結語  

いずれの調査項目においても、特に異常は認められなかった。  
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表l定時降水嘉増中の全β放貞朋拗萱結果  

縄 水 の 定 時 採 取（定 時 降 水）  
ほ取  降水1  

放 射 一服 濃 度 （8q／ヱ〉    月南緯下t  
年月  抽雨  

（M8q佃㌔）    測 定 穀  ホ 低 価  兼 高 価   

8 年 4 月  1舶．5   ○   N．D   2．l   27．8   

5 月  ミ袷．1   5 N．D   N．D   N．D   

¢ 月  115．5   8   N．D   N．D   N，D   

7 月  62．T   8   N．D   軋D   N．D   

8 月  85．7   5   N．D N．D   N．D   

9 月  湖．8   8   軋D   N．D   N．D   

相 月  55．9   6   N．D   N．D   N．D   

l一 月  鋸．J   3   N．D   N．D   N．D   

ほ 月  訝．2   J   N．D   N．D   N．D   

丁 年 1月  58．l   5   N．D   N．D   N．D   

2 月   lg．1   ‡   H．D   2．8   8．5   

3 月  138．0   8   N．D   N．D   N．D   

年 間 価  ‖」ll．8   ¢9   N．D   2．8   3月．3   

前年度までの過去3年筒の価  ；汀9   N．D   5．T   N．D ′〉33．3   

「H．D」は不様出．  

裏町 空筒放射ほt率測定結果  

モニタリンクポスト（ep5）    サーベイメーター  
測 定 年 月  

最儲個  貴高価  平均価  （「点yh）   

8 年 1 月   ほ，7  柑．T  18．1   1t狩   

5 月   柑．7  柑．3  18．d   113   

8 月   15．7  柑．6  18．5   柑7   

7 月   15．7  ；氾．2  】8．d   l‖   

8 月   t5．7  2l．2  16．3   113   

9 月   15．8  ま3．5   柑．9   1！5   

相 月   15．8  柑．6  18，8   113   

】】 月   ！5．9  19．7  17．8   

ほ 月   15．0  2匂．2  17．8   1裾   

7 年 1 月   15．9  2t．7  1¢．0   

2 月   15．7  19．8  18．6   1柑   

‡ 月   15．8  28．d  16．8   ‖1   

年  間  儒   I5．7  33．5  18．＄  l餌  ′〉115   

前年度までの過去3年間の価   】5．2  25．8  18．6  7ち．9 ｛一l】2   
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表口 ゲルマニウム半消榊乗出執こよる核積分析漬掟三陸麿轄具  

坪  ‡  
t”c5  前年度まで  その他の雷婁出きれた  

試 料 名    ほ 職 場 所  採取年月   休  過去3年間の価    人工放射性核積   皇 位  

叛                       ホ低佃  轟高価  れ儲個  最高値   

大気浮遊じん    名古屋市北区  6．4′－T．3  d  N．D   N．D  N．D   N．D  【8q／m3   

閲 下 甥    名古屋市北区  6．d′〉7．3  12  N．D   N．D  H．D   8．㈱  帽q／㌦   

曙  N．D  N．D   N．D  

咄／月  

水  陀□水  名古屋市北区  8．6．12  2  N．D   N．D  N．D   N．D  

5，3  3．8   d．2  軸／k9‡乞土  

土  
2闇  柑8   22匂  「℡q／k㌦  

2．g  N．D   l．9  如′k9乾土  

用  
d58  N．D  368  鴨q／k㌦   

†需  米    名古屋市北厘  6．12   軋D  N．D   N．D  如／柏用米   

大  根  渾美郡田原町  6．5   N．8  N．D   N．D  
如／kg生  

菜  N．D  N，D   N．D  

牛  乳    名古屋市北区  e．8， 7．2  2  札D   8．緋  N．D   N．D  8q／月   

名古屋市   6．6．1l  2  N．D   N．D  N．D   臥即  
日  常 食  軸／人・日  

斬げ市、  8．8．11  2  N．D   臥8J2  N．D   臥23  

南設楽即鳳来町  

水    伊勢湾小弟谷沖  8．8   汚  N．D  N．D   N．D  鵬q′2   

海  底  土    伊勢湾小衿谷沖  6．8   1．T  3．4   d．9  的／kg陀土   

汚  す   知多郡南知診町  ＄．6   8．12  H．D   匂．12  
産  

あ さ り．   知多苦情知多町  8．6  N．D  N．D  N．D  
生  

馳／k9生  

甥   

‡ 桟休‡史がlの試櫛こついては最畷個の‡≠こ漬掟価記載。  

r軋D」は不様出。  
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Ⅴ－24  三重県lこ おlナ る 放射甘転調査  

三重県衛生研究所  

濱各 章子 音森 鳴子 橋爪 滑  

1  緒舌   

三重県では，昭和63年度より科学技術庁の委託による褒墳放  

射能＃査牒行っている．今回は平成6年度に実施した胃査につい  

ての概要を報告する．  

2  胃査の概要  

（1）蠣査対魚   

降水の全β放射能，大気浮逝じん，降下物，陸水（上水），土壌，  

糟米，野菜類（大根，ほうれん革），茶，牛乳‥ 日常食及び海産生  

物（♯）の横種分析，サーベイメータ及びモニタリングポストによ  

る垂同線量串の測定．  

（2）測定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ線横種分析及び空間線土串  

の測定は，科学技術庁＃ r＃境試料採取法（S58）」，「仝ベータ放  

射能測定法（S51）」及び平成6年度放射能測定需査委託実施計商  

事に従った．  

（3）測定装t  

GM計数装書：アt］カGM自動測定装tT DC－511，S C－  

7 5 6 B  

G e半導体検出キ：NAIG－EシリーズMCA，S L D－4  

ⅣaIシンチレーションサーベイメータ：アロカT C S－131  

モニタリングポスト；アロカMA R－11  

（4）粛査招来   

全β放射能測定結果は表Ⅰに，垂間線量串の測定緒果は表Ⅱに，  

γ線核種分析結果は表Ⅱに示した．  

3  緒帝   

本訂査は7年度目になるが，前年度とほぼ同程度の儲を示し，  

特に異常な慮は認められなかった．  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水賦劇中の全β放射能■査結果  

挟取  降水の定時採用（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水土  放射能濃度（8q／1）  月間降下t  月間降下量  

年月  ′（－）  測定数  最低値  最高儲   （H8q／墟）   （lBq／墟）  

平成6年 4月   66   4   N．D   N．D   Ⅳ．D  

5月   71   6   N．D   N．D   Ⅳ．D  

6月   182   6   Ⅳ．D   N．D   N．D  

7月   2g   4   N．D   N．D   N．D  

8月   66   6   N．D   Ⅳ．D   N．D  

9月   318   7   Ⅳ．D   N．D   N．D  

10月   62   6   N．D   0．8   12．4  

11月   35   a   N．D   N．D   N．D  

12月   N．D   N．D   Ⅳ．D  

平成7年 1月   41   4   N．D   N．D   N．D  

2月   5   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

3月   137   10   N．D   Ⅳ．D   N．D  

年 間 儲   g53   59   N．D   0．8   Ⅳ．D～12．4  

前年度まで過去8年Ⅶのせ  282   N．D   0．9   N．D・－ 8．8  

Ⅱ 垂間放射線土中測定結果  

モニタリングポスト（¢p8）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高せ   平均せ   （nGy／h）  

平成 6年  4月   13．5   18．0   14．6   51．3   

5月   14．0   17．7   14．6   51．4   

6月   13．5   18．3   14．7   5a．2   

7月   13．5   16．0   14．6   50．5   

8月   13．5   19．7   14．6   51．5   

9月   14．0   23．0   15．0   50．3   

10月   14．0   18．0   14．g   52．0   

11月   14．0   18．0   14．g   51．4   

12月   14．0   17．0   14．8   51．7   

平成 7年  1月   14．0   19．7   14．8   50．0   

2月   14．0   17．0   14．8   48．2   

3月   14．0   19．0   14．8   53．a   

年  間  債   13．5   23．0   14．8   48．2 ～ 53．3   

前年度まで過去3年間の値   13．2   23．7   14．7   4g．7 〈′ 57．2   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体襖虻鶉による機種分析滑走■査緒果  

操  その他の  
挨  前年度まで  

取  1＝c8  検出された  
試料名  採取場所  体  過去3年間のせ  単位  

年  人工放射  
数  

月  t低せ   機種           t高せ  t低義  t高書   

H6．4  
気浮遊じ   津市 機構  4   Ⅳ．D   N．D   N．D  N．D  叫／d   

・一明7．3  

H6．4  
降下物   津市 機構  N．D   0．848   N．D  0．171  l的／kd  

′－H7．3   

H6．8  

蛇口水  i ■ こ▼■  Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  Ⅳ．D  ■8q／戚  

H6．12   

0．80  N．D   2．69  Bq／k乾土  
0－5dl  津市 半田  H6．7  口  

57  Ⅳ．D   149  hBq／kd  

1．23  N．D  N．D  的／k乾土  

5－20（■  韓市 半田  H6．7  口  
188  Ⅳ．D  N．D  H的／kIオ   

精  米   松阪市   H6．g  N．D  N．D  N．D  馳／k精米  

大 根  多気靡明和町  H6．11  口   N．D  N．D  N．D  

8q／k生  
ウレン  三重耶楠町  H6．11  口   N．D  N．D  N．D  

大台町   H6．5   
茶  N．D   0．390   Ⅳ．D  0．380  的／k乾物  

t山市   H6．5   

H6．8  
牛乳  会群大内山村  N．D   Ⅳ．D   N．D  Ⅳ．D  Bq／且   

H7．2   

淡水産生物  Bq／k生   

津市  H6．6  

日常食  H6．11  N．D   0．057   N．D  0．086  8q／人・日   

尾＃市  H6．12   

海水  ■Bq／劇   

海底土  的／k範士  

魚類（■）  紀伊長島沖  H6．10  口   0．180  Bq／厄生   
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Ⅴ－25 滋 賀 県 しこ 濯S もナ る 放 射 台巨 調 査  

滋賀県立衛生環境センター  

青木 茂 川本 寛 田中 孝幸  

松井 由廣 橋本 編出工  

1．緒 言  

前年にひき続き、滋賀県が平成6年度に実施した、科学技術庁委託の環境放射能  

水準調査の結果を報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

ア．全β放射能   定時降水  

イ．γ線核種分析 降下物、大気浮遊塵、陸水、土壌、農畜産物（精米、大根、  

ほうれん革、原乳）、日常食（都市部、農村部）  

ウ．空間線量率   サーベイメーター  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全β放射能測定、γ線核種分析および空間線邑率の測定は、  

科学技術庁のマニュアルおよび平成6年度放射能測定調査委託実施計画書に従った。  

（3）測定装置  

ア．全β放射能  GM計数装置   ：ALOKA JDC－163  

イ．γ線核種分析 Ge半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置   ：SEIKO MCA7800  

ウ．空間線量率  サーベイメーター：ALOKA TCS－151  

モニタリングポスト：ALOKA MAR－15  

（4）調査結果  

表－1に定時降水の全β放射能の調査結果を示した。  

表－2にゲルマニウム半導体検出器によるγ線核種分析測定結果を示した。  

表－3に大津市における空間線量準則定結果を示した。   

3．結 語  

調査結果は前年度とほぼ同程度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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義一1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

測定数  最低値  最高値   （椎q／馳2）  （HBq／Xm2）  

平成6年4月   132．2   6   ND   ND   

5月   116．7   7   ND   ND   ND  

6月   149．2   ND   ND   ND  

7月   74．6   3   ND   ND   ND  

8月   23．4   2   ND   ND   ND  

9月   201．2   ND   N【）   ND  

10月   37．2   5   ND   ND   

11月   24．4   2   ND   ND   ND  

12月   27．0   4   ND   ND  

平成7年1月   61．2   2   ND   ND   ND  

2月   22．8   ND   ND  

3月   96．6   7   ND   M）   ND  

年 間 値   966．5   52   ND   ND   ND   ′■l一   

前年度までの過去3年間の値  267   ′ND   6．6   ND一－106．9  
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  ＊  その他の検出  

取  137cs  前年度まで  

試 料 名    採取場所    年  体  過去3年間の値    された人工放  単仕  

月  

数             射能核種          最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊塵  大津市  H6．4  4   N【）   ND  ND   N【）  嘘q／■3   

一－H7．3  

降 下 物  大津市  H6．4  12   ND   ND  ND   N【）  惟q／伽2 

′・′H7．3  

上水・源 水  

陸  

蛇口水   大津市  H6．6  2   ND   ND  ND   ND  嘘q／l  

H6．12  
水  

淡 水  

ND  6．0  11．5  Bq／Ⅹg乾土  

土  

ND  ＄80   697  推q／馳2  

壌   ND  ND   12．7  Bq／Ⅹg乾土  

5－20Cm   野洲町  H6．8   

ND  ND   1660  陥q／馳2   

精 米  志賀町  H6．9   ND  ND   ND  Bq／馳精米   

野  根   安曇川町  H6．11   0．027  ND   ND  

Bq几g生  

菜   ND  ND   ND  

牛 乳  日野町  H6．8  2   ND  ND   N【）  Bq／1   

H7．2  

都市部  大津市  H8．6  2   

H6．12  ND  0．053  ND   0．075  
日常食                       Bq／人・日  
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表－3  空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメーター  

測  定 年  月  日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 6 年 4 月   13．3   21．1   14．1   55．2   

5 月   13．3   17．7   14．0   66．7   

6 月   13．2   18．3   14．1   68．0   

7 月   13．1   16．8   13．9   65．3   

8 月   13．2   16．4   13．9   64．9   

9 月   13．2   21．5   14．3   69．7   

10 月   13．3   18．1   14．1   66．9   

11月   13．4   17．6   14．3   69．4   

12 月   13．4   17．9   14．4   67．7   

平 成 7 年 1月   13．4   19．9   14．2   64．5   

2 月   13．4   16．7   14．2   65．2   

3 月   13．3   18．9   14．1   65．6   

年  間  値   13．1   21．5   14．1   55．2 ′・′ 69．7   

前年度までの過去3年間の値   12．4   24．0   14．1   61．1ノ・一 72．4   
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Ⅴ－26  京著巧月守1こおiナる放射骨巨宵闇査  

京都府保健環境研究所   

西内 一・藤波直人・渡連哲也   

都築英明・伊吹勝蔵  

1 緒 言   

京都府では、前年度に引き続き、科学技術庁委托による環境貌射能水準調査及び放射線監視交付  

金による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要   

1）調査対象  

（ア）環境放射能水準調査   

空間線量率、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（清水及び蛇口水）、淡水、農  

畜水産物（茶、米、大根、ほうれん革、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（清水及び河川水）、陸士、農音産物（米、大  

根、はうれん草、高菜、みかん、椎茸、小豆、票、馬鈴薯、梅、卓ゆうり、やまぶき、牛乳）、指  

棲植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、さざえ、なまこ、わかめ、あじ、いか、うまずらは  

ぎ、まいわし、ほんだわら）、海底沈積物、海水、大気中ラドン娘核種、ガス状よう素  

（2）測定方法   

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁縛ー全ベータ放射能測定法j、rゲルマニウム半導体検  

出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法J、rストロンチウム分析法J等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂Ⅲ）』によった。  

（3）測定装置  

測定機器は、表1のとおりである。  

（4）詞査結果   

表Ⅰ－Ⅴに調査結果を示す。  

（ア）環境放射能水準調査   

定時採水を除く環境試料は、昭和68年虔からゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査を  

行っている。降下物（月間雨水）、土壌、茶、日常食及びさばに157c＄が認められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

従来の測定値と同程度のさH及び長半減期の157cs、90srを検出した。  

3 結 語   

平成5年度の調査結果は、従来と同程度のレベルであり、特に異常値は認められなかった。  
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表1 測定機器  

にタリングホ○スト：DBH方式ⅣaI（Tl）シンチトション検出器  

空間線上率  
放射能水準調査：NaI（Tl）シンチトショガイイメづ   

空間積算線王  熱蛍光線1計 TLD素子（CaSO4：Tm）   

がンマ線放出核種  ケ◆ルマニウム半導体検出器   

トリチウム   液体シンチトション計数装置   

全へ●一夕放射能   
G宮計数装置  

フ○ラスチヴクシンチトション検出器   

全アルファ放射能  
モニタリングホ○スト  

ZnS（Ag）シンチトション検出器   

ストロンチウム  低ハ●サクク●ラウンド放射能測定装竜   
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Ⅰ 定時採水試料中の全ベータ放射能礪査結果  

ⅠⅠ放射化学分析結果  

試料名   位  採取地点  取年月日  Sr－90濃度  、去  単 位   

3年間の値  
陸水  可川水  朝来川  H6．5．19  2．6 ± 0．4  

大 山  H6．5．20  810 ± 44  380～   
よもぎ   菓  H6．10．18  2300 ± 65  2300  

苦 衷  H6．5．20  930 ± 50  750～   
H6．10．18  1300 ± 50   mBq／kg・生                                         2400  

米   玄米  大 山  H6．10．31   N．D．   N．D．   

牛乳   原乳  多祢寺  H6．11．22  34 ± 7．2   
めばる  H6．4．20  170 ± 40  
なまこ  毛島沖               H6．4．20  91± 30  

ほんだわら  H6．10．28   N．D．   120   

Ⅲ 牛乳中のト131分析結果  

採取場所   京都  市  鶴市   過去3年間  の値（Bq／  即   

採取年月日  H6．5．26  托6．10．13  H6．5．  凶  51H6．11．22  最低値  最高値  
放射能濃度   N．D．   N．D．   N．D．  lN．D．   Ⅳ．D．  N．D．  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名   取踊  採取年月  その他の検出された  

動   患膿†肘   点1丘†灯   

大気浮遊じん   庶都市  H6．4・一日7．3  口  N．D．   N．P．   N．P．   軋D．   N．D．   〃馳／㌔  

籠鶴市  I椅．4－H7．3  24   、．   N．T）．   ．．   5．3 ± l．7   ド．D．   

降下物  京都市  Hf〉．4・、・H7．3  12  N．D．   0．052 ± 0．016  N．D．   0．06ヰ：± 0．O19   N．D．   l侶q／k汀r  

★tl市  1t6．勺～lけ．3  12  N．D．   0．069 ± 0．O17  N．D．   0．079 ±0．024   Ⅳ．D．  

上水 源 水  京勧市  H6．乱‖了．1  つ  M．D．   N．D．   N．D．   0．33 三 0．091   N．D．   mBq／し  

井tl市  H6．5．H6．11  2  N．D．   1．0 ± 0．20  N．D．   軋D．   軋D．  

京都市  H6．8．H7．1  2  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   〃．D．  

河川水   舞鶴市  H6．5．1沌．11  2  N．D．   N．D．   N．D．   N．D、   N．D．  

綾部市  H6．5．1掩．11  n  N．け．   N．【）．  N．D．  

淡 水   宇治市  H6．12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

0・－ 5c  東都市  H6．8   l  り ＋ 0 36  4 り ＋ 0 36      N D  8／k軽土  
14（）±   ユ2  140 ±  12  N．D．   MBq／k汀7  

舞鶴市  H6．5．H6．6  5  5．2 ± 0．3：2  83 ± 1．1  1．8 ± 0．36  170 ± 1．6   N．D．   8q／kg乾土  

綾部市  H6．5   n  36 ± 0．65  36 ± 0．65  41± 0．73  140 ± 1．3   N．D．  

5～20c  東都市  H6．8   l  7 5 十 0 36  7 5 ＋ 0 36      N D  
ら20 士  30  620 ±   80  N．D．   楓Bo／knす   

精 米  東漸市  H6．11   n  N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   Bq／kg柵米   

玄 米  舞鶴市  H8．10   5  N．D．   1．0 ± 0．039  N．D．   0．71± 0．041   N．D．  

縁談市  H6．10   N．D．   N．D．   N．D．   N．Ⅰ）．   軋D．   

大根（根）  五都市  H6．10   口  N．D．   N．D．   N．D．   0．068 ±0．0065   N．D．  Bq／kg生  

t鶴市  H6．】2   3   凡D．   ．．   ．．   

0．019 ±0．0034   N．D．  

大場（董）  舞鶴市  H6．12   3  N．D．   0．056 ± 0，010   N．D．   0．13 ± 0．018   N．D．  

ほうれん耳  東新市  H6．‖   口  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

舞鶴市  H6．1l   3  N．D．   N．D．   N．D．   0．069 ± 0．018   N．D，  

五 菜   舞鶴価  H6．4   3  0．03ノl・土0．0084  0．058 ±0．00gl  Ⅳ．D．   0．088 ± 0．012   N．D．   

みかん  舞鶴市  116．12   り  N．D．   N．D．   N．D．   0．064 ± 0．016   N．D．   

生椎茸  女札所  H7．4   n  3．8 ± 0．02g  3．8 ± 0．029  6、4 ± 0、044  6、4 ± 0，044   Cs－1ユ4  

繰煎市  H7．5   n  1：≧ ± 0．087  12 ± 0．087  4．3 ± 0．031  4．3 ± 0．031   Cs－134   

属鎗暮  ★鶴†転  H6．6   り  N．D．   Ⅳ．D．  N．D．   

／ト豆  七島市  l16．11   2  0．063 ± 0．020  0．088 ± 0．02l  N．D．   軋D．   N．D．   

稟  兼鶴市  H8．10   n  0．068 ニヒ 0．012  0．068 ± 0．01：三  N．D．   N．D．   N．D．   

よもぎ  舞tl市  H8．5．削．10  8  札D．   0．23 ± 0．020  廿D．   0．37 ± 0．020   N．D．  

綾部市  H6．5．H6．10  2  0．33 ± 0．024  0．34 ± 0．021  0．25 ± 0．029  0．48 ± 0．028   N．D．   

松 葉  鶉鶴市  H6．9   3  0．086 ± 0．010  乱80 ＝ヒ（．018  0．048 ± 0．014  1．5 ± 0．028   軋D．  

縫敵前  ト16 9   口  0．039 ±0．0094  0．039 ±0．0094  0．12 ± 0．022  1．9 ± 0．030   N．D．   

亮  ★血市  H6．6   n  N．D．   N．D．  N．D．   

きゆうり  ■鶴市  H8．8   n  N．D．   N．D．  Ⅳ．D．  

鰻範市  H6．8   n  0．03（）二±0．0050  0．030 ±0．0050  N．D．   

やまぷき  綾部市  H6．5   口  0．073 ± 0．012  0．073 ± 0．O12  N．D．   

茶  宇治而  H6．6   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D、   Bq／kg乾物  

加悦F「  抽6、6   q  0．43 ± 0．057  0．43 士 0．057  0．46 ± 0．079  0．71± 0．076   N．D．   

牛 乳  京都市  H6．5．H旧∴0  つ  軋D．   N．D．   N．D．   N．D．   凡D．   Bq／L  

舞鶴椚  H6．5．H（与．11  つ ▲′  N．D．   札D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

液水産佐．物（フナ）   宇治僑  H6．1：≧   N．D．   N．D．   N．D．   0．087 ± 0．024   N．D．   Bq／k長生   

日常食  京都省  H6．6．H7．1  ′）  0．030 土0．0078  0．054 ±0．0083  軋D．   0．057 ±0．0064   N．D．   Bq／人・日  

市  】f6．6．H7．1  Il  0．030 ＝ヒ0．0080  0．041±0．0077  0．024 ±0．00S6  0．054 ± 0．011   ．．   

揚 水  舞鶴沖  11臥 8．H7．2  2  2．3 ± 0．44  2．8 ± 0．57  2．4 ± 0．60  3．5 ± 0．53   N．D．   mBq／L   

毎屯沖  H6．8．I†7．2  6  ：．2 士 0．25  2．9 ± 0．27  2．0 ± 0．56  3．5 ± 0．37   N．D．   Bq／kg乾土  

京都市  ㈹．11   n  0．10 ±0．0080  0．10 ±0．0080  0．15 ± 0．O12  0．23 ± 0．016   N．D．   8q／kg生  
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Ⅴ 空間放射線土串測定結果  

測定場所  モニタリングポスト       （nGy／h）  一へ●イメー  

舞鶴市大山  舞鶴市吉   坂   舞鶴市倉梯  京都市  

測定年月  低値    高値  均値  低値  高値  均値  低値    高値  均値  （nGy／h）   

平成6年4月   田    田  田  34  団  岨  42    固  44   田   

5月   27    48  田  田  田  田  42      45   
6月   27    田  田  田  田  田  41    凶  44   84   

7月   27    38  田  田  50  田  42    四  44   凶   

8月   田    40  田  34  田  凶  42    四  44   
9月   田    凶  田  田  田  田  43    田  46   
10月   田    94  幽  幽  77  田  43    76  46   田   

11月   28    78  田  田  四  37  43    74  47   87   

12月   27    田  田  田  70  38  44    田  4g   86   

平成7年1月   四    68  田  四  76  田  幽    87  47   凶   

2月   由    田  田  21  50  田  凶    64  42   86   

3月   田    49  田  田  68  37  41    72  44   田   

年 間 値   田    94  田  田  四  田  田    87  45   田   

去3年間の値  四    凹  田  田  111  田  幽    104  44  
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Ⅴ－27 大阪府における放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

肥塚 利江  渡辺 功  

田村 幸子  

1．緒言  

大阪府では、昭和35年度より科学技術庁の委託により放射能調査を実施してい   
る。今回は、平成6年度に実施した調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

・全ベータ放射能   

・核種分析  

降水（定時）   

大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米  

野菜（タマネギ・ダイコン ・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳  

（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）   

モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベ イ  ・空間線量率  

メータ（5地点）  

（2） 測定方法  

平成6年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3） 測定装置  

・全ベータ放射能  

・核種分析  

・空間線量率  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製L BC－   

472－Q型）   

ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGC－1619S型）   

モニタリングポスト（アロカ製MAR－11型）   

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TC S－151   

型）  

定時降水の測定結果（6時間値）を表Ⅰに示す。  

60例中 8例検出したが異常値は認められなかった。   

環境及び食品試料中の131Ⅰ、137c s及び40Kの測定結果を  

表Ⅱに示す。上水（原水及び蛇口水）試料の一部に、昨年度と  

同様、微量の13】Ⅰが検出された 川D～ 0．9mBq／1）。  

その他の試料に異常値は認められなかった。   

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベ イメータに  

よる結果を表Ⅲに示す。昨年度と同程度の値であった。  

（4） 調査結果  

・全ベータ放射能  

・核種分析  

・空間線量率  

結 語  

平成6年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、   

人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された。  

昨年度に続き今年度も上水試料の一部に微量の131Ⅰを検出したが、飲料水の摂   

取制限に関する指標の約1／105 のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表 Ⅰ 定時降水中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取   （定時降水）  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間  

年月  降下量  

（Ⅶm）  測定数   最低値   最高値   （絨Bq／k皿2）  

平成6年4月   ND   ND   ND   

同  5月   7   ND   1．0   3．7   

同  6月   ND   ND   ND   

同  7月   ND   ND   ND  

同  8月   4   ND   ND   ND   

同  9月   199   ND   0．3   10．6  

同 10月   34   ND   0．6   1．0  

同 11月   27   ND   ND   ND   

同 12月   27   4   ND   0．4   1．5   

平成7年1月   ND   ND   ND   

同  2月   ND   ND   ND 

同  3月   10  ND   1．4  4．1   
‖  

年 間 値   60  ND   1．4   ND－10．6   

前年度までの過去3年間の値  277   ND   3．0   ND～26．8   
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表 Ⅲ ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析測定綱査結果  

検  i3TCs  

平成6年産  前年度まで  その他の  

試 料 名   搾取場所  採取年月   体  過去3年間の値      検出された   単位  

努陳  

数                        最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大阪市  6．4～7．3    ⅣD   ⅣD   皿軸／血3   

降下物  大阪市  6．4～7．a    m   ⅣD   ⅣD   ⅣD  1馳／加2   

陸  柑   ND   ⅣD  131Ⅰ：ⅣD～0．9   

咄／1  

水   ⅣD   ⅣD   ⅣD  131Ⅰ：ND～8．8   

3．1  3．9   8．7  咄／短乾土  

土  

180   」恥／血2  

4，3  2．2   a．9  咄／短乾土  

壌   

780  1馳／血2   

神米  大阪市  6．11   ⅣD  ⅣD   柑  馳／蛤精米   

大 根  大阪市  6．1l   ⅣD  m   M）  
野  

ホウレン草  大阪市  6．11   m   

葉  m  ⅣD   m  

馳／短生  

キャベツ  熊取町  6．12   ⅣD  ⅣD   ⅣD  

牛  州）   ⅣD   ⅣD  

軸／1  

乳   大阪市  6．畠，7．1    ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD  

泉大津市他  6．6，6．12    0．0さ2  0．036  0．022  0．023  恥／人・日  

日常食  

大阪市  6．8，6．12    0．031  0．058  ⅣD   0．Og9  恥／人・日   

海水  大阪港  6．旦   ⅣD  ⅣD   m  m軸／1   

海底土  大阪港  6．8   4．1  4．6   5．3  恥／短乾土   

海  大阪市  6．11   0．16  0．11  0．21  
産  

生  肌生  
物   
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表 Ⅲ  空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭  大阪城公園 熊取町3地点   

平成6年 4月   13．4   17．6   14．4   89．7  61．6   

同  5月   13．1   17．0   14．3   101．7  61．4   

同  6月   13．0   17．4   14．5   89．7  70．0   

同  7月   12．9   18．1   14．2   104．2  72．0  50．8～72．9   

同  8月   13．0   16．4   14．0   95．1  69．3   

同  9月   13．4   17．8   14．4   94．6  66．4   

同 10月   13．4   18．0   14．3   97．2  65．8   

同 11月   13．3   16．8   14．5   97．1  66．5   

同 12月   13．3   17．4   14．7   99．9  64．4  56．1～73．3   

平成7年1月   12．6   18．1  14．5   90．8  66．0   

同  2月   13．2   19．7   14．6   88．1  67．8   

3月   12．9   17．1   14．2   go．5   71．4  

年 間 値】    ”  12．6   19．7   14．4  61．4～72．0 50．8～73．3 

前年度までの  

過去3年間の値  12．6 22．6   14．0  59．3～68．6。9．9～71．6r  
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Ⅴ－28 兵庫県における放射能調査  

兵庫県立衛生研究所  

磯村公郎 金澤良昭  

1．緒言   

前年にひき続き，平成6年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射能   

測定調査席果について報告する．  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水）   

土壌，日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地，消費地）   

海産生物（いかなご．生産地），空間線量串  

（2）調査方法   

試料の前処理，全ベータ放射能測定および核種分析は，主として科学技   

術庁のマニュアルに従って行った．  

（3）沸走機器  

アロカ  L B C4 7 2  

日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

アロカMA R－15  

アロカT C S－16 6  

調査結果   

表1に示すように，定時採取による降水の全ベータ放射能は平成5年度と   

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった．ゲルマニウム半導体γ   

線波高分析装置を用いた137csの測定値を表2に示す．137csは土壌，海産生   

物，日常食で検出されたが平成5年度と比べて差は認められなかった．また   

表に示さないが全ての試料について40Rも前年度と比較して差は認められ   

なかった．その他131Ⅰなどの人工放射性核種は全て謎められなかった．空   

間線量串およぴモニタリングポストも平成6年度とほぼ変わらなかった。な   

お平成7年1月17日に阪神、淡路大震災が発生したために以降は空間線量   

率、モニタリングポストの測定のみが可能であった。その他の調査は科学技   

術庁の指示により試料採取のみを行い、前処理、測定は日本分析センターに   

依頼した。   

なお文の末尾であるが本年度の調査に、的確な指示をいただいた科学技術庁   

防災瑠璃対策室、試料の前処理・分析をお願いした日本分析センター、およ   

び地震の際に心配をおかけした皆様に深謝します。  
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表1 定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採取（定時降水）  

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  月間降下量（MBq／km2）  

測定数  最低値  最高値  （γ線核種定性分析）   

1994．04   108．2   7   N．D．  68．   256（人工核種検出しない）   

1994．05   74．2   7   N．D．  48．   84（人工核種検出しない）   

1994．06   57．5   7   N．D．  N．D．  

1994．07   20．2   3   N．D．  22．   247（人工核種検出しない）   

1994．08   18．8   2   N．D．  N．D．  

1994．09   50．2   N．D．  8．0   19（人工核種検出しない）   

1994．10   27．3   4   地蔑のためデータ消失   

1994．11   19．6   3   地震のためデータ消失   

1994．12   13．4   2   地震のためデータ消失   

1995．01   46．1   地震のためデータ消失   

1995．02   20．1   2   地震のため試料作成不能   

1995．03   55．7   7   未測定   

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試料名  採取場所採取年月   検   
137 

cs  過去3年の値  その他検出   単位  

体  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市 94．04－95．03  4＊   N．D．  N．D． N．D  N．D．  mBq川3   

豊岡市 94．04－95．03  4＊   N．D．  N．D． N．D  N．D．  mBq／M3   

降下物  神戸市 94．04－95．03  12＊   N．D．  N．D． N．D  O．042  MBq／km2   

蛇口水  神戸市 94．06，94．12  2   N．D．  N．D． N．D． N．D．  mBq／1   

土壌0－5cm加西市 94．07   38  38  32  172  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市 94．07   9．5  9．5  4．9  19．4  Bq／kg乾土   

生産地米 加西市 94．12   N．D．  N．D． N．D． N．D．  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 94．11   N．D．  N．D． N．D． N．D．  Bq／kg精米   

大根  加西市 94．12   N．D．  N．D． N．D  N．D  Bq／kg生   

ホウレン草  加西市 94．11   N．D．  N．D． N．D  N．D  Bq／kg生   

牛乳  三原町 94．08，95．02  2＊   N．p． N．D N．D  N．D．  Bq／1   

日常食加古川市94．07，94．12   28  44 24 57  mBq／人目  

浜坂町94．06，94，11  

海産生物明石市94．04   98  98  58 98  mBq／kg生   

＊1月以降の試料は前処理、測定を日本分析センターに依頼した  
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表3．  空間放射線皇率測定楷果（神戸市）  

謝定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   エ糾キー一補正型  

1994．04   15．5  16．9  15．4   102．   

1994．05   15．5  16．7  15．8   98．   

1994．06   15．7  17．7  16．1   96．   

1994．07   15．3  16．9  15．8   96．   

1994．08   15．3  17．0  16．4   102．   

1994．09   15．5  16．9  16．0   101．   

1994．10   15．7  16．6  15．9   100．   

1994．11   15．6  16．6  16．1   92．   

1994．12   15．7  16．9  16．3   97．   

1995．01   15．7  17．4  16．0   99．   

1995．02   15．6  16．7  16．0   102．   

1995．03   15．5  16．7  16．0   103．   

年間値   ・15．3  17．7  16．0   92－103．   

前年度までの  14．9  24．5   92－113．   

過去3年の値  
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Ⅴ－29 奈良県をこおiナる放射骨転調査  

奈良県衛生研究所   

岡田 作，中山 義博  

1．緒   

前年度に引続き、奈良県において平成6年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．訴査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水，牛乳，糟米，野菜類   

日常食及び茶の核種分析。空間放射線豊率  

（2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定，核種分析及び線量串測定は、科学技術庁の「放射   

能測定訴査委託実施計画書」「全β放射能測定法」「Ge半導体検出番を用いた機器   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカJDC183型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝NAIGI∝1619S型）  

空間線量率 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15型）  

（4）調査結果  

定時降水の全β放射能を表1に示す。異常値は認められなかった。  

γ核種分析による137cs分析結果を蓑2に示す。土壌，茶そして日常食で   

137csが検出された。  

空間放射線真率は表3に示す。異常値は経められなかった。  

3．結  請  

いずれの鍋査項目においても前年度とほぼ同程度の価を示し、特に異常な価は認  
められなかった。  
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義1 定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採淑 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射濃度（Bq／1）  月間降下量  

年  月  （MBq／血2）  

（m）                滑走歎  最低値  最高値   

平成 6年 4月   93．4   6   ND   ND   ND   

5 月   93．3   ND   ND   ND   

8 月   188．1   ND   ND   ND   

7月   35．5   ND   ⅣD   ⅣD   

8月   95．8   4   ND   ND   ND   

9月   198．8   8   ND   ND   ND   

10月   43．7   6   ND   ND   ND   

11月   38．1   ND   ND   ND   

12 月   33．7   ND   ND   ND   

平成 7年 1月   86．1   ND   ND   ND   

2月   20．3   ND   ND   ND   

3月  94．4   10   ND   ND   ND   

年   間   値   999．0   61   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  280   ND   4．3   ND一一 39   
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義2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  

13Tcs  前年度までの  

試 科 名  採取葛所  採取年月   体  過去3年間の価  

人工放射性  

敷  

大気浮遊じん  奈良市  6．4′－7．3  4  ND   ND   ND  mBq／m3   

降下物  〝   ND   ND   ND   0．08  【8q／血2   

陸水（鵜口水）   奈良市  8．8，12   2 ND ND   ㈹   ND  mBq／1   

3．9  4．4  5．1  Bq／短乾土  

土  8．7   
310  234  391  M8q／h2  

4．9  4．1  5．8  8q／鹿乾土  

5－ 20ql   〝   8．7   
502  875  MBq／血2   

肯米  橿原市   6．10   ⅣD   ⅣD   N   ⅣD  8q／短精米   

野  根  檀原市   8．11   1 ND ND   ND   ND  
Bq／k生  

菜   〝   6．12   ⅣD   冊   ⅣD   ⅣD  

茶  奈良市   6．5   0．25   1．8   ND   1．9g  Bq／短乾物   

牛乳  大宇陀町  6．8，7．2  田  ND   ND   ND   ⅣD  8q／1   

檀原市  8．6，11   0．024  0．030   

日常食  
0．020  0．081    Bq／人・日  
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表3  垂間放射線豊率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測   定   年   月  

最低僧   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 8年  4月   17．9   22．6   18．6   55   

5 月   17．9   21．8   18．6   59   

6 月   17．5   22．4   18．6   57   

7月   17．8   21．0   18．5   58   

8月   17．7   21．4   18．5   57   

9 月   18．0   22．2   18．8 60   

10 月   18．0   22．8   18．7   57   

11月   18．0   21．8   柑．8   61   

12月   18．0   22．3   柑．9   59   

平成 7年 1月   18．0   23．3   18．7   56   

2月   17．8   20．8   柑．6   58   

3月   17．8   22．2   18．5   57   

年  間  億   17．5   23．3   18．8   55 ′－ 81   

前年度までの過去3年間の億   17．2   28．0   18．5   49 ′｝ 66   
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Ⅴ－30 和tた山月■IこおIナる放■寸■色■■■k  

和歌山県衛生公害研究センター  

勝山 せ  得津 勝治   

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成6年度科学技術庁委託による放射能測定結果について報告する。  

2．調 査 の 概 要  

（1）粛査対象  

降水（全β測定）、大気浮遊塵、拝下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白菜、  

大根、鯵、米、茶）の核種分析、及び空間線上率測定を行った。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定方法は、「放射能測定調査委託実施計画書」、昭和51年改訂「全β  

放射能湘定法」、平成2年改訂版rGe半導体検出掛こよるガンマー線スベクトロメトリー」  

に従った。  

（3）滑走装置  

Ge半導体検出器（米国キャンベラ社製 PLUS－35シリーズ型）  

（SEIKOEG＆G製 GEM－15190－P）  
低パックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U型）  

γ榛シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－131型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－11型）   

（4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表2に陸水、土壌、日常食、精米野菜等のγ練核種分析結果を示した。  

表3に空間線量畢測定結果について示した。  

3．結 語  

今年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  

－241－   



表1 定時韓水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能浪度（Bq／史）  韓下主  

（キⅧ）  

測定数   最低値   （MBq／kI正）        最高値   

平成6年4月   47．5   3   ND   ND   ND   

5   78．5   4   ND   ND   ND   

6   79．5   3   ND   0．27   6．0   

7   18．5   ND   ND   

8   5．5   ND   ND   

9   85．0   3   ND   0．51   0．77   

10   26．0   ND   ND   

54．5   3   ND   0．57   

12   35．5   4   0．20   0．81   

平成7年1月   46．0   3   ND   0．40   

2   24．5   0．33   0．81   

3   48．0   6   ND   1．4   

平均年間借   ND ・－1．4  ND－36   

前年度まで退去3年間の値  NI）   2．4   ⅣD－2．Og   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  

試料名  採取囁所  採取年月  検体敷   （137Cs）  検出され  

た人工放  

射性横捷   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎   4   ND  ND  ND  ND  虚心■8   

降 下 物  〝   毎 月   12   ND  ND  ND  0．02  抑止   

陸水（蛇口水）   新宮市  ’94811   2   ND  ND  ND  ND  亜小史   

土  ／／   ，948   3．8   3．9  5．3  鵬乾土  

壌   〝   ●948   ND  NI）  1．1  輌乾土   

精  米  〝   ，9412   1  ND  ND  0．D9  輌生   

野  ／／   ，9412   ND  ND  0．04  

恥佃生  

莱   菜   ′′   ’9412   1  ND  ND  0．70   

牛乳（市腱L）  〝   鋸11’953  2   ND  ND  ND  ND  恥／亜   

和歌山市  2  ND  

日 常 食  恥／人・日   

北山村   2  0．肪8   

魚頼（アジ）   新宮市  ，g410   ND  ND  0．20  桃生   

茶  勝浦町  ’945   1   0．43  0．70  輌生   
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表3  空間放射株主率湘定結果  

測定年月   モニタリングポスト（CpS）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／hr）   

平成 6年4月   13．0   17．9   14．3   46．4   

5   13．1   16．6   14．2   37．4   

6   13．0   16．7   14．4   50．6   

7   13．0   17．7   14．4   65．0   

8   13．2   16．1   14．3   70．0   

9   13．1   18．5   14．5   57．9   

10   13．0   18．0   14．3   55．2   

11   13．0   21．0   14．5   86．0   

12   13．0   19．0   14．6   63．3   

平成 7年1月   13．0   19．0   14．2   68．9   

2   13．0   18．5   14．3   72．1   

3 13．0   19．0   14．3   64．5   

年  間  億   13．0－21．0  46．4－86．0   

前年度までの過去3年間の債  12．0 － 25．0  32．1－86．0   
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Ⅴ－31鳥取県における放射能調査  

鳥取県衛生研究所  

中村仁志 坂田裕子 朝倉 学  

田中卓実 田中長義  

1 緒言  

鳥取県において平成6年度に実施した、科学技術庁委託による環境放射能   
水準調査結果について報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  
菜（大根・ホウレン草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び空間線量  
率  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲルマニ  
ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）」及  
び「平成6年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定－－－－GM計数装置（ALOKA TI）C－103）  

核種分析－－－－－－－－－－－－－－ G e半導体検出器（ORTEC GEは－15180－P）  

空間線量率測定－－－－－－－－ サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  

モニタリングポスト（ALOEAはAR－21）  

（4）調査結果  

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、検出数は22回  
と例年なみであり、冬季に多く検出される傾向も例年どおりであった。  

イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下で  

あり、過去3年間と同様であった。  
ウ G e半導体検出器による核種分析結果は表3に示すとおりで、降下物  

土壌、牛乳、日常食及びさばから137c sが検出されたが、前年度と同  
レベルであった。  

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで、例年とほぼ同程度の値で  
あり、異常値は認められなかった。   

3 結語  

鳥取県における放射能調査結果は、平成6年度も過去の調査結果と同程度   
の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／且）  ＝【■才 

年月  ．． 

（mm）  測定数  最低値  最高値   

平成6年 4月  66．5  7   ND   5．0   36．4   

5月   132．2   6   ND   ND   ND   

6月   102．2   5   ND   ND   ND   

7月   2．0   0  ND  ND  ND  

8月  41．8 2  ND   ND   ND   

9月  296．3  12   ND   ND   ND   

10月   99．3   6   ND   ND   ND   

11月   128．4   8   ND   2．4   13．4   

12月   236．8   15   ND   3．5   80．2   

平成7年1月   207．5   14   ND   7．6   171   

2月   156．3   14   ND   2．9   57．6   

3月   125．5   10   ND   1．5   22．3   

年 間 値  1594．8   99   ND   7．6  ND～171   

前年度までの過去3年間の値  375 ND  4．0  ND～169   

表2 牛乳中の1き1Ⅰ調査結果  

採 取 場 所   米  子  市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H6．6．27  H6．7．11  H6．10．31  H6．11．21  H6．12．26  H7．3．27  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／り  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  前年度まで  その他の  

過去3年間の値    検出された  

試 料  名   採取場所  採取年月  検体数  人工放射性  

核種   

大気浮遊じん  鳥取市   H6．4～H7．3   ND   ND  弓 ND  ND  嘘q／が   

】  

降下物  鳥取市   H6．4～H7．3  ND   0．116  ND   0．230  雌q／kⅦ2   

陸  H6．6  ND   ND   ND   ND  mBq／且   

水   H7．2   

2．24   ND   2．95  Bq／也乾土  

土  岩美郡国府町  

149   ND   MBq／km2  

ND   ND   2．80  軸／也乾土  

壌   
ND   ND   MBq／km2   

精米  鳥取市   H6．12   m   ND   ND  Bq／也精米   

野  岩美郡国府町  H6．12   ND   ND   ND  

大根      口  Bq／鹿生  

菜                       ホウレン草  倉吉市  H6．11   
皿  ‖  

ND   ND   0．091  

牛乳  
l  

∈米子市  
H6．8  ．ND   0．044  ND  0．184  Bq／且   

H7．1   
【  

H6．6／H6．11   国  0．052 ‖  0．094   
I七生．  

2 
u 鳥取市           ND  0．092    Bq／人・日   Ⅷ  0．031  ND   0．045  

】 

海  境港市  7．2  0．153  0．180  O．198  Bq／転生  

生  川  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6 年  4 月   36   47   38   94   

5 月   36   52   39   84   

6 月   36   49   39   95   

7 月   37   46   40   91   

8 月   37   46   40   94   

9 月   37   56   41   95   

10 月   37   59   40   86   

11月   36   61   40   92   

12 月   37   58   40   85   

平成 7 年 1月   28   65   39  87  
芦  

2 月   25   54  38  72   

3 月   37   60 40  87   

年   間   値  25  65  弓  40  72～95   

前年度までの過去3年間の値   34   73   40   80～104   
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Ⅴ－32 島根県をこお をナ る放射能調査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、生田美抄夫  

藤原敦夫、五明田孝  

1．緒 言  

平成6年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線上率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線土、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、茶、  

牛乳、やぎ乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、  

わかめ、ほんだわら類、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成6年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成6年鹿島槙原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁締各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90s r  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  ★原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI：Tl検出器   

間  委託調査：l”¢×l”NaI：Tl検出器  

線  

土   積 算 線 土  熱ルミネッセンス線t計  

＊：末次、大声は、2”×2”¢NaI：Tl検出器。但し、大声は、  

1995年2月よリ3”¢球形に変更。  

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と比較して濃度・降下tともほぼ同程  

度であった。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境試料から核実験によるものと思われる137c sが  

検出された。また、一部の試料については90s r及びトリチウムの分析も行ったが、  

一般環境中の濃度レベルであった。131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で 0．493～1．038 mGyであり、平均は 0．655mG yであっ  

た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる線暮率の測定結果も合わせて前年  

度と同程度であった。   

3．結 語  

平成6年度の島根県下の頚髄放射能調査結果において、核種分析からは以前の核実  

験等の影響が見受けられたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な  

傾向は認められなかった。  
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Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能憫査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水t  放 射 能 濃 度（Bq／り  月間降下暮  

年  月  （mm）                     （MBq／撼）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平 成 6 年  4 月   73．2   0．88   17．33   

5 月   114．4   1．62   6．03   

6 月   13＄．4   1．68   0．33   

7 月   7．3   

8 月   79．4   

9 月   341．1   7．11   334．15   

10 月   83．5   0．38   5．37   

11月   45．1   0．52   10．26   

12 月   106．5   1．33   24．82   

平 成 7 年 1月   176．5   3．12   50．31   

2 月   123．9   2．37   38．38   

3 月   100．6   0．75   7．‖   

年  間  値   1389．9   7．11   － ～334．15   

前年度までの過去 3 年間の催  458  18．05   － ・－ 97．92   

－：検出下限値未満を表す。  

Ⅱ．放射化学分析結果  

試  料  名   採 取 年 月  検 体  ，Os r  単  位  

降   下   物   ’94．ト’95．3  四  0．07   ー ～0．20   8q／d・30日   

土 壌  0・－5cm   ’94．ア   114 ～256   Bq／d   

種物（松葉）  ’94．8－10   0．48   6．84   0．53 ～17．6   

穀類（精米）  ’94．10   0．01  0．02   8qハg・生  

野  菜  類  ’94．12   0．05   0．47   0．03 ～3．68   

茶  ’94．5   1．丁5  0．66 ～2．22   

海  水  ’94．4   2．0   3．3   2．3 ～3．8   n8q／L   

さざえ（筋肉）  ’94．4   

海産  

わ  か  め  ’94．4   0．05  － ・－0．05  8qハg・生  

生物  0．08   0．Og   一 一－0．10  

－：検出下限値未満を表す。  

皿．トリチウム分析結果  

試  料  名  採 取 年 月  検 体  トリチウム  
単   位  

月 間 降 水  ’94．4ノ95．3  1．01   ー  ー1．06   

河   川   水  ’94．4ノ95．3  0．54   0．82   0．43 －1．17   

表 層 海 水  ’g4．4，10  四  ー  ー 6．86   8q／L  

池  水 0．57   0．97   0．63 －1．16   

水 道 原 水  ’94．6，12   0．70   1．05   0．33 －1．28   

水 道 管 末 水  ’94．9   0．71   0．78   0．58 － 0．88   

－：検出下限値未満を表す。  
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Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  137cs  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の値  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵   松江市1  

鹿島町2   m8q／d   

降  下  物   松江市1   ロ  0．100  0．149  Bq／d   

陸  

蛇口水  松江市1  

mBq／k  

水   淡 水  鹿島町1  ’94．6  
上 水 原 水  松江市 2  ’94．6，12  ロ        0．52          浜田市1  ’94．6，12  ロ  

0．80  

0～  5cm   鹿島町3  4．37   42．64  2．06  63．09  8q／b・川土  

土  三瓶町1  ’94．7  M8q／出  

額  鹿島町1  Bq／k・川土  3．44   20．59   0．55   27．74  
三瓶町1   MBq／出   

精  米  松江市1  

鹿島町1   0．14  0．10  8q／厄・I兼   

大 根．（根）  鹿島町2  

野  三瓶町1  ’94．7，12  ロ  0．83  0．69  

ほ う れん 草  鹿島町 2  ’94．12  6  0．13  

菜  0．36  

三瓶町1  ’94．5，6   1．39   2．36  2．85  

茶  鹿島町1  ’94．5  0．09  0．06   0．0さ  Bq／短・生  

鹿島町2  

松  葉  松江市1  

（2年兼）  三瓶山1  0．72  3．50  

隠岐1   

牛  乳  斐川町1  

鹿島町1   0．10  0．14  8q／L   

日  常  食  松江市1  

朋、相打1  94．6，11  ロ  0．01   0．03   0．04   0．12  8q／人F   

海  水  原発沖3  

原発放水口2  ’94．4，10  口  2．53   3．44   2．42   4．73  mBq／L   

海  底  土  原発沖 4  ’94．4，10  ロ  1．23  2．44  8q／短・l範士   

か  さ  ご  原発沿岸1  

海  浜田市1  ’94．4，5  ロ  0．13   0．15   0．13   0．25  

な  ま  こ  原発沿岸1  ’95．1  口  0．04  

さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ’94．4  0．06  

産  ノ95．1   0．10  

むらさきいがい  原発沿岸2  8q／b・生  

美保関町1  ’94．7，8  巴  0．06  

生  0．03  ロ    0．05         J／（内臓）  ロ   ロ                        0．04         岩  の  リ  原発沿岸1  ’95，1  口  
わ  か  め  原発沿岸 2  ’94．4  ロ  0．08  

あ  ら  め  原発沿岸 2  ’94．6，10  ロ  0．09   0．15  0．18  

物  

＊：数字は地点数を表す。  －：検出下限値未満を表す。  
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Ⅴ．牛乳中の181Ⅰ分析結果  

斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町   鹿 島 町  前年度までの過  
採 取 場 所                     坂 田   

坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田   北 正 武  去3年間の催   

採 取 年 月 日  ’94．5．26  ’94．7．28  ’94．8．19  ’94．10．28  ’94．11．1  ’95．2．22  ’94．4．ト’∬．1．27  t低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  

－：検出下限値東漸を表す。  

Ⅵ．空間放射線t率測定結果  

a．水準間査  

モニ タリ ングポスト（cp5）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGyハ）  

平成6年  4月   11．2   15．2   12．2   75．6   

5月   11．3   1丁．8   12．4   76．0   

6月   11．1   15．2   12．5   70．8   

7月   11．3   15．3   12．4   70．8   

8月   11．5   14．8   12．7   70．4   

9月   11．6   20．5   12．9   73．0   

10月   11．5   19．8   12．7   72．4   

11月   11．7   1さ．7   12．7   

12月   1l．5   18．0   12．8   

平成7年  1月   11．5   20．9   13．0   

2月   11．3   18．5   12．7   

3月   11．6   17．8   12．6   

年  間  価   11．1   20．9   12．6   50  ～ 76．0   

前年度までの過去3年間の値   10．8   26．2   12．5   59．9 一－ 81．1  

注：1994年11月の洲定より、エネルギー♯償型サーベイメータに変更した。  

b．原発監視モニタリングポスト  単位＝nGy／b  

地  点   最 低 値   最 ホ 価   平 均 値   

酉 浜 佐 陀   38．0   101．8   53．5   

御  津   35．2   91．7   40．7   

舌  浦   34．1   74．6   39．2   

片  句   33．3   73．9   ‖．2   

北  溝  武   30．5   83．0   37．0   

佐 陀 本 郷   24．4   78．4   29．2   

末  次   28．7   74．5   36．7   

大  声   30．6   96．9   37．9   

Ⅶ．空間放射線積算線暮  単位＝nGy／908  mGy／3658  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年 間 鞭 t   

平 均   0．161   0．160   0．163   0．162   0．655  

県下全域  田                 最 低 値  0．118   0．118   0．120   0．124   0．493  

最 高 値  0．261   0．268   0．254 0．242   1．038   
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Ⅴ－33 岡山県8こおらナ・る放身寸肯転風間査  

岡山県環境保健センター  

杉山広和 清水光郎 道廣憲秀  

片岡敏夫 柚木英二 森 息繁  

1．緒  言   

前年度に引き続き岡山県において平成6年度に実施した、科学技術庁幸吉毛環境放射能水準   

調査の結果について報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水）、土壌、精米、野菜類（大根   

ホウレン草）、牛乳、日常食、海産生物（海水魚）等の放射能測定、空間放射線量率測定   

及び河川水中のウラン測定の調査を行った。   

（2）測定方法  

全ベータ放射能湘定、131Ⅰ測定、空間放射線量率測定及び核種分析測定は、科学技術   

庁縞「放射能沸定訳査委託実施計画書」（平成6年虔）、「全ベータ放射能測定法」（昭   

和51年度）、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年   

度）に従った。ウラン分析は科学技術庁縞「ウラン分析法」（昭和57年度）に基づいて行  

った。   

（3ト測定装置  

全ベータ放射能測定：GMカウンター（アロカ製TDC－511・GM－5004型）  

空間放射綽量率測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ製 TCS－166型）  

モニタリングポスト（アロカ製MAR－15型）  

核種分析沸定：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製GC－1520型）  

ウラン測定：分光吸光光度計（ヒューレット・パッカード社製 8452A型）   

（4）湘定結果  

（イ） 全ベータ放射能調査結果を蓑Ⅰに示す。定時陣水は全て検出下限値未満で異常値は  

経められなかった。  

（ロ） 牛乳中の131Ⅰ分析結果を表ⅠⅠに示す。全試料とも検出下限値未満であった。  

（ハ） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表ⅠⅠⅠに示す。大気浮遊塵、降下物  

、陸水（上水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳からは137cs等  

の人工放射性核種はいずれも検出されなかった。又、日常食、海産生物からは13？  

Csが僅かに検出された。これらの値は、全国の測定値（第36回環境放射能調査  

研究成果論文抄録集）と比べてほぼ岡レベルの値であった。  

（ニ） ウラン分析結果を表Ⅳに示す。動燃人形時事業所周辺及び吉井川流域の河川水中ウ  

ラン濃度は、全地点とも検出下限値未満であり従来同様低い値であった。  

（ホ） 空間放射樺量率珊定結果を表Vに示す。モニタリングポストによる線量率は、前年  

度の測定値と比べて同レベルの値であった。サーベイメータによる線量率測定につ  

いても、昨年度と同様であった。   

3．結  語   

岡山県における放射能調査結果は、過去の調査結果と同様低いレベルで異常値は認められ   
なかった。  
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（Ⅰ）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取   降水暮  放射能漬度（的／1）  月間降下土   

年  月   （mⅧ）   検体数  最低値  最高値   （M8q／k乃2）   

平成6年 4 月   67．2   N．D   N．D   N．D   

5 月   75．7   N．D   N．D   N．D   

6 月   88．3   8   N．D   N．D   N．D   

7 月   61．4   N．D   N．D   N．D   

8 月   20．2   N．D   N．D   N．D   

9 月   114．5   8   N．D   N．D   N．D   

10月   58．1   N．D   N．D   N．D   

11月   288   N．D   N．D   N．D   

12月   44．3   5   N．D   N．D   N．D   

平成7年 1月   9．0   N．D   N．D   N．D   

2月   12．2   N．D   N．D   N．D   

3 月   39・5   5   N．D   N．D   N．D   

年 間 借   617．0   62   N．D   N．D   N．D － N．D   

前年度択の過去3年の債  298   N．D   N．D   N．D － N．D   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  

（II）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  前年度粁の過去3年間の価   

潔 取 年 月 日  H6．5．19  H6．丁．22  H＄．g．22  H8．11．2  H7．1．27  H7．3．20  最低値  最高値   

放射能濃度（8q／l）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とした。  

（氾）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  その他の  

体  137cs  過去3年間の値    検出された  

試料名   取場所  採取年月    欺  人工放射性  

核種   

大気淳遊じん   岡山市  H8．4～H7．3  口  N．D   N．D   N．D  0．013  検出されず  ■Bq／■3   

件 下 物   岡山市  H6．4～H7．3  四  N．D   N．D   N．D  0．11  検出されす  M8q／K牡2   

水  蛇口水  岡山市  H6．6，H6．12  2  N．D   N．D   N．D   N．D  検出されす  8q／1   

土  Bq／g紐  

ロー5c■  旭 町  H6．7   N．D  N．D  検出されす  MBq／Ⅹ■2  

蛾   8q／g紐  

5－20 c■  旭 町  H6．丁   N．D  N．D  検出されす  MBq川■2   

精  米  瀬戸町  H6．12   N．D  N．D  検出されず  8q／g脈   

野  N．D  N．D  積出されす  8q／g生  

菜   N．D  N．D  検出されす   

牛   乳   岡山市  H6．8，H7．2   2  N．D   N．D   N．D   N．D  検出されす  Bq／1   

日 常 食   岡山市  H6．6，H6．11  田  0．044  0．072   N．D   0．OT7  検出されす  8q／人・日l  

斎原村  H6．6．H6．11  2  0．045  0．165  0．024  0．119  検出されす   

海産生物   牛窓町  H6．11   0．18  0．18  0．20  検出されす  Bq／g生   

※ 計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．DJとした．  
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（Ⅳ）ウラン分析結果  
r‾‾‾■ ’ 

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン濾度  過去の値  単位   

H6．5．24  

河川水  吉井川水系  〈 2   く 2   相／】   

H6．12．13  

※過去の値は前年度までの過去3年間の傾  

（V）空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト  サーベイメータ  

測定年月  
（丁ま】Lキ‘＿】■■1■じ上る■■1■l  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）り   

平成 6 年 4 月   17．8   22．7   18．6   

5 月   17．6   23．7   18．6   107  

6月  17．1   23．9   18．4   109   

7月   16．9   25．4   18．0   112   

8月   17．2   21．1   17．9   107   

9 月   17．3   22．4   18．5   113   

10月   17・6   25．9   18．6   107   

11月   17．8   21．6   18．8   108   

12月   17．9   24．8   19．0   106   

平成 7 年 1月   17．9   23．6   18．8   106   

2 月   17．g   23．6   18．8   105   

3月   17．8   24．1   18．8   

年 間 値   16．9   25．9   18．6   105～113   

り年度までの過去3年間の値  17．0   29．1   18．9   115～130★2   

＊1）宇宙線を含む値（直読値＋30）  

＊2）エネルギー補償型による測定は平成5年度から実施したため、過去1年間の値  
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Ⅴ－34 広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健環境センター  

信宗正男  日浦盛夫  

1．緒  言   

平成6年度に実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」の測定結果の  

概要を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時採水），降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），土壌，日常   

食，牛乳（原乳，市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草），精米，水産生物（コ   

イ，カレイ，カキ，ワカメ），及び空間放射線土率（サーベイメータ，モニタリ  

ングポスト）  

2）測定方法   

試料の採取及び調製は「平成4年度放射能測定調査委託計画書」に基づいて行った。   

又，測定方法は，科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂」及び「ゲル   

マニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年改訂）」に従った。  

3）測定機器  

Gl計数装置：アロカ社製 TDC－511型   

Ge半導休検出器：セイコーEG＆Gオルテヅク社製 GE115180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－151型  

モニタリングポスト：アロカ社製IR－21型  

4）調査結果  

定時採水試料中の全ベータ放射能礪査結果を表lに，空間放射線真率測定結果   

を表2に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表3に示した。  

3．結  語   

本年度に行った全ての調査項目について平常時のレベルにあり，特に異常な値は   

観測されなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取年月   降水量  放射能濃度（8q／1）  月間降下土  

（mm）  測定数  最低値  最高値   （1Bq／km2）   

平成6年4月   226．2   ND   ND   ND   

5月   117．4   ND   ND   ND   

6月   112．0   ND   ND   ND   

7月   33．0   ND   ND   ND   

8月   19．2   ⅣD   ND   ⅣD   

9月   56．8   ND   ND   ⅣD   

10月   55．8   ND   ND   ND   

11月   44．0   4   ND   ND   ND   

12月   37．4   ND   ND   ND   

平成7年1月   8．4   2．24   18．8   

2月   32．6   ⅣD   ND   ND   

3月   66．0   ND   ND   ND   

年 間 値   818．9   ND   2．24   ND～18．8   

前年度までの過去3年間の値  266   ND   2．25   ND～63．0   

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成6年4月   

5月   

6月   

7月   

8月   

9月   

10月   

11月   

12月   

平成7年1月   

2月   126   

3月   

年 間 値   121～181   

過去3年間の値   113～185   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による各種分析測定結果  

検  前年度まで  その他検出  

試料名  採取  137cs  過去3年間の値    された人口  単位  

場所   

大気浮遊塵  広島市  6．4～7．3  田   ND   ⅣD   ND   ND  m軸／m3   

降下物  ′′   6．4～7．3  ND   ND   NI）   0．0725  1馳／km2   

陸  ′′   6．6，7．1  田   ND   ND   ND   ND  皿馳／g  

水   庄原市  6．12   ND   ND   ND  〝   

0－5cm   広島市  6．8   ND   ND   1．59  馳／kg乾土  

土  ND   ND   l馳／km2  

壌  〝   6．8   4．50   6．37   臥48  恥／kg乾土  

1350   1890  l馳／km2   

精米  ′′   6．11   ND   ND   ND  恥／kg生   

野  
／／   7．1   ND   ND   ND  ／／  

葉   7．1   ND   ND   ⅣD  
／／   

日常食  〝   6．8，7．3  田  0．0427  0．0524  0．0195  0．0877  恥／人目  

三次市  6．6，7．3  田  0．0374  0．0537   ND   0．0603  〝   

牛  ND   ND   NI）   ND  恥／f生  

乳   ND   ND   ND   ND  ／／   

淡水産生物  庄原市  6．12   0．0979  0．119  0．138  恥／kg生   

海  大竹市  7．2   0．148  0．0738  0．0986  ／／  

産  広島市  7．2   ND   ND   ND  ／／  

生  廿日市市  7．2   ND   ND   ND  ／／  

物   
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Ⅴ－35 山仁コ県iこおiナる放射肯巨調査  

山口県衛生公害研究センター  
松尾 博美，上利 洋，宗藤 智次  

1．諸 言  

平成6年度に実施した，科学技術庁委託「環境放射能水準調査」の調査結果について   
その概要を報告する．   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

① 全β放射能測定試料  
定時降水   

②137c s，131Ⅰ及び ＝K等の核種分析  
大気浮遊じん，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホウレン草）  

牛乳（市乳），日常食，海水，海底土及び海産生物（メバル）．  
③ 空間γ線々量率調査  

シンチレ’ィションサーベイメータ及びモニタリングポスト．   

（2）測定方法  

① 全β放射能測定  
科学技術庁樹「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施  

計画書（平成6年度）に準じて行った．  
②137c s，＝lI及び 40K等の核種分析  

科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）  
及び放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）に準じて行った．  

③ 空間γ線々量率調査  
放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）に準じて行った．  

（3）測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置   
② Ge半導体検出器   
③ モニタリングポスト   

④ シンチレーションサーベイメータ  

アロカ  L B C－472－Q  
NAIG Eシリーズ  
アロカ  MAR－2  
アロカ   T C S－1  

ご
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（4）調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果，空間放射線i率測定結果及びゲルマニウ  
ム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す．   

3．結語  

この調査期間中においては，大気圏内核実験等もなく調査したいずれの試料も平常値   
であり，低レベルで推移している．  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採 取  
降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

降水量  
年 月  

放射能濃度（恥／1）  

（mm）  測定数   
月間降下量  

最低値   最高値   （1恥／kmり  

平成6年 4月   231．5   ND   0．50   

5月   261．5   ND   0．44   7．4   

6月   178．0   ND   ND   ND   

7月   142．0   ND   ND   ND   

8月   6．5   

9月   93．0   0．47   0．47   2．6   

10月   33．5   Nl）   0．50   6．6   

11月   47．5   0．40   0．41   9．9   

12月   57．5   ND   0．86   3．0   

平成7年1月   28．5   0．45   1．8   

2月   47．5   0．35   2．1   

3月   147．0   ND   1．5   

年間催   1274．0   ND   2．1   ND～39   

前年度までの過去3年間の借  ND   6．1（H．6年2月）   ND～100（H．4軸月）   

表2 空間放射線皇率測定結果  

モニタリ ングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6年 4月   

5月   

6月   

7月   

8月   

9月   

10月   

11月   

12月   

平成 7年 1月   

2月   

3月   

年  間  借   130～144   

前年度までの過去3年間の値   133（H．5年6月）   88～140（H．5年7月）   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  その他の検  

試 料 名  採取  採取  試料  1＝cs  過去3年間の借    出された人  

場所  年月  数  工放射性核  

種   

H．6年胡～   

大気浮遊じん   山 口市  H．7年朗  ロ  ＊   ＊   ＊   ＊  m軸／m3   

H．6年胡～   

降 下 物   山 口市  乱7年3月  四  ＊   ＊   ＊   0．068  l孜l／kぱ   

陸  

水  蛇 口 水  宇部市  H．6年7月，12月   ＊   ＊   ＊   ＊  咄／1   

4．87  2．1   7．0  馳／短乾土  

0～5cm  萩  市  H．6年8月   

土  鰻恥／kIげ  

壌  3．32  4．3   6．1  恥／鹿乾土  

5～20cm  萩  市  H．6年朗   

833 1374 は恥／kmi   

精  米   山 口市  H．6年12月   ＊   ＊   0．096  軸／短生   

野  根  油谷町  H．7年1月   ＊   ＊   ＊  

馳／鹿生  

菜   ＊   ＊   0．029  

牛  乳   山口市  H．騨8月，H．7年2月  田  ＊   ＊   ＊   ＊  軸／1生   

山 口市  H．6年6月，H．6年12月  田  ＊   ＊   0．045  0．093  
日 常 食  

馳／人・日  

阿知須町  H．騨6月，1．6年12月  田  ＊   0．097  0．046  0．11  

海  水   阿知須町  H．6年8月   ＊   ＊   ＊  馳／1   

海 底 土   阿知須町  H．6年8月   ＊   ＊   4．7  馳／短乾土   

海産生物（メ八サル）   山 口市  比7年1月   ＊  0．12  0．14  軸／短生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36 徳 島 県 に お け る 放 射 能 訴 査  

徳島県保健環境センター  

今漱 亘、岡本在英、大野祥子  

1．雑 音  

平成6年度に穂島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準析査結果について   
報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（虎口水）・土  
壌・精米・野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モ  
ニタリングポストにより全問放射線豊率を測定した。   

（2）漸走方法  

試料の採取、前処理及び測定は、「平成6年虔放射能測定調査委託計画書」、  
科学技術庁縞「環境試料採取法（昭和58年）」、同庁締「ゲルマニウム半導体  
によるガンマ線スベタトロメトリー（平成2年改訂）」、同庁綿「全ベータ放射  

能測定法（昭和54年改訂）より実施した。   

（3）測定装置  

イ． 全ベータ線の計測：全ベータ線測定装置（アロカ製JDC－163）  

ロ． γ線核種分析：Ge半導体核種分析装置  
（NAIG製IGC1619S）  

ハ． 空間放射線真率：ⅣaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  
（アロカ製TCR－151）  

モニタリングポスト（アロカ襲MAR－15）   

2． 調査結果  

表Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定縮雇を示す。  

表Ⅱに陸水・土壌・日常食・滞米・野菜等のγ核種分析結果を示す。  

義Ⅲにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を  

示す。   

3． 結 帝  

平成6年度における徳島県の環境放射能レベルについて、特に異常は認められ  

なかった。  
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表Ⅰ大型水盤による月間降下物試料、及び定時降水中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採 取  

降水量  

年 月  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

（mm）  

測定歎  最低侶  最高値   （MBq／KⅣ．2）  

平成6年 4 月   70．5   7   N．D   N．D   N．D   

5 月   118．5   6   N．D   N．D   N．D   

6 月   58．0   6   N．D   N∵D   Ⅳ．D   

7 月   161．0   4   N．D   N．D   N．D   

8 月   57．0   3   N．D   N．D   N．D   

9 月   125．5   6   N．D   N．D   N．D   

10 月   132．5   6   N．D   N．D   N．D   

11月   103．5   5   N．D   N．D  ・  N．D   

12 月   36．0   3   N．D   N．D   N．D   

平成7年 1月   22．5   3   N．D   N．D   N・D   

2 月   5．5   2   N．D   N．D   N．D   

3 月  
33．0  N．D  

q   

年 間 侶   923．5   55   N．D   N．D   N．D  

前年度までの3年間の侶  339   N．D   N．D   N．D   
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表Ⅱ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析潤定謝査結束  

137C5  昨年度迄過云3年間の伍  

試 料 名  戎取場所  戎取年月  検体数  単  位  

最低個  最高償  最低値   最高値   

大気浮軸  名西郡石井町  4半期毎   4   N．D  N．D   N．D   N∵D   mBq／m3   

降下物  名西耶石井町  毎  月  12   N．D  N．D   N，D   N．D  MBq／Km2   

魚水（虎口水）   徳島市   H6．6．7  2   N．D  N．D   N．D   N．D   mBq／1   

H7．1．17  

3．3  3．8   6．1   Bq／Kg屯土  

土  1  

237  250   480   MBq／Kn2  

嶺   3．7  3．4   3．7   Bq／Kg竜土  

5－如   同  上  Ⅰ拡．7．1る   1  

765  800   770   MBq／Ⅹm2   

精米  名西耶石井町  ！蛤．10．12   1   N∵D  N．D   N∵D   Bq／Kg輯米   

野  名西郡石井町  l蛤．12．14   1   N，D  N．D   N．D   

Bq／Kg生  

糞   同  上  甘7，2．9   1   N．D  N．D   N∵D   

牛乳  坂野郡上坂町  罰6．9．12  2   N．D  N．D   N．D   N．D   Bq／1   

H7．2．3  

日常食  相島市  H6．6，27  

小松島市  H6．9．19  N．D  N∵D   N．D   0．074  Bq／人・日   

板野郡上頓町    Ⅰ臥12．王妃  

17．2．20   
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表Ⅲ 全問放射線畳率  

モニタリングポスト（ops）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

（nGy／b）  

最低値  最高侶  平均値   

平成6年 4 月   14．4   17．1   15．2   57．7   

5 月   14．3   19．3   15．1   55．2   

6 月   14．3   17．8   15．3   58．3   

7 月   14．4   17．2   15．2   62．2   

8 月   14．4   16．5   15．1   63．1   

9 月   14．6   19．1   15．5   60．9   

10 月   14．4   20．0   15．2   57．5   

11月   14．6   18．0   15．4   59．1   

12 月   14．5   20．1   15．5   60．1   

平成7年 1月   14．6   21．8   15．3   64．0   

2 月   14．6   18．5   15．4   61．2   

3 月   14．6   19．1   15．5   60．9   

年 間 侶   14．3   21．8   15．3   55．2～64．0   

昨年度までの過去  

14．2   22．5   15．2   50．0～72．3   

3年間の借  
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Ⅴ－37 香 川 県 に お け る 放 射 能 調 査  

香川県環境研究センター  

冠野 禎男＊  田村 章  

橋本 魁窮  増井 武彦  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成6年度環境放射能測定調査結果の概要について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・  

野菜（大根・ホウレン草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空間   

放射線量率について、調査を行ったものである。   

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定訴査委託実施計画書」「全ベータ放射能測定法   

（昭和51年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ   

（平成2年改訂版）」により行った。  

（3）測定装置   

1）全ベータ放射能  アロカ製JDC163  
2）核種分析  オルテックGEM－15180   
3）空間放射線量率  アロカTCS－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11（モニタリングポスト）  

（4）調査結果   

1）定時降水の全ベータ放射能は、表1のとおりである。  

2）各種試料の核種分析は、表2のとおりである。  

3）空間放射線量率は、表3のとおりである。   

3．結 語  

いずれの調査項目も、他県の過去の報告値と同程度であった。  

※環境保健部環境保全課  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能評査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による  

降下物  

採取年 月   降水量  放射能濃度（Bq／β）    月間降下圭  

月間降下量  

（mm）  （MBq／km2）         （MBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成6年 4月   43．0   軋D   N．D  

5月   62．0   Ⅳ．D   N．D  

6月   71．0   軋D   N．D  

7月   54．5   N．D   軋D  

8月   11．5   N．D   N．D  

9月   149．0   N．D   N．D  

10月   47．5   N．D   1．0   7．3  

11月   1臥5   N．D   N．D  

12月   38．5   N．D   N．D  

平成7年 1月   28．0   N．D   軋D  

2月   7．5   N．D   N．D  

3月   26．0   N．D   ボ．D  

年 間 億   557．0   軋D   1．0   － ～ 7．3  

前年度までの過去3年間の値  264   N．D   9．2   ー・－ 53  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  1”cs  3年間の値  された人工  

数  放射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   高松市  4半期毎  口  Ⅳ．D  N．D  N．D   N．D  mBq／m3   

降 下 物   高松市  毎月   N．D  N．D  N．D   0．054  MBq／km2   

上水 源水  
陸  

6．6．15  

蛇口水   高松市   6．12．9  田  N．D  N．D  N．D   N．D  mBq／£  

水  

淡水  

Bq／kg乾土  
土  坂出市  6．7．2g  口  

1，100   690   780  MBq／km2  

1．9   1．1   1．5  Bq／kg乾土  
壌   

130   140  MBq／km2   

滞  米  三木町  6．10．14  口  N．D  軋D   軋D  Bq／kg精米   

野  高松市  6．10．17  口  N．D  N．D   0．025  
8q／kg生  

菜   N．D  N．D   N．D  

茶  8q／kg乾物   

6．8．19  

牛  乳   高瀬町   7．2．8  田  N．D  軋D  軋D   N．D  Bq／£   

淡水産生物  Bq／kg生   

6．6．19  

日 常 食   高松市等   6．12．11  ロ  Ⅳ．D  0．045  N．D   0．079  8q／人・日   

海  水  mBq／£   

淳 底 土  Bq／kg乾土   

港  庵治町  6．11．28  口  0．096  0．095  0．14  Bq／kg生  

産  

生  

物   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測  定  年   月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）   

平 成 6 年  4月   15．2   19．8   16．3   

5月   15．1   20．0   16．2   

6月   15．2   19．0   16．3   

7月   14．9   22．1   16．2   

8月   14．9   19．0   16．2   

9月   15．4   20．5   16．5   

10月   15．2   22．5   16．4   

11月   15．0   18．6   16，4   

12月   15．2   20．7   16．5   

平 成 7 年 1月   15．2   21．6   16．3   

2月   15．1   21．5   16．3   

3月   15．2   19．5   16．3   

年  間  値   14．9   22．5   16．3   70 ～ 76   

前年度までの過去3年間の値   14．3   24．0   16．2   64 ′し 77   
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Ⅴ－38 愛媛県における放射能調査  

愛媛県環境保全センター  

新 次美・山本英夫・篠原広充  

安永章二・渡連郁雄・二宮 久   

1 緒言   

平成6年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力   

発電所周辺環境放射線等調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について   

報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底   

土、海産生物、空間放射線量率、積算線量  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能   

調査委託計画書（平成6年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能 低ハヾッククヾラウントヾ放射能自動測定装置：アロカLBC－472   

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：PGTIGC－3019S  
低ハヾッククヾラウント’’榊シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LBⅢ  

夕 空間放射線量率 NaI（Tl）シンチいション検出器：アロカND－471V、アロカMAR－15  

加圧型電離箱検出器：アロカMAR－R53  

NaI（Tl）シンチレーションサーヘヾィメータ：アロカTCS－121C  

エ 積算線量  TLD：ナショナルUD－200S  

（4）調査結果   

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  

は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。   

イ 環境試料の核種分析  

90s rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る。131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。ま  

た、3Hの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と同レベルである。Ge  

半連体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、13Tcsが微量検出され  
ている。  

夕 空間線量  

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地  

点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の  
値と同レベルである。   

3 結語   

平成6年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルで   

あり、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、   

過去における大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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表1全べ一夕放射肯朗査結果  

簑   

放射能濃度（含K）  膵安まで鮭珊直  
試 料 名   採取場所  採 取 年 月  単 位  

鮒直  最高値  鮒直  最高値   

大気浮遊じん  
伊解職  6／4．7．10，7／1  4  19   49   10   49  

松 山 市  6／4．7．10，7／1  4  田   280   51   230   
嘲／hう  

伊柵欄   月1回   12   4   16   2   27   
降 下 物  

16   30   
M丸／k扇  

松 山 干   月1回   12   2  

陸水  河 川 水  開佃㈲  6／4．7．10，7／1  4  ⅠⅦ   27   M）   29  弓嘲／史   

土壌  0～10cm  伊珊瑚軌  6／4・7・10，7／1∃12   170 L 410   n  1咲）   380  軸／k牡   

みかん（可鮒）  伊方町他  6／11   10  53  27   現  
農産  

みかん（表皮）  伊方町包  6／11   10  45   83   43   75  
食品  

野   菜  伊 方 町  6／12，7／1  9   110  220   田  220   

植  葉  伊 方 町  6／8  1  65  59  89  

物   葉  伊 方 町  6／5．8．11，7／2   8  70   110瓢  140   

海  45嘲／史  水   伊方町平婆  6／5．7．9．114   N）   29腫  
海 底 土   伊方町平婆  8ミ 250  4抑210   510  

魚類（可鮒）  伊珊九噸ヰ  6／4．7．12，7／2  8  98   140   92   130   

＋デ  魚類（可館外）  凍酢欄士 6／4．   8   57   55   79  
輌生  

ハ、、   脚職声 6／4・7・10，7／2    8 35  81   28  88  

海 藻 類  伊珊1咽±  u 6／4．7．10，7／2 8   140   450   130  500   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき価」と表示した海水の測定値は、小）Kを除いている。   

表2 大型水盤による月間降下物試料中の全β方妹儲諏訪善果  

伊方町九町越公園  松  山  市  

＝ 採 取 年 月            ・岬∃  彗屈欝正孝  閻  ．＝＝亘．旨‖塁   
6年4月   116．0   14   113．5   16   

5月   53．5   7   餅う．0   9   

6月   141．0   104．5   8   

7月   105．0  〇  21．5   

8月   25．0  4  2・0  2   

9月  42．5   4   59．5   4   

10月  48．5   10   79．5   8  

11月   34．0  6    姐5  6   

前項まて（囁3閏凋  3 ～ 30  2 ～27  

（注）降水量の年間値は、12カ月分の合計直である。  
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表3 放射化学分析結果  

検  90sr濃度  絆産ま健3鞠碓  

試 料 名  採取場所  採取年月  体  単 位  
数                鮒直  最高値  最f尉直  最高値   

伊柵欄  釘5．11   2  ！①   0．（裕5   N）   0．11   
降 下 物  

松 山 市  6／5．11   2   ！心  N）   0．076   
醐月  

陸 水  ・河 川 水  伊方町新川  6／10   0．95  0．83   0．98  咄〃   

土 壌  0～1000l  伊柵珊馳  6／7   3  1．6   3．6   0．62   5．6  恥／k盛土   

農産食品  野   菜  伊 方 町  7／1   0．11  0．34   0．51  兢生   

海  水   伊方町平婆  6／5．7．9．11   4  2．0   3．4   工心   3．8  nl恥／£   

海 底 土   伊方町平婆  6／5．7．9．11   8  ⅠⅦ   0．45   N）   0．55  軸／′転配   

海  Ⅰ心  陀）  

産  ⅠⅦ  】Ⅶ   0．036  

恥在g生  

生  0．055  ⅠⅦ  

物   2  †の  0．12   N）  0．30   

（注）未知試料の顔射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき唖」と表示した。   

表4131Ⅰ分析結果  

試 料 名    採取場所  採取年月  槻  131Ⅰ濃度  辞如欄去3珊碓  単 位   

みかん（可食部）   伊 方 町  6／11   3   ⅠⅦ   】Ⅶ   

農産  
みかん（表皮）   伊 方 町  6／11   3   I心   】Ⅶ  

食品  

野   菜   伊 方 町  6／12，7／1  9   †心   Ⅰ心   

軸／1く盛  

松   葉   伊 方 町  6／8   1   Ⅰ心   柑）  

植 物  

杉   葉   伊 方 町  6／5．8．11，7／2  4   沌）   lⅦ   

海産生物  傭  全体  伊珊瑚掛  6／4   1   M）   Ⅷ）   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき 畑」と表示した。  

表5 きH分析結果  

3H濃度  
試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  

満配欄去3鞘碓  

単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

脚職   月1回   12  柑）   0．85   †①   1．3   
陸  

松 山 市   月1回   12  陀）   1．0   トp   1，0  
水   恥／£  

酬水  脚研削  6／4．7．10，7／1   4  f心   0．89   f心   1．2   

海 水   伊方町平婆  6／5．7．9．11   4   川）  沌）   

（注）未知試料の勅封僕N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき 価」と表示した。  
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表6 ゲ／レアニウム半導体検出掛こよる核憧分析結果  

検  槻まっ鮭3閉欄   ユ折）巧打  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月   体  積出された  

数   

大気浮遊じん  
伊珊瑚  6／4，7，10，7／1  4   N）  M）  0．0073  

嘲血う  

松 山 盲  6／4，7，10，7／1  4   M）  Ⅶ  

伊珊瑚   月1回   12   N）  N）  0．078   軋   

童降下物  
≡  

嘲／k嗣  

松 山 盲   月1回   12   柑）  ♪心  0．049   

陸  M）  Ⅰ心  

正和Ⅷ  

水   2   陀）  †心  軋   

土  軋  

恥／噛辻  

壌   2  6．1  23   2．3  38   

穀 類（精米）    松 山 舌  6／10   ND  Ⅶ  四  軌藍  

農   10い   0．025  工Ⅶ  0．073   

産 ‖  10至Ⅶ   0．034  N）  0．114   
∴＋∴  

食   1子 方 町  6／12，7／1   9至 Ⅶ   0．057  M）  0．088   
野   菜  

ロ  
松 山 〒  6／11   2  Ⅶ  N）  0．028   ロロ   

植  葉  一斉 方 町  6／8   0．044  0．054  0．134   

J▲ち  

馳／k藍  

♪   物   葉  】テ 方 町  H ∃6／5．8．11，7／2 H  8  N）  0．031  N）  0．081  
牛  乳   仁 山 戸  6／8，7′／2   4   Ⅶ  Ⅶ  畑 ♪し  軸／£   

松 山 戸  6／6．11   2  o・021  0．036  0．018  0．036   

日  常 食  恥／人・∈  

】子 方 町  6／6．11  20．015   0．026  0．016  0．025   田   

海   水   1子方町平醤  6／5．7．9．11   4∃2・7 －3・4    2．2  3．9   Jユ！ ♪レ  咄／史   

海 底 土   川 1子方町平醤  6／5．7．9．11   し  軸／k感辻  
8   

開帰隊  6／4．7．12，7／2  ‖ 8  0．080  0．18 0．10   】 】0．26  なし ‖  
海  

松山盲i＝  i6／8   0．17  0．12  なし  

産  

魚類（可館外）  旨珊丁調士  6／4．7．12，7／2 8   0．033  0．12  沌）   0．19  ≠ごし  

生  
無脊椎動物  開机咽＝  6／4．7．10，7／2  8  N）  0．056  P心   0．16  

物  

海 藻 類  開枇咽＝  6／4．7．10，7／2  8  工Ⅶ  0．11  沌）   0．13  

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき価」と表示した。  
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表7 空間放射線量率測定結果  

モニタリンク■ステーション  モニタリンクヾポ スト  サーヘナィメータ  

測定地点  
伊珊瑚  脚斬  伊珊瑚  松山盲（魁  松 山市  肺碍7煉   

測定誇  旭Ⅰ（T麿）シンチレーション    加圧型電離箱  加圧型電離箱  恥Ⅰ（T蜜）シンチレーション    旭Ⅰ（T”シンチレーション  

（n伽ル）  （鵬y／h）  （鵬yル）  （cps）  （nGyル）   

区 分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

33へ69   6年 4月  12  36  14  46  63  48  49  68  田  19  23  20  88  
5月  12  38  14  45  00  48  49  69  田  19  24  20  86   35～73  
6月  12  46  田  48  65  50  49  74  52  19  24  20  78   33～73   
7月  12  42  14  47  64  49  49  73  田  19  23  20  85   34～73   

35～76   

】  

8月  12  18  13  47  52  4針 49   54  50  19  23  20  89  
9月  13  26  14  48  65  50  49  65  田  19  22  20  84   34～74  

10月  13  45  14  48  65と 50   49  75  51  19  26  20  87  と 32～80  

12月  12  41  田  48  国   49  72  田  － 19  23  21   82   34～79 
11月  四  30  14  48  55ヲ 50   49  62  51  19  23  20  84 弓 1              50                 35へゼ9  7年1月  12  37  14  48  61  50  36～75   

50   50   34～76   
3月  14  44  16  48   67   50  49  77 52   19  26  20 82 皇36～73  

年 間 値  12  46  14  45弓 67   §49  49  77  51  19   26 弓  20 78～89   32へ掘0   

鮮度まで鮭珊直  12  79  田  ーH 81   48 46   89  田  19  叫 20 76へ溺 H    32～80   

（注）モニタリングポスト 船山市）については、平成4年4月から測定を実施している。   

表8 横罫線量測定結果（TLD）  （単位：iLGy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3匹】半期  第4四半期  前額ま憾珊直   

伊方町等30地点  85～144   77～138   84～138   83～142   80～147   

松山市 1地点   201   198   210   208   197～217   
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Ⅴ－39 高知県書こお蓼ナる放射甘巨調査  

高知県衛生研究所  

間崎睦 宅間範雄 竹林生夫  

∈  
：  ●        l  1 緒 言  

平成6年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調…  
査」の結束について、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ほうれん革）  

牛乳（庶乳，市乳），日常食，海産生物（かつお），空間放射線量率（モ  

ニタリングポスト，サーベイメータ）  

（2）測定方法  

試料の採取、調製および測定は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技   

術庁平成6年度）」、科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1976）」およ  
び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スベタトロメトリー（平成2  

年改訂）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

GM計数管  

計数装置  

シンチいションサーへ“イトタ  

モニタリンク“ホースト  

Ge半導体検出器  

アロカ（株）G和一2503B  

アロカ（株）TDC－104型  

日本無線医理学研究所 TCS－166型  

アロカ（株）MAR－21型  

（株）東芝IGC1619S型  

（4）調査結果   

①降水試料申の全β放射能調査結果をⅠに示した。   

②ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果をⅡに示した。  

孟・空間放射線量率測定結果をⅢに示した。  

3
 
 

結 語   

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は  

認められなかった。  
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Ⅰ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能綿査結果  

採  取  
降水の定 時採取（定時 降水）     ．大型水盤による降下物  

年  月   
降 水 量  放射能濃度（Bq／1）    月間降下量  月  間 降 下 量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBq／kr㍉）   

平成 6年 4月   294   ND   ND   ND   （MBq／klポ）  
」   

5月   181   6   ND  NI）  ND   

6月   195   ND   ＼D   芦   

10月   ND   ND   ND   】  

11月，206  7 ≠ ND  ND / ND   

12月†  94  ND   ND / ND   

平成7年1月 lO  ND ND】  ND  1  1   

2月 35   ND 1 hD 1 ND  】  

H 3月F  145  巳   NDJNDI  ND  l  1  

年  間  侶  1，736   71 ND  四   ND  

前年度まで過去3年間の値⊆   325   ND  3．3  N【）～7．0   ト   
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Ⅲ 垂間放射線童率測定結束  

連  年  
モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6年 4月   23．1   37．月   25．3   60．0   

5月   22．1   39．1   24．5   80．0   

6月   22．6   41．3   25．8   60．0   

7月   21．9   28．9   24．8   60．0   

8月   22．1   28．8   24．2   60．0   

9月   22．8   38．3   25．4   60．0   

10月   22．5   48．5   25．3   60．0   

11月   23．0   41．8   25．8   60．0   

12月   23．3   40．0   28．0   60．0   

平成 7年1月   22．8   40．4   25．1   60．0   

2月   22．7   36．1   24．8   60・O   

3月   22．7   40．2   24．9   80．0   

年  間  価   21．9   48．5   25．1   60．0   

前年度まで過去3年間の価  

※モニ州ンク“ホ●スト機種変更（H5．4～）  

※トヘー■イトタ機種変更（H6．4～）  
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Ⅴ－40 福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

新谷俊二・楢崎幸範・櫻井利彦・木本行雄  

1．緒 言   

平成6年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務「環境放射能水準調査」の結果につい   

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

ア 全ベータ放射能  

イ 空間放射線量率  
：降水（定時降水）95件  

：NaI（Tぞ）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及びNaI（Tりシンチレーション式サーベイメータによ  

る毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

：月間降下物（大型水盤）12件、陸水（源水2件、蛇口水2件）、土  

壌（地表－5cml件、5－20cml件）、精米（消費地1件、生産地1件）、  
野菜（大根l件、ホウレン草1件）、牛乳（原乳4件、消費乳2件）、  

日常食（都市部2件、漁村部2件）、海水1件、海底土1件、海産  
生物（鯛）1件の合計35件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「平成6年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技  
術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

イ 空間放射線量率   

ウ 核種分析   

4）調査結果  

ア 全ベータ放射能  

：GM計数装置（アロカ製TDC－601）  

：NaI（Tg）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製M－15）  

NaI（Te）シンチレーション式サーベイメータ （アロカ製TCS－121）  

：ゲルマニウム半導体核種分析装置（東芝Eシリーズ、IGC1619S型）  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。定時降水の測定  

回数は95回でこのうち78回はND（検出されず）であった。検出さ  
れた放射能濃度の最高値は10．8Bq／ぞであった。  

イ 空間放射線量率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト、サーベイメータの測  

定結果は、ともに過去3年間の値と同程度であった。  

分析結果を表3に示す。137csが降下物、土壌、日常食、海底土及び  

海産生物（鯛）から検出されたが、その他の人工放射能性核種はい  

ずれの試料からも検出されなかった。  

ウ 核種分析  

3．結語   

いずれの調査項目においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取 （定時降水）  

降水量  放射能濃度（Bq／ど）  月間降下量  

年月  （mm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成6年  4月   164．0   12   ND   ND   ND   

5月   78．1   7   ND   ND   ND   

6月   184．1   10   ND   1．6   4．9   

7月   14．9   3   ND   ND   ND   

8月   71．6   5   ND   ND   ND   

9月   155，6   9   ND   ND   ND   

10月   22．1   6   ND   2．1   27．8   

11月   33．9   8   ND   1．9   14．6   

12月   65．6   8   ND   2．7   8．9   

平成7年 1月   34．9   7   ND   5．9   55．2   

2月   33．3   10   ND   10．8   23．0   

3月   108．2   10   ND   5．2   30．1   

年間値   966．3   95   ND   10．8   ND～55．2   

前年度までの過去3年間の値  373   ND   13．6   ND～63．4   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3儒を下回るもの）  

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（CpS）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成6年  4月   13．5   18／7   14．4   65   

5月   13．7   19．7   14．4   63   

6月   13．1   18．6   14．2   66   

7月   13．3   15．8   14．0   65   

8月   13．3   19．5   14．0   71   

9月   13．4   23．5   14．2   71   

10月   13．8   17．8   14．5   65   

11月   14．0   17．5   14．7   62   

12月   13．8   17．6   14．7   67   

平成7年  1月   13．7   18／7   14．6   68   

2月   13．7   19．5   14．5   65   

3月   13．6   20．7   14．5   68   

年間値   13．1   23．5   14．4   62～71   

前年度までの過去3年間の値   13．1   27．8   14．4   56′－82   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  その他の検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    された人工放  

数           射性核種   

降 下 物   太宰府市  6．4－7．3  12  ND   ND   ND   0．1l   なし   MBq耽m2   

陸  ND   ND   ND   なし   mBq／g  

水   蛇口水  福岡市  6．6，6．12  2  ND   ND   ND   ND   なし   

0－5cm   福岡市   6．7   口  5．0   5．0   4．0   9．0   なし   Bq／kg乾土  

土  280   280   220   480   なし   MBq′km2  

壌                                        5－20cm   福岡市   6．7   口  0．69  0．69  ND   0．62   なし   Bq／kg乾土  

100   100   ND   82   なし   MBq几m2   

精  春日市   6．12   0．055  0．055  ND  0．050   なし   
Bq／kg精米  

米   1 ND ND   ND   ND   なし   

野  志免町   6．11   1 ND ND   ND  0．022   なし   Bq／kg生  

菜   6．11   1 ND ND   ND   ND   なし   

6．5，6．S，  
牛  夜須町   6．11，7．2   4  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／ど  

乳   ND   ND   ND   なし   

日   福岡市  6．6，6．11  2  ND  0．029  0．013  0．044   
常  

食   なし   

海  水   北九州市  6．7   1 ND ND   ND   ND   なし   mBq／g   

海底土   北九州市  6．7   1．8   1．8   1．3   1．9   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福岡市   6．7   0．28  0．2S  0．21  0．23   なし   Bq／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3借を下回るもの）  
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Ⅴ－41 佐賀県にお らナ．る放鳥寸肯転意岡査  

佐賀県環境センター  

絹 地  新  吉 田 放散  

石 橋  博  岩 崎 ゆかり  

1緒 吾  

平成6年度に佐賀県が実施した、科学技術庁委託による「平成6年度環境放劃牒水準調査」の概要を   

報告する。  

なお、佐♯県では上妃の委託調査のほかに、原子力発t所周辺の環墳放射能調査を実施しているが、   

その鋼査結果については、平成7年7月に公表した「玄海原子力発屯所の運転状況及び周辺環境放射能   

桝査結果（年報）」に妃厳している。  

2 調査の概要  

（1）綱査対象  

平成5年度と同様に、空何故射♯及び環墳試料中の放射能について調査を行った。  

空間放舶払は佐井市の1ケ所で、連続瀾定及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

’環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半年休機出拇を用いた接種分析を実施した。  

調査対象試料数並びに測定内容は、降水81試料の全β放射能測定。降下物12、大気浮遊じん4、   

上水2、土壌2、■産物2、柑米1、牛乳2、日常食4、水産生物1試料の核種分析。および牛乳6   

試料のヨウ素－131の測定である。   

（2）測定方法  

空間放射♯測層及び環境試料中の放射能欄定は、科学技術庁縞の各種放射能測定法シリーズ及び   

「放射能瀾定調査委誠実旛計画書（平成6年度）」に基づいて行った．   

（3）測定装正  

金β放射能 ……‥－－ Alo k a：LBC451低パックグランド放射能測定装正  
枝積分析 －……－”－－一 束  芝；PGT Ge検出♯、Eシリpズ4096ch MCA  

牛乳中の1＝Ⅰ－‥”…  BICRON：3”×4”NaI（T且）検出器、Eシリーズ1024ch MCA  

空間放射線 －－－－－・－…  Alo k a：1”×1”NaI（1－£）モニ刑ンク′ホ●スト、TCS－166サイイメづ   

（4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

Ilに定時降水試料中の全β放射能調査結欄を示す。  

Ⅳ に牛乳中の131Ⅰの分析結果を示す。  

V に各種環墳試料中の枝種分析柵定訳査結果を示す。  

Ⅶ に空間放射線の計数率連続測定及び線量率の測定結果を示す。  

3 結 請  
平成6年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の接種分析及び空間放射繍の測定結   

果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであり、異常は踏められなかった。  

また、環境試料中の核種分析で検出されている1＝Csは、過去の穣実験等の影響によるものと思   

われるが、その凛度は臨めて低凛度であり、特に問題となるものではない。  
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Ⅰ 全ベータ放射能翻査結果  

分析対象試料なし  

ⅠⅠ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 く定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水i  放射能濃度 （Bq／£）  月間降下暮  月間降下i  
年月  （H8q／k灯り  （HBq／kd）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 6年 4月  204．6   11   N．D   2．4   13 9  

5月   164．7   6   N．D   2．8   5 9  

6月  203．3   9   N．D   2．0   3 4  

7月   26．1   2   1．2   1．3   15  

8月   37．7   5   N．D   2．2   3 5  

9月   65．5   6   N．D   0．4   0．8  

10月   14．0   4 N・D  1．2   13  

11月   40．6   6   N．D   1．1   18  

12月   88．9   7   N．D   1．4   3．5  

平成 7年1月   20．8   5   N．D   1．8   12  

2月   33．2   8   N．D   2．6   6．5  

3月   83．6   12   N．D   1．8   43  

年  間  値   983．0  81   N．D   2．8  0，8 ～139  

前年度までの過去3年間の値   78 ～103   N．D   11   5．7 ～ 288  

（注）N．D・・定量限界未満を示す。   ・ ・測定せす。  

uI放射化学分析結果  

分析対象試料なし  

Ⅳ 牛乳中の151Ⅰ分析結果  

採   取  場  所  佐賀郡大和町大願寺  前年度まで過去3年間の偵   

H．6年  H．7年  

採  取 年  月  日   6／13  8／2  10／3  12／1   1／10  四   最低値   最高値   

放射能濾度（Bq／旦）   N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   0．3 2書   

（注）N．D・・定量限界未満を示す  ＊・・・G e測定ではN．Dであった。  
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V ゲニマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  前年度まで  

取  体  117Cs  遇去3年間の値   その他の検出  

試 料 名  採取場所  年  数  された人工放  

月  射性根種   

大気浮遊じん   佐賀市   
8．4  

′ヽノ 7．3   N．D  N．D  N．D  N．D   なし   ■8q／■う   

降下物  佐東市   
8．4  

～ 7．3   
N．D  N．D  N．D  0．Og7   

／／   hBq／血㍉   

上水 蛇口水   佐賀市   
8．6  

N．D  N．D  N．D  N．D   ／／   

8．12   
tBq／且   

1．5  1．3   4．1   〝   Bq／kg乾土  

土  6．7   

45  150   ／／   H8q／hユ  

2．8  2．6  3．8   
／／   8q／kg乾土  

埴   6．7   

53（）  470  580   〝   H8q／k■2   

精米  佐兼市   8．11   N．D  N．D  N．D   
／／   Bq／座精米   

野  佐井市   8．11   N．D  N．D  N．D   ′／   

8q／kg生  

莱   6．11   N．D  N∴D  N．D   ／／   

牛乳  佐賀耶   
6．8  

N．D  N．D  N．D  N．D   ／／   

6．10   
8q／£   

日常食  
佐賀市  6．6一－7  

4  0．013  0．045  0．819  0．10   ／／   

玄海町周辺   6．11・－12  
8q／人・日   

海  

産  佐賀郡   6．9   0．11  0．063  8．12   〟   Bq／kg生   

生  

物   

（注）N．D・・・定1限界未満を示す。  

Ⅵ ウラン分析結果  

分析対象試料なし  
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Ⅵ 空何故射繕t率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメーター  

測  定  年  月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

平成 6年  4 月   12．3   2 0．1   13．5   80   

5 月   11．9   21．1   13．2   9 2   

6 月   11．9   18．3   13．2   9 2   

7 月   11．9   17．7   13．2   94   

8 月   12．2   19．0   13．3   9 0   

9 月   12．4   18．1   13．6   94   

10 月   12．2   17．0   13．4   9 2   

11月   12．6   17．4   13．8   88   

12 月   12．4   16．4   13．8   88   

平成 7年  1 月   12．3   19．4   13．6   84   

2 月   12．2   18．3   13．5   90   

3 月   12．7   2 2．3   13．8   86   

年  間  億   11．9   2 2．3   13．5   80   －   9 4   

前年度までの遇去3年間の価   11．0   2 4．8   13．5   5 8   一－   9 4   
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Ⅴ－42長崎県における放射能調査  
工事 

、ノ ′ 長崎県衛生公害研究所  

西河由紀 吉村賢一郎 白井玄爾  

1．緒 言   
科学技術庁の委託業務として、平成6年度に長崎県で実施した環境放射能水準調査結果について、   

その概要を報告する。  

2．調査の概要  
（1）調査対象  

①全β放射能調査＝  

②γ線核種分析調査  

…定時降水  

…大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、はう  
れん草、牛乳（原乳・市販牛乳）、日常食及び海産生物（あさり、甘鯛、  
わかめ）  

…モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメータ  ③空間放射線量率－  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技術庁、平成6年   
度）」及び科学技術庁編の各種放射能測定シリーズにもとづいて実施した。  

（3）測定装置   

①全β放射能調査  

・GM計数装置  アロカ製GM自動測定装置JDC－163   
②γ線核種分析調査   

・ゲルマニウム半導体検出器……・東芝製ゲルマニウム半導体核種分析装置IGC－1619S   

③空間放射線量率調査  
・モニタリングポスト‥－・‥・アロカ製MAR－15  

（長崎県衛生公害研究所屋上＜地上14m＞にて常時測定）   
・シンテレpションサーベイメータ・・－・－・・アロカ製γ－SURVEY METER TCST166  

（エネルギー補償型）   

（4）調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査結果を、表1に示した。平成6年度は定時降水73件について調  
査したが、濃度はND～1．04Bq／ゼ（月降下量：ND～22．6MBq／撼）であり、過去の調査結果と同  
程度であった。   

②牛乳（生産地の原乳）中の131Ⅰの調査結果を、表2に示した。平成6年度も2か月毎に6回  
調査したが、いずれも131Ⅰは検出されなかった。また、過去3年間についても検出されてい  
ない。   

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を、表3に示した。平成6年度も環境及び食品  
試料32件について調査したが、天然核種については大気浮遊塵・降下物の環境試料で7Beが  
検出されたほか、ほとんどの環境及び食品試料から40Kが検出された。  

人工核種については、土壌（小浜町雲仙）及びアマダイから187Csが検出されたが、過去  
の調査結果と同程度の濃度レベルであった。なお、その他の人工核種は検出されなかった。   

④空間放射線量率の測定結果を、表4に示した。平成6年度のモニタリングポストの測定結果は   
11．6～20．3cps（平均12．4cps）、シンテレpションサーベイメータの結果は41～47nGy／h程  
度であり、いずれの調査項目も過去の調査結果と同程度のレベルであった。   

平成6年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結果は、過去3か年の結果と同程  
度の濃度レベルであり、特に異常値は認められなかった。  

－286－   



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成6年度）  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  
採  取  

降水量  放 射 能 濃 度（Bq／の    月間降下量  
年  月  

（m）  測定数  最低値   （MBq／kd）   （MBq／kd）  

平成6年 4月   252．0   ND   ND   ND  

5月   126．4   6   ND   ND   ND  

6月   200．0   8   ND   ND   ND  

7月   37．5   5   ND   ND   ND  

8月   68．8   4   ND   ND   ND  

9月   24．6   5   ND   ND   ND  

10月   12．3   ND   ND   ND  

11月   40．6   5   ND   0．90   12．1  

12月   95．8   6   ND   0．58   4．1  

平成7年 1月   77．4   7   ND   1．04   22．6  

2月   42．2   5   ND   ND   ND  

3月   76．9   7   ND   ND   ND  

年 間 値   1054．5   73   1．04   ND～22．6  

前年度までの過去3年間の値   289   ND   3．00   ND ～14．0  

（注1）大型水盤による降下物は、全β放射能については測定していない。  
（ゲルマニウム半導体検出器によるγ線測定のみ）  

（注2）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  

表 2 牛乳中の181Ⅰの分析結果（平成6年度）  

前年度までの過  
採 取 場 所   諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市   去3年間の値   

採 取 年月日   H6．5．19  H6．7．11  H6．9．16  H6．11．22  H7．1．12  H7．3．7  最低値  最大値   

放射能濃度（Bq／ゼ）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）であること。  
（注2）放射青巨濃度は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクトロメータで測定した。  
（注2）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  

ー287－   



表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果（平成6年度）  

前年度まで  
検  の過去3年  

試料名  採取場所  採取年月   体  間の値  単 位  
数   た人工放射性核種  

最低  最高  最低  最高   

大気浮遊じん   長崎市   6年4月  4  ND  ND  ND  ND   検出せず   mBq／d   
～7年3月  

降 下 物   長崎市   6年4月  12  ND  ND  ND  ND   検出せず   MBq／撼   

～7年3月  

上水源水  
陸  

蛇口水  長崎市   6年6月  2  ND  ND  ND  ND   検出せず  mBq／ゼ  

水  及び12月  

淡水  

36  59  77   
口         検出せず   

Bq／kg乾土  
0～5cm  小浜町  

土  （雲仙）   1，280  1800  2500  MBq／撼  

6年7月  

壌  9  9  23   
口         検出せず   

Bq／kg乾土  
5～20∝l  小浜町  

（雲仙）  964  1100  3093  MBq／撼   

精  米   長崎市   7年1月   ND  ND  ND   検出せず   Bq／kg精米   

野  7年1月   ND  ND  ND   検出せず   

8q／kg生  

菜   7年1月   ND  ND  ND   検出せず   

茶  Bq／短乾物   

牛  乳   長崎市   6年8月及  検出せず   Bq／ゼ   

ぴ7年2月   

淡水産生物  Bq／kg生   

長崎市   6年6月  
日 常 食  

2  ND  ND  ND  ND   検出せず   

Bq／人・日  

松浦市  及び11月                     2  ND  ND  ND  0．07  検出せず   

海  水  mBq／ゼ   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  小長井町  6年5月   ND  ND  ND   検出せず   
産  

アマダイ  長崎市   6年11月  0．23  ND  0．24  検出せず  
生  

Bq／kg生  

物   

（注1）食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。  
（注2）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  
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表4 空間放射線量率測定結果（平成6年度）  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  備  考  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成6年 4月   11．9   20．3   12．2   42  

5月   11．8   19．0   12．4   41  

6月   11．6   17．0   12．5   42  

7月   11．6   15．2   12．2   43  

8月   11．7   16．4   12．2   43  

9月   11．8   13．3   12．4   47  

10月   12．0   14．1   12．5   43  

11月   11．9   15．8   12．6   46  

12月   11．9   16．5   12．7   45  

平成7年1月   11．9   19．7   12．5   41  

2月   11，9   15．5   12．5   44  

3月   11．9   18．7   12．5   46  

年 間 値   11．6   20．3   12．4   41～47  

前年度までの過  

去3年間の値   11．6   24．7   12．5   46～56  

－289－   



Ⅴ－43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

塘岡 横  木庭亮一  

野田 茂  植木 肇  

今村 修  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成6年度に実施した科学技術庁委   

託の環境放射能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇  

口水）、土壌、米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、牛  

乳、日常食及び空間放射線真率  

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射   

能測定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書   

（平成6年度）」に基づいて行った。  

3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能  

G M式β線測定装置：アロ カ JDC－163  

イ ガンマ線核種分析  

G e半導体検出器 ：EG＆G ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置  ：セイ コー・イ ージーアンドジー  

HCA7800  

ウ 空間放射線皇率  

モニタリ ン グポスト：アロ カ  HAR－15  

シンチレーシ ビ ン式  

ア ロ カ  TC5－151  サーベイ メ ー タ  

4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、ゲルマ   

ニウム半導体検出器による核種分析結果を表2に、空間放  

射線量率測定結果を表8にそれぞれ示した。  

3．結 語  

平成6年度の熊本県に∴おける調査結果は、環境試料中  

の放射能及び空間放射線量率ともに前年度と同程度のレ  

ベル内にあ り、特に異常値は認められなっかった。  

ー290－   



表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能瀦査結果  

降 水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

年月   降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  月間降下量  

（HBq／k■2）  （HBq／kn2）  

（1■）                        測定数  最低値  最高値   

平成6年 4月  191．0   12   N．D   N．D   N．D  

5月   53．6   7   N．D   N．D   N．D  

6月  218．9   9   N．D   N．D   N．D  

7月   79．6   5   N．D   2．4   16  

8月   87．2   4   N．D   N．D   N．D  

9月   8．6   8   N．D   N．D   N．D  

10月   27．1   6   N．D   N．D   N．D  

11月   5．3   2   N．D   N．D   N．D  

12月   82．8   5   N．D   N．D   N．D  

平成7年1月   52．2   4   N．D   Ⅳ．D   N．D  

2月   25．9   4   N．D   N．D   N．D  

3月－  71．9   7   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   902．1   68   N．D   2．4   N．D一－16   ′ヽ■■   

前年度までの過去3年間の値   292   N．D   4．4   Ⅳ．D｛′40   ′■■′   

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の＄倍未満）  
＊   ：3月より新研究所（宇土市）で測定  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  137cs  前年度まで  
試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値  

月  

数  

大気浮遊じん   熊本市 宇土市＊  6年4月 ～7年3月  4  N．D  N．D   N．D   N．D  1Bq／18   

降下物   熊本市 宇土市－  8年4月 ～7年3月  12  N．D  N．D   N．D   0．36  HBq／k12   

上水源 水  
陸  

蛇口水  熊本市  6年8月 6年12月  2  N．D  N．D   N．D   N．D  
水  

mBq／且  

淡 水  

78   72   78  Bq／kg争乞土  
0一－5cl  西原村  ＄年8月  口  

土  1800  1500  2100  HBq／k12  

壌  15   10   19  Bq／kg乾土  
5一－20c■  西原村  6年8月  口  

1100  640  1＄00  HBq／k■ヱ   

精  米   合志町  8年10月  口  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  合志町  6年5月  口  N．D   N．D   N．D  
Bq／kg生  

粟   N．D   N．D   N．D  

茶  御船町 上村  8年5月 6年5月  2  N．D  N．D   N．D   0．85  Bq／kg乾物   

牛  乳   合志町  8年8月 7年2月  2  N．D  N．D   N．D   N．D  8q／且   

淡水産生物  8q／kg生   

日 常 食   熊本市 阿蘇町  6年6月 6年12月  4  N．D  0．14  0．025  0．14  Bq／人・日   

海  水  mBq／且   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
＊   ：3月より新研究所（宇土市）で測定  
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表3 空間放射線主宰測定結果  

モニタリングポスト（op8）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低地   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 6年 4月   11．8   18．3   12．7   46   

5月   11．7   16．1   12．5   41   

8月   11．5   16．8   12．8   ＄9   

7月   11．6   18．5   12．5   87   

8月   11．7   18．2   12．4   44   

9月   11．8   15．2   12．7   41   

10月   11．8   16．0   12．8   38   

11月   11．8   17．7   1き．1   37   

12月   11．8   17．8   13．2   42   

平成 7年1月   11．7   18．2   12．9   45   

2月   11．9   15．6   12．9   43   

3月－   9．4   21．2   10．8   89   

年 間 値   9．4   21．2   12．6   ‡8 一－ 46   

前年度までの過去3年間の値  11．4   21．1   12．7   37 一－ 45   

（注）調査開始：平成元年10月  
＊   ：3月より新研究所（宇土市）で測定  
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Ⅴ一44 大分県における放射能調査  

大分県衛生環境研究センター  

藤野卓見  

岡本盛義（環境管理課）、池辺清士（同）  

1 緒言   

大分県において平成6年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能   

測定調査結果について報告する。  

2調査の概要   

1） 調査対象  

降水（定時）・大気浮遊じん・降下物・陸水（上水蛇口水）・土壌・米  

（精米）・野菜（ホウレンソウ、大根）・牛乳（原乳）・日常食の各種  

試料及び空間線量率測定（モニタリンクヾホ○スト：1地点、シンチトションサーへヾイメータ：1  

地点）  

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平成  

6年度）」及び各放射能測定法（科学技術庁 編）に準じて実施した。  

3） 測定装置  

①全ベータ放射能  アロカ製 GM自動測定装置 JD C－163  
②γ線核種分析  キャンベラ製 M C Aシリーズ3 5プラス  

③空間放射線士卒  アロカ製 NaI（Tl）シンチレーションサーへヾイメータ TCS－131  

アロカ製 モニタリ ングポスト MAR－11  

4） 調査結果  

①全ベータ放射能 大分市における定時降水の測定結果を表1に示す。  

6 3回測定を行い、4 5回はN．Dで、月間降下土の  

最高値は5 5．0（MBq／k皿2）であった。  

②γ線核種分析   分析結果を表2、表3に示す。測定試料数は29  

検体で、1＝c sが土壌、日常食から検出されたが、  

過去3年間の値と同程度であった。  

③空間放射線皇率 測定結果を表4に示す。  

大分市と佐賀関町における計測値は従来と同程度で  

あった。  

3 結語  

平成6年度に大分県で実施した放射能測定結果は、従来と同程度であり  

特に異常値は認められなかった。  
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［表1］定時降水試料中の全β放射能調査結果（大分市）  

放射能濃度（Bq／ゼ）  

採 取 年 月   降水量  月間降下量  

（皿m）  最 低 値   最 高 値   （MBq／kn2）  

平成6年 4月   202．0   9   N．D   2．1   5．1   

5月   65．5   6   N．D   N．D   N．D   

6月   176．4   9   N．D   2．3   4．7   

7月   102．9   4   N．D   0．71   34．0   

8月   62．5   3   N．D   N．D   N．D   

9月   129．1   6   N．D   8．5   39．0   

10月   78．4   5   N．D   0．9 9   19．0   

11月   21．5   6   N．D   13   55．0   

12月   66．6   4   N．D   0．9 7   5．5   

平成7年1月   8．0   1．0   1．0   8．0   

2月   20．7   2   N．D   N．D   N．D   

3月   109．9   8   N．D   1．1   47．9   

年間値   1043．5   6 3   N．D   13   N．D～ 55．0   

前年度までの過去3年間の値   8 9～10 9   N．D   5．1   N．D～ 79．0   

（備考）N．D ：計数値が計数誤差の3倍未満  

［表2］牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   久 住 町   久 住 町   前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  6．8．16   7．2．8   最 低 値   最 高 値   

放射能濃度（Bq／ゼ）  N．D   N．D   N．D   N．D   

（備考）N．D ：計数値が計数誤差の3倍未満  

－295－   



［表3］ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  ＝＝csの前年  その他の  

試 料 名   採取  産までの過去  単 位  

場所  3年間の値  人工放射性  

月   核種  

大気浮遊じん   大分市  毎月  4  N．D  N．D  N．D   N．D  皿Bq／皿3   

降下物  大分市  毎月  匹  N．D  N．D  N．D   N．D  MBq／加2   

陸水（蛇口水）   大分市  6．6 6．12   2  N．D  N．D  N．D   

90  62   86  Bq／kg乾土  土  

1600  1300   1600  MBq／h2  
17   27  Bq／kg乾土  壌   

910  780   1300  M8q／血2   

精  米   宇佐市  6．11  口   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D   N．D  Bq／kg生  

菜   N．D  N．D   N．D  

牛  乳   久住町  8．8 7．2   2  N．D  N．D  N．D   0．19  Bq／ゼ   

大分市  6．6 6．10  2  N．D  N．D  N．D   0．058  
日 常 食  

Bq／人・日  

（備考）N．D ：計数値が計数誤差の3倍未満  

［表4］空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   
（eps）  サ 

半】司恨   

平成6年 4月   12   19   14   6 9   

5月   12   18   14   6 5   

6月   11   19   14   6 8   

7月   11   15   12   6 7   

8月   11   14   12   6 8   

9月   11   18   12   7 2   

10月   11   17   12   71   

11月   11   15   12   7 0   

12月   11   17   12   7 0   

平成7年 1月   11   16   12   6 9   

2月   11   14   12   69  

3月   11   19   12   71   

年  闇  値   11   19   13   6 5 ～ 7 2   

前年度までの過去3年間の値≡ 10   2 4  14  6 5～7 5   
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Ⅴ－45 宮崎県にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

平田 泰久、野崎祐司、前田 武  

1緒 青   

前年度に引き続き、平成6年4月から平成7年3月までに科学技術庁の委託により実施した宮崎県   

における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び   

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線皇率   

2）測定方法  

試料の調製及び測定は、科学技術庁隔「放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）」、全ベ   

ータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法  

（平成2年改訂版）」により行った。   

3）漸定装置  

全ベータ放射能：  GM式β線測定装置  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（アロカ製 JDC－163）  

（SEIKO EG＆G製 MODEL7800）   
空間放射線量率：  モニタリングポスト  （アロカ製 MAR－11）  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TC S－151）  

4）調査結果   

表Ⅰに降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間の債と比   

較して、特に異常は認められなかった。   

表Ⅱにγ線核種分析結果を示す。人工放射性核種としてはl＝csが、土壌、野菜（大根）、茶、   

及び日常食から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であった。その   

他の人工放射性核種は検出されなかった。   

表Ⅲにモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率調査結果を示す。いずれも   

前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であった。  

3 結 語   

平成6年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度であ   

り、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

年  月  
放射能濃度（Bq／】）  月間降下量  

（皿m）  （椚qハm2）  

平成6年 4月   軋D   13．2   

5月   川6   軋D   N．D   軋D   

6月   軋D   N．D   軋D   

7月   N．D   札D   N．D   

8月   軋D   軋D   札D   

9月   軋D   3．3   37．0   

10月   軋D   2．1   15．7   

11月   軋D   6．＄   236．4   

12月   川   N．D   軋D   N．D   

平成7年 1月   軋D   軋D   札p   

2月   軋D   軋D   軋D   

3月   札D   軋D   軋D   

年 間 値   1973   札D  軋♪～8．8   軋D～236．4   

前年度までの過去3年間の値  軋D  軋D～5．4   N．D～187．8   

（軋D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  

霊宝尊貴齢値   その他検出 工  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人  

数          放射性核種   

大気浮遊塵   宮崎市  8．4 ～ 7．3  口  軋D   N．D   軋D   軋D  mBq／mき   

降 下 物  〝   6．4 ～ 7．3    軋p   N．D   軋D  0．13  耶q／km2   

陸   蛇口水   〝   
水  

6．6，＄．12    軋D   軋D   軋D   札D  皿Bqハ  

土  6．7   
7．1   9．2  Bq／kg租  

1                    皿 H   皿  皿    MBq／km2  

〝   〝   
1 5．3   8．8  

壌   
Bq／kg乾土  

口             ‾五盲石／㍍う‾       1300   皿  1808  

精 米  〝   8．9   1   N．D  N．D   軋D  Bq／kg糟兼   

野  ＄．11   1   0．07＄  軋D   

菜   〝   〝   軋D  0．18  

茶  
川南町  

8．5   
都城市  

2．9  0．98   

牛 乳  高原町  6．8，7．2  2軋p  軋D   軋D  0．20   ∃  

日 常 食   宮崎市 高原町  6．6，6．12  40・083   0．15  0．842   0．18   Bq／人・日   

（軋D：検出されず）  
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表3 空間放射線皇率測定結果  

モニタリげホ●スト （cps）  サーヘ●イメータ  

測定年月 
最低値  最高値  平均値   （nGy／b）   

平成6年 4月   10．1   18．る   11．8   

5月   10．1   15．8   11．3   

6月   10．1   16．2   11．5   

7月   10．4   1き．2   11．5   

8月   10．1   12．5   11．2   

9月   10．4   14．7   11．6   

10月   10．3   1＄．1   11．5   

11月   10．5   18．0   11．7   

12月   10．3   15．1   11．8   

平成7年 1月   10．3   15．8   11．3   

2月   10．6  巨  14・8   11．5   

3月   10・4 17・8  11．5   43   

年  間  債   18．1   18．0   rl．5  38 ～ 47   

前年度までの過去3年間の値   10．0   21．8   11．5  34 ～ 5き   
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Ⅴ－46 鹿児島甥冬古こお古ナる放射肯巨調査  

鹿児島県環境センター  

今村 和彦，遅々 伸博  
藤崎 学， 図生 保  

1．緒 言  

平成6年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果に  
ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のほかに．川内原子力発電所周辺の環境放射線監  
視調査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  
放射線調査結果報告書」で既に報告している。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，  
野菜（大根，ホウレン草），茶，牛乳 日常食，海水魚の核種分析及び空間放射  
線皇率   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調整及び測定は，科学技術庁扁の各種放射能測定法シリ  
ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成6年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

ア 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

イ 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  
波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線呈率調査  

1”¢×1”LNaI（Tl）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  
1”¢×1”LNaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ  

TCS－166   
4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表－1に示す。また，空間放射線  
皇率調査結果を表一2に示す。いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベル  
であり，異常は認められなかった。  

核種分析調査結果を表－3に示す。核種分析調査たっいては，昭和63年度から  
実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果及び  
環境放射能水準調査結果と比較して特に異常は認められなかった。   

3．結 語  

平成6年度の調査結果は，空間放射線量，環境試料の放射能とも，これまでの  
調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採 取  
降水の定時採取（定時降水）  

年  月   i富岳 ≡  

放射能濃度（Bq／1）  

測定数  最低値  最高値   
凋闘滞  

平成 6年 4月  444．7   ND   ND   ND   

5月   89．5   ND   ND   m   

6月  531．9   ND   ND   ND   

7月   39．0   ND   ND   ND 

8月   79．4   ND   ND   ND   

9月   17．3   ND   ND   ND   

10月   31．5   ND   Np   ND   

ll月   32．5   ND   ND   m   

12月   88・7   ND   ND   ND   

平成 7年1月   58．9   m   ND   Ⅶ   

2月   60．2   ND   ND   ND   

3月  164．7   ND   ND   ND   

年 間 値   1638．3   ND   Np   ND   

前年度までの過去3年間の値芦   275   Np   9．4   ND～247∴1   

（測定場所：鹿児島市）  

（衰－2） 空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   
モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成6年 4月   11．1   15．8   12．0   71   

5月   11．0   16．5   11．7   74   

6月   11．2   16．8   12．0   75   

7月   11．2   14．3   11．9   73   

8月   11．2   14．2   11．8   

9月   ＊   ＊   ＊   

10月   11．8   14．3   12．6   74   

11月   11．8   15．4   12．6   77   

12月   11．9   17．1   12．8   72  

平成7年1月   11．7   17．3   12．5  74  

2月   11．8   15．5  12．5  j  75   

3月  】  11．8   19．5   12．6   

年   間   値  11．0   19．5   12．3  71～78  

前年までの過去3年間の値   10．0   25．6  11．9   65～78   

（注） ＊は，落雷による欠測を表す。  （測定場所：鹿児島市）  
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（真一3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名   採取場所  採取年月  墓  187cs   闇編の値   琉  単 位       最低値  最高値  最低値  最高値   

降 下 物   鹿児島市  6／4～7／3  四  ND   ND   ND   ND  雌q／km2   

陸水】蛇口水   鹿児島市   6／6，12   ND   ND   ND   ND  mBq／1   

0．99  0．99  0．65．  0．96  
土  

恥／kg乾土  

M軸／km2  

壌   1．2   1．2   1．2   1．9  
5－20clコ  開聞町   6／7   

恥／kg乾土  

170   170   雌q／km2   

精米  鹿児島市   6／12   口  0．57  0．57   ND   0．23  Bq／kg精米   

野  6／12   ND   ND   ND   ND  

菜   6／10   ND   ND   
Bq／kg生  

ND   0．23  

知覧町   口  2．3   2．3   1．6   2．91  
茶  

Bq／kg乾物  

宮之城町   口  0．73  0．73  0．64  0．84  恥／kg乾物   

牛  ND   m   0．050  Bq／1  

乳   ND   ND   ND   0．105  Bq／1   

大口市   6／6．11   国  0．05g  0．070  0．029  0．074  Bq／人・日  
日常食  

川内市   6／6，11   0．064  0．085  ND   0．058  恥／人・日F   

海水  加世田市   ND   ⅣD   ND   ND  亜q／1   

海底土  加世田市   ND   ND   ND   1．4  Bq／kg乾土   

海産生物きびなご   阿久根市   6／11   口  0．20  0．20  0．15  0．232  Bq／kg生  
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Ⅴ－47 沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所  

金城義勝、宮城良一  

田代豊、 洲鎌久人  

1．緒言  

前年度に引き続さ科学技術庁の委託を受け、平成6年度に沖縄県が   

実施した環境放射能調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、農畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、  

海産生物及び空間線量率の測定を行った。  

試料の採取地点、測定地点、測定値は表1～4に示す。  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定法は「平成6年度放射能調査委託計  

画書」、「全べ一夕放射能測定法」、「ゲルマニウム半導体検出器  

を用いた機器分析法」に基づいた。  

（3）測定装置  

a．G M測定装置  Aloka TDC－511，GP－14V，PS－202D，EDP－111  

b．マルチチャンネル波高分析装置 CANBERRA 4K－KCA（35 Pluas）  

Ge－DETECTER GC2019－7500S  
c．モニタリ ングポスト Aloka XSR－151Y，ND－105  

d．サーベイメータ Aloka TCS－121C  

（4）調査結果  

a．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1に示す。  
何れの試料においても検出されなかった。  

b．牛乳中の131Ⅰの測定結果を表2に示す。  

＝lIは何れの試料においても検出されなかった。  

c．ゲルマニウム半導体検出器による】＝csの測定結果を表3  

に示す。  

環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で  

特に異常値はみられない。  

d．空間放射線量率の測定結果を表4に示す。  

モニタリ ングポストによる計数率は7．7～21．5cps、サーベ  

イメータによる線量率は59．8～64．7nGy／hの範囲で、空間放  

射線量率も前年度とほぼ同レベルの推移である。  

3． 結語  

今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線量率は前   

年度と同レベルの推移で、変動の要因は自然放射能の寄与によるも   

のと推察された。また、環境試料中の137cs濃度も前年度と同レベル  

の推移で、特に異常値はみられない。  
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（1）大型水盤によ5月間降下物試料及び定時降職料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（恥／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （は恥／肋2）  （はBq／Km2）  

（m）  測定数   最低値   最高値   

6年 4月   76．6   8   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月  268．0   10   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

6月  146．5   9   N．D．   

7月  127．0   10   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   66．5   15   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

9月   58．0   4   N．D．   N．D．   N．D．  

10月  321．5   8   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   68．5   8   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   80．5   4   N．D．   N．D．   N．D．   9．39   

7年1月   39．5   8   N．D．   N．D．   N．D．   11．52   

2月   63．5   12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

3月  310．0   12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

年 間 値   1625   108   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．～11．52   

前年度までの過去3年間の値  329   N．D．   23．3   N．D．～78．0  N．D．～254   

＊ 降水は大里村、大型水盤による降下物は瑚城町で採取している。  
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（2）牛乳中の＝Ⅰ分析結果  

採取場所   与那城町  前年度まで過去3年間髄ち     卯   

採 取 年 月 日  H6．Og  最低値   最高値   

放射能濃度伽／1）  N．D．  N．D．   N．D．   
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（3）ゲルマニウ∠半導体検出蕃による核種分析粧調査結果  

療  

取  lきTcs  前年度まで  その他の検出され  

試 料 名  採取場所    年  過去3年間の値    た人工放射性核種   

月   

数  

大気浮遊じん  m恥／ml   

降 下 物   与那城町  4‥3  四  N．D．   N．D．   N．D．   0．078  Ⅱ恥／肋‡   

上水源 水  北谷町  9、12  田  軋D．   N．D．   N．D．   N．D．  

陸  

蛇口水  那覇市  9、12  田   N．m   N．D．   N．D．   N．D．  m恥／1  

水  

淡 水  

6．15   6．56   8．44  恥／馳乾土  

0～5cm  那覇市  田   
土  426   1軸／肋2  

壌  4．87   4．15   4．74  恥／馳乾土  

5～20cm  那覇市  田   
船q／伽2   

精   米   与那城町  口   0．010  N．D．   0．011  恥／Kg精米   

野  根  与那城町  四   N．D．   N．D．   N．D．  

恥／他生  

菜   N．D．   N．D．   N．D．  

茶  馳／馳乾物   

牛   乳   与那城町  田  田  N．D．   N．D．   N．D．  恥／1   

淡水産生物  軸／他生 

日 常 食   那覇市他  6，12  口   0．039   0．050  軋D．   0．075  恥／人・日   

海   水   県内机点  8，2  四   1．7g   3．23   1．56   4．12  mBq／1   

海 底 土   県内6鮎  四  田   N．D．   2．80  N．D．   3．77  恥／馳乾土   

海  0．155  0．120  0．165  

産  

軸几g生  

生  

物   
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（4）空間放射線蓼測定結果  

モニタリングポスト （nGy／又はcps）    サーベイメータ  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

厄 ∃ 平成 年4月   8．6   11．6   9．5   62．6   

5月   8．7   16．7   9．7●   59．8   

6月   7．7   13．0   8．8   64．4  

7月  8・0   12．1   9．3   64．7  

8月   7．9   14．0   9．1   61．4  

9月   岳 8．0  10．7   9・3   62・8  

10月  7．8   11．0   9．2  63．4 
1  

11月  7．9  14．7  9．2   63．9   

12月  8．1  15．2   9．3  63．2   

年1月   8．4   13．1   9．4   64．3   

2月   7．8   14．4  9．3   62．5   

7．9  21．5  9．4  61．0  

7．7 21．5 1 9．3  59．8～64．7  年  間  値  

前年度までの過去3年間の値  9．2 49．2～66．5  
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